
備 考

平成31年4月設置
届出予定

　医療技術学科
 【Department of
   Medical Science
   and Technology】
　　臨床工学専攻
   【Course of
　　Clinical
　　Engineering
　　Technology】
　
　

　　臨床検査学専攻
　 【Course of
     Medical
     Laboratory
     Science】

　　救急救命学専攻
　　【Course of
　　 Emergency
　　 Medical
     Technology】

4

4

4

50

50
(40)

0
(40)

別記様式第２号(その１の１)

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

大 学 の 目 的
広島国際大学は、ひとと共に歩み、こころに届く医療を実践する専門職業人を育成
し、加えてあらゆるひとの健康と幸福に資する研究を推進する。もって広く社会に
貢献する。

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

人口の減少・少子高齢化が進む中、「医療」に求められる内容も病気やケガの治療
にとどまらず、「健康の維持」「生活の支援」にも広がってきている。このような
状況を踏まえ、健康・医療・福祉の分野に主軸を置く大学として、このニーズに応
えることは社会的要請と捉え、現在本学で養成する臨床検査技師、救急救命士、理
学療法士、公認心理師及び臨床心理士に関係する学部・学科の収容定員増員を行
う。

フ リ ガ ナ ﾋﾛｼﾏｺｸｻｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 広島国際大学(Hiroshima　International　University)

大 学 本 部 の 位 置 広島県東広島市黒瀬学園台555番地36

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｼﾞｮｳｼｮｳｶﾞｸｴﾝ

設 置 者 学校法人　常翔学園

新
設
学
部
等
の
概
要

広島県東広島市黒瀬
学園台555番地36

新設学部等の目的

― 200
(0)

学士
(救急救命学）
【Bachelor of
Emergency

Medical
Technology】

平成32年4月
第1年次

年 人 年次
　人

人 　年　月
第　年次

同上

70

―

―

―

200

200
(160)

0
(160)

学士
(臨床工学)

【Bachelor of
Clinical

Engineering
Technology】

学士
(臨床検査学)
【Bachelor of

Medical
Laboratory
Science】

学士
(救急救命学）
【Bachelor of
Emergency

Medical
Technology】

平成25年4月
第1年次

平成32年4月
第1年次

平成25年4月
第1年次

　

平成10年4月
第1年次

　救急救命学科
 【Department of
   Prehospital
   Emergency Medical
   Sciences】

4 50
(0)

保健医療学部
【Faculty of Health
Sciences】
　診療放射線学科
 【Department of
   Clinical
   Radiology】

4

　

― 280 学士
(診療放射線学)

【Bachelor of
Clinical

Radiology】

同上

1



新
設
学
部
等
の
概
要

学士
(義肢装具学)
【Bachelor of
Prosthetics

and
Orthotics】

医療経営学部
【Faculty of Health
Services Management】
　医療経営学科
 【Department of
  Health Services
  Management】

4 0
(90)

― 0
(360)

学士
(医療経営学)
【Bachelor of

Health
Services

Management】

平成23年4月
第1年次

同上

医療福祉学部
【Faculty of Health
and Welfare】
　医療福祉学科
 【Department of
   Social Work】

4 0
(100)

3年次
0

(10)
0

(420)
学士

(医療福祉学)
【Bachelor of
Health and

Social
Services】

平成10年4月
第1年次

平成27年4月
第1年次

同上

同上

平成32年4月
第1年次

広島県東広島市黒瀬
学園台555番地36

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

学士
(理学療法学)
【Bachelor of

Physical
Therapy】

平成25年4月
第1年次

同上

40

30

30
(0)

―

―

―

160

120

120
(0)

学士
(作業療法学)
【Bachelor of
Occupational

Therapy】

学士
(言語聴覚療法学)

【Bachelor of
Speech-

Language-
Hearing

Therapy】

学士
(義肢装具学)
【Bachelor of
Prosthetics

and
Orthotics】

平成25年4月
第1年次

平成25年4月
第1年次

平成32年4月
第1年次

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部
【Faculty of
Rehabilitation】
　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科
 【Department of
   Rehabilitation】
　　理学療法学専攻
   【Course of
　　 Physical
　　 Therapy】

4 80
(60)

― 320
(240)

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

　　作業療法学専攻
　 【Course of
     Occupational
     Therapy】

　　言語聴覚療法学専攻
    【Course of
　　　Speech-
　　　Language
　　　-Hearing
　　　Therapy】
　

　　義肢装具学専攻
　 【Course of
　　 Emergency
　　 Medical
     Technology】

4

4

4

心理学部
【Faculty of
Psychology】
　心理学科
 【Department of
   Psychology】

4 0
(90)

3年次
0

(10)
0

(380)
学士

(心理学)
【Bachelor of
Psychology】

　ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ支援学科
 【Department of
   Assistive
   Rehabilitation】
　　義肢装具学専攻
　 【Course of
　   Emergency
　　 Medical
     Technology】

4 0
(30)

― 0
(120)
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平成31年4月設置
届出予定

平成31年4月設置
届出予定

平成31年4月設置
届出予定

平成31年4月設置
届出予定

新
設
学
部
等
の
概
要

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

990
(940)

3年次
10

(20)
4,220

(4,060)

―　　　　単位

実験・実習 計

― ―　科目 ―　科目 ―　科目 ―　科目

平成32年4月
第1年次

同上

同上

学士
(心理学)

【Bachelor of
Psychology】

同一設置者内における変更状況
(定員の移行，名称の変更等)

別紙のとおり【別紙】

　医療経営学科
 【Department of
   Health
   Services
   Management】

平成32年4月
第1年次

広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

　心理学科
 【Department of
   Psychology】

4 100
(0)

― 400
(0)

4 90
(0)

― 360
(0)

学士
(医療経営学)
【Bachelor of

Health
Services

Management】

平成32年4月
第1年次

　医療栄養学科
 【Department of
   Clinical
   Nutrition】

4 60
(0)

計

― 240
(0)

学士
(医療栄養学)
【Bachelor of

Clinical
Nutrition】

広島県東広島市黒瀬
学園台555番地36

健康科学部
【Faculty of Health
and Wellness
Sciences】
　医療福祉学科
 【Department of
   Social Work】

4 100
(0)

― 400
(0)

学士
(医療福祉学)
【Bachelor of
Health and

Social
Services】

医療栄養学部
【Faculty of Clinical
Nutrition】
　医療栄養学科
 【Department of
   Clinical
　 Nutrition】

4 0
(60)

学士
(看護学)

【Bachelor of
Nursing】

平成32年4月
第1年次

3年次
10 500

看護学部
【Faculty of Nursing】
　看護学科
 【Department of
   Nursing】

4 120

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

平成15年4月
第1年次

同上

薬学部
【Faculty of
Pharmaceutical
Sciences】
　薬学科
 【Department of
   Pharmaceutical
   Sciences】

6 120 ― 720 学士
(薬学)

【Bachelor of
Pharmaceutica

l Sciences】

平成18年4月
第1年次

同上

― 0
(240)

学士
(医療栄養学)
【Bachelor of

Clinical
Nutrition】

平成26年4月
第1年次

広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員
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大学全体

4 44

(246) (11)

1 0 0

0 0

(15) (4) (43)

15

(1) (1) (0) (2) (4) (0) (5)

243 12 ―

教職教室
0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

(68) (51) (36)
計

医療栄養学科
10

0 2 4 0 5

心理臨床センター

助産学専攻科

(0) (0) (0) (1) (1)

0 0 0 1

2 1 2

0室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 285 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

94室 453室 277室
11室

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

403,230.94㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 403,230.94㎡

そ の 他 6,515.89㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 6,515.89㎡

117,137.07㎡ 0㎡ 0㎡ 117,137.07㎡

（　　117,137.07㎡）（　　　　　　0㎡）（　　　　　　0㎡）（　　117,137.07㎡）

借用：
1,460.88㎡、
借用：
1,896.32㎡、
2,384.69㎡
借用期間：30年
(平成20年以来継続)

校 舎 敷 地 213,334.58㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 213,334.58㎡

運 動 場 用 地 189,896.36㎡ 0  ㎡ 0  ㎡

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

189,896.36㎡

小 計

合 計 409,746.83㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 409,746.83㎡

そ の 他 の 職 員
7 0 7

(7) (0) (7)

図 書 館 専 門 職 員
2 14 16

(2) (14) (16)

技 術 職 員
3 0 3

(3) (0) (3)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
107  人 18  人 125  人

(107)

計
119 32 151

(119) (32) (151)

合　　　　計
92 66 54 36 248

既

設

分

(18) (125)

12 ―

(92) (69) (51) (39) (251) (11) (―)

0 0 0

1 1

0

(―)

91 65 54 33

(91)

―
計

0 3 5 0

(1) (1) (0) (3) (5) (0) (―)

(0) (0)

1 1

(19) (0) (42)

18 0 49
心理学科

5 8

(6) (8) (4) (1)

(10) (2) (1) (2)

平成31年4月設置
届出予定(57)

健康科学部 医療福祉学科
7

4 1

(7) (4) (2) (1) (14) (0) (41)

14 0 42

(21) (0)

21 0 688 5 1

医療経営学科
7 4 2 1

(7) (8) (5) (1)

(0) (33)

52 0 34

(7) (45)

9 14

(6) (10)

薬学部
(16) (15) (8) (14) (53)

(10) (13)

薬学科
16 13

看護学部 看護学科
11 12 7 8

(0) (56)(15) (9) (12) (3) (39)

(39)

468 38

総合リハビリテー
ション学部

リハビリテーショ
ン学科

15 9 12 570

救急救命学科
(4) (2) (2) (0) (8)

3 39

(0) (55)

57

0 19 0

(5) (3) (3) (19) (0)

4 2 2 0 8 0

3 3 19 0 42

助手

新
設
分

保健医療学部 診療放射線学科

46

(41)(8)

(45)(8) (2) (8) (1) (19) (0)
医療技術学科

8 2 9

人 人 人 人 人 人教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計

人

8 5

平成31年4月設置
届出予定
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大学全体

大学全体

1,920千円

-  千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

27,720千円

-　千円 -　千円 -　千円 -　千円 -　千円

-　千円 -　千円

-  千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、補助活動収入等

-  千円
健康科学部
医療栄養学科

1,370千円 1,230千円 1,230千円 1,230千円 -  千円

健康科学部
医療福祉学科

1,330千円 1,180千円 1,180千円 1,180千円 -  千円 -  千円

薬学部
薬学科

2,270千円 1,920千円 1,920千円 1,920千円 1,920千円

健康科学部
心理学科

1,330千円 1,180千円 1,180千円 1,180千円 -  千円 -  千円

健康科学部
医療経営学科

1,330千円 1,180千円 1,180千円 1,180千円 -  千円

看護学部
看護学科

1,770千円 1,630千円 1,630千円 1,630千円 -  千円 -  千円

-  千円

総合リハビリテーション学部
リハビリテーション学科 1,770千円 1,630千円 1,630千円 1,630千円 -  千円 -  千円

保健医療学部
救急救命学科

1,770千円 1,630千円 1,630千円 1,630千円 -  千円

保健医療学部
医療技術学科

1,770千円 1,630千円 1,630千円 1,630千円 -  千円 -  千円

保健医療学部
診療放射線学科

1,770千円 1,630千円 1,630千円 1,630千円 -  千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次

-　千円

図 書 購 入 費 44,331千円 32,032千円 32,970千円 33,907千円 34,533千円 -　千円 -　千円

283千円 -　千円 -　千円

共 同 研 究 費 等

第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 283千円

設 備 購 入 費 267,579千円 47,872千円 34,906千円 27,120千円

283千円 283千円

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

3,621.31㎡ 635 244,195

（499)

計
196,681〔30198〕　 161〔33〕　 134〔134〕　 8,201 72,997 499

（196,681〔30,198〕) （161〔33〕)

図
書
・
設
備

標本

大学全体
8,201 72,997 499

（196,681〔30,198〕)

新設学部等の名称

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

5,550.52㎡
第2練習場、第3練習場、第4練習場、
テニスコート 4面

大学全体
学術雑誌
21,265冊

〔9,526冊〕

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

（134〔134〕) (8,201) (72,997)

（134〔134〕) (8,201) （72,997) （499)

点

196,681〔30,198〕　 161〔33〕　 134〔134〕　

（161〔33〕)
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既
設
大
学
等
の
状
況 

大 学 の 名 称 広島国際大学大学院 備    考 

学 部 等 の 名 称 
修 業 
年 限 

入 学 
定 員 

編入学 
定 員 

収 容 
定 員 

学 位 又 
は 称 号 

定 員 
超過率 

開設年度 所 在 地 
 

 
 

年 

 

人 

年次 

人 

 

人 
 

 

倍 
  

 

看護学研究科 
博士前期課程 

     0.05  
広島県呉市 
広古新開 
五丁目 
1番1号 

平成31年4月から、大
学院心理科学研究科 
コミュニケーション学
専攻の修士課程の学
生募集を停止し、在
学生の修了等を待っ
て廃止。 

看護学専攻 2 10 － 20 
修士 

（看護学） 
0.05 平成15年度 

 

看護学研究科 
博士後期課程 

     0.00  

 

看護学専攻 3 3 － 9 
博士 

（看護学） 
0.00 平成24年度 

 

医療・福祉科学研究科 
博士前期課程 

     0.85  
広 島 県 東 広
島市 
黒瀬学園台 
555番地36 

 

医療工学専攻 2 10 － 20 
修士 

（医療工学） 
0.85 平成21年度 

 

医療・福祉科学研究科 
博士後期課程 

     2.16  

 

医療工学専攻 3 2 － 6 
博士 

（医療工学） 
2.16 平成21年度 

 

医療・福祉科学研究科 
修士課程 

     0.20  

 

医療福祉学専攻 2 5 － 10 
修士 

（医療福祉学） 
0.20 平成21年度 

 

医療経営学専攻 2 5 － 10 
修士 

（医療経営学） 
0.20 平成21年度 

 

心理科学研究科 
博士後期課程 

     0.16  

 

臨床心理学専攻 3 2 － 6 
博士 

（臨床心理学） 
0.16 平成21年度 

 

心理科学研究科 
修士課程 

     －  

 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻 2 － － － 
修士 

（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学） 
－ 平成21年度 

 

心理科学研究科 
専門職学位課程 

     0.45  
広島県広島市 
中区幟町 
1番5号  

実践臨床心理学専攻 2 20 － 40 
臨床心理修士 

（専門職） 
0.45 平成21年度 

 

薬学研究科 
博士課程 

     0.75  
広島県呉市 
広古新開 
五丁目 
1番1号 

 

医療薬学専攻 4 2 － 8 
博士 

（薬学） 
0.75 平成24年度 
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既
設
大
学
等
の
状
況 

大 学 の 名 称 広島国際大学 備    考 

学 部 等 の 名 称 
修 業 
年 限 

入 学 
定 員 

編入学 
定 員 

収 容 
定 員 

学 位 又 
は 称 号 

定 員 
超過率 

開設年度 所 在 地 
 

 
 

年 

 

人 

年次 

人 

 

人 
 

 

倍 
  

 

保健医療学部      1.05  広 島 県 東 広
島市 
黒瀬学園台 
555番地36 

平成25年4月から、保
健医療学部 臨床工
学科及び総合リハビリ
テーション学科の学生
募集を停止し、在学
生の卒業等を待って
廃止。 
 
 
平成27年4月から、心
理科学部臨床心理学
科、コミュニケーション
心理学科の学生募集
及び平成29年4月から
の3年次編入学募集
を停止し、在学生の卒
業等を待って廃止。 
 
 

診療放射線学科 4 70 － 280 
学士 

（診療放射線学） 
1.08 平成10年度 

 

臨床工学科 4 － － － 
学士 

（臨床工学） 
－ 平成10年度 

 

総合リハビリテーション学科 4 － － － 
学士 

（総合リハビリテ－ション学） 
－ 平成23年度 

 

医療技術学科 
臨床工学専攻 
臨床検査学専攻 
救急救命学専攻 

4 130 
 
 
 

－ 

520 
 
 
 

学士 
（臨床工学） 

（臨床検査学） 
（救命救急学） 

1.02 
 
 
 

平成25年度  

 

総合リハビリテーション学部      1.07   

 

リハビリテーション学科 
理学療法学専攻 
作業療法学専攻 
言語聴覚療法学専攻 

4 130 
 
 
 

－ 

520 
 
 
 

学士 
（理学療法学） 
（作業療法学） 
（言語聴覚療法学） 

1.10 
 
 
 

平成25年度  

 

リハビリテーション支援学科 
義肢装具学専攻 

4 30 
 

－ 
120 

 
学士 

（義肢装具学） 
0.93 

 
平成25年度  

 

医療福祉学部      0.65   

 

医療福祉学科 
医療福祉学専攻 
介護福祉学専攻 
保育学専攻 

4 100 
 
 
 

3年次 
10 
 
 

420 
 
 
 

学士 
（医療福祉学） 

 
 

0.65 
 
 
 

平成10年度  

 

医療経営学部      0.91  広島県広島市 
中区幟町 
1番5号 

 

医療経営学科 4 90 － 360 
学士 

（医療経営学） 
0.91 平成23年度 

 

心理科学部      －  広 島 県 東 広
島市 
黒瀬学園台 
555番地36 

 

臨床心理学科 4 － － － 
学士 

（臨床心理学） 
－ 平成13年度 

 

コミュニケーション心理学科 4 － － － 
学士 

（コミュニケーション心理学） 
－ 平成23年度 

 

心理学部      0.98  

 
心理学科 4 90 

3年次 
10 

380 
学士 

（心理学） 
0.98 平成27年度 

 

看護学部      1.07  広島県呉市 
広古新開 
五丁目 
1番1号 

 

看護学科 4 120 
3年次 

10 
500 

学士 
（看護学） 

1.07 平成15年度 

 

薬学部      0.94  

 

薬学科（６年制） 6 120 － 720 
学士 

（薬学） 
0.94 平成18年度 

 

医療栄養学部      0.96  

 

医療栄養学科 4 60 － 240 
学士 

（医療栄養学） 
0.96 平成26年度 
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既
設
大
学
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の
状
況 

大 学 の 名 称 大阪工業大学大学院 備    考 

学 部 等 の 名 称 
修 業 
年 限 

入 学 
定 員 

編入学 
定 員 

収 容 
定 員 

学 位 又 
は 称 号 

定 員 
超過率 

開設年度 所 在 地 
 

 
 

年 

 

人 

年次 

人 

 

人 
 

 

倍 
  

 

工学研究科 
博士前期課程 

     1.09  
大阪府大阪市 
旭区大宮 
五丁目 
16番1号 

平成29年4月から、工
学研究科 建築学専
攻、生体医工学専攻
の博士前期課の学生
募集を停止し、在学生
の修了等を待って廃
止。 

 建築学専攻 2 － － － 修士（工学） － 昭和40年度 

 生体医工学専攻 2 － － － 修士（工学） － 平成19年度 

 建築・都市デザイン工学専攻 2 30 － 60 修士（工学） 0.79 平成29年度 

 電気電子・機械工学専攻 2 50 － 100 修士（工学） 1.27 平成29年度 

 化学・環境・生命工学専攻 2 30 － 60 修士（工学） 1.11 平成29年度 

 工学研究科 
博士後期課程 

     0.55  
平成29年4月から、工
学研究科 都市デザイ
ン工学専攻、機械工
学専攻、生体医工学
専攻、電気電子工学
専攻、応用化学専攻
の博士後期課程の学
生募集を停止し、在学
生の修了等を待って
廃止。 

 都市デザイン工学専攻 3 － － － 博士（工学） － 昭和42年度 

 機械工学専攻 3 － － － 博士（工学） － 昭和42年度 

 生体医工学専攻 3 － － － 博士（工学） － 平成19年度 

 電気電子工学専攻 3 － － － 博士（工学） － 昭和42年度 

 応用化学専攻 3 － － － 博士（工学） － 昭和52年度 

 建築・都市デザイン工学専攻 3 2 － 6 博士（工学） 0.50 平成29年度 

 電気電子・機械工学専攻 3 2 － 6 博士（工学） 0.16 平成29年度 

 化学・環境・生命工学専攻 3 2 － 6 博士（工学） 1.00 平成29年度 

 ロボティクス＆デザイン工学研究科 
博士前期課程 

     1.01  
大阪府大阪市 
北区茶屋町 
1番45号 

 

 ロボティクス＆デザイン工学専攻 2 30 － 60 
修士 

（工学） 
1.01 平成29年度 

 

 ロボティクス＆デザイン工学研究科 
博士後期課程 

     0.00  
 

 ロボティクス＆デザイン工学専攻 3 2 － 6 
博士 

（工学） 
0.00 平成29年度 

 

 情報科学研究科 
博士前期課程 

     0.66  
大阪府枚方市 
北山 
一丁目 
79番1号 

 

 情報科学専攻 2 40 － 80 
修士 

（情報学） 
0.66 平成12年度 

 

 情報科学研究科 
博士後期課程 

     0.00  
 

 情報科学専攻 3 5 － 15 
博士 

（情報学） 
0.00 平成14年度 

 

 知的財産研究科 
専門職学位課程 

     1.11  
大阪府大阪市 
旭区大宮 
五丁目 
16番1号 

 

 知的財産専攻 2 30 － 60 
知的財産修士 

（専門職） 
1.11 平成17年度 

 



9 

 

既
設
大
学
等
の
状
況 
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年次 
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人 
 

 

倍 
  

 

工学部      1.02  大阪府大阪市 
旭区大宮 
五丁目 
16番1号 

平成29年4月から、工
学部空間デザイン学
科、ロボット工学科の
学生募集及び平成31
年4月からの3年次編
入学募集を停止し、
在学生の卒業等を待
って廃止。 
 

平成29年4月から、入
学定員を次のとおり変
更。 
工学部 
 都市デザイン工学科 
   90→100（＋10） 
 建築学科 
   140→150（＋10） 
 機械工学科 
   130→140（＋10） 
 電気電子システム工学科 
   115→125（＋10） 
 電子情報通信工学科 
   100→110（＋10） 
 応用化学科 
   120→130（＋10） 
 環境工学科 
   70→75（＋5） 
 生命工学科 
   65→70（＋5） 
情報科学部 
 コンピュータ科学科 
   95→105（＋10） 
 情報システム学科 
   95→105（＋10） 
 情報メディア学科 
   95→105（＋10） 
 情報ネットワーク学科 
   95→105（＋10） 
 

平成31年4月から、次
のとおり名称変更。 
工学部 
電子情報通信工学科 
→電子情報システム工学
科 

 

情報科学部 
 コンピュータ科学科 
→情報知能学科 
情報ネットワーク学科 
→ネットワークデザイン
学科 

都市デザイン工学科 4 100 
3年次 

5 
400 

学士 
（工学） 

1.01 昭和24年度 

 空間デザイン学科 4 － － － 
学士 

（工学） 
－ 平成18年度 

 建築学科 4 150 
3年次 

5 
600 

学士 
（工学） 

1.01 昭和24年度 

 機械工学科 4 140 
3年次 

5 
560 

学士 
（工学） 

1.01 昭和25年度 

 ロボット工学科 4 － － － 
学士 

（工学） 
－ 平成22年度 

 電気電子システム工学科 4 125 
3年次 

5 
500 

学士 
（工学） 

1.03 昭和24年度 
 

 電子情報システム工学科 4 110 
3年次 

5 
440 

学士 
（工学） 

1.04 昭和34年度 
 

 応用化学科 4 130 
3年次 

5 
520 

学士 
（工学） 

1.02 昭和33年度 
 

 環境工学科 4 75 
3年次 

5 
305 

学士 
（工学） 

1.04 平成18年度 
 

 生命工学科 4 70 
3年次 

5 
285 

学士 
（工学） 

1.03 平成22年度 
 

 ロボティクス＆デザイン工学部      1.03  大阪府大阪市 
北区茶屋町 
1番45号  ロボット工学科 4 90 

3年次 
5 

275 
学士 

（工学） 
1.02 平成29年度 

 システムデザイン工学科 4 90 
3年次 

5 
275 

学士 
（工学） 

1.06 平成29年度 

 空間デザイン学科 4 100 
3年次 

5 
305 

学士 
（工学） 

1.03 平成29年度 

 情報科学部      1.02  大阪府枚方市 
北山 
一丁目 
79番1号 

 情報知能学科 4 105 
3年次 

5 
420 

学士 
（情報学） 

1.02 平成8年度 

 情報システム学科 4 105 
3年次 

5 
420 

学士 
（情報学） 

0.98 平成8年度 

 情報メディア学科 4 105 
3年次 

5 
420 

学士 
（情報学） 

1.04 平成14年度 

 ネットワークデザイン学科 4 105 
3年次 

5 
420 

学士 
（情報学） 

1.02 平成19年度 

 知的財産学部      1.05  大阪府大阪市 
旭区大宮 
五丁目 
16番1号  知的財産学科 4 140 

3年次 
10 

580 
学士 

（知的財産学） 
1.05 平成15年度 

 
 



10 

 

既
設
大
学
等
の
状
況 

大 学 の 名 称 摂南大学大学院 備    考 

学 部 等 の 名 称 
修 業 
年 限 

入 学 
定 員 

編入学 
定 員 

収 容 
定 員 

学 位 又 
は 称 号 

定 員 
超過率 

開設年度 所 在 地 
 

 
 

年 

 

人 

年次 

人 

 

人 
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薬学研究科 
博士課程 

     0.87  大阪府枚方市 
長尾峠町 
45番1号 

 

 医療薬学専攻 4 4 － 16 
博士 

（薬学） 
0.87 平成24年度 

 

 理工学研究科 
博士前期課程 

     0.88  
大 阪 府 寝 屋
川市 
池田中町 
17番8号 

 

 社会開発工学専攻 2 12 － 24 
修士 

（工学） 
0.79 平成元年度 

 生産開発工学専攻 2 12 － 24 
修士 

（工学） 
0.78 平成26年度 

 生命科学専攻 2 10 － 20 
修士 

（理学） 
1.10 平成26年度 

 理工学研究科 
博士後期課程 

     0.16  
 

 創生工学専攻 3 2 － 6 
博士 

（工学） 
0.16 平成20年度 

 

 生命科学専攻 3 2 － 6 
博士 

（理学） 
0.16 平成28年度 

 

 経済経営学研究科 
修士課程 

     0.05  
 

 経済学専攻 2 5 － 10 
修士 

（経済学） 
0.10 平成26年度 

 

 経営学専攻 2 5 － 10 
修士 

（経営学） 
0.00 平成26年度 

 

 法学研究科 
修士課程 

     0.10  
 
 

 法律学専攻 2 5 － 10 
修士 

（法学） 
0.10 平成9年度 

 国際言語文化研究科 
修士課程 

     0.20  
 
 

 国際言語文化専攻 2 5 － 10 
修士 

（文学） 
0.20 平成11年度 

 看護学研究科 
修士課程 

     0.33  
大阪府枚方市 
長尾峠町 
45番1号 

 

 看護学専攻 2 6 － 12 
修士 

（看護学） 
0.33 平成28年度 
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理工学部      1.03  大 阪 府 寝 屋
川市 
池田中町 
17番8号 

 

生命科学科 4 90 
3年次 

5 
370 

学士 
（理学） 

1.00 平成22年度 

 住環境デザイン学科 4 70 
3年次 

5 
290 

学士 
（工学） 

1.04 平成22年度 

 建築学科 4 70 
3年次 

5 
290 

学士 
（工学） 

1.06 昭和50年度 

 機械工学科 4 110 
3年次 

5 
450 

学士 
（工学） 

1.03 昭和50年度 

 電気電子工学科 4 90 
3年次 

5 
370 

学士 
（工学） 

1.02 昭和50年度 

 都市環境工学科 4 70 
3年次 

5 
290 

学士 
（工学） 

1.06 平成22年度 

 外国語学部      1.08  

 外国語学科 4 220 
3年次 

5 
890 

学士 
（文学） 

1.08 昭和57年度 

 経営学部      1.09  

 経営学科 4 170 
3年次 

4 
688 

学士 
（経営学） 

1.09 平成18年度 

 経営情報学科 4 100 
3年次 

4 
408 

学士 
（経営学） 

1.08 昭和57年度 

 薬学部      1.03  大阪府枚方市 
長尾峠町 
45番1号  薬学科（６年制） 6 220 － 1,320 

学士 
（薬学） 

1.03 平成18年度 

 法学部      1.07  大 阪 府 寝 屋
川市 
池田中町 
17番8号 

 法律学科 4 250 
3年次 

5 
1,010 

学士 
（法学） 

1.07 昭和63年度 

 経済学部      1.06  

 経済学科 4 250 
3年次 

4 
1,008 

学士 
（経済学） 

1.06 平成22年度 

 看護学部      1.03  大阪府枚方市 
長尾峠町 
45番1号  看護学科 4 100 － 400 

学士 
（看護学） 

1.03 平成24年度 

 
 
 



附属施設の概要

名　　称：薬草園（広島国際大学薬学部専用）
目　　的：学位分野の研究
所 在 地：広島県呉市広古新開五丁目1番1号
設置年月：平成16年4月（平成30年2月移転）
規 模 等：面積774.00㎡
規 模 等：面積774.00㎡

名　　称：体育館（東広島キャンパス）
目　　的：学位分野の教育・研究
所 在 地：広島県東広島市黒瀬学園台555番地36
設置年月：平成10年3月
規 模 等：面積1,667.07㎡

名　　称：体育館（呉キャンパス）
目　　的：学位分野の教育・研究
所 在 地：広島県呉市広古新開五丁目1番1号
設置年月：昭和49年12月
規 模 等：面積3,883.45㎡
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同一設置者内における変更状況（定員の移行、名称の変更等） 

 

広島国際大学 

健康スポーツ学部 健康スポーツ学科 (  70）（平成31年3月認可申請） 

健康科学部 医療福祉学科 ( 100）（平成31年4月届出予定） 

健康科学部 医療経営学科 （  90）（平成31年4月届出予定） 

健康科学部 心理学科  （ 100）（平成31年4月届出予定） 

健康科学部 医療栄養学科 （  60）（平成31年4月届出予定） 

保健医療学部 救急救命学科 （  50）（平成31年4月届出予定） 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ支援学科（廃止） （△30） 

※平成32年4月学生募集停止 

医療福祉学部 医療福祉学科（廃止）  （△100） 

(3年次編入学定員) （△10） 

※平成32年4月学生募集停止 

（3年次編入学定員は平成34年4月学生募集停止） 

医療経営学部 医療経営学科（廃止） （△90） 

※平成32年4月学生募集停止 

心理学部 心理学科（廃止） （△90） 

(3年次編入学定員) （△10） 

※平成32年4月学生募集停止 

（3年次編入学定員は平成34年4月学生募集停止） 

医療栄養学部 医療栄養学科（廃止） (△60） 

※平成32年4月学生募集停止 

保健医療学部 医療技術学科〔定員減〕 （△30）（平成32年4月） 

 

摂南大学 

農学部 農業生産学科 （  80）（平成31年3月認可申請） 

農学部 応用生物科学科 （  80）（平成31年3月認可申請） 

農学部 食品栄養学科 （  80）（平成31年3月認可申請） 

農学部 食農ビジネス学科 （ 100）（平成31年3月認可申請） 

別  紙 
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学校法人常翔学園 設置認可等に関わる組織の移行表 

平成 31 年度 
入学 
定員 

３年次 
編入学 
定員 

収容 
定員 

（完成年度） 
 平成 32 年度 

入学 
定員 

３年次 
編入学 
定員 

収容 
定員 

（完成年度） 
変更の事由 

広島国際大学     広島国際大学     

保健医療学部 200 - 800  保健医療学部 220 - 880  

診療放射線学科 70 - 280  診療放射線学科 70 - 280  

医療技術学科 130 - 520  医療技術学科 100 - 400 定員変更（△30） 

（臨床工学専攻）     （臨床工学専攻）     

（臨床検査学専攻）     （臨床検査学専攻）     

（救急救命学専攻）     救急救命学科 50 - 200 学科の設置（届出） 

総合リハビリテーション学部 160 - 640  総合リハビリテーション学部 180 - 720  

リハビリテーション学科 130 - 520  リハビリテーション学科 180 - 720 定員変更（50） 

（理学療法学専攻）     （理学療法学専攻）     

（作業療法学専攻）     （作業療法学専攻）     

（言語聴覚療法学専攻）     （言語聴覚療法学専攻）     

     （義肢装具学専攻）     

リハビリテーション支援学科 30 - 120   0 - 0 平成32年4月学生募集停止 

（義肢装具学専攻）          

医療福祉学部 100 10 420   0 0 0  

医療福祉学科 100 10 420   0 0 0 平成32年4月学生募集停止 

（医療福祉学専攻）          

（介護福祉学専攻）          

（保育学専攻）          

医療経営学部 90 - 360   0 - 0  

医療経営学科 90 - 360   0 - 0 平成32年4月学生募集停止 

心理学部 90 10 380   0 0 0  

心理学科 90 10 380   0 0 0 平成32年4月学生募集停止 

看護学部 120 10 500  看護学部 120 10 500  

看護学科 120 10 500  看護学科 120 10 500  

薬学部 120 - 720  薬学部 120 - 720  

薬学科 120 - 720  薬学科 120 - 720  

医療栄養学部 60 - 240   0 - 0  

医療栄養学科 60 - 240   0 - 0 平成32年4月学生募集停止 

     健康科学部 350 - 1,400 学部の設置（届出） 

     医療福祉学科 100 - 400  

     （医療福祉学専攻）     

     （介護福祉学専攻）     

     （保育福祉学専攻）     

     医療経営学科 90 - 360  

     心理学科 100 - 400  

     医療栄養学科 60 - 240  

     健康スポーツ学部 70 - 280 学部の設置（認可申請） 

     健康スポーツ学科 70 - 280  

計 940 30 4,060  計 1,060 10 4,500  

補足資料 
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平成 31 年度 
入学 
定員 

３年次 
編入学 
定員 

収容 
定員 

（完成年度） 
 平成 32 年度 

入学 
定員 

３年次 
編入学 
定員 

収容 
定員 

（完成年度） 
変更の事由 

広島国際大学大学院     広島国際大学大学院     

看護学研究科 13 - 29  看護学研究科 13 - 29  

看護学専攻（M） 10 - 20  看護学専攻（M） 10 - 20  

看護学専攻（D） 3 - 9  看護学専攻（D） 3 - 9  

医療・福祉科学研究科 22 - 46  医療・福祉科学研究科 22 - 46  

医療工学専攻（M） 10 - 20  医療工学専攻（M） 10 - 20  

医療工学専攻（D） 2 - 6  医療工学専攻（D） 2 - 6  

医療福祉学専攻（M） 5 - 10  医療福祉学専攻（M） 5 - 10  

医療経営学専攻（M） 5 - 10  医療経営学専攻（M） 5 - 10  

心理科学研究科 22 - 46  心理科学研究科 22 - 46  

臨床心理学専攻（D） 2 - 6  臨床心理学専攻（D） 2 - 6  

コミュニケーション学専攻（M） 

※平成31年4月学生募集停止予定 
0 - 0       

実践臨床心理学専攻（P） 20 - 40  実践臨床心理学専攻（P） 20 - 40  

薬学研究科 2 - 8  薬学研究科 2 - 8  

医療薬学専攻（D） 2 - 8  医療薬学専攻（D） 2 - 8  

計 59 - 129  計 59 - 129  
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平成 31 年度 
入学 
定員 

３年次 
編入学 
定員 

収容 
定員 

（完成年度） 
 平成 32 年度 

入学 
定員 

３年次 
編入学 
定員 

収容 
定員 

（完成年度） 
変更の事由 

大阪工業大学     大阪工業大学     

工学部 900 40 3,680  工学部 900 40 3,680  

都市デザイン工学科 100 5 410  都市デザイン工学科 100 5 410  

建築学科 150 5 610  建築学科 150 5 610  

機械工学科 140 5 570  機械工学科 140 5 570  

電気電子システム工学科 125 5 510  電気電子システム工学科 125 5 510  

電子情報システム工学科 110 5 450  電子情報システム工学科 110 5 450  

応用化学科 130 5 530  応用化学科 130 5 530  

環境工学科 75 5 310  環境工学科 75 5 310  

生命工学科 70 5 290  生命工学科 70 5 290  

ロボティクス＆デザイン工学部 280 15 1,150  ロボティクス＆デザイン工学部 280 15 1,150  

ロボット工学科 90 5 370  ロボット工学科 90 5 370  

システムデザイン工学科 90 5 370  システムデザイン工学科 90 5 370  

空間デザイン学科 100 5 410  空間デザイン学科 100 5 410  

情報科学部 420 20 1,720  情報科学部 420 20 1,720  

情報知能学科 105 5 430  情報知能学科 105 5 430  

情報システム学科 105 5 430  情報システム学科 105 5 430  

情報メディア学科 105 5 430  情報メディア学科 105 5 430  

ネットワークデザイン学科 105 5 430  ネットワークデザイン学科 105 5 430  

知的財産学部 140 10 580  知的財産学部 140 10 580  

知的財産学科 140 10 580  知的財産学科 140 10 580  

計 1,740 85 7,130  計 1,740 85 7,130  

          

大阪工業大学大学院     大阪工業大学大学院     

工学研究科 116 - 238  工学研究科 116 - 238  

建築・都市デザイン工学専攻（M） 30 - 60  建築・都市デザイン工学専攻（M） 30 - 60  

建築・都市デザイン工学専攻（D） 2 - 6  建築・都市デザイン工学専攻（D） 2 - 6  

電気電子・機械工学専攻（M） 50 - 100  電気電子・機械工学専攻（M） 50 - 100  

電気電子・機械工学専攻（D） 2 - 6  電気電子・機械工学専攻（D） 2 - 6  

化学・環境・生命工学専攻（M） 30 - 60  化学・環境・生命工学専攻（M） 30 - 60  

化学・環境・生命工学専攻（D） 2 - 6  化学・環境・生命工学専攻（D） 2 - 6  

ロボティクス＆デザイン工学研科 32 - 66  ロボティクス＆デザイン工学研究科 32 - 66  

ロボティクス＆デザイン工学専攻 

（M） 
30 - 60  

ロボティクス＆デザイン工学専攻 

（M） 
30 - 60  

ロボティクス＆デザイン工学専攻 

（D） 
2 - 6  

ロボティクス＆デザイン工学専攻 

（D） 
2 - 6  

情報科学研究科 45 - 95  情報科学研究科 45 - 95  

情報科学専攻（M） 40 - 80  情報科学専攻（M） 40 - 80  

情報科学専攻（D） 5 - 15  情報科学専攻（D） 5 - 15  

知的財産研究科 30 - 60  知的財産研究科 30 - 60  

知的財産専攻（P） 30 - 60  知的財産専攻（P） 30 - 60  

計 223 - 459  計 223 - 459  
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平成 31 年度 
入学 
定員 

３年次 
編入学 
定員 

収容 
定員 

（完成年度） 
 平成 32 年度 

入学 
定員 

３年次 
編入学 
定員 

収容 
定員 

（完成年度） 
変更の事由 

摂南大学     摂南大学     

理工学部 500 30 2,060  理工学部 500 30 2,060  

生命科学科 90 5 370  生命科学科 90 5 370  

住環境デザイン学科 70 5 290  住環境デザイン学科 70 5 290  

建築学科 70 5 290  建築学科 70 5 290  

機械工学科 110 5 450  機械工学科 110 5 450  

電気電子工学科 90 5 370  電気電子工学科 90 5 370  

都市環境工学科 70 5 290  都市環境工学科 70 5 290  

外国語学部 220 5 890  外国語学部 220 5 890  

外国語学科 220 5 890  外国語学科 220 5 890  

経営学部 270 8 1,096  経営学部 270 8 1,096  

経営学科 170 4 688  経営学科 170 4 688  

経営情報学科 100 4 408  経営情報学科 100 4 408  

薬学部 220 - 1,320  薬学部 220 - 1,320  

薬学科 220 - 1,320  薬学科 220 - 1,320  

法学部 250 5 1,010  法学部 250 5 1,010  

法律学科 250 5 1,010  法律学科 250 5 1,010  

経済学部 250 4 1,008  経済学部 250 4 1,008  

経済学科 250 4 1,008  経済学科 250 4 1,008  

看護学部 100 - 400  看護学部 100 - 400  

看護学科 100 - 400  看護学科 100 - 400  

     農学部 340 - 1,360 学部の設置（認可申請） 

     農業生産学科 80 - 320  

     応用生物科学科 80 - 320  

     食品栄養学科 80 - 320  

     食農ビジネス学科 100 - 400  

計 1,810 52 7,784  計 2,150 52 9,144  

          

摂南大学大学院     摂南大学大学院     

薬学研究科 4 - 16  薬学研究科 4 - 16  

医療薬学専攻（D） 4 - 16  医療薬学専攻（D） 4 - 16  

理工学研究科 38 - 80  理工学研究科 38 - 80  

社会開発工学専攻（M） 12 - 24  社会開発工学専攻（M） 12 - 24  

生産開発工学専攻（M） 12 - 24  生産開発工学専攻（M） 12 - 24  

生命科学専攻（M） 10 - 20  生命科学専攻（M） 10 - 20  

創生工学専攻（D） 2 - 6  創生工学専攻（D） 2 - 6  

生命科学専攻（D） 2 - 6  生命科学専攻（D） 2 - 6  

経済経営学研究科 10 - 20  経済経営学研究科 10 - 20  

経済学専攻（M） 5 - 10  経済学専攻（M） 5 - 10  

経営学専攻（M） 5 - 10  経営学専攻（M） 5 - 10  

法学研究科 5 - 10  法学研究科 5 - 10  

法律学専攻（M） 5 - 10  法律学専攻（M） 5 - 10  

国際言語文化研究科 5 - 10  国際言語文化研究科 5 - 10  

国際言語文化専攻（M） 5 - 10  国際言語文化専攻（M） 5 - 10  

看護学研究科 6 - 12  看護学研究科 6 - 12  

看護学専攻（M） 6 - 12  看護学専攻（M） 6 - 12  

計 68 - 148  計 68 - 148  

 



東広島キャンパス

呉キャンパス

地図データ©2019 SK telecom,ZENRIN

■ 広島県内における位置関係の図面



 

■ 広島県内における最寄り駅からの距離や交通機関等  
 

   

 

電車利用 35 分（31.8 ㎞） 

電車利用 45 分（31.9 ㎞） 

校地間移動公用車定期便 35 分（14.5 ㎞） 
バス利用 45 分 

（14.5 ㎞） 



 

（東広島キャンパス 校舎配置図） 

 

  ：保健医療学部、総合リハビリテーション学部、健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、 

         心理学科）の使用校舎（専用・共用）を示す。 



 

 

（呉キャンパス 校舎配置図） 

  ：健康科学部医療栄養学科の使用校舎（専用・共用）を示す。 



 

■ 校舎、運動場等の配置図 

（東広島キャンパス 校地図） 

 

広島国際大学 

東広島キャンパス 校地図 

校舎敷地 （専用）159,458.98㎡・・・ 

運動場用地（専用）173,172.11㎡・・・ 

 合 計     332,631.09㎡ 

  ：保健医療学部、総合リハビリテーション学部、健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、 

         心理学科）の使用校舎（専用・共用）を示す。 

 



 

（呉キャンパス 校地図） 

  

校舎敷地 （専用）53,875.60㎡・・・ 

運動場用地（専用）16,724.25㎡・・・ 

薬草園用地（専用）  774.00㎡・・・ 

 合 計     71,373.85㎡ 

広島国際大学 

呉キャンパス 校地図 

  ：健康科学部医療栄養学科の使用校舎（専用・共用）を示す。 
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広島国際大学学則（案） 

1998年 1月27日制定 

 

第1章 総則 

(目的) 

第1条 広島国際大学(以下「本大学」という)は、ひとと共に歩み、こころに届く医療を実

践する専門職業人を育成し、加えてあらゆるひとの健康と幸福に資する研究を推進する。

もって広く社会に貢献する。 

(自己評価等) 

第2条 本大学は、前条に規定する目的を達成するため、教育研究活動等の状況について自

ら点検および評価を行う。 

2 前項の点検および評価に関することは、広島国際大学自己評価委員会規定等に定める。 

第2章 組織 

(学部、学科および教育研究上の目的) 

第3条 本大学に、つぎの学部および学科を置く。 

学部 学科 

保健医療学部 診療放射線学科 

医療技術学科 

救急救命学科 

総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科 

看護学部 看護学科 

薬学部 薬学科 

健康科学部 心理学科 

医療栄養学科 

医療経営学科 

医療福祉学科 

2 保健医療学部各学科の教育研究上の目的は、つぎの各号のとおりとする。 

イ 診療放射線学科は、急速に高度化、専門化する放射線診療に対応でき、さらに新し

い医用技術の開発にも参画できる信頼される医療人としての診療放射線技師を育成す

る。 

ロ 医療技術学科は、臨床工学・臨床検査学の広い領域での知識・技術をもとに、日々

進歩し続ける医療機器や医療技術の変化に対応できる能力や医療チームの牽引役にな

ることができる能力を持つ人材を育成する。 

ハ 救急救命学科は、日々進歩し続ける病院前救護に対応できる救急救命の専門知識お

よび実践力を身につけ、病院前救護と地域社会に貢献できる質の高い救急救命士を育

成する。 

3 総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科は、多様なリハビリテーション技

1．変更後の学則 
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術を総合的に提供でき、すべての人々の健康と生活の向上を目的として予防から治療ま

での幅広い専門知識と技術に裏打ちされた問題解決能力と豊かな人間性を養った専門職

業人(理学療法士、作業療法士、言語聴覚士および義肢装具士)として社会に貢献できる

人材を育成する。 

4 看護学部看護学科は、生命の尊厳と個人の尊重を基盤とし、豊かな人間性を形成すると

ともに、看護の知識・技術を習得し、質の高い看護が展開できるよう、実践力・応用力・

判断力を養い、広く社会に貢献できる人材を育成する。 

5 薬学部薬学科は、専門的知識および優れた技能に加え、豊かな感性と心を持ち、広く社

会に貢献できる「人間味あふれる薬剤師」を育成する。 

6 健康科学部各学科の教育研究上の目的は、つぎの各号のとおりとする。 

イ 心理学科は、ストレスの多い社会に対し、さまざまな心理学とコミュニケーション

技術をもとに、自己や他者のこころに関心を持つ人材、さらに肯定的自己理解と他者

への共感的理解を持ちながら、温かい人間関係を構築し、社会の中で生じる課題を創

造的に解決できる人材を育成する。 

ロ 医療栄養学科は、人々の健康の維持、病気の予防・改善のため、栄養と食の力を活

用し、地域社会の健康・医療・福祉に貢献できる管理栄養士を育成する。 

ハ 医療経営学科は、健康・医療分野に深く関わる経営学、経済学、法学、医学、情報

学等の実践的な学びを通して、高い倫理観を持ちながら、効率的で質の高い健康・医

療サービスの提供をもって、人々のしあわせをマネジメントできる人材を育成する。 

ニ 医療福祉学科は、地域社会の一員として、他者とともに協働しながら、あらゆるひ

との自己実現と社会参加を促進し、誰もがしあわせになる社会づくりに貢献できる人

材を育成する。 

(助産学専攻科) 

第3条の2 本大学に、助産学専攻科を置く。 

2 助産学専攻科については、別に定める。 
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(収容定員) 

第4条 本大学の収容定員は、つぎのとおりとする。 

学部 学科 入学定員 第3年次編入

学定員 

収容定員 

保健医療学部 診療放射線学科 

医療技術学科 

救急救命学科 

70名 

100名 

50名 

― 

― 

― 

280名 

400名 

200名 

計 220名 ― 880名 

総合リハビリテー

ション学部 

リハビリテーション学科 180名 ― 720名 

計 180名 ― 720名 

看護学部 看護学科 120名 10名 500名 

計 120名 10名 500名 

薬学部 薬学科 120名 ― 720名 

計 120名 ― 720名 

健康科学部 心理学科 

医療栄養学科 

医療経営学科 

医療福祉学科 

100名 

60名 

90名 

100名 

― 

― 

― 

― 

400名 

240名 

360名 

400名 

計 350名 ― 1,400名 

(職員) 

第5条 本大学に、学長、学部長、学長室長、教授、准教授、講師、助教、助手および事務

職員を置く。 

2 本大学に、必要に応じて副学長を置くことができる。 

3 本大学には、前2項のほか、教務部長、学生部長、入試センター長、図書館長、情報セ

ンター長、キャリアセンター長、国際交流センター長、学科長その他必要な職員を置く。 

(各職員の職務) 

第6条 学長は、本大学の学務を統括し、所属職員を統督する。 

2 副学長は、学長を補佐し、その命を受けて本大学の重要な事項についての企画および各

学部間の連絡調整を行うほか、学長に事故あるときまたは欠けたときは、その職務を行

う。 

3 学部長は、学長を補佐し、その命を受けて本大学の教学運営業務を遂行し、各学部内の

業務を処理するとともに、各学部に所属する職員を指揮監督する。 

4 学長室長は、学長を補佐し、その命を受けて本大学の管理運営業務の遂行にあたる。 

5 教授は、専攻分野について、教育上、研究上または実務上の特に優れた知識、能力およ

び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、または研究に従事する。 

6 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上または実務上の優れた知識、能力および

実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、または研究に従事する。 

7 講師は、教授または准教授に準ずる職務に従事する。 
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8 助教は、専攻分野について、教育上、研究上または実務上の知識および能力を有する者

であって、学生を教授し、その研究を指導し、または研究に従事する。 

9 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する。 

10 事務職員は、本大学の管理運営業務にあたるほか、学生の学修指導および厚生補導に

従事する。 

11 その他職員の職務については、職制に関する規定に定める。 

(学部長会議) 

第7条 本大学に、学部長会議を置く。 

2 学部長会議は、学長、副学長、学部長、研究科長、教務部長、学生部長、学長室長、入

試センター長、図書館長、情報センター長、キャリアセンター長、国際交流センター長、

研究支援・社会連携センター長、研究支援・社会連携センター部長および専攻科長をも

って組織し、本大学の重要な事項を審議する。 

3 その他学部長会議について必要な事項は、学部長会議規定に定める。 

(教授会) 

第8条 本大学の各学部に教授会を置く。 

2 教授会は、学部長および当該学部の教授をもって組織し、当該学部のつぎの事項につい

て審議する。 

イ 学生の入学および卒業に関すること 

ロ 単位の認定および学業評価に関すること 

ハ 学部内の教育・研究に関すること 

ニ 年間行事予定および授業時間割の編成に関すること 

ホ 学長または学部長が諮問した事項に関すること 

3 その他各学部の教授会について必要な事項は、各学部の教授会規定に定める。 

(委員会) 

第9条 本大学に、本大学の重要な事項を審議する組織として、つぎの委員会を置く。 

イ 自己評価委員会 

ロ 教員選考委員会 

ハ 入試委員会 

ニ 教務委員会 

ホ 学生委員会 

ヘ キャリア支援委員会 

ト 図書館運営委員会 

チ 情報センター運営委員会 

リ 人権侵害防止委員会 

ヌ 個人情報保護委員会 

ル 国際交流委員会 

2 自己評価委員会は、自己点検・評価に必要な教育研究目標の設定、教育研究活動の改善、

将来計画の策定その他重要な事項を審議する。 

3 教員選考委員会は、教員の採用および昇任の資格審査ならびに解雇および研修に関する
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事項を審議する。 

4 入試委員会は、学長の諮問に応じて各学部の入学者選抜についての企画調整その他重要

な事項を審議する。 

5 教務委員会は、学長の諮問に応じて教務に関する重要な事項の審議および教務に関する

各学部間の連絡調整を行う。 

6 学生委員会は、学長の諮問に応じて学生の厚生補導、表彰、懲戒その他重要な事項の審

議およびそれらに関する各学部間の連絡調整を行う。 

7 キャリア支援委員会は、学長の諮問に応じて就職に関する重要な事項の審議および就職

に関する各学部間の連絡調整を行う。 

8 図書館運営委員会は、学長の諮問に応じて図書館の運営に関し必要な事項を審議する。 

9 情報センター運営委員会は、学長の諮問に応じて情報センターの運営に関し必要な事項

を審議する。 

10 人権侵害防止委員会は、本大学における人権侵害の防止に関し必要な事項を審議する。 

11 個人情報保護委員会は、本大学における個人情報の保護に関し必要な事項を審議する。 

12 国際交流委員会は、学長の諮問に応じて国際交流に関し必用な事項を審議する。 

13 その他委員会について必要な事項は、各委員会規定に定める。 

(教育内容等の改善のための組織的な研修等) 

第9条の2 本大学は、授業の内容および方法の改善を図るための組織的な研修および研究

を行う。 

第3章 学年、学期および休業日 

(学年) 

第10条 学年は、4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

(学期) 

第11条 学年は、つぎの2学期に区分し、前期は4月1日から9月30日まで、後期は10月1日

から翌年3月31日までとする。 

2 必要がある場合、学長は、前項に定める前期の終期および後期の始期を変更することが

できる。 

(休業日) 

第12条 授業を行わない日(以下「休業日」という)は、つぎのとおりとする。 

イ 日曜日および国民の祝日に関する法律に定める休日 

ロ 本学園創立記念日(10月30日) 

ハ 春期休業日 3月21日から3月31日まで 

ニ 夏期休業日 8月1日から9月14日まで 

ホ 冬期休業日 12月25日から翌年1月7日まで 

2 必要がある場合、学長は、前項の休業日を臨時に変更することができる。 

3 第1項に定めるもののほか、学長は臨時の休業日を定め、または休業日に授業を行うこ

とができる。 

第4章 修業年限および在学年限 

(修業年限) 
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第13条 本大学の修業年限は、つぎのとおりとする。 

保健医療学部 4年 

総合リハビリテーション学部 4年 

看護学部 4年 

薬学部 6年 

健康科学部 4年 

(長期履修学生) 

第13条の2 前条の規定にかかわらず、職業を有している等の事情またはその他やむを得

ない事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業

することを希望する学生（以下「長期履修学生」という）がその旨を申し出たときは、

その計画的な履修を認めることができる。 

2 その他長期履修学生について必要な事項は、長期履修学生規定に定める。 

(在学年限) 

第14条 学生は、つぎの年数を超えて在学することができない。ただし、長期履修学生に

ついては、教授会の議を経て、相当な年限を学長が定める。 

保健医療学部 8年 

総合リハビリテーション学部 8年 

看護学部 8年 

薬学部 12年 

健康科学部 8年 

2 前項にかかわらず、第20条から第22条の規定により入学、転学部または転学科を許可

された者の在学年限については、教授会の議を経て、相当な年限を学部長が定める。 

第5章 入学 

(入学の時期) 

第15条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、第20条および第21条第1項に定める

者については、後期の始めとすることができる。 

(入学資格) 

第16条 本大学に入学することのできる者は、つぎの各号のいずれかに該当するものとす

る。 

イ 高等学校または中等教育学校を卒業した者 

ロ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者(通常の課程以外の課程によりこれ

に相当する学校教育を修了した者を含む) 

ハ 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者またはこれに準じる者で

文部科学大臣の指定したもの 

ニ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者 

ホ 専修学校の高等課程で文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者 

ヘ 文部科学大臣の指定した者 
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ト 高等学校卒業程度認定試験規則(平成17年文部科学省令第1号)による高等学校卒業

程度認定試験に合格した者(旧規程による大学入学資格検定に合格した者を含む) 

チ その他本大学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者 

(入学の出願) 

第17条 本大学への入学を志願する者は、所定の入学願書および入学検定料に別に定める

書類を添えて願い出なければならない。 

(入学者の選考) 

第18条 入学志願者の選考は、教授会の審議を経て、学長が行う。 

(入学手続および入学許可) 

第19条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、所定の

書類を提出し、所定の学費を納入しなければならない。 

2 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

3 前項により入学を許可された者は、入学宣誓式に出席し、かつ入学の宣誓をするものと

する。 

(編入学) 

第20条 つぎの各号のいずれかに該当する者で、本大学看護学部看護学科への編入学を志

願するものがあるときは、選考のうえ第3年次に編入学を許可する。 

イ 大学または短期大学の看護系学科を卒業した者 

ロ 専修学校の専門課程(修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る)のうち看護系課程を修了した者 

ハ 高等学校等の専攻科(修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る)を修了した者 

2 つぎの各号のいずれかに該当する者で、本大学健康科学部心理学科、医療経営学科、医

療福祉学科の第3年次に編入学を志願するものがある場合は、志望する学部学科に欠員が

あるときに限り、選考のうえ編入学を許可することがある。 

イ 大学を卒業した者 

ロ 大学における2年以上の課程を履修し、62単位以上を取得して退学した者 

ハ 外国において、学校教育における14年の課程を修了した者 

ニ 短期大学、高等専門学校、旧国立工業教員養成所または国立養護教諭養成所を卒業

した者 

ホ 学校教育法施行規則(昭和22年文部省令第11号)付則第7条に定める従前の規定によ

る高等学校、専門学校または教員養成諸学校等の課程を修了または卒業した者 

ヘ 専修学校の専門課程(修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る)を修了した者 

ト 高等学校等の専攻科(修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る)を修了した者 

3 つぎの各号のいずれかに該当する者で、本大学健康科学部心理学科、医療経営学科、医

療福祉学科の第2年次に編入学を志願するものがある場合は、志望する学部学科に欠員が
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あるときに限り、選考のうえ編入学を許可することがある。 

イ 大学を卒業した者 

ロ 大学における2年以上の課程を履修して退学した者 

ハ 外国において、学校教育における14年の課程を修了した者 

ニ 短期大学、高等専門学校、旧国立工業教員養成所または国立養護教諭養成所を卒業

した者 

ホ 学校教育法施行規則(昭和22年文部省令第11号)付則第7条に定める従前の規定によ

る高等学校、専門学校または教員養成諸学校等の課程を修了または卒業した者 

ヘ 専修学校の専門課程(修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る)を修了した者 

ト 高等学校等の専攻科(修業年限が2年以上であることその他の文部科学大臣の定める

基準を満たすものに限る)を修了した者 

4 その他編入学について必要な事項は、編入学規定に定める。 

(転入学および再入学) 

第21条 つぎの各号のいずれかに該当する者で、当該大学を退学後引き続き本大学へ入学

することを志願するものがあるときは、選考のうえ相当年次に転入学を許可することが

ある。 

イ 本大学以外の大学に入学し、履修歴のある者 

ロ 前号と同等以上の学力があると本大学が認める者 

2 つぎの各号のいずれかに該当する者で、本大学へ入学することを志願するものがあると

きは、選考のうえ相当年次に再入学を許可することがある。 

イ 本大学を卒業した者 

ロ 本大学を退学した者 

ハ 第37条イ号、ロ号またはホ号により除籍になった者 

3 その他転入学および再入学について必要な事項は、転入学規定または再入学規定にそれ

ぞれ定める。 

(転学部および転学科) 

第22条 本大学の学生で、他の学部または同一学部の他の学科に転学部もしくは転学科を

希望する者がある場合は、志望先に欠員のあるときに限り、志願先の教授会の議を経て

学部長が選考し、学長が相当年次に転学部または転学科を許可することができる。 

2 その他転学部および転学科について必要な事項は、転学部・転学科規定に定める。 

(入学者の既修得単位等の取扱い) 

第23条 第19条の規定により、入学を許可された者が入学以前に大学または短期大学等に

おいて修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む）のうち30単位を限度と

して、学部長は教授会の議を経て、卒業の要件となる単位として認めることができる。 

2 第20条から前条の規定により、入学、転学部または転学科を許可された者の、本大学

もしくは他の大学においてすでに履修した授業科目および修得した単位数の取扱いなら

びに在学すべき年数については、教授会の議を経て、学部長が定める。 

第6章 教育課程、教職課程および履修方法等 
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(授業科目) 

第24条 授業科目は、共通教育科目、スタンダード科目、オプション科目および専門教育

科目とし、これを必修科目、選択必修科目、選択科目および自由科目に分け、各年次に

配当する。 

2 前項の区分により、開設する授業科目および単位数は、別表第1のとおり定める。 

3 前項の授業科目は、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場

所で履修させることがある。なお、該当科目については、別に定める。 

(単位の計算方法) 

第25条 授業科目の単位の計算基準は、つぎのとおりとする。 

イ 講義および演習については、15時間から30時間までの範囲で、本大学が定める時間

の授業をもって1単位とする。 

ロ 実験、実習および実技については、30時間から45時間までの範囲で、本大学が定め

る時間の授業をもって1単位とする。 

ハ 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習または実技のうち、二以上の方法

の併用により行う場合については、その組み合わせに応じ、前2号に規定する基準を考

慮して本大学が定める時間の授業をもって1単位とする。 

2 前項にかかわらず、「卒業研究」については、学修の成果を評価して単位を授与するこ

とが適切と認められる場合、これに必要な学修等を考慮して単位数を定めることができ

る。 

(成績の評価) 

第26条 成績の評価は、試験のほか、学生の日常の学修状況等を勘案して行う。 

2 成績は、S・A・B・C・D・E・F・G・＊の評語をもって表し、S・A・B・C・Gを合

格とする。 

(単位の授与) 

第27条 授業科目を履修し、前条により合格した者には、所定の単位を与える。 

(他大学等における授業科目の履修等) 

第28条 教育上有益と認めるときは、本大学の同一学部の他の学科、他の学部または他の

大学との協議に基づき、学長(他の学科については学部長)は、当該他学科、他学部また

は他大学の授業科目を履修させることができる。 

2 短期大学または高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める

学修(平成3年度文部省告示第68号に定めるもの)を教育上有益と認めるときは、本大学に

おける授業科目の履修とみなすことができる。 

3 前2項の規定により修得した単位については、教授会の議に基づき、学部長は30単位を

限度として卒業の要件となる単位として認めることができる。 

4 第24条第3項により修得した単位は、60単位を超えない範囲で卒業に必要な単位数に含

めることができる。 

(授業および履修の方法) 

第29条 授業の方法および内容ならびに年間の授業の計画、成績評価の基準は、あらかじ

め学生に明示するものとする。 
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2 履修の方法、要件等について必要な事項は、各学部の履修規定に定める。 

(教職課程) 

第29条の2 教育職員免許状の取得を希望する者のために、教育職員免許法および同法施

行規則に基づく教職課程を置く。 

2 前項により開設する授業科目および単位数は、別表第1のとおり定める。 

3 本大学において、取得できる教育職員免許状の種類および免許教科は、別表第8のとお

りとする。 

4 前項の免許状を取得するための授業科目の履修方法および修得すべき単位等必要な事

項は、履修規定に定める。 

第7章 卒業および学位 

(卒業) 

第30条 本大学に第13条に定める修業年限以上在学して、所定の授業科目を履修し、かつ、

つぎに定める単位数を修得した者には、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。 

保健医療学部 

診療放射線学科 130単位以上 

医療技術学科 124単位以上 

救急救命学科 124単位以上 

総合リハビリテーション学部 

リハビリテーション学科 124単位以上 

看護学部 

看護学科 128単位以上 

薬学部 

薬学科 186単位以上 

  健康科学部 

   心理学科 124単位以上 

医療栄養学科 125単位以上 

医療経営学科 124単位以上 

医療福祉学科 124単位以上 

2 前項の規定にかかわらず、本学の学生として3年以上在学し、本大学院への進学を希望

している者で、学部の定める卒業要件を満たし、かつ、優秀な成績を修めたと認めた場

合、学部長が推薦し教授会の議を経て、学長が卒業を認定することができる。 

3 学長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書・学位記を授与する。 

(学位の授与) 

第31条 本大学を卒業した者には、つぎの区分に従って学士の学位を授与する。 

保健医療学部 

診療放射線学科 学士(診療放射線学) 

医療技術学科 学士(臨床工学)、学士(臨床検査学) 

救急救命学科 学士(救急救命学) 

総合リハビリテーション学部 
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リハビリテーション学科 学士(理学療法学)、学士(作業療法学)、学士(言語聴覚療

法学)、学士(義肢装具学) 

看護学部 

看護学科 学士(看護学) 

薬学部 

薬学科 学士(薬学) 

健康科学部 

心理学科 学士(心理学) 

医療栄養学科 学士(医療栄養学) 

医療経営学科 学士(医療経営学) 

医療福祉学科 学士(医療福祉学) 

2 前項のほか、学位について必要な事項は、学位規定に定める。 

第8章 休学、留学、退学および除籍 

(休学) 

第32条 病気その他やむを得ない理由により、引き続き2カ月以上修学することができな

い者は、所定の休学願を提出し、所属学部長の許可を得て休学することができる。 

2 病気その他修学することが適当でないと認められる者については、所属学部長は休学を

命じることができる。 

(休学期間) 

第33条 休学期間は、1年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、1年を限度とし

て、休学期間の延長を認めることができる。 

2 休学期間は、通算して4年を超えることができない。 

3 休学期間は、第14条に定める在学期間に算入しない。 

(復学) 

第34条 休学期間が満了したとき、または休学期間中にその理由が消滅したときは、所属

学部長の許可を得て復学することができる。 

2 その他復学について必要な事項は、復学規定に定める。 

(留学) 

第35条 外国の大学で学修することを志願する者は、学長の許可を得て留学することがで

きる。 

2 学長は、教育上有益と認められる場合に限り、教授会の議を経て留学を許可する。 

3 前項の許可を得て留学した期間は、第14条に定める在学期間に含めることができる。 

4 第28条第2項の規定は、外国の大学へ留学する場合に準用する。 

(退学) 

第36条 退学しようとする者は、所属学部長に保証人連署の退学願と学生証を提出し、学

長の許可を受けなければならない。 

(除籍) 

第37条 つぎの各号のいずれかに該当する者は、学長が除籍する。 

イ 学費を所定の期日までに納入しない者 
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ロ 休学者で在籍料を所定の期日までに納入しない者 

ハ 第14条に定める在学年限を超えた者 

ニ 成業の見込みがないと認められる者 

ホ 休学者で休学期間満了前までに、所属学部長に復学を願い出ない者 

ヘ 他の大学、短期大学または高等専門学校に在籍していることが明らかになった者 

ト 死亡が確認された者 

第9章 賞罰 

(表彰) 

第38条 成績の特に優秀な学生または表彰に価する行為があった学生は、学生委員会の議

を経て、学長が表彰する。 

2 その他表彰について必要な事項は、賞罰規定に定める。 

(懲戒) 

第39条 本大学の学則もしくは諸規定に違反し、または学生としての本分に反する行為を

した者は、学生委員会の議を経て、学長が懲戒する。 

2 前項の懲戒の種類は、放学、停学、けん責および訓告とする。 

3 前項の放学は、つぎの各号のいずれかに該当する者に対して行い、再入学は許可しない。 

イ 性行不良で改善の見込みがない者 

ロ 正当な理由がなくて出席常でない者 

ハ 本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

4 停学の期間は、在学年限に算入し、修業年限に算入しない。 

5 その他懲戒について必要な事項は、賞罰規定に定める。 

第10章 入学検定料および学費等 

(入学検定料) 

第40条 入学検定料の額は、別表第2のとおりとする。 

(学費等) 

第41条 学費は、入学金、授業料および教育充実費とし、その額は、別表第3のとおり定

める。ただし、長期履修学生の学費については、広島国際大学長期履修生規定に定める。 

2 学費は、所定の期日までに納入しなければならない。 

3 休学中の学費は、休学を許可された期の翌期から免除する。ただし、別表第6に定める

在籍料を納入しなければならない。 

4 広島国際大学学生海外留学規定に定める留学を許可された場合の学費は、学費納入規定

の定めるところにより免除する。ただし、別表第6に定める在籍料を学費免除の当該期か

ら納入しなければならない。 

5 その他休学中の学費等の取扱いについては、学費納入規定に定める。 

(既納の入学検定料、学費等) 

第42条 既に納入された入学検定料、学費および在籍料は、返戻しない。ただし、学費納

入規定に定めのある場合は、この限りでない。 

(納期、納入方法等) 

第43条 学費および在籍料の納期、納入方法等について必要な事項は、学費納入規定に定
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める。 

第11章 研究生、研修生、科目等履修生、特別履修生、外国人留学生および帰国学

生 

(研究生) 

第44条 本大学において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるとき

は、選考のうえ研究生として入学を許可することがある。 

2 研究生を志願することのできる者は、大学を卒業した者またはこれと同等以上の学力が

あると認められた者とする。 

3 研究生の在学期間は、1年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、1年を限度

として、在学期間の延長を認めることがある。 

4 研究料の額は、別表第4のとおり定める。 

5 その他研究生について必要な事項は、研究生規定に定める。 

(研修生) 

第44条の2 本大学において、特定の専門事項について研修することを志願する者がある

ときは、選考のうえ研修生として入学を許可することがある。 

2 研修生を志願することのできる者は、高等学校を卒業した者またはこれと同等以上の学

力があると認められた者とする。 

3 研修生の在学期間は、1年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、1年を限度

として、在学期間の延長を認めることがある。 

4 研修料の額は、別表第7のとおり定める。 

5 その他研修生について必要な事項は、研修生規定に定める。 

(科目等履修生) 

第45条 本大学において、特定の授業科目を履修することを志願する者がある場合は、本

大学の教育に支障のないときに限り、選考のうえ科目等履修生として入学を許可するこ

とがある。 

2 授業科目を履修し合格の評価を受けた者には、所定の単位を与える。 

3 履修料の額は、別表第5のとおり定める。 

4 その他科目等履修生について必要な事項は、科目等履修生規定に定める。 

(特別履修生) 

第46条 他の大学(外国の大学を含む)の学生で、本大学において授業科目を履修すること

を志願する者がある場合は、本大学の教育に支障のないときに限り、当該大学との協議

に基づき、特別履修生として入学を許可することがある。 

2 その他特別履修生について必要な事項は、特別履修生規定に定める。 

(外国人留学生) 

第47条 外国人で、本大学に入学を志願する者があるときは、選考のうえ外国人留学生と

して入学を許可することがある。 

2 外国人留学生の出願資格は、外国において、学校教育における12年以上の課程を修了

した者とする。 

3 本条の規定は、外国人が一般の入学生として入学することを妨げるものではない。 
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(帰国学生) 

第48条 帰国生徒で、本大学に入学を志願する者があるときは、選考のうえ帰国学生とし

て入学を許可することがある。 

2 帰国生徒の出願資格は、日本国籍を有し、外国における高等学校に原則として2年以上

継続して在学し、学校教育における12年以上の課程を修了した者とする。 

3 本条の規定は、帰国生徒が一般の入学生として入学することを妨げるものではない。 

第12章 公開講座 

(公開講座) 

第49条 社会人の教養・知識を高め、文化の向上に資するため、本大学に公開講座を開設

する。 

2 公開講座に関し必要な事項については、別に定める。 

第13章 付属施設 

(図書館) 

第50条 本大学に、図書館を設け、本大学の職員および学生の研究・教育に資する。 

(情報センター) 

第51条 本大学に、情報センターを設け、本大学の職員および学生の研究・教育に資する。 

(保健室) 

第52条 本大学に、保健室を設け、本大学の職員および学生の保健衛生に資する。 

(心理臨床センター) 

第52条の2 本大学に、心理臨床センターを設け、本大学の職員および学生の研究・教育

に資するとともに、地域住民を対象とした心理臨床相談等を行う。 

(福利厚生施設) 

第53条 本大学に、福利厚生施設を設け、本大学の職員および学生の福利厚生に資する。 

第14章 雑則 

(細則) 

第54条 この学則の施行に必要な細則は、別に定める。 

(学則の改廃) 

第55条 この学則の改廃は、学部長会議および教授会の意見を聴き、学長の承認を得て、

理事会の議を経て理事長が行う。 

付 則 

1 この学則は、1998 年 4 月 1 日から施行する。ただし、第 40 条の別表第 2 は 1998 年

度入学志願者の出願時から、第 41 条第 1 項の別表第 3 は 1998 年度入学者の入学手続

時から、それぞれ適用する。 

2 この改正学則は、2000 年 4 月 1 日から施行する。 

3 この改正学則は、2001 年 4 月 1 日から施行する。ただし、改正後の第 41 条第 1 項の

別表第 3 は、2001 年度入学者の入学手続時から適用する。 

4 前項にかかわらず、1999 年度以前の入学者にかかる教育課程表および卒業に必要な単

位数は、なお従前の例による。 

5 この改正学則は、2002 年 4 月 1 日から施行する。ただし、改正後の第 41 条第 1 項の
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別表第 3 は、2002 年度入学者の入学手続時から適用する。 

6 2001 年度以前の入学者の学費については、なお従前の例による。 

7 この改正学則は、2003 年 4 月 1 日から施行する。ただし、改正後の第 41 条第 1 項の

別表第 3 は、2003 年度入学者の入学手続時から、第 21 条第 1 項は 2003 年度転入学者

の出願手続時から、それぞれ適用する。 

8 2002 年度以前の入学者にかかる学則については、なお従前の例による。 

9 第 3 条にかかわらず、保健医療学部看護学科は、2003 年 4 月（編入学生については、

2005 年 4 月）から学生募集を停止し、当該学科に在学する者が居なくなるまでの間、

存続するものとする。 

10 この改正学則は、2004 年 4 月 1 日から施行する。ただし、改正後の第 41 条第 1 項の

別表第 3 は、2004 年度入学者の入学手続時から適用する。 

11 2002 年度以前の入学者にかかる学則については、改正後の第 28 条第 2 項および第 4

1 条第 4 項を除き、なお従前の例による。 

12 この改正学則は、2005 年 4 月 1 日から施行する。 

13 2004 年度以前の入学者にかかる学則については、なお従前の例による。 

14 この改正学則は、2006 年 4 月 1 日から施行する。 

15 2005 年度以前の入学者にかかる学則については、なお従前の例による。 

16 第 3 条にかかわらず、人間環境学部臨床心理学科、言語･コミュニケーション学科、

感性情報学科は、2006 年 3 月 31 日に当該学部学科に在学する者が当該学部学科に在学

しなくなるまでの間、存続するものとする。 

17 この改正学則は、2007 年 4 月 1 日から施行する。 

18 2006 年度以前の入学者にかかる学則については、なお従前の例による。 

19 第 3 条にかかわらず、社会環境科学部建築創造学科、住環境デザイン学科、情報通信

学科は、2007 年 3 月 31 日に当該学部学科に在学する者が当該学部学科に在学しなくな

るまでの間、存続するものとする。 

20 2006 年度以前の入学者にかかる学則については、改正後の第 5 条および第 6 条を除

き、なお従前の例による。 

21 この改正学則は、2008 年 4 月 1 日から施行する。 

22 2007 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数ならびに教職課程につい

ては、なお従前の例による。 

23 イ この改正学則は、2009 年 4 月 1 日から施行する。 

ロ 第 4 条の収容定員は、2009 年度に第 1 年次に入学する者から適用する。 

24 イ この改正学則は、2009 年 4 月 1 日から施行する。 

ロ 保健医療学部、医療福祉学部、心理科学部、工学部および薬学部各学科の 2007

年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数ならびに教職課程につい

ては、なお従前の例による。 

ハ 看護学部看護学科の 2008 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数

については、なお従前の例による。 

25 イ この改正学則は、2009 年 4 月 1 日から施行する。 
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ロ 保健医療学部、心理科学部および工学部各学科の 2007 年度以前の入学者の修得

すべき授業科目および単位数ならびに教職課程については、なお従前の例による。 

ハ 医療福祉学部、看護学部および薬学部各学科の 2008 年度以前の入学者の修得す

べき授業科目および単位数については、なお従前の例による。 

26 イ この改正学則は、2010 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 心理科学部および工学部各学科の 2009 年度以前の入学者の修得すべき授業科目 

    および単位数ならびに教職課程については、なお従前の例による。 

  ハ 第 24 条第 2 項別表第 1 の医療福祉学部医療福祉学科の教育課程表については、 

    2009 年度入学者から適用する。 

27 イ この改正学則は、2011 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 第 4 条の収容定員は、2011 年度に第 1 年次に入学する者から適用する。 

  ハ 第 3 条にかかわらず、保健医療学部理学療法学科、医療福祉学部医療経営学科、 

    心理科学部コミュニケーション学科および感性デザイン学科、工学部建築学科お 

    よび機械ロボティクス学科は、2011 年 3 月 31 日に当該学部学科に在学する者が 

    当該学部学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 

  ニ 保健医療学部、医療福祉学部および心理科学部各学科の 2010 年度以前の入学者 

    の修得すべき授業科目および単位数については、なお従前の例による。 

  ホ 第 31 条にかかわらず、保健医療学部、医療福祉学部、心理科学部および工学部 

    各学科の 2010 年度以前の入学者に授与する学位については、なお従前の例によ 

    る。 

ヘ 心理科学部および工学部の 2010 年度以前の入学者の教職課程および教育職員 

免許状については、なお従前の例による。 

28 イ この改正学則は、2012 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 看護学部の 2011 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数について

は、なお従前の例による。 

29 イ この改正学則は、2012 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 医療福祉学部の 2011 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数につ

いては、なお従前の例による。 

30 イ この改正学則は、2013 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 第 3 条にかかわらず、保健医療学部臨床工学科および総合リハビリテーション学

科、工学部住環境デザイン学科および情報通信学科は、2013 年 3 月 31 日に当該

学部学科に在学する者が当該学部学科に在学しなくなるまでの間、存続するもの

とする。 

  ハ 前項の工学部各学科に在学する者の学則については、なお従前の例による。  

  ニ 保健医療学部の 2012 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数につ

いては、なお従前の例による。 

  ホ 第 31 条にかかわらず、保健医療学部の 2012 年度以前の入学者に授与する学位に

ついては、なお従前の例による。  

  ヘ 2012 年度以前の入学者の学費については、なお従前の例による。 
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31 イ この改正学則は、2013 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 医療福祉学部および医療経営学部の 2012 年度以前の入学者の修得すべき授業科

目および単位数については、なお従前の例による。 

  ハ 2012 年度以前の入学者の成績の評価については、なお従前の例による。 

  ニ 第 45 条第 4 項の別表第 5 にかかわらず、工学部開講科目を履修する場合の履修

料については、なお従前の例による。 

32 イ この改正学則は、2014 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 総合リハビリテーション学部リハビリテーション支援学科および心理科学部各学

科の2013年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数については、なお

従前の例による。 

33 イ この改正学則は、2015年4月1日から施行する。 

  ロ 第3条にかかわらず、心理科学部臨床心理学科およびコミュニケーション心理学科

は、2015年3月31日に当該学部学科に在学する者が当該学部学科に在学しなくな

るまでの間、存続するものとする。 

  ハ 前項の心理科学部各学科に在学する者の学則については、改正後の第１条を除き、

なお従前の例による。 

  ニ 総合リハビリテーション学部リハビリテーション支援学科の2014年度以前の入

学者の収容定員ならびに修得すべき授業科目および単位数については、なお従前

の例による。 

  ホ 第31条にかかわらず、総合リハビリテーション学部リハビリテーション支援学科

の2014年度以前の入学者に授与する学位については、なお従前の例による。 

34 イ この改正学則は、2015年4月1日から施行する。 

  ロ 薬学部の2014年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数については、

なお従前の例による。 

  ハ 保健医療学部診療放射線学科の 2014 年度以前の入学者の修得すべき授業科目お

よび単位数については、なお従前の例による。 

35 イ この改正学則は、2016 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 保健医療学部、総合リハビリテーション学部、医療福祉学部、医療経営学部およ

び看護学部の 2015 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数につい

ては、なお従前の例による。 

36 イ この改正学則は、2016 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 保健医療学部の 2015 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数につ

いては、なお従前の例による。 

37 イ この改正学則は、2017 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 2016 年度以前の入学者の学費については、なお従前の例による。 

  ハ 改正後の第24条、第26条および第28条については、2016年度入学者から適用する。 

38 イ この改正学則は、2018 年 4 月 1 日から施行する。 

ロ 医療栄養学部の 2017 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および卒業に必要

な単位数については、なお従前の例による。 
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39 イ この改正学則は、2019 年 4 月 1 日から施行する。 

ロ 医療福祉学部の 2018 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および単位数につ

いては、なお従前の例による。 

ハ 医療栄養学部の 2018 年度以前の入学者の修得すべき授業科目および卒業に必要

な単位数については、なお従前の例による。 

40 イ この改正学則は、2020 年 4 月 1 日から施行する。 

  ロ 第 3 条にかかわらず、保健医療学部医療技術学科救急救命学専攻、総合リハビリ

テーション学部リハビリテーション支援学科、医療福祉学部医療福祉学科、医療

経営学部医療経営学科、心理学部心理学科および医療栄養学部医療栄養学科は、

2020 年 3 月 31 日に当該学部学科に在学する者が当該学部学科に在学しなくなる

までの間、存続するものとする。 

ハ 2019 年度以前の入学者の学則については、改正後の第 13 条の 2、第 14 条および

第 41 条を除き、なお従前の例による。 



別表第1　教育課程表

Ⅰ　共通教育科目

　薬学部

　　薬学科

2 ①

2 ①

2 ①

2 ①

2 ①

2 ①

2 1

2 1

2 ①

2 1

2 1

2 ①

2 2

2

2

2

2

2 2

2 2

2 2

① 2

① 2

①

①

①

①

①

1

〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を
　　　示す。

基
礎
教
育
科
目 外

国
語

日本語Ⅰａ

日本語Ⅰｂ

日本語Ⅱ

特
講

基礎ゼミナール

Global Communication

【留学生特例科目】

基
礎
教
育
科
目

共
通
基
礎

社
会
科
学

日本事情Ⅰ

日本事情Ⅱ

英語Ⅲａ

英語Ⅲｂ

英語Ⅳ

検定英語

保
健
体
育

スポーツⅡ

スポーツⅢ

外
国
語

英語Ⅰａ

英語Ⅰｂ

英語Ⅱａ

英語Ⅱｂ

情
報
処
理

授業科目 単位数

社会学

歴史学

基礎生物学

情報処理Ⅰａ

基礎数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ

基礎物理学

社
会
科
学

情報処理Ⅰｂ

人
文
科
学

哲学

文学

倫理学

心理学

芸術学

文化人類学

単位数

教
養
科
目

国
際

の
理
解

国
際
社
会

国際社会の理解Ⅰ

国際社会の理解Ⅱ

国際社会の理解Ⅲ

代
社
会

人
間
と
現

人間と現代社会Ⅰ

人間と現代社会Ⅱ

自
然
科
学

学
際

想
・
文
化

人
間
と
思

人間と思想・文化Ⅰ

人間と思想・文化Ⅱ

授業科目

学
・
技
術

人
間
と
科

人間と科学・技術Ⅰ

人間と科学・技術Ⅱ

共
通
基
礎

　　2 「日本語Ⅰａ」、「日本語Ⅰｂ」および
　　　「日本語Ⅱ」の単位を基礎教育科目外国語
　　　科目に含める。

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、
　　　つぎのとおり卒業に必要な単位数に含める。

基
礎
教
育
科
目

　　1 「日本事情Ⅰ」の単位を基礎教育科目社会
　　　科学科目の単位数に含める。

法学

政治学

教育学

情報倫理

基礎化学

スポーツⅠ
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【卒業に必要な単位数】

必修 選択

国際 ― 2

―

― 2

―

― 2

― 2

5 ―

2

6

1 1

1 ―

15 9

教
養
科
目

国際社会の理解

24 単位以上

保 健 体 育

特 講

計

自 然 科 学

情 報 処 理

人 間 と 現 代 社 会

人間と科学・技術

基
礎
教
育
科
目

共
通
基
礎

学
際

人間と思想・文化

人 文 科 学

社 会 科 学

外 国 語

学部 薬学部

学科 薬学科

区　　分

共
通
教
育
科
目
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Ⅱ　スタンダード科目

単位数

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

【卒業に必要な単位数】

スポーツ学

専門職連携総合演習Ⅱ

学科・専攻 必修 選択 計

データサイエンスⅠ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

   保健医療学部、総合リハビリテーション学部、看護学部、

   健康科学部

授　業　科　目

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

地域創生と危機管理

デジタルコミュニケーション

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

全学科・全専攻 15 ― 15単位

スポーツ実習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ
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Ⅲ　オプション科目

単位数

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

ドイツ語Ⅰ 1

ドイツ語Ⅱ 1

プログラミングⅠ 1

哲学 2

文学 2

心理学 2

芸術学 2

文化人類学 2

法学 2

経済学 2

歴史学 2

政治学 2

統計学　〔注〕 2

数学基礎 1

数学 2

物理学　〔注〕 2

化学　〔注〕 2

生物学　〔注〕 2

科学実験ａ 1

科学実験ｂ 1

日本語表現法　〔注〕 2

コミュニケーション論　〔注〕 2

Reading & Writing 1

英語プレゼンテーション 1

検定英語 1

グローバル化と人間ａ 1

グローバル化と人間ｂ 1

データサイエンスⅡ 1

データ解析 1

プログラミングⅡ 1

スポーツ実習Ⅱ 1

人間と文化a 1

人間と文化b 1

人間と社会a 1

人間と社会b 1

人間と自然a 1

人間と自然b 1

教養ゼミ 1

〔注〕診療放射線学科は「物理学」を必修科目とする。

　医療技術学科臨床工学専攻は「生物学」および「統計学」

　を必修科目とする。

　医療技術学科臨床検査学専攻は「生物学」および「化学」

　を必修科目とする。

　救急救命学科は「生物学」、「日本語表現法」、「コミュニ

　ケーション論」を必修科目とする。

総合

グ
ロ
ー
バ
ル

情
報
学

保健体育

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

自
然

人
間
と

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ア
ド
バ
ン
ス
ド

)

　1　保健医療学部

授　業　科　目

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ベ
ー
シ
ッ
ク

)

グ
ロ
ー
バ
ル

情報学

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

人
間
と
自
然

総
合
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【留学生特例科目】

単位数

日本事情ａ 2

日本事情ｂ 2

日本語Ⅰ 2

日本語Ⅱ 2

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、学部および学科

　　　で履修すべき単位数のうち、つぎに掲げるもので代えるこ

　　　とができる。ただし、その履修に関しては学部または学科

　　　の指示に従うものとする。

　　　1　オプション科目（ベーシック）の人間と社会の2単位

　　　　までを「日本事情ａ」または「日本事情ｂ」の単位数

　　　2　オプション科目のグローバルの4単位までを「日本語Ⅰ」、

　「日本語Ⅱ」の単位数

【卒業に必要な単位数】

4

計

6単位以上

7単位以上

7単位以上

10単位以上

2

医療技術学科・臨床工学専攻 4

医療技術学科・臨床検査学専攻

選択

4

3

34

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

社
会

人
間
と

グ
ロ
ー

バ
ル

授業科目

救急救命学科 6

学科・専攻 必修

診療放射線学科
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単位数

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

ドイツ語Ⅰ 1

ドイツ語Ⅱ 1

プログラミングⅠ 1

哲学 2

文学 2

心理学 2

芸術学 2

文化人類学 2

法学 2

経済学 2

歴史学 2

政治学 2

統計学　〔注〕 2

数学基礎 1

数学 2

物理学 2

化学 2

生物学 2

科学実験ａ 1

科学実験ｂ 1

日本語表現法 2

コミュニケーション論 2

Reading & Writing 1

英語プレゼンテーション 1

検定英語 1

グローバル化と人間ａ 1

グローバル化と人間ｂ 1

データサイエンスⅡ 1

データ解析 1

プログラミングⅡ 1

スポーツ実習Ⅱ 1

人間と文化a 1

人間と文化b 1

人間と社会a 1

人間と社会b 1

人間と自然a 1

人間と自然b 1

教養ゼミ 1

〔注〕リハビリテーション学科言語聴覚療法学専攻は

　「統計学」を必修科目とする。

　2　総合リハビリテーション学部

授　業　科　目

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ア
ド
バ
ン
ス
ド

)

グ
ロ
ー
バ
ル

情
報
学

保健体育

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

自
然

人
間
と

総合

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ベ
ー
シ
ッ
ク

)

グ
ロ
ー
バ
ル

情報学

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

人
間
と
自
然

総
合
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【留学生特例科目】

単位数

日本事情ａ 2

日本事情ｂ 2

日本語Ⅰ 2

日本語Ⅱ 2

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、学部および学科で

　　　履修すべき単位数のうち、つぎに掲げるもので代えることが

　　　できる。ただし、その履修に関しては学部または学科の指示

　　　に従うものとする。

　　　1　オプション科目（ベーシック）の人間と社会の2単位まで

　　　を「日本事情ａ」または「日本事情ｂ」の単位数

　　　2　オプション科目のグローバルの4単位までを「日本語Ⅰ」、

　 「日本語Ⅱ」の単位数

【卒業に必要な単位数】

*：オプション科目（ベーシック）の「人間と文化」および「人間と社会」の科目

　　区分からそれぞれ2単位を含む計4単位以上を修得すること

リハビリテーション学科・言語聴覚療法学専攻 2 4* 6単位以上

リハビリテーション学科・義肢装具学専攻 - 6 6単位以上

リハビリテーション学科・理学療法学専攻 - 4 4単位以上

リハビリテーション学科・作業療法学専攻 - 4 4単位以上

計

授業科目

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

社
会

人
間
と

グ
ロ
ー

バ
ル

学科・専攻 必修 選択
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単位数

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

ドイツ語Ⅰ 1

ドイツ語Ⅱ 1

プログラミングⅠ 1

哲学 2

文学 2

心理学 2

芸術学 2

文化人類学 2

法学 2

経済学 2

歴史学 2

政治学 2

統計学 ②

数学基礎 1

数学 2

物理学 2

化学 2

生物学 ②

科学実験ａ 1

科学実験ｂ 1

日本語表現法 2

コミュニケーション論 2

Reading & Writing 1

英語プレゼンテーション 1

検定英語 1

グローバル化と人間ａ 1

グローバル化と人間ｂ 1

データサイエンスⅡ 1

データ解析 1

プログラミングⅡ 1

スポーツ実習Ⅱ 1

人間と文化a 1

人間と文化b 1

人間と社会a 1

人間と社会b 1

人間と自然a 1

人間と自然b 1

教養ゼミ 1

〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

　3　看護学部

授　業　科　目

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ア
ド
バ
ン
ス
ド

)
グ
ロ
ー
バ
ル

情
報
学

保健体育

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

自
然

人
間
と

総合

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ベ
ー
シ
ッ
ク

)

グ
ロ
ー
バ
ル

情報学

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

人
間
と
自
然

総
合
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【留学生特例科目】

単位数

日本事情ａ 2

日本事情ｂ 2

日本語Ⅰ 2

日本語Ⅱ 2

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、学部および学科で

　　　履修すべき単位数のうち、つぎに掲げるもので代えることが

　　　できる。ただし、その履修に関しては学部または学科の指示

　　　に従うものとする。

　　　1　オプション科目（ベーシック）の人間と社会の2単位まで

　　　を「日本事情ａ」または「日本事情ｂ」の単位数

　　　2　オプション科目のグローバルの4単位までを「日本語Ⅰ」、

　 「日本語Ⅱ」の単位数

【卒業に必要な単位数】

学科 必修 選択 計

授業科目

看護学科 4 4 8単位以上

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

社
会

人
間
と

グ
ロ
ー

バ
ル
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　4　健康科学部

 　医療栄養学科、医療福祉学科

単位数

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

ドイツ語Ⅰ 1

ドイツ語Ⅱ 1

プログラミングⅠ 1

哲学 2

文学 2

心理学 2

芸術学 2

文化人類学 2

日本国憲法 2

経済学 2

歴史学 2

政治学 2

統計学　〔注〕 2

数学基礎 1

数学 2

物理学 2

化学　〔注〕 2

生物学　〔注〕 2

科学実験ａ 1

科学実験ｂ 1

日本語表現法 2

コミュニケーション論 2

Reading & Writing 1

英語プレゼンテーション 1

検定英語 1

グローバル化と人間ａ 1

グローバル化と人間ｂ 1

データサイエンスⅡ 1

データ解析 1

プログラミングⅡ 1

スポーツ実習Ⅱ 1

人間と文化a 1

人間と文化b 1

人間と社会a 1

人間と社会b 1

人間と自然a 1

人間と自然b 1

教養ゼミ 1

〔注〕  医療栄養学科は「統計学」、「化学」および「生物学」を必修

科目とする。

授　業　科　目

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ア
ド
バ
ン
ス
ド

)
グ
ロ
ー
バ
ル

情
報
学

保健体育

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

自
然

人
間
と

総合

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ベ
ー
シ
ッ
ク

)

グ
ロ
ー
バ
ル

情報学

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

人
間
と
自
然

総
合
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　心理学科、医療経営学科

単位数

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

ドイツ語Ⅰ 1

ドイツ語Ⅱ 1

プログラミングⅠ 1

哲学 2

文学 2

心理学 2

芸術学 2

文化人類学 2

法学 2

経済学　〔注〕 2

歴史学 2

政治学 2

統計学　〔注〕 2

数学基礎 1

数学 2

物理学 2

化学 2

生物学 2

科学実験ａ 1

科学実験ｂ 1

日本語表現法 2

コミュニケーション論 2

Reading & Writing 1

英語プレゼンテーション 1

検定英語 1

グローバル化と人間ａ 1

グローバル化と人間ｂ 1

データサイエンスⅡ 1

データ解析 1

プログラミングⅡ 1

スポーツ実習Ⅱ 1

人間と文化a 1

人間と文化b 1

人間と社会a 1

人間と社会b 1

人間と自然a 1

人間と自然b 1

教養ゼミ 1

〔注〕  医療経営学科は「経済学」および「統計学」を必修科目とする。

授　業　科　目

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ア
ド
バ
ン
ス
ド

)
グ
ロ
ー
バ
ル

情
報
学

保健体育

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

自
然

人
間
と

総合

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

(

ベ
ー
シ
ッ
ク

)

グ
ロ
ー
バ
ル

情報学

文
化

人
間
と

社
会

人
間
と

人
間
と
自
然

総
合
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【留学生特例科目】

単位数

日本事情ａ 2

日本事情ｂ 2

日本語Ⅰ 2

日本語Ⅱ 2

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、学部および学科で

　　　履修すべき単位数のうち、つぎに掲げるもので代えることが

　　　できる。ただし、その履修に関しては学部または学科の指示

　　　に従うものとする。

　　　1　オプション科目（ベーシック）の人間と社会の2単位まで

　　　を「日本事情ａ」または　「日本事情ｂ」の単位数

　　　2　オプション科目のグローバルの4単位までを「日本語Ⅰ」、

　 「日本語Ⅱ」の単位数

【卒業に必要な単位数】

*：オプション科目（ベーシック・アドバンスド）の「グローバル」の科目区分

　から2単位、　「情報学」の科目区分から１単位を含む計19単位以上を

　修得すること。

授業科目

医療経営学科 4 4 8単位以上

医療福祉学科 - 8 8単位以上

心理学科 - 19* 19単位以上

医療栄養学科 6 4 10単位以上

計

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

社
会

人
間
と

グ
ロ
ー

バ
ル

学科・専攻 必修 選択
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Ⅳ　専門教育科目

　１　保健医療学部

　　イ　診療放射線学科

単位数 単位数

② 1

① ②

② ②

① ②

① ②

② ②

① ①

② ①

① ①

1 ①

① ②

1 ①

① 1

1 ②

② 1

② ②

① ②

② ①

① ②

① ⑩

② ①

① ①

② ②

① 1

1 1

① 1

② 1

① 1

② ②

② 2

② ④

②

②

②

②

1

②

1

②

②

②

授業科目

専
門
基
礎
分
野

疾
病
の
成
り
立
ち

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び

人体構造学

人体構造学実習

人体生理機能学

人体生理機能学実習

臨床生化学

放射線物理学Ⅰ

病理学

医学医療総論(生命倫理を含む)

臨床医学総論

公衆衛生学

医療統計学

理
工
学
的
基
礎
並
び
に
放
射
線
の
科
学
及
び
技
術

放射線科学概論

基礎数学演習

基礎物理学実験

応用数学演習

放射線物理学Ⅱ

放射線物理学演習

医用工学

医用工学演習

医用工学実験

放射化学

断層検査技術学

放射化学実験

放射線計測技術学

放射線計測統計学

放射線計測学演習

放射線計測学実験

放射線生物学

核医学検査技術学Ⅰ

核医学検査技術学Ⅱ

診
療
画
像
技
術
学

診療画像技術学序論

診療画像機器学Ⅰ

診療画像機器学Ⅱ

診療画像機器学Ⅲ

X線撮影技術学Ⅰ

X線撮影技術学Ⅱ

医用磁気共鳴学

造影医薬品学

基礎画像読影学

技
術
学

核
医
学
検
査

放射性医薬品学

核医学機器学

情
報
学

医
用
画
像

医用画像工学Ⅰ

医用画像工学Ⅱ

医用画像情報学実験

医療情報学

管
理
学

医
療
安
全

救急医療総論

医療安全管理学

授業科目

管
理
学

放
射
線
安
全

放射線安全管理学

放射線関係法規

放射線保健管理学

放射線安全管理学実験

技
術
学

放
射
線
治
療

放射線腫瘍学

放射線治療機器学

放射線治療技術学Ⅰ

患者安全・看護論

総合演習Ⅰ

技
術
学

画
像
診
断
・

臨床医学Ⅰ（画像診断学含む）

臨床医学Ⅱ（画像診断学含む）

臨床医学Ⅲ（画像診断学含む）

実
習

臨
床

臨床実習Ⅰ

臨床実習Ⅱ

医療英語

〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を
     示す。

英語講読基礎

核医学技術学特論

放射線治療技術学特論

医用画像解析学特論

画像診断技術学特論

総合演習Ⅱ

69

計
102 7

109単位以上

卒業研究

【卒業に必要な単位数】

科目区分 必修 選択

放射線治療技術学Ⅱ

専
門
分
野

専
門
分
野

専門基礎分野 33
7

技
術
学
総
合
・
関
連
分
野

患者接遇論（施設見学含む）

総合放射線工学実験

専門分野
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　ロ　医療技術学科

　　①臨床工学専攻

単位数 単位数

① ②

① ①

① ②

① ②

① ①

2 ②

② ①

② 1

① ③

② ②

① ①

① ①

② ①

② ②

② ②

② ②

② ②

① ①

① ④

② 1

② ①

② ②

② ①

① ①

① ①

② ①

② 1

②

②

①

①

1

②

②

②

2

②

①

1

②

①

①

①

キャリア支援Ⅰ

キャリア支援Ⅱ

キャリア支援Ⅲ

生命倫理

人体構造学

人体構造学実習

人体生理機能学

早期体験演習Ⅰ

早期体験演習Ⅱ

医療英語

病理学

薬理学

看護学概論

基礎数学演習

人体生理機能学実習

医学概論

生化学

公衆衛生学

電気・電子工学Ⅱ

電気・電子工学Ⅲ

電気工学実習

電子工学実習

基礎物理学演習

応用数学

電気・電子工学Ⅰ

医用治療機器学

医用機器学実習

医工学概論

物性工学

材料工学

システム情報工学実習

医療情報技術学演習

シミュレーション教育演習

理
工
学
的
基
礎

臨
床
工
学
に
必
要
な

シ
ス
テ
ム
工
学
の
基
礎
医

療
情
報
技
術
と

臨
床
工
学
に
必
要
な

医用画像工学

生体計測技術学

生体計測技術学実習

心電図判読演習

機械工学

計測工学

情報科学概論

システム工学

授業科目授業科目

工
学

医
用
生
体

医
用
機
器
学

医療機器学総合演習

手術治療機器学演習

専
門
基
礎
分
野

及
び
機
能

人
体
の
構
造

な
医
学
的
基
礎

臨
床
工
学
に
必
要

生
体
機
能
代
行
技
術
学

体外循環技術学

体外循環技術学演習

心臓カテーテル治療技術学

呼吸療法技術学

呼吸療法技術学演習

国際臨床工学

血液浄化技術学

血液浄化技術学演習

集学治療技術学演習

生体機能代行技術学実習

管
理
学

医
用
安
全

機器安全管理学

機器安全管理学実習

関係法規Ⅰ

医療機器管理学演習

臨床工学演習Ⅳ

ME演習

関
連

臨
床
医
学

臨床医学総論Ⅰ

臨床医学総論Ⅱ

臨床医学総論Ⅲ

臨床医学総論Ⅳ

実
習

臨
床

臨床工学実習Ⅰ

臨床工学実習Ⅱ

専
門
分
野

専
門
分
野

研
究

卒
業

卒業研究方法論

卒業研究

専
門
総
合
分
野

総
合
技
術

臨床工学演習Ⅰ

臨床工学演習Ⅱ

臨床工学演習Ⅲ
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単位数

2

2

2

2

1

1

2

1

2

1

2

1

1

2

2

2

2

1

1

2

1

1

2

2

1

2

1

1

1

1

〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

臨
床
検
査
学
分
野

病理組織細胞学Ⅰ

授業科目

臨床血液学実習

一般検査学Ⅰ

一般検査学実習Ⅰ

一般検査学Ⅱ

病理組織細胞学Ⅱ

病理組織細胞学実習

臨床血液学

臨床血液学演習

放射性同位元素検査技術学

先進医療技術学演習・実習

臨床微生物学Ⅰ

臨床微生物学Ⅱ

一般検査学実習Ⅱ

臨床化学

臨床化学演習

臨床化学実習

臨床微生物学演習

臨床微生物学実習

臨床免疫学

臨床免疫学演習

臨床免疫学実習

臨床生理学Ⅰ

関係法規Ⅱ

臨床生理学Ⅱ

臨床生理学演習

臨床生理学実習

医療安全管理学

医療安全管理学実習

検査機器総論
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　　②臨床検査学専攻

単位数 単位数

① ②

① ①

① ①

② ②

2 ②

② ①

① ①

② ②

① ①

② ①

① ②

② ②

② ②

① ①

② ②

2 1

2 2

② ②

① ①

② ②

② ①

② ①

② ①

② ⑥

② 1

② ②

① ②

① ①

② ①

② ①

① ①

② ①

① ①

①

②

②

専
門
基
礎
分
野

医療技術学基礎演習Ⅰ

医療技術学基礎演習Ⅱ

早期体験演習

食品衛生学

生命倫理

医療英語

と
機
能

人
体
の
構
造

人体構造学

人体構造学実習

人体生理機能学

人体生理機能学実習

生化学

形
態
検
査
学

病理組織細胞学Ⅰ

と
の
関
連

基
礎
と
疾
病

医
学
検
査
の

医学概論

病理学

薬理学

と
医
学
検
査

保
健
医
療
福
祉

関係法規Ⅱ

公衆衛生学

健康食品学

情
報
科
学

及
　
　
び

医
療
工
学

医用工学概論

医用工学概論実習

情報科学概論

病
態
学

臨
床

臨床病態学Ⅰ

臨床病態学Ⅱ

臨床化学実習

放射性同位元素検査技術学

先進医療技術学演習・実習

病理組織細胞学Ⅱ

病理組織細胞学実習

臨床血液学

臨床血液学演習

臨床血液学実習

臨床細胞診断学

臨床免疫学実習

輸血・移植検査学

輸血・移植検査学演習

授業科目 授業科目

臨床免疫学演習

輸血・移植検査学実習

感染制御学

生
物
化
学
分
析
検
査
学

一般検査学Ⅰ

一般検査学実習Ⅰ

臨床化学

臨床化学演習

臨床微生物学Ⅰ

臨床微生物学演習

臨床微生物学実習

臨床微生物学Ⅱ

臨床免疫学

臨床生理学Ⅰ

臨床生理学Ⅱ

臨床生理学演習

臨床生理学実習

心電図検査特論

医用画像工学

病
因
・
生
体
防
御
検
査
学

管
理
学

検
査
総
合

一般検査学Ⅱ

一般検査学実習Ⅱ

検査総合管理学

管
理
学

医
療
安
全

医療安全管理学

医療安全管理学実習

検査機器総論

検
査
学

生
理
機
能

実
習

臨
床

臨床検査学実習

国際臨床検査学

研
究

卒
業

卒業研究方法論

卒業研究
専
門
分
野

専
門
分
野

専
門
総
合
分
野

総
合
技
術

臨床検査学演習Ⅰ

臨床検査学演習Ⅱ

臨床検査学演習Ⅲ

形態・生理機能検査学総合演習

生物化学分析検査学総合演習

生体防御検査学総合演習
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単位数

2 【卒業に必要な単位数】

1

1 必修 選択 必修 選択

2 46 26

2 49 68

2 4 6

1 ― ― ―

2 99 3 100 2

1

2 臨床工学専攻

2 ＊：専門基礎分野、専門分野および専門総合分野の

2 　　選択科目から 3単位以上修得すること。

2 臨床検査学専攻

2 ＊：専門基礎分野、専門分野、専門総合分野および

1 　　 臨床工学分野の選択科目から2単位以上修得

2 　　すること。

2

2

2

3

2

1

2

1

2

1

2

2

2

2

1

〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

電気工学実習

授業科目

看護学概論

基礎数学演習

基礎物理学演習

応用数学

医工学概論

電気・電子工学Ⅰ

心臓カテーテル治療技術学

電気・電子工学Ⅱ

電子工学実習

電気・電子工学Ⅲ

物性工学

機械工学

材料工学

生体計測技術学実習

機器安全管理学

機器安全管理学実習

臨床医学総論Ⅰ

臨床医学総論Ⅱ

計測工学

手術治療機器学演習

体外循環技術学

呼吸療法技術学

血液浄化技術学

専門総合分野

他専攻分野

臨
床
工
学
分
野

臨床医学総論Ⅲ

臨床医学総論Ⅳ

関係法規Ⅰ

生体機能代行技術学実習

医用治療機器学

医用機器学実習

生体計測技術学

計
102単位以上 102単位以上

科目区分
臨床工学専攻 臨床検査学専攻

専門基礎分野

  3＊

  2＊
専門分野
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　ハ　救急救命学科

単位数 単位数

2 ②

① ②

① ③

① ③

② ②

②

2

② ①

② ①

① ①

① ①

① ①

① ⑥

① 1

1

②

② ②

① ②

② ②

① 2

② 2

① 2

② ②

② ②

② ②

② ②

② ②

②

②

①

①

②

②

救急救命学科

　＊：9単位のうち、「国内救急救命事情」または

　　　　　「国際救急救命学」を修得すること。

生化学

の
基
盤

科
学
的
思
考

自然災害防災論

救急実務英語

ライフサイエンス論Ⅰ

ライフサイエンス論Ⅱ

救急統計学

救急関係法規

救急救命処置概論

災害・救護ボランティア演習

専
門
基
礎
分
野

と
機
能

構
造

人
体
の

人体構造生理学Ⅰ

人体構造生理学Ⅱ

人体構造生理学実習

の
過
程

立
ち
と
回
復

疾
患
の
成
り

病理学

疾
病
救
急
医
学

救急現場活動学

特定行為処置論

小児科学

産婦人科学

救急検査概論

救
急
医
学
概
論

生命倫理

病院前救急医療概論

救急災害システム論

薬理学

精神医学

医
学

救
急

外
傷

外傷救急医学Ⅰ

外傷救急医学Ⅱ

病
態
生
理
学

救
急
症
候
・

救急症候・病態生理学Ⅰ

救急症候・病態生理学Ⅱ

臨床病態学Ⅰ

臨床病態学Ⅱ

応急手当実習Ⅱ

公衆衛生学 ②

授業科目授業科目

基
礎
分
野

人
間
生
活

人
間
と

ビジネスマナー論 ①

社
会
保
障

健
康
と

救急救命処置実習Ⅲ

救急救命処置実習Ⅳ

救急救命高度実習Ⅰ

救急救命高度実習Ⅱ

救急救命総合実習

応急手当実習Ⅰ専
門
分
野 救急システム実習Ⅰ

救急システム実習Ⅱ

救急システム実習Ⅲ

救急システム実習Ⅳ

国内救急救命事情

国際救急救命学

臨
地
実
習

救急救命処置実習Ⅰ

救急救命処置実習Ⅱ

専門総合分野

研
究

卒
業

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

専
門
総
合
分
野

総
合
技
術

救急救命学Ⅰ

救急救命学Ⅱ

救急救命学Ⅲ

救急救命学Ⅳ

11

救急救命総合学

教養総合学Ⅰ

教養総合学Ⅱ

教養総合学Ⅲ

教養総合学Ⅳ

教養総合学Ⅴ

計
90

【卒業に必要な単位数】

科目区分 必修 選択

基礎分野 6

9
*

専門基礎分野

専
門
分
野

9

99単位以上

〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を
　　　示す。

医
学

急
性
中
毒

環
境
障
害
・

環境障害・急性中毒学 ① 専門分野 59

14
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　２　総合リハビリテーション学部

　　イ　　リハビリテーション学科

①理学療法学専攻

単位数 単位数

運動療法学 ①

運動療法実習 ①

物理療法学 ①

物理療法実習 ①

義肢・装具学 ①

義肢・装具学演習 ①

解剖学Ⅰ ② 臨床理学療法演習 ①

解剖学Ⅱ ② スポーツ理学療法演習 1

解剖学実習 ① 高次機能障害理学療法学演習 1

生理学Ⅰ ② Women's/Men's health理学療法演習 1

生理学Ⅱ ② 運動器疼痛管理理学療法演習 1

生理学実習 ① 介護予防理学療法演習 1

身体運動学Ⅰ ① 運動器理学療法治療学概論 ①

身体運動学Ⅱ ① 運動器理学療法治療学実習 ①

身体運動学実習 ① スポーツ理学療法学 ①

人間発達学 ② 運動器疼痛学 ①

医学概論 ② 中枢神経系理学療法治療学概論Ⅰ ①

内科学 ② 中枢神経系理学療法治療学概論Ⅱ ①

整形外科学Ⅰ ② 中枢神経系理学療法治療学実習 ①

整形外科学Ⅱ ② 発達障害理学療法学 ①

精神医学 ② 内部障害理学療法治療学概論Ⅰ ①

脳神経学 ② 内部障害理学療法治療学概論Ⅱ ①

加齢医学 ② 内部障害理学療法治療学実習 ①

病態生理学 ② 生活支援系理学療法学概論 ①

リハビリテーション概論 ② 生活支援系理学療法学実習 ①

公衆衛生学 ① 基本動作介助法 ①

リハビリテーション心理学 2 地域理学療法学 ①

ヘルスプロモーション論 ① 地域在宅理学療法学演習 ①

理学療法概論 ②

理学療法研究法 ①

機能障害学 ①

臨床神経学 ① 臨床見学実習 ①

認知心理学 1 臨床評価実習Ⅰ ②

臨床運動学 ① 臨床評価実習Ⅱ ⑥

臨床運動学実習 ① 総合臨床実習 ⑩

理学療法評価学概論 ① 地域理学療法実習 ①

機能障害評価学実習Ⅰ ① 卒業研究 ④

機能障害評価学実習Ⅱ ① 理学療法学演習 ②

筋骨格系解剖学実習 ① 理学療法特別講義 2

生活活動評価学 ① 〔注〕　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

内部系理学療法評価学 ①

授業科目 授業科目

基
礎
分
野

人
間
と
生
活
社
会
の
理
解

科
学
的
思
考
の
基
盤

生命倫理 ②

専
門
分
野

基
礎
理
学
療
法
学

理
学
療
法
評
価
学

専
門
基
礎
分
野

心
身
の
発
達

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び

回
復
過
程
の
促
進

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び

シ

ョ
ン
の
理
念

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

保
健
医
療
福
祉
と

②

専
門
分
野

理
学
療
法
治
療
学

療
法
学

地
域
理
学

臨
床
実
習

分
野

専
門
総
合

管
理
学

理
学
療
法

総
合
技
術

理学療法管理運営学
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②作業療法学専攻

単位数 単位数

解剖学Ⅰ ② 作業療法治療学総論 ②

解剖学Ⅱ ② 内部障害作業療法学 ②

解剖学実習 ① 内部障害作業療法学演習 ①

生理学Ⅰ ② 脳血管障害作業療法学 ①

生理学Ⅱ ② 脳血管障害作業療法学演習 ①

生理学実習 ① 運動器障害作業療法学 ①

運動学 ② 運動器障害作業療法学演習 ①

運動学実習 ① 老年期作業療法学 ①

人間発達学 ② 老年期作業療法学演習 ①

医学概論 ② 発達障害作業療法学 ①

内科学 ② 発達障害作業療法学演習 ①

整形外科学 ② 精神障害作業療法学 ①

精神医学 ② 精神障害作業療法学演習 ①

脳神経学 ② 義肢装具学概論 ②

加齢医学 ② 日常生活活動学 ①

病態生理学 ② 日常生活活動学実習 ①

リハビリテーション概論 ② 地域作業療法学 ①

生命倫理 ② 公衆衛生学 1

発達障害学 ② ヘルスプロモーション論 2

リハビリテーション心理学 ② 介護予防方法論 2

作業療法概論 ① 福祉住環境コーディネート論 2

作業療法研究法 ① 就労支援技術学 1

作業学 ① 地域リハビリテーション実習 ①

作業学実習 ① 見学実習 ②

作業療法理論 2 評価実習 ⑤

作業療法評価学総論 ① 総合臨床実習 ⑱

神経系機能能力評価学 ① 卒業研究 ④

神経系機能能力評価学実習 ① 作業療法学演習Ⅰ ①

運動系機能能力評価学 ① 作業療法学演習Ⅱ ①

運動系機能能力評価学実習 ① 作業療法学演習Ⅲ ①

精神・認知機能能力評価学 ① 作業療法管理学 ②

〔注〕　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

授業科目

専
門
総
合
分
野

基
礎
作
業
療
法
学

作
業
療
法
評
価
学

専
門
分
野

専
門
基
礎
分
野

び
心
身
の
発
達

人
体
の
構
造
と
機
能
及

及
び
回
復
過
程
の
促
進

疾
病
と
傷
害
の
成
り
立
ち

シ

ョ
ン
の
理
念

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

保
健
医
療
福
祉

総
合
技
術

作
業
療
法
治
療
学

地
域
作
業
療
法
学

臨
床
実
習

専
門
分
野

授業科目
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③言語聴覚療法学専攻

単位数 単位数

② ②

② ②

② ①

1 1

2 ②

2 ②

1 ①

2 ②

② ②

② ①

1 ②

① ①

① ④

② ⑦

① ②

① ②

② ④

① ②

② 2

② 2

② 〔注〕　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

②

2

②

②

2

②

②

2

1

②

2

①

2

2

②

②

②

②

①

①

②

②

①

①

専
門
分
野

授業科目

リハビリテーション医学

内科学

リハビリテーション脳神経学

専
門
基
礎
分
野

基
礎
医
学

医学概論

解剖学

生理学

解剖・生理学演習

聴
覚
医
学

音
声
言
語

脳神経機能評価学

音声聴覚医学

病態生理学（病理学含む）

人間発達学

公衆衛生学

加齢医学

臨
床
医
学
及
び
歯
学

リハビリテーション精神医学

小児科学

カウンセリング

臨床心理学

発達心理学

学習心理学

耳鼻咽喉科学

形成外科学

歯科口腔外科学

特別支援教育総論

社会保障制度論(関係法規含む)

生活環境科学

ヘルスプロモーション論

言
語
学

音
声
学
・

言語理論と言語心理

音声学

音響・聴覚心理学

言語発達学

心
理
学

発達系障害学概論Ⅱ

発達系障害学演習Ⅰ

発達系障害学演習Ⅱ

障
害
学

高
次
脳
機
能

認知心理学

心理測定法

音楽療法概論

グループダイナミクス

社
会
福
祉
・
教
育

リハビリテーション概論

授業科目

認知系障害学概論Ⅰ

認知系障害学概論Ⅱ

認知系障害学演習Ⅰ

認知系障害学演習Ⅱ

総
論

障
害
学

言語聴覚障害学概論Ⅰ

言語聴覚障害学概論Ⅱ

障
害
学

言
語
発
達

発達系障害学概論Ⅰ

聴
覚
障
害
学

聴覚系障害学概論Ⅰ

聴覚系障害学概論Ⅱ

聴覚系障害学演習Ⅰ

聴覚系障害学演習Ⅱ

発
声
発
語
嚥
下
障
害
学

発声発語系障害学概論Ⅰ

発声発語系障害学概論Ⅱ

発声発語系障害学演習

拡大・代替コミュニケーション論

臨床実習Ⅲ

臨床研究Ⅰ

臨床研究Ⅱ

嚥下系障害学概論Ⅰ

嚥下系障害学概論Ⅱ

嚥下系障害学演習

卒業研究

分
野

専
門
総
合

総
合
技
術

言語聴覚学演習

言語聴覚特別講義Ⅰ

言語聴覚特別講義Ⅱ

専
門
分
野

臨
床
実
習

臨床実習Ⅰ

臨床実習Ⅱ
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④義肢装具学専攻

単位数 単位数

解剖生理学基礎 ② 義肢Ⅰ(下腿義足) ①

解剖学演習 ① 義肢ⅠＡ実習(下腿義足) ①

機能解剖学 ② 義肢ⅠＢ実習(下腿義足) ①

リハビリテーション運動学 ② 義肢Ⅱ(義手) ①

運動機能計測学 ② 義肢ⅡＡ実習(義手) ①

運動機能計測学実習 ① 義肢ⅡＢ実習(義手) ①

人間工学 ② 義肢Ⅲ(大腿義足) ①

人間工学演習 ① 義肢ⅢＡ実習(大腿義足) ①

内科学概論 ② 義肢ⅢＢ実習(大腿義足) ①

リハビリテーション整形外科学 ② バイオメカニクス ②

臨床心理学 ② バイオメカニクス演習 ①

リハビリテーション脳神経内科学 ② 装具Ⅰ(体幹装具) ①

社会参加と高齢者の福祉 ② 装具ⅠＡ実習(体幹装具) ①

リハビリテーション概論 ① 装具ⅠＢ実習(体幹装具) ①

臨床コミュニケーション 1 装具Ⅱ(下肢装具) ①

認知心理学 ① 装具ⅡＡ実習(下肢装具) ①

ボランティア論 ① 装具ⅡＢ実習(下肢装具) ①

福祉住環境学 ② 装具Ⅲ(上肢装具) ①

関係法規 ① 装具ⅢＡ実習(上肢装具) ①

図学・製図学 ① 装具ⅢＢ実習(上肢装具) ①

機構学 ① 装具Ⅳ(座位保持装置・車椅子) ①

機械工学概論 ① ①

工学的数学基礎演習 1 ①

制御工学 ① 見学実習 ①

ユニバーサルデザイン ② 臨地実習 1

プログラミング基礎 ① 臨床実習Ⅰ ①

電気・電子回路基礎 1 臨床実習Ⅱ ④

福祉機器プログラミング演習Ⅰ ① 臨床実習Ⅲ ⑥

福祉機器プログラミング演習Ⅱ ① 卒業研究 ④

統計学演習 ①

義肢装具学概論 ②

義肢装具基礎工作論 ②

義肢装具基礎工作演習 ②

義肢装具材料学 ② 〔注〕　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

義肢装具材料力学 ②

義肢装具材料力学基礎演習 1 【卒業に必要な単位数】

福祉用具支援論 ②

福祉用具支援論演習 ① 必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 選択

理学療法検査測定演習 ① 2 －

機器工作論Ⅰ ② 35 37 38 39

機器工作演習Ⅰ ① 58 60 53 59

機器工作論Ⅱ ① 6 5 2 2

機器工作演習Ⅱ ① 101 4 102 3 93 10 100 3

及
び
心
身
の
発
達

人
体
の
構
造
と
機
能

回
復
過
程
の
促
進

成
り
立
ち
及
び

疾
病
と
障
害
の

テ
ー

シ

ョ
ン
の
理
念

保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ
リ

義
肢
装
具
領
域
に
お
け
る
工
学

－

応
用
義
肢
装
具
学

臨
床
実
習

専
門
分
野

分
野

専
門
総
合

義肢装具学専攻作業療法学専攻

科目区分

授業科目

専門基礎分野

4
*

3
*

10
*

授業科目

基
礎
義
肢
装
具
学

専
門
分
野

専
門
基
礎
分
野

専門分野

総
合
技
術 医療英語

①

①

言語聴覚療法学専攻

基礎分野 － －

義肢装具学演習

専門総合分野

理学療法学専攻

特殊補装具学実習（エピテーゼ・足底板応用編）

特殊補装具学（エピテーゼ・足底板応用編）

計
105単位以上 105単位以上 103単位以上 103単位以上

3
*
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　理学療法学専攻

＊：『専門基礎分野』、『専門分野』、『専門総合分野』または以下の専攻

　　の科目の中から4単位以上を修得すること。

　作業療法学専攻

＊：『専門基礎分野』､『専門分野』､『専門総合分野』または以下の専攻

　　の科目の中から3単位以上を修得すること。 

　言語聴覚療法学専攻

＊：『専門基礎分野』基礎医学の科目区分のうち､「解剖・生理学演習」､

　　臨床医学及び歯学の科目区分のうち、「リハビリテーション医学」、

　　社会福祉・教育の科目区分のうち「加齢医学」、『専門分野』総合技術

　　の科目区分のうち、「言語聴覚特別講義Ⅰ」、「言語聴覚特別講義Ⅱ」

　　を含む、『専門基礎分野』、『専門分野』または以下の専攻の科目の

　　中から10単位以上を修得すること。

　義肢装具学専攻

＊：『専門基礎分野』､『専門分野』､『専門総合分野』または以下の専攻

　　の科目の中から3単位以上を修得すること。 

専攻名 授業科目

作業療法学専攻 介護予防方法論、就労支援技術学

言語聴覚療法学専攻
言語聴覚障害学概論Ⅰ、言語聴覚障害学概論
Ⅱ、嚥下系障害学概論Ⅰ

義肢装具学専攻  
臨床心理学、福祉住環境学、ユニバーサルデザ
イン、福祉機器プログラミング演習Ⅰ

専攻名 授業科目

理学療法学専攻
物理療法学、運動療法学、臨床運動学、理学療
法管理運営学、理学療法特別講義

言語聴覚療法学専攻
言語聴覚障害学概論Ⅰ、言語聴覚障害学概論
Ⅱ、嚥下系障害学概論Ⅰ

義肢装具学専攻  
臨床心理学、福祉住環境学、ユニバーサルデザ
イン、福祉機器プログラミング演習Ⅰ

専攻名 授業科目

理学療法学専攻
物理療法学、運動療法学、臨床運動学、理学療
法管理運営学、理学療法特別講義

作業療法学専攻 介護予防方法論、就労支援技術学

義肢装具学専攻  
臨床心理学、福祉住環境学、ユニバーサルデザ
イン、福祉機器プログラミング演習Ⅰ

言語聴覚療法学専攻
言語聴覚障害学概論Ⅰ、言語聴覚障害学概論
Ⅱ、嚥下系障害学概論Ⅰ

専攻名 授業科目

理学療法学専攻
物理療法学、運動療法学、臨床運動学、理学療
法管理運営学、理学療法特別講義

作業療法学専攻 介護予防方法論、就労支援技術学
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単位数 単位数

① ②

① ①

② ①

② ②

② ②

② ①

② ①

② ②

② ②

② 2

② 4

1 2

1 1

1 1

② 2

① 2

① 4

② 1

② ②

① 1

① ②

② ②

② 1

② 1

① 1

① 1

① 1

① 1

③ 1

③ ①

② ①

① ②

① ④

④ ②

② ②

① 〔注〕　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

①

②

②

①

①

②

授業科目

３　看護学部　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　　　看護学科

専
門
基
礎
科
目

医療・生命倫理

医学・医療概論

人体の構造と生理機能Ⅰ

人体の構造と生理機能Ⅱ

臨床薬理学

栄養・代謝学と臨床生化学

人間の発達と人間関係

社会保障論

微生物学

臨床病態学Ⅰ

臨床病態学Ⅱ

臨床病態学Ⅲ

臨床心理学

カウンセリング理論と技法

基
礎
看
護
学
系

看護学概論Ⅰ

看護学概論Ⅱ

基礎看護技術演習Ⅰ

基礎看護技術演習Ⅱ

基礎看護技術演習Ⅲ

看護診断学演習

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

成
人
看
護
学
系

成人看護学概論Ⅰ

成人看護学概論Ⅱ

成人看護学各論Ⅰ

成人看護学各論Ⅱ

成人看護学演習Ⅰ

成人看護学演習Ⅱ

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ

老年看護学演習

老年看護学実習

小
児
看
護
学
系

小児看護学概論

小児看護学各論

小児看護学演習

小児看護学実習

在宅看護学実習

授業科目

母
性
看
護
学
系

母性看護学概論

母性看護学各論

母性看護学演習

母性看護学実習

老
年
看
護
学
系

老年看護学概論

老年看護学各論

産業保健

精
神
看
護
学
系

精神看護学概論

精神看護学各論

精神看護学演習

精神看護学実習

在
宅
看
護
学
系

在宅看護学概論

在宅看護学各論

在宅看護学演習

公衆衛生看護学演習Ⅰ

公衆衛生看護学演習Ⅱ

公衆衛生看護学実習Ⅰ

公衆衛生看護学実習Ⅱ

公
衆
衛
生
看
護
学
系

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護学各論Ⅰ

公衆衛生看護学各論Ⅱ

公衆衛生看護学各論Ⅲ

学校保健

緩和ケア論

国際看護論

救急看護論

看護関係法規

保健医療福祉行政論Ⅰ

保健医療福祉行政論Ⅱ

疫学

保健統計

感染制御学

看護管理学

統合看護学実習

看護学総合演習
卒
業
研
究

研究方法論

卒業研究

子育て支援論

難病看護論

メンタルヘルス支援論

科目区分 必修 選択

専門基礎科目 20 1

専
門
科
目

専
門
科
目

専門科目 78 6

計
98 7

105単位以上

【卒業に必要な単位数】
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４　薬学部

　 　薬学科

医療倫理・医学概論 ① 病態と薬理Ⅴ ①

チュートリアル ① 病態と薬理Ⅵ ①

薬学へのいざない ① 病態と薬理Ⅶ ①

薬学概論 ① 薬の生体内運命 ①

薬学と社会・薬事関係法規 ① 薬物動態解析学 ①

① 製剤の性質 ①

専門職連携基礎演習Ⅰ ① 製剤設計・DDS ①

専門職連携基礎演習Ⅱ ① 医薬品情報 ①

物理化学Ⅰ ① 患者情報 ①

物理化学Ⅱ ① 医療統計学 ①

物理化学Ⅲ ① 臨床薬学 ①

分析化学Ⅰ ① 医療コミュニケーション ①

分析化学Ⅱ ① 治療解析 ①

機器分析学 ① 物理化学・分析化学演習 ①

臨床分析学 ① 有機化学・生薬学演習 ①

有機化学Ⅰ ① 生物学演習 ①

有機化学Ⅱ ① 薬剤学演習 ①

有機化学Ⅲ ① 基礎薬学演習 ⑨

有機化学Ⅳ ① 応用薬学演習 ⑨

医薬品化学 ① 総合薬学演習 ⑱

生薬学 ① 物理化学・分析化学実習 ③

ヒトの成り立ち ① 有機化学・生薬学実習 ③

細胞生物学 ① 生物学実習 ③

生体の機能調節 ① 衛生薬学実習 ③

微生物 ① 薬理学実習 ③

生化学Ⅰ ① 薬剤学実習 ③

生化学Ⅱ ① 卒業研究Ⅰ ⑤

遺伝子 ① 卒業研究Ⅱ ⑤

生体防御Ⅰ ① 卒業研究Ⅲ ②

生体防御Ⅱ ① 早期臨床体験 ①

栄養と食品 ① 実務事前実習 ⑤

食品衛生学 ① 学外実務実習 ⑳

社会集団と健康 ① 薬学英語Ⅰ ①

環境因子の生体影響 ① 薬学英語Ⅱ 1

化学物質の生体影響 ① 総合医薬科学 2

生活環境と健康 ① 医薬品の開発と生産 2

病態と薬理総論 ① 2

病態と薬理Ⅰ ① EBMの実践 2

病態と薬理Ⅱ ① 2

病態と薬理Ⅲ ① 2

病態と薬理Ⅳ ① 2

授業科目 単位数

専
門
科
目

薬学と社会・コミュニティーファーマシー論

臨床薬学における専門薬剤師の役割

在宅医療・介護・フィジカルアセスメント

地域保健・公衆衛生・栄養管理・保健行政

医薬品流通と医療に関する経済学

専
門
科
目

授業科目 単位数
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応用薬物治療学 2

専門職連携総合演習Ⅰ 1

専門職連携総合演習Ⅱ 1

合計 162 単位以上

専
門
科
目

〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を
　　　示す。

【卒業に必要な単位数】

区分 必修 選択

専門科目 151 11

授業科目 単位数
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５　健康科学部

　イ　心理学科

単位数 単位数

① 2

① 2

② 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

② 2

② 2

2 2

2 2

① 2

② 1

1 1

① 1

② 1

② 2

2 2

2 1

② 1

② 〔注〕単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

2

2 【卒業に必要な単位数】

2

2

2

2

2

2

2

2 〔注〕＊1：「心理実習」、「心理学実践実習（産業・

2 　　 　　　　　社会）」、　「コミュニケーション実習」の３科目の

2 　 　　　　　　うち、いずれか１科目を含め、各科目区分から

2 　 　　　　　　６０単位以上を修得すること。

＊2：オプション科目、所属学科の専門教育科目、他

　　学科の専門教育科目から10単位以上を修得

　　　すること。

臨
床
心
理
学
系

医
療
・
健
康
・
福
祉
系

産
業
・
社
会
系

プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

授業科目 授業科目

キャリア体験

科目区分 必修 選択 その他

基
幹
科
目

10
*2

計

消費者心理学

産業・組織心理学

社会心理調査法実習Ⅰ

社会心理調査法実習Ⅱ

心理学実践実習(産業・社会)

80単位以上

高齢者支援演習

専門教育科目 20 60
*1

コミュニケーション実習

メディアコミュニケーション実習

健康・医療心理学

コミュニティ心理学

福祉心理学

公衆衛生学

地域支援実習

ビジネス演習

睡眠改善学

人体の構造と機能及び疾病

精神疾患とその治療I

精神疾患とその治療Ⅱ

卒業研究Ⅱ

社会・集団・家族心理学A

社会・集団・家族心理学B

社会調査法概論

司法・犯罪心理学

心理学の現場(教育・発達)

心理的アセスメント

障害者・障害児心理学

認知行動療法

教育・学校心理学

学校カウンセリング

心理演習Ⅰ

心理演習Ⅱ

心理実習

関係行政論

外国書講読

卒業研究Ⅰ

臨床心理学概論

心理学的支援法

公認心理師の職責

心理学実験

心理学応用実験

コミュニケーション演習

専門演習I

専門演習Ⅱ

多変量解析演習

色彩心理学

心理学統計法

心理学研究法A

心理学研究法B

心理学研究法C

ストレスマネジメント演習

動物心理学

知覚・認知心理学

神経・生理心理学

日本語基礎演習Ⅰ(話す・聞く)

日本語基礎演習Ⅱ(読む・書く)

心理学概論

学習・言語心理学

発達心理学

感情・人格心理学
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　ロ　医療栄養学科

単位数 単位数

管理栄養士概論 ① 公衆栄養学Ⅰ ②

早期体験学習 ① 公衆栄養学Ⅱ ②

医療・生命倫理 ① 公衆栄養学実習 ①

医学・医療概論 ① 給食経営管理総論 ②

公衆衛生学Ⅰ ② 給食経営管理各論 ②

公衆衛生学Ⅱ ② 給食経営管理実習Ⅰ ①

公衆衛生学Ⅲ ② 給食経営管理実習Ⅱ ①

生理学 ② 総合演習Ⅰ ①

解剖学 ② 総合演習Ⅱ 1

生理解剖学実習 ① 総合演習Ⅲ ①

生化学Ⅰ ② 総合演習Ⅳ 1

生化学Ⅱ ② 総合演習Ⅴ 1

生化学実験Ⅰ ① 総合専門演習Ⅰ ①

生化学実験Ⅱ ① 総合専門演習Ⅱ ②

病態学Ⅰ ② 臨地実習Ⅰ（給食の運営） ①

病態学Ⅱ ② 臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） 1

病態学Ⅲ ② 臨地実習Ⅲ（臨床栄養学） ②

病態生理学実習 ① 臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） 1

調理学 ② 臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） 1

調理学実習 ① 食育演習Ⅰ 1

調理科学実験 ① 食育演習Ⅱ 1

食品化学Ⅰ ② 食育演習Ⅲ 1

食品化学Ⅱ ② 国際栄養支援学演習 1

食品化学実験 ① 食医特論 2

食品加工学 ② 栄養薬学 2

食品加工学実習 ① 医療・福祉・介護と栄養ケア 2

食品衛生学 ② 卒業研究Ⅰ ②

食品衛生学実験 ① 卒業研究Ⅱ ②

献立作成実習 ①  〔注〕　1　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

基礎栄養学 ② 　　　　2　単位数を□で囲んだ授業科目は選択必修科目を

基礎栄養学実験 ①

食事摂取基準演習 ①

応用栄養学Ⅰ ②

応用栄養学Ⅱ ②

応用栄養学Ⅲ ②

応用栄養学実習 ①

栄養教育論Ⅰ ②

栄養教育論Ⅱ ②

栄養教育論Ⅲ ② 〔注〕　*：『専門応用分野』の「総合演習」から選択必修科目

栄養教育論実習 ① 　　　1単位、「臨地実習」から選択必修科目1単位の計2単位

臨床栄養学総論 ② 　　　を含め、『専門応用分野』およびⅤ教職課程の1栄養に

臨床栄養学各論Ⅰ ② 　　　係る教育に関する科目の「学校栄養教育論Ⅰ」、「学校

臨床栄養学各論Ⅱ ② 　　　栄養教育論Ⅱ」から5単位を修得すること。

臨床栄養学各論Ⅲ ②

臨床栄養学実習Ⅰ ①

臨床栄養学実習Ⅱ ①

専 門 基 礎 分 野 44
5

＊

専 門 応 用 分 野 51

計
95 5

100単位以上

必修 選択

専
門
応
用
分
野

　　　　　示す。

公
衆
栄
養
学

管
理
論

給
食
経
営

総
合
演
習

授業科目

食
べ
物
と
健
康

栄
養
学

基
礎

応
用
栄
養
学

栄
養
教
育
論

授業科目

臨
地
実
習

関
連
科
目

【卒業に必要な単位数】

区分

臨
床
栄
養
学

専
門
応
用
分
野

専
門
基
礎
分
野

基
礎
教
育

に
向
け
た

医
療
人
養
成

健
康

環
境
と

社
会
・

疾
病
の
成
り
立
ち

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
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　ハ　医療経営学科

単位数 単位数

② 1

② 1

② 2

② 2

② 2

② 1

② 1

② 1

① 1

2 2

2 1

2 1

2 2

2 1

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 1

2 2

2 2

2 2

1 1

2 1

2 1

1 1

2 1

2 1

2 2

2 1

2 1

2 1

2 ①

2 ①

2 ②

2 ②

2 ②

2 ②

2  〔注〕　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

2

2 【卒業に必要な単位数】

2

2

2

2

2

2

＊：オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科

　　の専門教育科目から10単位以上を修得すること。

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

専
門
科
目

専門基礎科目 17
64

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

科目区分 必修

  10
＊

専門科目 10

計
27 64

91単位以上

フィールドワーク

選択 その他

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

専門演習Ⅰ

専門演習Ⅱ

情報システム学Ⅱ

医療経営データベース演習

医療経営情報処理演習

医療経営演習Ⅰ

医療経営演習Ⅱ

医療経営総合演習

ビジネスマナー・接遇演習

医療ボランティア

医療施設管理実習事前演習

医療施設管理実習

医療情報学Ⅰ

医療情報システム演習

診療情報管理論

医療情報学Ⅱ

医療情報システム

情報システム学Ⅰ

診療情報管理演習Ⅲ

診療報酬制度論

診療報酬請求演習Ⅰ

医師事務作業演習

医療事務概論

医療統計学

診療報酬請求演習Ⅱ

医師事務作業論

医療倫理

公衆衛生学

薬学概論

疾病分類学Ⅰ

疾病分類学Ⅱ

疾病分類学演習

診療情報管理演習Ⅰ

診療情報管理演習Ⅱ

授業科目

メディカル・イングリッシュ

臨床医学Ⅲ

臨床医学Ⅳ

医療とリスクマネジメント

医療と流通

医療産業論

経営戦略論

医療と経営戦略

人体構造機能学

臨床医学Ⅰ

臨床医学Ⅱ

地域医療システム論

医療コミュニケーション論

マーケティング論

医療とマーケティング

管理会計

非営利事業会計論

ミクロ経済学

マクロ経済学

公共経済学

医療経済学

医療福祉ユニバーサルデザイン

簿記論

簿記演習

会計学

財務管理論

経営情報処理演習

経営科学

生産管理論

医療経営科学

品質マネジメント論

医療機器と物品管理

医療施設建築計画論

情報システム学入門

病院管理学

救急処置演習

経営組織論

医療と経営組織

人的資源管理論

授業科目

医療と人的資源管理

非営利組織経営論

経営基礎数学

経営学入門

医療制度論

社会保障論

医学・医療概論

医療関連法規

医学用語概論
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ニ　医療福祉学科

　①医療福祉学専攻

単位数 単位数

2 2

2 2

① 2

1 1

1 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 5

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 1

2 2

1 2

2 2

1 2

3 2

2 2

1 2

1 4

1 2

4 2

2 ①

2 ①

2 ②

2 ②

2 ②

2 ②

2 〔注〕　1　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

2 　　　　2　単位数を□で囲んだ授業科目は選択必修科目を

2 　　　　　示す。

専
門
演
習

専門演習ⅡB

卒業研究Ⅰ　

児童文学

卒業研究Ⅱ　

精
神
保
健
福
祉
系
科
目

専門演習ⅡA

ウェルネスビジネス論Ⅰ

ウェルネスビジネス論Ⅱ

保育の心理学

専
門
科
目

専
門
科
目

精
神
保
健
福
祉
系
科
目

社会福祉総論Ⅱ

総合福祉論

障害者心理学

社会理論と社会システム

社会福祉総論Ⅰ

専門演習ⅠA

専門演習ⅠB　

子ども家庭支援論

関
連
科
目

国際福祉論

国際医療福祉演習

社会福祉法概論　

音楽療法概論

生涯発達心理学

認知症の理解

認知症のケア　

心と体の仕組み

保
育
系
科
目

保育原理

教育原理

社会的養護Ⅰ

保育者論

子ども家庭支援の心理学

子どもの保健

権利擁護と成年後見制度

更生保護制度

精神保健福祉援助演習Ⅱ

精神保健福祉援助演習Ⅲ

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ　

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ

精神保健福祉援助実習
介
護
福
祉
系
科
目

発達と老化の理解　

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅡB

社会福祉援助技術演習Ⅰ

社会福祉援助技術演習Ⅱ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

精神疾患とその治療Ⅰ

精神疾患とその治療Ⅱ

精神保健の課題と支援Ⅰ

精神保健の課題と支援Ⅱ

障害者に対する支援と障害者自立支援制度

障がいの理解

精神保健福祉相談援助の基盤(専門)　

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅠA

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅠB

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅡA

社会福祉援助技術現場実習

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度

低所得者に対する支援と生活保護制度

保健医療サービス

相談援助の基盤と専門職Ⅱ

地域福祉の理論と方法Ⅰ

地域福祉の理論と方法Ⅱ

福祉行財政と福祉計画

福祉サービスの組織と経営

就労支援サービス　

社会保障Ⅰ

社会保障Ⅱ　

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ

医療・生命倫理

社
会
福
祉
系
科
目

人体の構造と機能及び疾病

社会調査の基礎

相談援助の理論と方法ⅠA　

相談援助の理論と方法ⅠB　

相談援助の理論と方法ⅡA　

相談援助の理論と方法ⅡB

専
門
基
礎
科
目

相談援助の基盤と専門職Ⅰ

現代社会と福祉Ⅰ

現代社会と福祉Ⅱ

ソーシャルワーク入門　

授業科目 授業科目

医学・医療概論

精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ

精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ

精神障害者の生活支援システム

精神保健福祉援助演習Ⅰ
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　②介護福祉学専攻
単位数 単位数

2 1

2 1

① 2

1 2

1 1

2 1

2 2

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 2

2 4

2 4

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 1

2 2

1 2

2 2

1 2

3 2

2 2

1 2

1 2

1 2

4 2

2 1

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 4

2 2

2 2

2 ①

1 ①

2 ②

1 ②

1 ②

2 ②

2 〔注〕1　単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

　　　2　単位数を□で囲んだ授業科目は選択必修科目を示す。

授業科目 授業科目

専
門
科
目

介
護
福
祉
系
科
目

介
護
福
祉
系
科
目

専
門
科
目

ウェルネスビジネス論Ⅰ

ウェルネスビジネス論Ⅱ

専
門
演
習

専門演習ⅠA

卒業研究Ⅱ　

生涯発達心理学

障害者心理学

社会理論と社会システム

社会福祉総論Ⅰ

社会福祉総論Ⅱ

子ども家庭支援論

児童文学

専門演習ⅠB　

専門演習ⅡA

専門演習ⅡB

卒業研究Ⅰ　

関
連
科
目

国際福祉論

国際医療福祉演習

社会福祉法概論　

音楽療法概論

コミュニケーション技術Ⅰ　

レクリエーション活動援助法

介護マネジメント論

精神保健福祉相談援助の基盤(専門)　

総合福祉論

コミュニケーション技術Ⅱ

家政学概論Ⅰ　

家政学概論Ⅱ

精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ

精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ

精神障害者の生活支援システム

介護の基本ⅠA　

介護の基本ⅠB　

介護の基本Ⅱ

リハビリテーション論

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

社会福祉援助技術現場実習

社会福祉援助技術演習Ⅱ

精
神
保
健
福
祉
系
科
目

精神疾患とその治療Ⅰ

精神疾患とその治療Ⅱ

精神保健の課題と支援Ⅰ

精神保健の課題と支援Ⅱ

保健医療サービス

就労支援サービス　

権利擁護と成年後見制度

更生保護制度

社会福祉援助技術演習Ⅰ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ

障害者に対する支援と障害者自立支援制度

障がいの理解

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度

低所得者に対する支援と生活保護制度

地域福祉の理論と方法Ⅰ

地域福祉の理論と方法Ⅱ

福祉行財政と福祉計画

福祉サービスの組織と経営

社会保障Ⅰ

社会保障Ⅱ　

医療・生命倫理

社
会
福
祉
系
科
目

人体の構造と機能及び疾病

社会調査の基礎

相談援助の理論と方法ⅠA　

相談援助の理論と方法ⅠB　

相談援助の理論と方法ⅡA　

相談援助の理論と方法ⅡB

相談援助の基盤と専門職Ⅰ

相談援助の基盤と専門職Ⅱ

家政学演習Ⅰ(栄養)　

家政学演習Ⅱ(被服)

専
門
基
礎
科
目

現代社会と福祉Ⅰ

現代社会と福祉Ⅱ

ソーシャルワーク入門　 生活支援技術Ⅰ

生活支援技術Ⅱ

生活支援技術Ⅲ

医学・医療概論

生活支援技術Ⅳ

介護過程Ⅰ

介護過程ⅡA

介護過程ⅡB

介護過程ⅢA

介護過程ⅢB　

介護総合演習Ⅰ

介護総合演習Ⅱ

介護総合演習Ⅲ

介護実習Ⅰ

介護実習Ⅱ

介護実習Ⅲ

発達と老化の理解　

認知症の理解

認知症のケア　

心と体の仕組み

介護予防と終末期のケア

医療的ケアⅠ

医療的ケアⅡ

医療的ケアⅢ

保
育
系
科
目

保育原理

教育原理

社会的養護Ⅰ

保育者論

保育の心理学

子ども家庭支援の心理学

子どもの保健
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　　③保育福祉学専攻

単位数 単位数

2 2

2 1

① 2

1 1

1 2

2 2

2 2

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 2

2 2

2 1

2 2

2 1

2 2

2 2

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

1 2

2 2

1 2

3 1

2 2

1 1

1 2

1 2

4 1

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 4

2 2

2 2

2 ①

2 ①

2 ②

2 ②

1 ②

2 ②

2 〔注〕1単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目を示す。

2 　　　2単位数を□で囲んだ授業科目は選択必修科目を示す。

授業科目

保
育
系
科
目

保
育
系
科
目

専
門
科
目

専
門
科
目

専
門
演
習

専門演習ⅠA

専門演習ⅠB　

専門演習ⅡA

専門演習ⅡB

卒業研究Ⅰ　

卒業研究Ⅱ　

社会理論と社会システム

社会福祉総論Ⅰ

社会福祉総論Ⅱ

総合福祉論

ウェルネスビジネス論Ⅰ

ウェルネスビジネス論Ⅱ

保育実習指導Ⅲ

保育実習Ⅲ

関
連
科
目

国際福祉論

国際医療福祉演習

社会福祉法概論　

音楽療法概論

生涯発達心理学

障害者心理学

保育実習指導Ⅰ－2（施設）

保育実習Ⅰ-1（保育所）

保育実習Ⅰ-2（施設）

保育実践演習

保育実習指導Ⅱ

保育実習Ⅱ

保育内容の理解と方法Ⅱ

保育内容の理解と方法Ⅲ

母子保健

病児保育

保育実習概論

保育実習指導Ⅰ－1（保育所）

児童文学

乳児保育Ⅰ

乳児保育Ⅱ

障がい児保育

社会的養護Ⅱ

保育内容の理解と方法Ⅰ

保育内容総論

保育内容演習Ⅰ（健康）

保育内容演習Ⅱ（人間関係）

保育内容演習Ⅲ（環境）

保育内容演習Ⅳ（言葉）

保育内容演習Ⅴ（表現）

子どもの理解と援助

子どもの保健

子どもの健康と安全

子どもの食と栄養

子ども家庭支援論

保育の計画と評価

保育原理

教育原理

子育て支援

社会的養護Ⅰ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ

社会福祉援助技術現場実習

精神疾患とその治療Ⅱ

精神保健の課題と支援Ⅰ

子ども家庭支援の心理学

介
護
福
祉
系
科
目

発達と老化の理解　

認知症の理解

認知症のケア　

心と体の仕組み

社会福祉援助技術演習Ⅰ

社会福祉援助技術演習Ⅱ

精
神
保
健
福
祉
系
科
目

精神疾患とその治療Ⅰ

授業科目

精神保健福祉相談援助の基盤(専門)　

保育者論

保育の心理学

精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ

精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ

精神障害者の生活支援システム

就労支援サービス　

権利擁護と成年後見制度

更生保護制度

精神保健の課題と支援Ⅱ

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ

障害者に対する支援と障害者自立支援制度

障がいの理解

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度

低所得者に対する支援と生活保護制度

保健医療サービス

地域福祉の理論と方法Ⅱ

福祉行財政と福祉計画

福祉サービスの組織と経営

社会保障Ⅰ

社会保障Ⅱ　

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ

社
会
福
祉
系
科
目

人体の構造と機能及び疾病

社会調査の基礎

相談援助の理論と方法ⅠA　

相談援助の理論と方法ⅠB　

相談援助の理論と方法ⅡA　

相談援助の理論と方法ⅡB

相談援助の基盤と専門職Ⅰ

相談援助の基盤と専門職Ⅱ

地域福祉の理論と方法Ⅰ

専
門
基
礎
科
目

現代社会と福祉Ⅰ

現代社会と福祉Ⅱ

ソーシャルワーク入門　

医学・医療概論

医療・生命倫理
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【卒業に必要な単位数】

必修 選択必修 選択 その他

1 4

10 34

11 38 42

必修 選択必修 選択 その他

1 -

10 56

11 56 24

必修 選択必修 選択 その他

1 2

10 48

11 50 30

*：オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目

から10単位以上を修得すること。

科目区分
保育福祉学専攻

専門基礎科目
30

10
*

専門科目

計
91単位以上

科目区分
介護福祉学専攻

専門基礎科目
24

10
*

専門科目

計
91単位以上

科目区分
医療福祉学専攻

専門基礎科目
42

10
*

専門科目

計
91単位以上
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Ⅴ　教職課程

1 栄養に係る教育に関する科目

2　教職に関する科目

　イ　健康科学部

　　①医療栄養学科

 〔注〕　上記科目は自由科目とし卒業要件の単位数には含まない。

　　②医療福祉学科

 〔注〕　上記科目は自由科目とし卒業要件の単位数には含まない。

授業科目 単位数

学校栄養教育論Ⅱ 2

授業科目 単位数

学校栄養教育論Ⅰ 2

教育制度論 1

学校教育心理学 1

教育原理 1

教職概論 2

道徳・特別活動論 2

総合的な学習の時間論 1

特別支援教育論 1

教育課程論 2

教育相談 1

栄養教育実習Ⅰ 1

教育方法論 2

生徒指導論 1

授業科目 単位数

栄養教育実習Ⅱ 1

教職実践演習(栄養教諭) 2

介護概論（介護技術を含む） 2

社会福祉総合実習 2

福祉科教育法Ⅰ 2

教職概論 2

教育制度論 2

福祉科教育法Ⅱ 2

教育原論 1

教育課程論 2

総合的な学習の時間の指導法 1

学校教育心理学 2

特別支援教育論 1

生徒指導論 1

教育相談 1

特別活動の指導法 2

教育方法論 2

進路指導・キャリア教育論 1

教育実習（高） 3

教職実践演習（高） 2
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別表第2 入学検定料 

(単位：円) 

種別 金額 

入学検定料 35,000 
 

 

別表第 3 学費 

各学部の学費の金額は、つぎのとおりとする。 

(単位：円) 

(1) 保健医療学部・総合リハビリテーション学部・看護学部 

科目 納期 納入額 

入学金 入学手続時 250,000 
 

年次 科目 
納入額 

備考 
前期 後期 

1 年次 

授業料 715,000 715,000 
※ 入学年度の前期分学

費は入学手続時に納入 
教育充実費 45,000 45,000 

計 760,000 760,000 

2 年次 

以降 

授業料 715,000 715,000  

教育充実費 100,000 100,000 

計 815,000 815,000 
 

 

(2) 薬学部 

科目 納期 納入額 

入学金 入学手続時 450,000 
 

年次 科目 
納入額 

備考 
前期 後期 

1 年次 

授業料 860,000 860,000 
※ 入学年度の前期分学

費は入学手続時に納入 
教育充実費 50,000 50,000 

計 910,000 910,000 

2 年次 

以降 

授業料 860,000 860,000  

教育充実費 100,000 100,000 

計 960,000 960,000 
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(3)  健康科学部（心理学科、医療経営学科、医療福祉学科） 

科目 納期 納入額 

入学金 入学手続時 250,000 
 

年次 科目 納入額 備考 

前期 後期 

1 年次 

授業料 515,000 515,000 
※ 入学年度の前期分学費は

入学手続時に納入 
教育充実費 25,000 25,000 

計 540,000 540,000 

2 年次 

以降 

授業料 515,000 515,000  

教育充実費 75,000 75,000 

計 590,000 590,000 
 

 

(4) 健康科学部（医療栄養学科） 

科目 納期 納入額 

入学金 入学手続時 250,000 
 

年次 科目 納入額 備考 

前期 後期 

1 年次 

授業料 515,000 515,000 
※ 入学年度の前期分学費は

入学手続時に納入 
教育充実費 45,000 45,000 

計 560,000 560,000 

2 年次 

以降 

授業料 515,000 515,000  

教育充実費 100,000 100,000 

計 615,000 615,000 
 

 

〔注〕1．学費の金額は、経済情勢の変動によっては改定することがある。 

2．第 20 条もしくは第 21 条により編入学または転入学を許可された者は、新所属の年次の学生に適

用される学費を適用する。 

3．この規定において 1 年次とは在籍 1 年目をいう。ただし、編入学または転入学を許可された者は

除く。 

 

別表第4 研究料 

(単位：円) 

学部＼期間 6ヶ月 1年 

保健医療学部 205,000 410,000 

総合リハビリテーション学部 205,000 410,000 

看護学部 205,000 410,000 

薬学部 285,000 570,000 

健康科学部 155,000 310,000 
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別表第5 履修料 

(単位：円) 

学部 金額 備考 

保健医療学部 20,000 1単位当たり 

総合リハビリテーション学部 20,000 

看護学部 20,000 

薬学部 25,000 

健康科学部 15,000 

 

 

別表第6 在籍料 

(単位：円) 

区分 金額 

前期 60,000 

後期 60,000 

 

 

別表第7 研修料 

(単位：円) 

学部 金額 備考 

保健医療学部 20,000 月額 

総合リハビリテーション学部 20,000 

看護学部 20,000 

薬学部 25,000 

健康科学部 15,000 

 

 

別表第8 教育職員免許状の種類および免許教科 

教職課程を置く学部・学科・専攻 免許状の種類 免許教科 

健康科学部 医療栄養学科 栄養教諭一種免許状   

医療福祉学科 高等学校教諭一種免許状 福祉 

 

 

 



 

 

学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

 

１.学則変更（収容定員変更の内容）・・・・・・・・・・・・・  １ 

 

 

２.学則変更（収容定員変更）の必要性・・・・・・・・・・・・ ３ 

 

 

３.学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程の変更内容・・・・ ５ 

 

 

４.校舎等施設、設備の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・２１ 
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１.学則変更（収容定員変更の内容） 

広島国際大学学則第4条に定めている学生定員について、平成32年度から次の通り、

収容定員を変更する。併せて、総合リハビリテーション学部リハビリテーション支援学

科、医療福祉学部医療福祉学科、医療経営学部医療経営学科、心理学部心理学科、医療

栄養学部医療栄養学科については、平成 32 年 4 月に学生募集を停止し、在籍学生が卒

業した時点で廃止する。 

① 保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻の収容定員を増加させる。 

② 保健医療学部救急救命学科を新設（届出）する。 

③ 総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科の収容定員を増加させる。 

④ 健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、心理学科、医療栄養学科）を新設す

る。 

これらの、収容定員増及び学部学科改組ならびに健康スポーツ学部の新設（認可申請）

に伴い、本学全体の入学定員は 940 人から 1,060 人とし、収容定員を 4,060 人から 4,500

人に変更する。 
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70 - 280 70 - 280

130 - 520 100 - 400

　（臨床⼯学専攻） (50) - (200) 　（臨床⼯学専攻） (50) - (200)

　（臨床検査学専攻） (40) - (160) 　（臨床検査学専攻） (50) - (200)

　（救急救命学専攻） (40) - (160) 50 - 200

200 ― 800 220 ― 880

130 - 520 180 - 720

　（理学療法学専攻） (60) - (240) 　（理学療法学専攻） (80) - (320)

　（作業療法学専攻） (40) - (160) 　（作業療法学専攻） (40) - (160)

　（⾔語聴覚療法学専攻） (30) - (120) 　（⾔語聴覚療法学専攻） (30) - (120)

　（義肢装具学専攻） (30) - (120)

30 - 120

　（義肢装具学専攻） (30) - (120)

160 ― 640 180 ― 720

100 10 420

　（医療福祉学専攻） (50) - (200)

　（介護福祉学専攻） (20) - (80)

　（保育学専攻） (30) - (120)

100 10 420

90 - 360

90 ― 360

90 10 380

90 10 380

60 - 240

60 ― 240

120 10 500 120 10 500

120 10 500 120 10 500

120 - 720 120 - 720

120 ― 720 120 ― 720

940 30 4,060 100 - 400

　（医療福祉学専攻） (50) - (200)

　（介護福祉学専攻） (20) - (80)

　（保育福祉学専攻） (30) - (120)

90 - 360

100 - 400

呉 60 - 240

― 350 ― 1,400

70 - 280

70 ― 280

1,060 10 4,500

平成32年度

東
広
島

健
康
ス
ポ
ー
ツ

健康スポーツ

計

合　　計

東
広
島 健

康
科

医療福祉

医療経営

⼼理

医療栄養

計

学生募集停止

呉

看
護

看護

計

薬
薬

計

東
広
島

保
健
医
療

診療放射線

医療技術

救急救命

計

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リハビリテーション

学生募集停止

計

学部・学科体制

校地 学部 学　科（専攻）

定　員

入学
定員

編入学
3年次

収容
定員

呉

薬

計

医療栄
養

医療栄養

計

看護
看護

東
広
島

⼼理
⼼理

計

医療技術

合　　計

薬

広
島

計

計

計

医療福
祉

医療福祉

医療経
営

医療経営

計

平成31年度
学部・学科体制

保健医
療

学　科（専攻） 入学
定員

編入学
3年次

東
広
島

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リハビリテーション

リハビリテーション支援

校地 学部

定　員

診療放射線

計

収容
定員

広島国際大学収容定員増及び学部学科改組新設全体像 
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２.学則変更（収容定員変更）の必要性 

（１）保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻の定員変更 

臨床検査技師の職務は、日本国民の医療及び公衆衛生の向上が目的であり、国民や他

の医療職種から期待されているのは、臨床検査の専門家としての「医療の実践」である。

臨床検査技師が医療のため何ができるのか、何をすべきかを中心に据えた職域拡大が求

められている。また、高度な技術をより生かすための高度な臨床知識が要求されるよう

になり、高度先進医療現場においては、決まった職務を実践するだけではなく、臨床の

ニーズに創造的に対応できる能力が求められている。医療の現場において「チーム医療」

の考え方が進むなか、臨床検査技師は専門的な「検査」の知識や技術を持つ存在として、

重要視されている。医療の高度化により、簡単な検査は機械化される一方で、今後一層、

専門性の高い臨床検査技師が求められており、検査にまつわる重要なデータを提供する

臨床検査技師としての業務は重要性が増している。 

 このことから、保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻における開設以降の入学者

選抜状況を踏まえるとともに、現在の教育組織や教育内容及び教育環境などの整備状況

を勘案したうえにおいて、受験生からの高い進学需要への積極的な対応にむけて、入学

者選抜の機能が低下しない範囲である入学定員 40 名から 10 名増の 50 名とする収容定

員変更を行うこととした。 

 

（２）保健医療学部救急救命学科の設置 

高齢化が急速に進展する中、救急車両の出場回数は、年々増加傾向にあり、今後も救

急救命措置を必要とする人の数が増えることが予測される。救急搬送でいかに多くの命

を救うかということが大きな課題となっている現在、専門的知識・技術を有する救急救

命士の需要は年々増加している。さらに、日本では自然災害が頻発し、災害への関心が

高まるなか、地域社会での救急救命士の役割が注目されている。 

このような状況を踏まえ、社会的ニーズに対応及び開設以降の入学者選抜状況を踏ま

えるとともに、現在の教育組織や教育内容及び教育環境などの整備状況を勘案したうえ

において「保健医療学部医療技術学科救急救命学専攻」を「保健医療学部救急救命学科」

に昇格し、受験生からの高い進学需要への積極的な対応にむけて入学者選抜の機能が低

下しない範囲である入学定員 40 名から 10 名増の 50 名とする収容定員変更を行うこと

とした。 
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（３）総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科の定員変更 

日本は着実に超高齢社会の歩みを進めており、2017 年の全人口に対する高齢者の割

合は、厚生労働省の試算では 75 歳以上（後期高齢者）が 13.8％、65～74 歳（前期高齢

者）を含めると 27.7％とされている。また、認知症の高齢者は 2020 年には 600 万人を

超えると推測され高齢化率の上昇により介護サービス難民の発生が懸念されている。今

後、医療・福祉サービス従事者は、高齢者をいかに住み慣れた地域・自宅で生活させら

れるか、社会生活に適応させられるかが求められる。そのためには、専門的な視点で環

境を整える必要があり、可能な限り自立した生活の維持と再構築ということが理学療法

士としての責務であり、ますます理学療法士の需要増加が見込まれる。 

このことから、総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻

における開設以降の入学者選抜状況を踏まえるとともに、現在の教育組織や教育内容及

び教育環境などの整備状況を勘案したうえにおいて、受験生からの高い進学需要への積

極的な対応にむけて、入学者選抜の機能が低下しない範囲での収容定員変更を行うこと

とした。 

また、リハビリテーション関連職種については多岐にわたり、それぞれの職種の役割

と職種間連携を認識して患者・利用者に対して最も効果的な方法を探ることを提案しな

ければならない。 

このような状況を踏まえ、社会的ニーズに対応するため、1 学科 1専攻である「総合

リハビリテーション学部 リハビリテーション支援学科 義肢装具学専攻」を「リハビ

リテーション学科」に移行し「理学療法学専攻」、「作業療法学専攻」、「言語聴覚療法学

専攻」、「義肢装具学専攻」の 4 専攻の教育体制を構築する。 

 

（４）健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、心理学科、医療栄養学科）

の設置 

本学が有する健康を軸とした幅広い学問領域を活かし、本学の様々な教育・研究を地

域のあらゆる組織とつなぐ、実践的な取り組みを推進できる教育体系の整備を行うため、

1 学部 1 学科で構成されている「医療福祉学部 医療福祉学科」、「心理学部 心理学科」、

「医療経営学部 医療経営学科」、「医療栄養学部 医療栄養学科」を「健康科学部」とし

て集約し、各学科の学問領域を横断的に学び、学際的かつ実践的な取り組みを推進し、

幅広い組織で活躍できる人材の育成を目指す。 

具体的には、本学の特色である「専門職連携教育」を基盤とし、健康増進を形成する

基本要素となる「身体活動・運動、休養、栄養・食生活」等の健康に関する生活習慣及

び社会環境の改善について、幅広く学ぶことにより、地域や一般企業等における健康増

進・組織活性化に向けて貢献できる人材の育成を目指す。 
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また、「心理学科」については、公認心理師法が成立したことに伴い、公認心理師養

成課程を設置し、基礎となる心理学部心理学科の入学定員 90 名から 10 名増の 100 名と

して、設置する。  

 

３.学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程の変更内容 

（１）保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻 

ア 教育課程の変更内容 

収容定員増加に際し、教育課程の変更は予定していないが、次の教育を行うことに

より、教育の質は担保できると考える。 

 

■全学共通 

本学の教育科目は正課カリキュラムとして、専門職業人となるために必要な知識、

技術を学ぶ専門教育科目群、及び医療人としての人格形成を行うための教養科目か

らなるオプション科目群、さらに本学の特色となる全学共通の科目としてスタンダ

ード科目群を設定している。スタンダード科目の中には、健康・医療・福祉系総合

大学としての柱となる専門職連携教育や初年次教育のアカデミックリテラシー、チ

ュートリアルなどを配置している。これらすべての科目は科目系統図によって科目

間の関係をわかりやすく表記し、それぞれの科目のシラバスではその到達目標と成

績評価方法を、カリキュラムマップではディプロマポリシーに対応した保証する分

野を明示している。 

スタンダード科目、専門教育科目ともに、講義と演習・実習科目を体系的に対応

させ、理論と技術が一体となった学習プログラムを配している。 

■学科専門科目 

保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻は、急速に高度化・専門化する臨床検

査領域に対応でき、さらに、人間性を尊重し、心豊かな医療人としてチーム医療で

活躍できる「臨床検査技師」を養成する。そのための資格取得につながる学修を主

たる目的とすることから、「臨床検査技師学校養成施設指定規則」に準じた授業科

目構成としている。なお、1 年次から専門教育科目を配置することで資格職として

の意識を早期から高めており、講義と演習・実習科目を体系的に対応させ、理論と

技術が一体となった学習プログラムを配している。2年次以降の専門科目では、病

理組織細胞学、臨床血液学、臨床化学、臨床微生物学、臨床生理学などの専門知識

を修得する。さらに、4 年次の病院実習を通して実践能力、命の尊厳を基とした医

療人としての人間性を育むための、教育課程を編成している。 
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イ 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

収容定員増に際し、教育方法及び履修指導方法については大幅な変更を予定してい

ないが、次の理由から教育の質は担保できると考える。 

 

教育方法は、知識の理解や理論的な学修を目的とする教育内容については、講義形

式を中心とした授業形態とし、態度、志向性、技能及び技術の修得を目的とする教育

内容については、演習形式による授業形態を採用する。また、理論的知識を実務に展

開・応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容については、実験・実習に

よる体験型学習の形態を採り、理解の深化と実践力の育成を図る。 

 １クラスの学生数は、授業科目ごとの授業形態による教育効果を十分に考慮して決

定する。講義形式では 50 人とし、実験・実習形式では実験・実習室の広さ、設備な

ど学生の教育効果を十分考慮して必要に応じて、臨床検査技師学校養成所指定規則に

準じた人数をグループに分けて行う。 

チュートリアルなどの演習科目は 5 人～6人とする。外国語系科目、卒業研究、学

外実習科目等でも積極的に少人数教育を取り入れて教育効果を高める。 

 各科目の配当年次は、１年次及び 2年次では専門教育科目のうち専門基礎分野の科

目を中心とし、年次進行に伴い臨地実習、卒業研究に向けて段階的に学修を進める。 

履修指導方法は、入学時オリエンテーションによる学科全体での指導と、その後に

開かれるチュートリアルにおける小グループでの指導で行うとともに、学期ごとに学

年別の履修ガイダンスを実施したうえで、チュートリアル担当教員等がアカデミッ

ク・アドバイザーとなり、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関する

助言を行う教職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整

備する。上限単位数以内での履修や十分な指導を行って、GPA 制度を導入し、教育の

質の改善につなげる。 

 多様化する現代社会の要請に応えて、学生が卒業後の進路を自ら決定し、それぞれ

に適した科学的理解力と実践能力を身につけられるように、入学時はオリエンテーシ

ョンによる学科全体での指導により、また、進級後も毎年度当初に開催する履修ガイ

ダンスやシラバス等を通じて学生に履修モデルを提示するなど、個々に対してきめ細

やかな履修・進路指導を展開していく。 

ただし、本学部においては、学生の時間割の組み立てに余裕を持たせて、自主的な

学修時間の確保等を行うことにより高い教育の質を保つことを目的として、CAP 制を

導入し、年間履修申請単位数の上限を 48 単位としている。 

 

ウ 教員組織の変更内容 

入学定員が 10 名増となるが、以下の理由により教育の質は担保できると考える。 

医療技術学科専任教員 19 人（うち教授 8人）のうち、本専攻では専門科目を担当
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する専任教員 9 人（うち教授 5 人）で構成している。指定規則に準じ、臨床検査技師

養成学校として必要な教員数を教育課程の編成方針を踏まえたうえで、主要分野の授

業科目数や単位数に応じて、各教育内容における教育上、研究上又は実務上の優れた

知識、能力及び実績を有する専任教員を配置している。 

 

（２）保健医療学部救急救命学科 

ア 教育課程の変更内容 

収容定員増加に際し、教育課程の変更は予定していないが、次の教育を行うことに

より、教育の質は担保できると考える。また、本学科の開設により、他学部等の教育

課程に影響を及ぼすことはなく、他学部等の教育課程も従来と同等以上の内容が担保

される。 

 

■全学共通 

本学の教育科目は正課カリキュラムとして、専門職業人となるために必要な知識、

技術を学ぶ専門教育科目群、及び医療人としての人格形成を行うための教養科目か

らなるオプション科目群、さらに本学の特色となる全学共通の科目としてスタンダ

ード科目群を設定している。スタンダード科目の中には、健康・医療・福祉系総合

大学としての柱となる専門職連携教育や初年次教育のアカデミックリテラシー、チ

ュートリアルなどを配置している。これらすべての科目は科目系統図によって科目

間の関係をわかりやすく表記し、それぞれの科目のシラバスではその到達目標と成

績評価方法を、カリキュラムマップではディプロマポリシーに対応した保証する分

野を明示している。 

スタンダード科目、専門教育科目ともに、講義と演習・実習科目を体系的に対応

させ、理論と技術が一体となった学習プログラムを配している。 

■学科専門科目 

保健医療学部救急救命学科では、急速に高度化・専門化する救急の現場に対応で

き、さらに、人間性を尊重し、心豊かな医療人として規律をもって活躍できる「救

急救命士」を養成する。そのための資格取得につながる学修を主たる目的とするこ

とから、「救急救命士学校養成施設指定規則」に準じた授業科目構成としている。

なお、時代の要請と社会実勢に応じた内容の授業科目と教授方法を取り入れ、1年

次から専門教育科目を配置することで「救急救命士」としての意識を早期から高め

ており、講義と演習・実習科目を体系的に対応させ、理論と技術が一体となった学

修プログラムを配している。初年次から 2 年次にかけて学ぶ専門基礎科目を通じて、

救急救命士に必要な基礎学力を育み、2年次以降の専門科目では、救急現場活動学、

救急災害システム論等の各分野について学び、全学年に配当されている実習科目を

通じて、救急救命士に必要な技術を修得する。3・4 年次に行う演習・実習では、
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医療行為（特定行為）や実践能力を修得し、さらに、学外実習を通じて救急医療に

携わる医療従事者に必要な人間性を養うための、教育課程を編成している。 

 

イ 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

収容定員増に際し、教育方法及び履修指導方法については大幅な変更を予定してい

ないが、次の理由から教育の質は担保できると考える。また、本学科の開設の影響に

より、他学部等の教育方法及び履修指導方法の変更が生じることはなく、他学部等の

教育課程も従来と同等以上の内容が担保される。 

 

教育方法は、知識の理解や理論的な学修を目的とする教育内容については、講義形

式を中心とした授業形態とし、態度、志向性、技能及び技術の修得を目的とする教育

内容については、演習形式による授業形態を採用する。また、理論的知識を実務に展

開・応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容については、実験・実習に

よる体験型学習の形態を採り、理解の深化と実践力の育成を図る。 

 １クラスの学生数は、授業科目ごとの授業形態による教育効果を十分に考慮して決

定する。講義形式では 50 人とし、実験・実習形式では、実験・実習室の広さ、設備

など学生の教育効果を十分考慮して必要に応じて救急救命士学校養成所指定規則に

準じた人数をグループに分けて行う。 

チュートリアルなどの演習科目は 6 人～8人とする。外国語系科目、卒業研究、学

外実習科目等でも積極的に少人数教育を取り入れて教育効果を高める。 

 各科目の配当年次は、１年次及び 2年次では専門教育科目のうち専門基礎分野の科

目を中心とし、年次進行に伴い臨地実習、卒業研究に向けて段階的に学修を進める。 

履修指導方法は、入学時オリエンテーションによる学科全体での指導と、その後に

開かれるチュートリアルにおける小グループでの指導で行うとともに、学期ごとに学

年別の履修ガイダンスを実施したうえで、チュートリアル担当教員等がアカデミッ

ク・アドバイザーとなり、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関する

助言を行う教職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整

備する。上限単位数以内での履修や十分な指導を行って、GPA 制度を導入し、教育の

質の改善につなげる。 

 多様化する現代社会の要請に応えて、学生が卒業後の進路を自ら決定し、それぞれ

に適した科学的理解力と実践能力を身につけられるように、入学時はオリエンテーシ

ョンによる学科全体での指導により、また、進級後も毎年度当初に開催する履修ガイ

ダンスやシラバス等を通じて学生に履修モデルを提示するなど、個々に対してきめ細

やかな履修・進路指導を展開していく。 

ただし、本学部においては、学生の時間割の組み立てに余裕を持たせて、自主的な

学修時間の確保等を行うことにより高い教育の質を保つことを目的として、CAP 制を
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導入し、年間履修申請単位数の上限を 48 単位としている。 

 

ウ 教員組織の変更内容 

基礎となる保健医療学部救急救命学専攻から入学定員が 10 名増となるが、専任教員

（教授）を 1 人増員するため、教育の質は担保できると考える。 

 

本学科の専任教員 8 名（うち教授 4 人）のうち、7 名は救急救命士として現場経験

を持つ教員であり、中には救急現場を 20 年以上経験してきた教員もおり、本学科が目

指す、救急救命学の広い領域での知識・技術をもとに、日々進歩し続ける病院前救護

の変化に対応できる能力や医療チームの牽引役になることができる能力を持てる人材

を育成するための教員を配置している。 

また、指定規則に準じ、救急救命士養成学校として必要な教員数や教育課程の編成

方針を踏まえたうえで、主要分野の授業科目数や単位数に応じて、各教育内容におけ

る教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する専任教員を配置し

ている。 

 

（３）総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻・

義肢装具学専攻 

ア 教育課程の変更内容 

理学療法学専攻収容定員増加に際し、教育課程の変更は予定していないが、次の教

育を行うことにより、教育の質は担保できると考える。 

義肢装具学専攻については、既設のリハビリテーション支援学科からの移行である。

入学定員の変更もないため、教育課程の変更はないが、次の教育を行なうことにより、

教育の質は担保できると考える。 

 

■全学共通 

本学の教育科目は正課カリキュラムとして、専門職業人となるために必要な知識、

技術を学ぶ専門教育科目群、及び医療人としての人格形成を行うための教養科目か

らなるオプション科目群、さらに本学の特色となる全学共通の科目としてスタンダ

ード科目群を設定している。スタンダード科目の中には、健康・医療・福祉系総合

大学としての柱となる専門職連携教育や初年次教育のアカデミックリテラシー、チ

ュートリアルなどを配置している。これらすべての科目は科目系統図によって科目

間の関係をわかりやすく表記し、それぞれの科目のシラバスではその到達目標と成

績評価方法を、カリキュラムマップではディプロマポリシーに対応した保証する分

野を明示している。 

スタンダード科目、専門教育科目ともに、講義と演習・実習科目を体系的に対応
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させ、理論と技術が一体となった学習プログラムを配している。 

■学科専門科目 

理学療法学専攻及び義肢装具学専攻では、今後の社会変化や医療技術の進歩にも

確実に対応できるよう、多様なリハビリテーション技術を、幅広い専門知識と技術

に裏打ちされた問題解決能力を用いて総合的に提供でき、さらに、対象となる人々

への深い人間愛や関係職種との協調性など、豊かな人間性を持つ「理学療法士」及

びより長い期間、心豊かに人生を過ごせるよう、高齢者や障害のある方の生活自立

や生活の質の向上を実現するリハビリテーション支援者として、義肢装具や福祉用

具、福祉機器等の幅広い知識を有する豊かな人間味あふれる「義肢装具士」を養成

する。そのための資格取得につながる学修を主たる目的とすることから、「理学療

法士作業療法士学校養成施設指定規則」、「義肢装具士学校養成所指定規則」に則っ

た授業科目構成としている。 

なお、時代の要請と社会実勢に応じた内容の授業科目と教授方法を取り入れ、1

年次から専門教育科目を配置し、「理学療法士」、「義肢装具士」としての誇りや喜

びを感じられる教育を行うとともに、講義と演習・実習科目を体系的に対応させ、

理論と技術が一体となった学習プログラムを配している。初年時から、専門教育科

目の修得のための基礎を築き、確固とした基礎学力を基盤に、柔軟な応用力をもっ

た専門職能力を修得し、演習、実習等でグループ学修を多く取り入れ、コミュニケ

ーション能力を高めるとともに能動的な学修習慣を修得する。さらに、専門分野に

とどまらない幅広いニーズに対応できる人材の育成を行うための、教育課程を編成

している。 

 

イ 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

収容定員増に際し、教育方法及び履修指導方法については大幅な変更を予定してい

ないが、次の理由から教育の質は担保できると考える。 

 

教育方法は、知識の理解や理論的な学修を目的とする教育内容については、講義形

式を中心とした授業形態とし、態度、志向性、技能及び技術の修得を目的とする教育

内容については、演習形式による授業形態を採用する。また、理論的知識を実務に展

開・応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容については、実験・実習に

よる体験型学習の形態を採り、理解の深化と実践力の育成を図る。 

 １クラスの学生数は、授業科目ごとの授業形態による教育効果を十分に考慮して決

定する。理学療法学専攻の講義形式は80人、義肢装具学専攻の講義形式は30人とし、

実験・実習形式では、実験・実習室の広さ、施設などの学生の教育効果を十分考慮し

て必要に応じて理学療法学専攻は理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則に則

って 1 グループ 40 人、義肢装具学専攻は義肢装具士学校養成所指定規則に則って１
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グループ 30 人のグループに分けて行う。 

チュートリアルなどの演習科目は 6 人～7人とする。外国語系科目、卒業研究、学

外実習科目等でも積極的に少人数教育を取り入れて教育効果を高める。 

 各科目の配当年次は、１年次及び 2年次では専門教育科目のうち専門基礎分野の科

目を中心とし、年次進行に伴い臨地実習、卒業研究に向けて段階的に学修を進める。 

履修指導方法は、入学時オリエンテーションによる学科全体での指導と、その後に

開かれるチュートリアルにおける小グループでの指導で行うとともに、学期ごとに学

年別の履修ガイダンスを実施したうえで、チュートリアル担当教員等がアカデミッ

ク・アドバイザーとなり、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関する

助言を行う教職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整

備する。上限単位数以内での履修や十分な指導を行って、GPA 制度を導入し、教育の

質の改善につなげる。 

 多様化する現代社会の要請に応えて、学生が卒業後の進路を自ら決定し、それぞれ

に適した科学的理解力と実践能力を身につけられるように、入学時はオリエンテーシ

ョンによる学科全体での指導により、また、進級後も毎年度当初に開催する履修ガイ

ダンスやシラバス等を通じて学生に履修モデルを提示するなど、個々に対してきめ細

やかな履修・進路指導を展開していく。 

ただし、本学部においては、学生の時間割の組み立てに余裕を持たせて、自主的な

学修時間の確保等を行うことにより高い教育の質を保つことを目的として、CAP 制を

導入し、年間履修申請単位数の上限を 48 単位としている。 

 

ウ 教員組織の変更内容 

理学療法学専攻の入学定員が 10 名増となるが、以下の理由により教育の質は担保

できると考える。 

 

リハビリテーション学科専任教員 39 人（うち教授 15 人）のうち、理学療法学専攻

では専門科目を担当する専任教員 15 人（うち教授 6 人）で構成しており、小児領域、

循環器領域、整形外科領域、スポーツ医学領域、中枢神経障害領域、基礎医学領域、

社会医学領域といった各領域の教員を配置している。また、指定規則に則り、理学療

法士養成学校として必要な教員数を教育課程の編成方針を踏まえたうえで、主要分野

の授業科目数や単位数に応じて、各教育内容における教育上、研究上又は実務上の優

れた知識、能力及び実績を有する専任教員を配置している。 

なお、義肢装具学専攻については、既設のリハビリテーション支援学科からの移行

である。入学定員の変更もないため、事実上教員組織に変更はない。 
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（４）健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、心理学科、医療栄養学科） 

ア 医療福祉学科 

（ア）教育課程の変更内容 

基礎となる医療福祉学部医療福祉学科から収容定員変更はしない。また、次の教育

を行うことにより、教育の質は担保できると考える。また、本学部の開設により、他

学部等の教育課程に影響を及ぼすことはなく、他学部等の教育課程も従来と同等以上

の内容が担保される。 

 

■全学共通 

本学の教育科目は正課カリキュラムとして、専門職業人となるために必要な知識、

技術を学ぶ専門教育科目群、及び医療人としての人格形成を行うための教養科目か

らなるオプション科目群、さらに本学の特色となる全学共通の科目としてスタンダ

ード科目群を設定している。スタンダード科目の中には、健康・医療・福祉系総合

大学としての柱となる専門職連携教育や初年次教育のアカデミックリテラシー、チ

ュートリアルなどを配置している。これらすべての科目は科目系統図によって科目

間の関係をわかりやすく表記し、それぞれの科目のシラバスではその到達目標と成

績評価方法を、カリキュラムマップではディプロマポリシーに対応した保証する分

野を明示している。 

スタンダード科目、専門教育科目ともに、講義と演習・実習科目を体系的に対応

させ、理論と技術が一体となった学習プログラムを配している。 

■学科専門科目 

医療福祉学科の教育目標は、個人の尊厳及び主体性を尊重し、その自己実現と

社会参加を促進する社会福祉を探究し、地域住民及び他の専門職と協働できる社会

福祉専門職を養成するものである。この教育研究上の目標を達成するための教育課

程は、資格取得のための講義や演習、学外実習に留まらず、専門的な学びを深める

ために、地域住民や専門機関との連携の中で、専門職に求められる知識や技術につ

いて、実践場面での体験を中心とした学修内容を重視している。豊かな人間性を涵

養し、高度な専門知識･技能を教授するために、学生の個性や自主性が発揮できる

よう配慮することを編成の基本方針とする。 

この基本方針を基に、「専門基礎科目」「社会福祉系科目」「精神保健福祉系科目」

「介護福祉系科目」「保育福祉系科目」「関連科目」「専門演習」の７科目区分を想

定し、各区分で必要となる知識･技能、及び実践力の涵養のための科目群を履修モ

デルとして設定する。現代における諸課題への対応、健康で文化的な暮らしを送る

ことができる社会環境の実現、地域社会から広く社会全般に至るまで人々の福祉向

上に貢献ができる人材の育成を目標とし、教育課程を編成している。 
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（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

基礎となる医療福祉学部医療福祉学科から収容定員変更はしない。次の教育を行な

うことにより、教育の質は担保できると考える。また、本学部の開設の影響により、

他学部等の教育方法及び履修指導方法の変更が生じることはなく、他学部等の教育課

程も従来と同等以上の内容が担保される。 

 

教育方法は、知識の理解や理論的な学修を目的とする教育内容については、講義形

式を中心とした授業形態とし、態度、志向性、技能及び技術の修得を目的とする教育

内容については、演習形式による授業形態を採用する。また、理論的知識を実務に展

開・応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容については、実験・実習に

よる体験型学習の形態を採り、理解の深化と実践力の育成を図る。 

 １クラスの学生数は、授業科目ごとの授業形態による教育効果を十分に考慮して決

定する。講義形式では 100 人とし、実験・実習形式では、実験・実習室の広さ、設備

など学生の教育効果を十分考慮して必要に応じて社会福祉士に関する科目を定める

省令、児童福祉法施行規則、社会福祉士介護福祉士学校指定規則などに則った人数を

グループに分けて行う。 

チュートリアルなどの演習科目は 5 人～6人とする。外国語系科目、卒業研究、学

外実習科目等でも積極的に少人数教育を取り入れて教育効果を高める。 

 各科目の配当年次は、１年次及び 2年次では専門教育科目のうち専門基礎分野の科

目を中心とし、年次進行に伴い臨地実習、卒業研究に向けて段階的に学修を進める。 

履修指導方法は、入学時オリエンテーションによる学科全体での指導と、その後に

開かれるチュートリアルにおける小グループでの指導で行うとともに、学期ごとに学

年別の履修ガイダンスを実施したうえで、チュートリアル担当教員等がアカデミッ

ク・アドバイザーとなり、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関する

助言を行う教職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整

備する。上限単位数以内での履修や十分な指導を行って、GPA 制度を導入し、教育の

質の改善につなげる。 

 多様化する現代社会の要請に応えて、学生が卒業後の進路を自ら決定し、それぞれ

に適した科学的理解力と実践能力を身につけられるように、入学時はオリエンテーシ

ョンによる学科全体での指導により、また、進級後も毎年度当初に開催する履修ガイ

ダンスやシラバス等を通じて学生に履修モデルを提示するなど、個々に対してきめ細

やかな履修・進路指導を展開していく。 

ただし、本学部においては、学生の時間割の組み立てに余裕を持たせて、自主的な

学修時間の確保等を行うことにより高い教育の質を保つことを目的として、CAP 制を

導入し、年間履修申請単位数の上限を 48 単位としている。 
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（ウ）教員組織の変更内容 

基礎となる医療福祉学部医療福祉学科から入学定員の変更はないが、専任教員を 1

人増員するため、教育の質は担保できると考える。 

 

本学科では、ソーシャルワークを基盤として、「社会福祉士」、「精神保健福祉士」、

「介護福祉士」、「保育士」として総合的に支援ができる福祉専門職の養成を目指し

ている。多様化する福祉ニーズに対応できる専門職の養成が行えるよう、豊富な教

育研究経験をもつ教員で構成しており、専任教員 21 人（うち教授 7 人）を配置し、

十分な教育研究体制を整備する。主な保有資格としては社会福祉士、精神保健福祉

士、介護福祉士、保育士、看護師を有する教員を揃えている。本学科では、医療機

関や社会福祉施設などで実務の経験のある教員を配置することで、学術面だけでな

く実務経験も考慮した教員構成を確保している。 

 

イ 医療経営学科 

（ア）教育課程の変更内容 

基礎となる医療経営学部医療経営学科から収容定員変更はしない。また、次の教育

を行うことにより、教育の質は担保できると考える。また、本学部の開設により、他

学部等の教育課程に影響を及ぼすことはなく、他学部等の教育課程も従来と同等以上

の内容が担保される。 

 

■全学共通 

本学の教育科目は正課カリキュラムとして、専門職業人となるために必要な知識、

技術を学ぶ専門教育科目群、及び医療人としての人格形成を行うための教養科目か

らなるオプション科目群、さらに本学の特色となる全学共通の科目としてスタンダ

ード科目群を設定している。スタンダード科目の中には、健康・医療・福祉系総合

大学としての柱となる専門職連携教育や初年次教育のアカデミックリテラシー、チ

ュートリアルなどを配置している。これらすべての科目は科目系統図によって科目

間の関係をわかりやすく表記し、それぞれの科目のシラバスではその到達目標と成

績評価方法を、カリキュラムマップではディプロマポリシーに対応した保証する分

野を明示している。 

スタンダード科目、専門教育科目ともに、講義と演習・実習科目を体系的に対応

させ、理論と技術が一体となった学習プログラムを配している。 

■学科専門科目 

医療経営学科では、｢医療マインドと高い倫理性を持ちながら、社会的価値を高

める経営手法を修得し、広い視野から医療に関わる事業組織の運営に貢献する人

材｣を養成することを目的に、幅広い教養教育及び導入教育を踏まえ、医療経営学
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に関する基礎知識の修得を徹底して行い、そのうえで高度かつ実践的な専門教育を

実施する。 

医療経営を修得するためには、医療の特殊性を踏まえ、ヒト、モノ、カネ、情報

のマネジメントを学修する必要がある。このため、専門教育科目では、経営学・経

済学系科目、医療・医学系科目、情報学系科目をバランスよく配置し、多様な専門

領域を効果的に学修できるカリキュラムを編成している。 

 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

基礎となる医療経営学部医療経営学科から収容定員変更はしない。次の教育を行な

うことにより、教育の質は担保できると考える。また、本学部の開設の影響により、

他学部等の教育方法及び履修指導方法の変更が生じることはなく、他学部等の教育課

程も従来と同等以上の内容が担保される。 

 

教育方法は、知識の理解や理論的な学修を目的とする教育内容については、講義形

式を中心とした授業形態とし、態度、志向性、技能及び技術の修得を目的とする教育

内容については、演習形式による授業形態を採用する。また、理論的知識を実務に展

開・応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容については、実験・実習に

よる体験型学習の形態を採り、理解の深化と実践力の育成を図る。 

 １クラスの学生数は、授業科目ごとの授業形態による教育効果を十分に考慮して決

定する。講義形式は 90 人とし、実験・実習形式では、実験・実習室の広さ、設備な

ど学生の教育効果を十分考慮して、必要に応じて 4人～5人のグループに分けて行う。 

チュートリアルなどの演習科目は 3 人～6人とする。外国語系科目、卒業研究、演

習科目、実習科目等でも積極的に少人数教育を取り入れて教育効果を高める。 

 各科目の配当年次は、１年次及び 2年次では専門教育科目のうち専門基礎分野の科

目を中心とし、年次進行に伴い演習科目を導入して、特定の専門分野における科学的

思考を深める学修を行っていく。 

履修指導方法は、入学時オリエンテーションによる学科全体での指導と、その後に

開かれるチュートリアルにおける小グループでの指導で行うとともに、学期ごとに学

年別の履修ガイダンスを実施したうえで、チュートリアル担当教員等がアカデミッ

ク・アドバイザーとなり、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関する

助言を行う教職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整

備する。上限単位数以内での履修や十分な指導を行って、GPA 制度を導入し、教育の

質の改善につなげる。 

 多様化する現代社会の要請に応えて、学生が卒業後の進路を自ら決定し、それぞれ

に適した科学的理解力と実践能力を身につけられるように、入学時はオリエンテーシ

ョンによる学科全体での指導により、また、進級後も毎年度当初に開催する履修ガイ
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ダンスやシラバス等を通じて学生に履修モデルを提示するなど、個々に対してきめ細

やかな履修・進路指導を展開していく。 

ただし、本学部においては、学生の時間割の組み立てに余裕を持たせて、自主的な

学修時間の確保等を行うことにより高い教育の質を保つことを目的として、CAP 制を

導入し、年間履修申請単位数の上限を 48 単位としている。 

 

（ウ）教員組織の変更内容 

基礎となる医療経営学部医療経営学科から入学定員の変更はなく、専任教員数に変

更はないが、次の理由から教育の質は担保できると考える。 

 

医療経営学という幅広い教育研究を行うために、経営学、経済学、情報学、医学な

どを専門とする教員を中心に専任教員 14 人（うち教授 7人）を配置し、十分な教育研

究体制を整備する。教員組織は、主にこれまで医療経営学科での豊富な教育研究経験

をもつ教員で構成しており、医師免許を有する教員、医療機関や医療関連企業などで

実務の経験のある教員を配置し、学術的側面と実務的側面のバランスに配慮した教員

構成を確保する。医療経営学という学際的分野の学科であることもあり、教員間での

専門領域は極めて多様である。こうした多様性を活かした共同研究体制も構築しつつ

あり、基礎と応用、研究と実践というバランスの取れた研究体制も整備している。 

 

ウ 心理学科 

（ア）教育課程の変更内容 

収容定員増加に際し、教育課程の変更は予定していないが、次の教育を行うことに

より、教育の質は担保できると考える。また、本学部の開設により、他学部等の教育

課程に影響を及ぼすことはなく、他学部等の教育課程も従来と同等以上の内容が担保

される。 

 

■全学共通 

本学の教育科目は正課カリキュラムとして、専門職業人となるために必要な知識、

技術を学ぶ専門教育科目群、及び医療人としての人格形成を行うための教養科目か

らなるオプション科目群、さらに本学の特色となる全学共通の科目としてスタンダ

ード科目群を設定している。スタンダード科目の中には、健康・医療・福祉系総合

大学としての柱となる専門職連携教育や初年次教育のアカデミックリテラシー、チ

ュートリアルなどを配置している。これらすべての科目は科目系統図によって科目

間の関係をわかりやすく表記し、それぞれの科目のシラバスではその到達目標と成

績評価方法を、カリキュラムマップではディプロマポリシーに対応した保証する分

野を明示している。 
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スタンダード科目、専門教育科目ともに、講義と演習・実習科目を体系的に対応

させ、理論と技術が一体となった学習プログラムを配している。 

■学科専門科目 

心理学科の教育目標は、「心理学の専門知識とコミュニケーション技術を活かし、

自らの立場、状況、対象などの客観的なアセスメントに基づき、課題を見い出し、

課題の解決のために積極的に行動する人材を養成する。そして、自らを信頼する力

を持ち、自らの意志・感情・行動を律することができ（自律）、他者を尊重し、他

者のこころを理解することができ（共感）、社会のために他者とともに協力して行

動する（協働）力によって、人々のしあわせをマネジメントできる人材を育成する」

ことである。 

この目標を達成するための教育課程は、従来の講義と学内における演習中心の学

びから、更にそれに続けて学外実習までを学びの体系とし、様々な社会現場での体

験学習を重視した内容で構成される。また、大学設置基準の大綱化の趣旨に準拠し

て、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養すること、高

度な専門知識･技能を教授するにあたり学際的な分野を取り入れるなどして教育の

多様化を図り、学生の個性、自主性を発揮できるよう配慮することを編成の基本方

針とする。 

この基本方針を基に、心理学を修めた学生のその後の進路として、「臨床心理学

専門家」「医療･健康･福祉」「産業・社会」の 3分野を想定し、各分野で必要となる

知識･技能、及び実践力の涵養のための科目群を履修モデルとして設定する。現代

社会が直面する諸課題への対応、人々が健康で上質な暮らしを送ることができる社

会環境の実現、地域社会から広く社会全般に至るまで、人々の福祉向上への貢献が

できる人材の育成を目標とし、教育課程を編成している。 

 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

本学部の開設の影響により、他学部等の教育方法及び履修指導方法の変更が生じる

ことはなく、他学部等の教育課程も従来と同等以上の内容が担保される。 

 

教育方法は、知識の理解や理論的な学修を目的とする教育内容については、講義形

式を中心とした授業形態とし、態度、志向性、技能及び技術の修得を目的とする教育

内容については、演習形式による授業形態を採用する。また、理論的知識を実務に展

開･応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容については、実験･実習によ

る体験型学習の形態を採り、理解の深化と実践力の育成を図る。 

1 クラスの学生数は、授業科目ごとの授業形態による教育効果を十分に考慮して 

決定する。講義形式は 120 人とし、実験･実習形式では、実験・実習室の広さ、設備

など学生の教育効果を十分考慮して必要に応じて 10人～30人のグループに分けて行



18 

 

なう。 

チュートリアルなどの演習科目は 10 人程度とする。外国語系科目、卒業研究、学

外実習等でも積極的に少人数教育を取り入れて教育効果を高める。 

各科目の配当年次は、１年次では専門教育科目のうち心理学基幹分野の基礎科目を

中心とし、年次進行に伴いより専門応用的な科目群を導入する。学びの特徴として、

講義科目と学内演習並びに学外実習を段階的に学修していき、その間に Can-do チェ

ックを活用することで、現実の社会現場における実践力の獲得を促す。 

履修指導方法は、入学時オリエンテーションによる学科全体での指導と、その後に

開かれるチュートリアルにおける小グループでの指導で行うとともに、学期ごとに学

年別の履修ガイダンスを実施したうえで、チュートリアル担当教員等がアカデミッ

ク・アドバイザーとなり、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関する

助言を行う教職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整

備する。上限単位数以内での履修や十分な指導を行って、GPA 制度を導入し、教育の

質の改善につなげる。 

多様化する現代社会の要請に応えて、学生が卒業後の進路を自ら決定し、それぞれ

に適した科学的理解力と実践能力を身につけられるように、入学時はオリエンテーシ

ョンによる学科全体での指導により、また、進級後も毎年度当初に開催する履修ガイ

ダンス等を通じて学生に履修モデルを提示するなど、個々に対してきめ細やかな履

修・進路指導を展開していく。 

ただし、本学部においては、学生の時間割の組み立てに余裕を持たせて、自主的な

学修時間の確保等を行うことにより高い教育の質を保つことを目的として、CAP 制を

導入し年間履修申請単位数の上限を半期 24 単位、年間で原則 48 単位に設定としてい

る。 

 

（ウ）教員組織の変更内容 

基礎となる心理学部心理学科から入学定員が 10 名増となるが、専任教員を 5 人増

員するため、教育の質は担保できると考える。 

 

本学科を構成する専任教員は 18 人であり、心理学系教員、人間工学系教員、人文

学系教員で構成されている。心理学系教員は 12 人おり、そのうち 5人が臨床心理士で

あり、7 人が基礎・応用心理学系である。このように、臨床心理士有資格者等、専門

職業人養成のための多様な心理専門家を配置している。 

 

エ 医療栄養学科 

（ア）教育課程の変更内容 

基礎となる医療栄養学部医療栄養学科から収容定員変更はしない。また、次の教育



19 

 

を行うことにより、教育の質は担保できると考える。また、本学部の開設により、他

学部等の教育課程に影響を及ぼすことはなく、他学部等の教育課程も従来と同等以上

の内容が担保される。 

 

■全学共通 

本学の教育科目は正課カリキュラムとして、専門職業人となるために必要な知識、

技術を学ぶ専門教育科目群、及び医療人としての人格形成を行うための教養科目か

らなるオプション科目群、さらに本学の特色となる全学共通の科目としてスタンダ

ード科目群を設定している。スタンダード科目の中には、健康・医療・福祉系総合

大学としての柱となる専門職連携教育や初年次教育のアカデミックリテラシー、チ

ュートリアルなどを配置している。これらすべての科目は科目系統図によって科目

間の関係をわかりやすく表記し、それぞれの科目のシラバスではその到達目標と成

績評価方法を、カリキュラムマップではディプロマポリシーに対応した保証する分

野を明示している。 

スタンダード科目、専門教育科目ともに、講義と演習・実習科目を体系的に対応

させ、理論と技術が一体となった学習プログラムを配している。 

■学科専門科目 

医療栄養学科の教育目標は、基本的な医学・薬学の知識をもち、身近な食材・食

品の成分や効能を科学的に理解し、さらには摂食嚥下機能にも配慮できる食形態ま

で対応できる力を備え、それを個々の健康状態にあった献立作成等に活かすととも

に、健康・栄養状態の維持・改善を目的とした栄養教育・指導・管理を行うことで

『食と栄養の力』でこころとからだを健康にする管理栄養士を養成することである。

健康・医療・福祉分野での教育・実習の実績を活かしながら、他学部・他学科ある

いは地域社会と連携した独自のカリキュラムを展開することで、医療人として高度

で専門的な知識や技能のみならず、高い倫理観を備え豊かな人間性を持った「管理

栄養士」の養成を実現することである。 

この教育目標を達成するための教育課程は、「管理栄養士」の資格取得につなが

る学修を主たる目的とすることから、「管理栄養士学校養成指定規則」に基づき授

業科目を編成し、医療人たる管理栄養士としての意識を涵養し、質の高い管理栄養

士としての学問と技能を修得させ、さらに統合的健康管理のできる管理栄養士の育

成と社会をリードする人材の育成を目標として、現代社会が直面する諸課題への対

応、人々が健康で上質な暮らしを送ることができる社会環境の実現、地域社会から

広く社会全般に至るまで、人々の福祉向上への貢献ができるようにしていくための、

教育課程を編成している。 
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（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

基礎となる医療栄養学部医療栄養学科から収容定員変更はしない。次の教育を行な

うことにより、教育の質は担保できると考える。また、本学部の開設の影響により、

他学部等の教育方法及び履修指導方法の変更が生じることはなく、他学部等の教育課

程も従来と同等以上の内容が担保される。 

 

教育方法は、知識の理解や理論的な学修を目的とする教育内容については、講義形

式を中心とした授業形態とし、態度、志向性、技能及び技術の修得を目的とする教育

内容については、演習形式による授業形態を採用する。また、理論的知識を実務に展

開・応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容については、実験・実習に

よる体験型学習の形態を採り、理解の深化と実践力の育成を図る。 

 １クラスの学生数は、授業科目ごとの授業形態による教育効果を十分に考慮して決

定する。講義形式は 60 人とし、実験・実習形式では、実験・実習室の広さ、設備な

ど学生の教育効果を考慮して必要に応じて管理栄養士学校指定規則に則り 10 人～30

人のグループに分けて行う。 

チュートリアルなどの演習科目は 6 人～7人とする。外国語系科目、卒業研究、臨

地実習等でも積極的に少人数教育を取り入れて教育効果を高める。 

 各科目の配当年次は、１年次では専門教育科目のうち専門基礎分野の科目を中心と

し、年次進行に伴い専門応用分野の科目群を導入して、臨地実習、卒業研究に向けて

段階的に学修を進める。 

履修指導方法は、入学時オリエンテーションによる学科全体での指導と、その後に

開かれるチュートリアルにおける小グループでの指導で行うとともに、学期ごとに学

年別の履修ガイダンスを実施したうえで、チュートリアル担当教員等がアカデミッ

ク・アドバイザーとなり、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関する

助言を行う教職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整

備する。上限単位数以内での履修や十分な指導を行って、GPA 制度を導入し、教育の

質の改善につなげる。 

 多様化する現代社会の要請に応えて、学生が卒業後の進路を自ら決定し、それぞれ

に適した科学的理解力と実践能力を身につけられるように、入学時はオリエンテーシ

ョンによる学科全体での指導により、また、進級後も毎年度当初に開催する履修ガイ

ダンスやシラバス等を通じて学生に履修モデルを提示するなど、個々に対してきめ細

やかな履修・進路指導を展開していく。 

ただし、本学部においては、学生の時間割の組み立てに余裕を持たせて、自主的な

学修時間の確保等を行うことにより高い教育の質を保つことを目的として、CAP 制を

導入し、年間履修申請単位数の上限を 48 単位としている。 
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（ウ）教員組織の変更内容 

基礎となる医療栄養学部医療栄養学科から入学定員の変更はないが、専任教員 1人

増員するため、教育の質は担保できると考える。 

 

専門的知識・技能及び倫理観を兼ね備え、人々の健康維持・増進、病気の予防・改

善を担う管理栄養士を養成するため、管理栄養士、医師、薬剤師などの資格を有する

専任教員 15 人（うち教授 10 人）にて教員組織を編成する。 

配置においては、管理栄養士学校指定規則によるとともに、本学科が目指す「医療

人として食と栄養の力で活躍できる人材」を養成できる体制にしている。従来の栄養

領域の学問体系の枠にとらわれることなく、また、栄養学領域、医学領域及び薬学領

域の連携を図り、学際的な研究を遂行できるような体制を整えている。 

 

以上、上記（１）～（４）に記載したとおり、教育課程、教育方法及び履修指導方

法、教員組織は、大学全体の収容定員変更前と比較しても同等以上の教育環境が保た

れている。 

 

４.校舎等施設、設備の変更内容 

（１）校地・運動場 

本大学は、広島県内に 2 キャンパスを有しており、東広島市に「東広島キャンパス」、

呉市に「呉キャンパス」を置いている。 

校地面積については、東広島キャンパス 338,372.98 ㎡、呉キャンパス 71,373.85 ㎡

であり、本大学全体では 409,746.83 ㎡（その他面積含む）となり大学設置基準を大き

く上回っている。運動場及び体育施設について、東広島キャンパスには、運動用地が

173,172.11 ㎡あり、多目的グラウンド、陸上競技場、野球場、サッカー場 2 面、テニ

スコート 4面、体育館、第 1 練習場（柔道場）、第 2 練習場（剣道場 兼 空手道場）、弓

道場を整備している。また、呉キャンパスは運動用地が 16,724.25 ㎡あり、総合グラウ

ンド（サッカー場、野球場）、体育館（1 階はアリーナ、2 階は第 1 練習場［卓球場］、

第 2 練習場［トレーニングルーム］）、第 3 練習場（弓道場）、第 4 練習場（空手道場）

を整備している。 

また、学生の休息場所として、東広島キャンパスは 1号館 1階食堂、2 号館 1階食堂、

2 階コミュニティールーム、8 階自習室があり、呉キャンパスには 1 号館 1 階食堂、6

号館 6階コミュニティールームを整備している。 

 

（２）図書館 

本学では、東広島キャンパス及び呉キャンパスの両キャンパスに図書館を置いてお

り、図書 196,681 冊（うち外国書 30,198 冊）、学術雑誌 21,265 冊（うち外国書 9,526
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冊）を有している。 

東広島キャンパスの図書館は 1 号館と 3 号館に配置しており、2 館の延べ面積は

1,658.81 ㎡、閲覧座席数 365 席、視聴覚ブース 11 箇所、学生用検索端末機 18 台を設

置し、館内では有線ＬＡＮ、無線ＬＡＮが使用できる環境となっている。また、貸出用

ノート型パソコン 14 台を用意している。 

呉キャンパスの図書館は 5号館に配置しており、面積は 1962.50 ㎡、閲覧座席数 158

席、視聴覚ブース 10 箇所、検索端末機 11 台を設置し、館内では有線ＬＡＮ、無線ＬＡ

Ｎが使用できる環境となっている。また、貸出用ノート型パソコ 10 台を用意している。 

図書館コンピュータシステムにより、全キャンパス図書館の蔵書検索、利用状況問

合せ、図書貸出予約などを可能としており、充実した教育・研究が実施できるよう整備

している。 

また、統合検索システム（Primo）を導入し、大学内（東広島キャンパス・呉キャン

パス）からのアクセスであれば、本学が所蔵している図書の検索及び本学で契約してい

る電子ジャーナル・データベース、学術協会等が公開している学術論文、各大学図書館

等のリポジトリをキーワードで一括検索でき、学術的に信頼性の高い情報へのアクセス

と、学術情報資源を効率よく収集できる環境を調えている。 

 

（３）校舎等施設 

本学では、東広島キャンパス及び呉キャンパスの両キャンパスにおいて、講義室 94

室、演習室 453 室、実験実習室 277 室、情報処理学習施設 11 室の他、教員研究室、非

常勤講師室、図書館、学長室、会議室、保健室、事務室、学生自習室、学生食堂等を有

している。 

 

 このように、学生の教育環境における校舎の増強などの必要性はなく、現状のままで、

収容定員変 更前と同等の教育環境を整えていることから、収容定員の変更に伴う施

設・設備の変更は行わないが、今後とも必要に応じて施設・設備の充実に努めることと

する。 
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師
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教

助
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1後･2･3前･後 1 〇 1 兼2 オムニバス

1後･2･3前･後 1 〇 兼2

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 3 0 1 0 0 0 0 兼5 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼2

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼3 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼2

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼7 －

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼5 －

1･2前･後 2 〇 兼3

1前 1 〇 兼2

1･2前･後 2 〇 兼2

1･2前･後 2 〇 1

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 1 〇 兼3 共同

1･2前･後 2 〇 兼2

1･2前･後 1 〇 1 2 1 共同

－ 0 14 0 1 1 2 1 0 兼11 －

1前 1 〇 1 兼5 共同

1前･後 1 〇 1 兼6 共同

1･2前･後 1 〇 1 兼5 共同

1･2前･後 1 〇 1 兼5 共同

1･2前･後 1 〇 1 兼5 共同

－ 2 3 0 0 1 1 0 0 兼7 －

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

国
際
社
会
の
理
解

国
際

人

間

と

思

想

・

文

化

人

間

と

現

代

社

会

人

間

と

科

学

・

技

術

学
際

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

共
通
基
礎

情
報
処
理

－

小計( 9科目) －

小計( 5科目)

情報基礎演習

数学

物理学

物理学実験

化学

化学実験

生物学

生物学実験

情報倫理・応用演習

情報統計演習

情報管理演習

情報発展演習

－

小計( 2科目) －

小計( 2科目) －

小計( 2科目) －

小計( 7科目) －

小計( 3科目)

哲学

文学

心理学

日本語表現法

芸術学

文化人類学

小計( 5科目) －

現代社会を考えるⅡ

科学・技術と人間生活Ⅰ

科学・技術と人間生活Ⅱ

歴史学

政治学

教育学

統計学

コミュニケーション論

数学基礎

教 育 課 程 等 の 概 要
（保健医療学部　医療技術学科　臨床検査学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教
養
科
目

法学

経済学

グローバル社会を考えるⅠ

グローバル社会を考えるⅡ

グローバル社会を考えるⅢ

思想・文化を考えるⅠ

思想・文化を考えるⅡ

現代社会を考えるⅠ

1
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 1 〇 1 兼4

1後 1 〇 1 兼4

1前 1 〇 兼5

1後 1 〇 兼5

2前 1 〇 兼3

2後 1 〇 兼3

2･3･4前･後 1 〇 兼3

2･3･4前･後 1 〇 1 兼2

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼2

1後 1 〇 兼2

1前 1 〇 兼2

1後 1 〇 兼2

－ 4 10 0 0 1 0 0 0 兼16 －

1前･後 1 〇 1

1前･後 1 〇 3 兼1 共同

1前･後 1 〇 3 兼1 共同

－ 1 2 0 0 3 0 0 0 兼1 －

2･3前･後 2 〇 兼3

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼3 －

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 7 72 0 2 5 3 1 0 兼42 －

1前 1 〇 1 兼7 共同

1前 1 〇 5 2 6

1前･後 1 〇 1 1 1 共同

1前･後 1 〇 1 2 兼2 共同

2･3前･後 1 〇 兼9 共同

3･4前･後 1 〇 2 2 兼2 共同

1･2前･後 1 〇 兼3 オムニバス

1･2前･後 1 〇 兼4 共同

－ 4 4 0 6 2 8 1 0 兼24 －

－ 4 4 0 6 2 8 1 0 兼24 －

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

スタンダード科目 合計( 8科目)

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

留学生特例科目

－

小計( 2科目) －

小計( 4科目) －

小計( 8科目) －

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

防災・危機管理学

地域創生論

共通教育科目 合計( 59科目)

日本語Ⅰb

日本語Ⅱa

日本語Ⅱb

－

－

外
国
語

保
健
体
育

キ

ャ
リ
ア

教
育

社
会
科
学

共
通
基
礎

外
国
語

－

小計( 3科目) －

小計( 1科目)

スポーツⅡ

スポーツⅢ

Global Communication

日本語Ⅰa

英語Ⅰa

日本事情Ⅰ

日本事情Ⅱ

小計( 14科目)

基
礎
教
育
科
目

英語Ⅰb

英語Ⅱa

英語Ⅱb

英語Ⅲa

英語Ⅲb

英語Ⅳ

検定英語

ドイツ語a

ドイツ語b

中国語a

中国語b

韓国語a

韓国語b

スポーツⅠ

2
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医療技術学基礎演習Ⅰ 1前・後 1 〇 4 共同

医療技術学基礎演習Ⅱ 2前・後 1 〇 4 共同

早期体験演習 1前・後 1 〇 4 4 共同

生命倫理 1前・後 2 〇 2 4 共同

医療英語 2前・後 2 〇 1

－ 5 2 0 5 0 4 0 0 0 －

人体構造学 1前・後 2 〇 1

人体構造学実習 1前・後 1 〇 1 3 共同

人体生理機能学 1前・後 2 〇 1

人体生理機能学実習 2前・後 1 〇 1 2 1 共同

生化学 1前・後 2 〇 1

－ 8 0 0 2 0 3 1 0 0 －

医学概論 1前・後 1 〇 1

病理学 2前・後 2 〇 1

－ 3 0 0 2 0 0 0 0 0 －

関係法規Ⅱ 2前・後 1 〇 1

公衆衛生学 1前・後 2 〇 1

健康食品学 2前・後 2 〇 1

食品衛生学 2前・後 2 〇 1

－ 3 4 0 1 0 1 0 0 0 －

医用工学概論 1前・後 2 〇 1 1 オムニバス

医用工学概論実習 2前・後 1 〇 1 1 1 共同

情報科学概論 2前・後 2 〇 1

－ 5 0 0 2 1 0 1 0 0 －

臨床病態学Ⅰ 2前・後 2 〇 1

臨床病態学Ⅱ 2前・後 2 〇 1

－ 4 0 0 1 0 0 0 0 0 －

病理組織細胞学 2前・後 2 〇 1

病理組織細胞学演習 2前・後 1 〇 1

病理組織細胞学実習 2前・後 1 〇 1 2 共同

臨床血液学 3前・後 2 〇 1

臨床血液学演習 3前・後 1 〇 1

臨床血液学実習 3前・後 1 〇 1 2 兼1 共同

臨床細胞診断学 3前・後 2 〇 1

－ 10 0 0 2 0 4 0 0 兼1 －

臨床検査総論Ⅰ 1前・後 2 〇 1

臨床検査総論実習Ⅰ 2前・後 1 〇 2 1 兼1 共同

臨床化学 2・3前・後 2 〇 1

臨床化学演習 2・3前・後 1 〇 1

臨床化学実習 2・3前・後 1 〇 2 共同

放射性同位元素検査技術学 3前・後 2 〇 1

遺伝子・染色体検査学演習・実習 3前・後 2 〇 〇 1

バイオテクノロジー演習 2前・後 1 〇 1

－ 11 1 0 3 0 3 0 0 兼1 －

専
門
分
野

臨
床
病
態
学

小計（ 2科目） －

形
態
検
査
学

小計（ 7科目） －

生
物
化
学
分
析
検
査
学

小計（ 8科目） －

小計（ 2科目） －

保
健
医
療
福
祉
と

医
学
検
査

小計（ 4科目） －

情
報
科
学
及
び

医
療
工
学

小計（ 3科目） －

専任教員等の配置

備考

専
門
基
礎
分
野

小計（ 5科目） －

人
体
の
構
造
と
機
能

小計（ 5科目） －

医
学
検
査
の
基

礎
と
関
連
疾
病

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

臨床微生物学 2前・後 2 〇 1

臨床微生物学演習 2前・後 1 〇 1

臨床微生物学実習 2前・後 1 〇 1 1 兼1 共同

臨床免疫学 3前・後 2 〇 1 1 オムニバス

臨床免疫学演習 3前・後 1 〇 1 1 共同

臨床免疫学実習 3前・後 1 〇 1 1 共同

移植・輸血検査学 3前・後 2 〇 1

感染制御学 3前・後 2 〇 1

－ 12 0 0 2 0 1 0 0 兼1 －

臨床生理学 3前・後 2 〇 1

臨床生理学演習 3前・後 1 〇 1

臨床生理学実習 3前・後 1 〇 1 2 兼1 共同

医用画像工学 3前・後 2 〇 兼1

－ 4 2 0 1 0 2 0 0 兼2 －

臨床検査総論Ⅱ 2前・後 2 〇 1

臨床検査総論実習Ⅱ 3前・後 1 〇 2 1 兼1 共同

検査総合管理学 3前・後 2 〇 1 1 共同

－ 5 0 0 2 0 2 0 0 兼1 －

医療安全管理学 2前・後 1 〇 1 1

医療安全管理学実習 2前・後 1 〇 1 1 共同

－ 2 0 0 1 0 1 0 0 0 －

臨床検査学実習 4前・後 6 〇 4 4

国際臨床検査学 2・3前・後 1 〇 2

－ 6 1 0 4 0 4 0 0 0 －

卒業研究方法論 3前・後 2 〇 4 4

卒業研究 4前・後 2 〇 4 4

－ 4 0 0 4 0 4 0 0 0 －

臨床検査学演習Ⅰ 3前・後 1 〇 4 4

臨床検査学演習Ⅱ 3前・後 1 〇 4 4

臨床検査学演習Ⅲ 4前・後 1 〇 4 4

形態・生理機能検査学総合演習 4前・後 1 〇 2 1

生物化学分析検査学総合演習 4前・後 1 〇 2

生体防御検査学総合演習 4前・後 1 〇 2 1

－ 6 0 0 4 0 4 0 0 0 －

薬理学 3前・後 2 〇 兼1

看護学概論 3前・後 2 〇 1 兼1 オムニバス

基礎数学演習 1前・後 1 〇 1

基礎物理学演習 1前・後 1 〇 1

応用数学 2前・後 2 〇 1

医工学概論 1前・後 2 〇 1

電気工学 1前・後 2 〇 1

電気工学実習 2前・後 1 〇 1 1 1 共同

電子工学 2前・後 2 〇 1

電子工学実習 2前・後 1 〇 1 1 1

物性工学 2前・後 2 〇 1

機械工学 3前・後 2 〇 1

材料工学 3前・後 2 〇 1

卒
業
研
究

小計（ 2科目） －

専
門
総
合
分
野

総
合
技
術

小計（ 6科目） －

専
門
分
野

病
因
・
生
体
防
御
検
査
学

小計（ 8科目）

医
療
安
全
管
理
学 小計（ 2科目） －

臨
床
実
習

小計（ 2科目） －

－

生
理
機
能
検
査
学

小計（ 4科目） －

検
査
総
合
管
理
学 小計（ 3科目） －

臨
床
工
学
・
救
急
救
命
学
分
野
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

計測工学 2前・後 2 〇 1

医用機器学概論 3前・後 2 〇 1

生体機能代行技術学概論 2前・後 2 〇 2 1 オムニバス

体外循環技術学 3前・後 2 〇 1

呼吸療法技術学 3前・後 2 〇 1

血液浄化技術学 3前・後 2 〇 1 1 オムニバス

不整脈治療技術学演習 3前・後 1 〇 1

生体機能代行技術学実習 3前・後 3 〇 2 1 共同

医用治療機器学 2前・後 2 〇 1

医用機器学実習 2前・後 1 〇 1 2 1 共同

生体計測技術学 2前・後 2 〇 1

生体計測技術学実習 3前・後 1 〇 1 2 1 共同

機器安全管理学 2前・後 2 〇 1

機器安全管理学実習 3前・後 1 〇 1 2 1 共同

臨床医学総論Ⅰ 2前・後 2 〇 1

臨床医学総論Ⅱ 3前・後 2 〇 1

臨床医学総論Ⅲ 3前・後 2 〇 1

関係法規Ⅰ 1前・後 1 〇 1

臨床工学実習 4前・後 4 〇 1 1 2 1

救急救命処置演習・実習Ⅰ 1前・後 2 〇 1 1 兼4 共同

救急救命処置演習・実習Ⅱ 1前・後 2 〇 1 1 1 兼4 共同

救急医学総論 1前・後 2 〇 1

－ 0 64 0 4 3 4 1 0 兼6 －

－ 88 74 0 8 3 8 1 0 兼11 －

－ 99 150 0 8 8 9 1 0 兼66 －

90分

学士（臨床検査学） 学位又は学科の分野
保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除
く。）

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

卒業要件及び履修方法 授業期間等

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、共通教育科目必修科目7単位、共
通教育科目選択科目11単位、スタンダード科目必修科目4単位、スタンダード科目選択
科目2単位、専門教育科目必修科目88単位、専門教育科目選択科目12単位を修得し、合
計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒
業に必要な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○ 共通教育科目
　 必修科目：7単位（『基礎教育科目』のうち、「情報処理」2単位、
　　　　　　　　　　「外国語」4単位、「保健体育」1単位）
　 選択科目：11単位（『教養科目』のうち、「国際」1単位、
　　　　　　　　　　　「学際」2単位、『基礎教育科目』のうち、
　　　　　　　　　　　「共通基礎」自然科学4単位、
　　　　　　　　　　　「保健体育」1単位のほか、選択科目から3単位以上）
　──────────────────────────────────
　(小計)　　18単位以上

○スタンダード科目
　 必修科目：4単位
　 選択科目：2単位以上
　──────────────────────────────────
   (小計)　　6単位以上

○ 専門教育科目
　 必修科目：88単位（『専門基礎分野』24単位、『専門分野』58単位、
　　　　　　　　　　 『専門総合分野』6単位）
　 選択科目  12単位以上
　──────────────────────────────────
　（小計） 100単位以上

   (合計)　124単位以上

小計（ 35科目） －

専門教育科目　合計（ 98科目） －

合計（  165科目） －

学位又は称号

１時限の授業時間

臨
床
工
学
・
救
急
救
命
学
分
野

5



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 兼3 オムニバス

1前 1 ○ 4 2 2

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 2 1 兼4
オムニバス・
共同(一部)

1前 1 ○ 兼2 共同

1後 1 ○ 兼2 共同

1前 1 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼5

1前 1 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼5

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼8 共同

－ 15 0 0 3 2 2 0 0 兼25 －

－ 15 0 0 3 2 2 0 0 兼25 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼2 －

哲学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

心理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

芸術学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文化人類学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼5 －

法学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

経済学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

歴史学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

政治学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

統計学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

数学基礎 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

数学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

物理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

化学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

生物学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

科学実験a 1・2・3前・後 1 ○ 兼3 共同

科学実験b 1・2・3前・後 1 ○ 兼4 共同

－ 2 11 0 0 0 0 0 0 兼8 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 4 0 0 0 0 0 0 0 兼2 －

オ
プ
シ

ョ
ン

（
ベ
ー
シ

ッ
ク
）

人
間
と
自
然

小計（8科目） －

総
合

日本語表現法

コミュニケーション論

小計（2科目） －

人
間
と
社
会

小計（4科目） －

－

情
報
学

プログラミングⅠ

小計（1科目） －

スタンダード科目　合計（15科目） －

データサイエンスⅠ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

スポーツ学

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

地域創生と危機管理

デジタルコミュニケーション

スポーツ実習Ⅰ

小計（15科目）

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

教 育 課 程 等 の 概 要
（保健医療学部 救急救命学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

オ
プ
シ

ョ
ン

（
ベ
ー
シ

ッ
ク
）

グ
ロ
ー
バ
ル

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

小計（4科目）

人
間
と
文
化

小計（5科目） －

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Reading & Writing 2・3前・後 1 ○ 兼1

英語プレゼンテーション 2・3前・後 1 ○ 兼1

検定英語 2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間b 1・2・3前・後 1 ○ 兼3
オムニバス・
共同(一部)

小計（5科目） － 0 5 0 0 0 0 0 0 兼7 －

データサイエンスⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

データ解析 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

プログラミングⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

小計（3科目） － 0 3 0 0 0 0 0 0 兼3 －

スポーツ実習Ⅱ 1・2・3前・後 1 ○ 兼8

小計（1科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

人間と文化a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と文化b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

人間と社会a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と社会b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

人間と自然a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と自然b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

教養ゼミ 1・2・3前・後 1 ○ 兼8

小計（1科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 6 58 0 0 0 0 0 0 兼34 －オプション科目　合計（44科目） －

グ
ロ
ー
バ

ル 日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

小計（2科目） －

オ
プ
シ
ョ
ン

留学生特例科目

人
間
と
社

会 日本事情a

日本事情b

小計（2科目） －

オ
プ
シ

ョ
ン

（
ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー
バ
ル

－

情
報
学

－

保
健
体

育

人
間
と
自

然

－

総
合

－

－

人
間
と
文

化

－

人
間
と
社

会

－

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前・後 2 ○ 1 1 オムニバス

2前・後 1 ○ 兼1 集中

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

3前・後 2 ○ 1

－ 5 2 0 1 1 1 0 0 兼2 －

3前・後 1 ○ 3 2 2 オムニバス

－ 1 0 0 3 2 2 0 0 0 －

1前・後 2 ○ 0 兼1

1前・後 2 ○ 0 兼1

1前・後 1 ○ 0 1 兼1 共同

－ 5 0 0 0 1 0 0 0 兼1 －

2前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 兼1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 兼4
集中/オム
ニバス

－ 4 0 0 1 0 0 0 0 兼4 －

1前・後 2 ○ 1

－ 2 0 0 0 1 0 0 0 0 －

1前・後 2 ○ 1 1 オムニバス

1前・後 1 ○ 2 オムニバス

2前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

－ 9 0 0 2 2 2 0 0 0 －

2前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

－ 8 0 0 1 0 0 0 0 0 －

2前・後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 兼1

2前・後 1 ○ 兼1

3前・後 1 ○ 兼1

－ 8 0 0 2 0 0 0 0 兼3 －

疾
病
救
急
医
学

救急現場活動学

特定行為処置論

小児科学

産婦人科学

精神医学

小計（5科目） －

－

専
門
分
野

救
急
医
学
概
論

生命倫理

病院前救急医療概論

救急災害システム論

救急関係法規

救急救命処置概論

災害・救護ボランティア演習

専
門
基
礎
分
野

健
康
と

社
会
保

障
公衆衛生学

小計（1科目）

小計（6科目） －

救
急
症
候
・
病
態
生
理
学

救急症候・病態生理学Ⅰ

救急症候・病態生理学Ⅱ

臨床病態学Ⅰ

臨床病態学Ⅱ

小計（4科目） －

－

疾
患
の
成
り
立
ち
と
回
復

の
過
程

病理学

生化学

薬理学

救急検査概論

小計（4科目） －

人
体
の
構
造
と
機
能

人体構造生理学Ⅰ

人体構造生理学Ⅱ

人体構造生理学実習

小計（3科目）

人
間
と

人
間
生

活
ビジネスマナー論

小計（1科目） －

備考

基
礎
分
野

科
学
的
思
考
の
基
盤

自然災害防災論

救急実務英語

ライフサイエンス論Ⅰ

ライフサイエンス論Ⅱ

救急統計学

小計（5科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

2前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

－ 4 0 0 1 0 0 0 0 0 －

3前・後 1 ○ 1

－ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 －

1前・後 2 ○ 1 1 兼5 共同

1前・後 2 ○ 1 1 兼5 共同

2前・後 3 ○ 1 1 兼5 共同

2前・後 3 ○ 2 兼5 共同

3前・後 2 ○ 2 2 1 兼2 共同

3前・後 2 ○ 2 1 兼2 共同

4前・後 2 ○ 1 1 兼2 共同

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 3 2 2 共同

3前・後 6 ○ 4 2 2 共同

2前・後 1 ○ 1 1 共同

2前・後 1 ○ 1 1 共同

－ 25 4 0 4 2 2 0 0 兼5 －

3前・後 2 ○ 4 2 2

4前・後 2 ○ 4 2 2

－ 4 0 0 4 2 2 0 0 0 －

環
境
障

害
・
急
性

中
毒
医
学

環境障害・急性中毒学

小計（1科目） －

小計（15科目） －

卒
業
研
究

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

小計（2科目） －

救急システム実習Ⅰ

救急システム実習Ⅱ

救急システム実習Ⅲ

救急システム実習Ⅳ

国内救急救命事情

国際救急救命学

専
門
分
野

外
傷
救
急
医
学

外傷救急医学Ⅰ

外傷救急医学Ⅱ

小計（2科目） －

臨
地
実
習

救急救命処置実習Ⅰ

救急救命処置実習Ⅱ

救急救命処置実習Ⅲ

救急救命処置実習Ⅳ

救急救命高度実習Ⅰ

救急救命高度実習Ⅱ

救急救命総合実習

応急手当実習Ⅰ

応急手当実習Ⅱ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

3前・後 2 ○ 2 1 2 オムニバス

3前・後 2 ○ 2 1 2 オムニバス

4前・後 2 ○ 2 2 2 オムニバス

4前・後 2 ○ 2 2 2 オムニバス

4前・後 2 ○ 3 2 2 オムニバス

2前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

4前・後 2 ○ 1

－ 14 6 0 4 2 2 0 0 0 －

－ 90 12 0 4 2 2 0 0 兼15 －

－ 111 70 0 4 2 2 0 0 兼57 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オ
プション科目、専門教育科目、その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例
科目、卒業に必要な単位数に含まれない科目及び再受験科目として申請して
いる科目を除く。

【履修方法】
　○スタンダード科目
　　 必修科目：15単位
    --------------------------------------------------------------
　　（小計）　 15単位

　○オプション科目
　　 必修科目：6単位
　　 選択科目：4単位
    --------------------------------------------------------------
　　（小計）　10単位以上

　○専門教育科目
  　 必修科目：90単位
　　 選択必修科目：1単位
　　--------------------------------------------------------------
　　（小計）　 91単位
　　　　　　　（『臨地実習』の「国内救急救命事情」または、
　　　　　　　　「国際救急救命学」の2科目のうちいずれか1科目
　　　　　　　　 1単位）
　
　○その他
  　 選択科目：8単位
　　--------------------------------------------------------------
　　（小計）　 8単位以上
　　　　　　　（所属学科の専門教育科目、オプション科目、
　　　　　　　　他学科の専門教育科目含む）

　　（合計） 　124単位以上

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

救急救命学科　合計（118科目） －

学位又は称号 学士（救急救命学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除く。）

教養総合学Ⅳ

教養総合学Ⅴ

小計（10科目） －

専門教育科目　合計（59科目） －

専
門
総
合
分
野

総
合
技
術

救急救命学Ⅰ

救急救命学Ⅱ

救急救命学Ⅲ

救急救命学Ⅳ

救急救命総合学

教養総合学Ⅰ

教養総合学Ⅱ

教養総合学Ⅲ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後･2･3前･後 1 〇 兼3 オムニバス

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 3 0 0 0 0 0 0 兼5 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼6 －

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼5 －

1･2前･後 2 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 1 〇 兼3 共同

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 1 〇 兼4 共同

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼11 －

1前 1 〇 兼6 共同

1前･後 1 〇 兼6 共同

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

－ 2 3 0 0 0 0 0 0 兼6 －

共
通
教
育
科
目

国

際

社

会

の

理

解

国
際

人

間

と

思

想

・

文

化

人

間

と

現

代

社

会

人

間

と

科

学

・

技

術

学
際

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

共
通
基
礎

情
報
処
理

歴史学

政治学

－

小計( 9科目) －

小計( 5科目) －

小計( 5科目)

数学基礎

数学

物理学

物理学実験

化学

化学実験

生物学

生物学実験

情報基礎演習

－

小計( 2科目) －

小計( 2科目) －

小計( 2科目) －

小計( 7科目) －

小計( 3科目)

哲学

文学

心理学

日本語表現法

芸術学

文化人類学

コミュニケーション論

現代社会を考えるⅡ

科学・技術と人間生活Ⅰ

科学・技術と人間生活Ⅱ

教育学

統計学

情報倫理・応用演習

情報統計演習

情報管理演習

情報発展演習

基
礎
教
育
科
目

教 育 課 程 等 の 概 要
（総合リハビリテーション学部　リハビリテーション学科　理学療法学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教
養
科
目

法学

経済学

グローバル社会を考えるⅠ

グローバル社会を考えるⅡ

グローバル社会を考えるⅢ

思想・文化を考えるⅠ

思想・文化を考えるⅡ

現代社会を考えるⅠ

11



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 1 〇 兼6

1後 1 〇 兼6

1前 1 〇 兼6

1後 1 〇 兼6

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2･3･4前･後 1 〇 兼1

2･3･4前･後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

－ 4 10 0 0 0 0 0 0 兼12 －

1前･後 1 〇 兼1

1前･後 1 〇 兼4 共同

1前･後 1 〇 兼4 共同

－ 1 2 0 0 0 0 0 0 兼4 －

2･3前･後 2 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 7 72 0 0 0 0 0 0 兼45 －

1前 1 〇 兼9 共同

1前 1 〇 5 2 4 兼1

1前･後 1 〇 3 1 共同

1前･後 1 〇 1 1 兼2 共同

2･3前･後 1 〇 2 1 3 兼3 共同

3･4前･後 1 〇 兼7 共同

1･2前･後 1 〇 兼3 オムニバス

1･2前･後 1 〇 兼4 共同

－ 4 4 0 8 3 7 0 0 兼26 －

－ 4 4 0 8 3 7 0 0 兼26 －

基
礎
教
育
科
目

共
通
教
育
科
目

スタンダード科目 合計( 8科目)

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

－

－

－

小計( 2科目) －

小計( 4科目) －

小計( 8科目) －

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

防災・危機管理学

地域創生論

共通教育科目 合計( 59科目)

日本語Ⅰb

日本語Ⅱa

日本語Ⅱb

外
国
語

保
健
体
育

キ
ャ
リ

ア
教
育

社
会
科
学

共
通
基
礎

外
国
語

小計( 1科目)

Global Communication

日本事情Ⅰ

小計( 14科目) －

小計( 3科目) －

スポーツⅡ

スポーツⅢ

日本事情Ⅱ

日本語Ⅰa

英語Ⅰa

留学生特例科目

基
礎
教
育
科
目

英語Ⅰb

英語Ⅱa

英語Ⅱb

英語Ⅲa

英語Ⅲb

英語Ⅳ

検定英語

ドイツ語a

ドイツ語b

中国語a

中国語b

韓国語a

韓国語b

スポーツⅠ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

1前・後 1 ○ 3 1 兼1 共同

1前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 2 兼2 共同

1前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 1 1 共同

2前・後 2 ○ 1 1 1 オムニバス

1前・後 2 ○ 1 2 オムニバス

－ 15 2 0 4 1 3 1 0 兼2 －

1前・後 2 ○ 3

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

－ 12 0 0 4 1 1 0 0 0 －

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

－ 4 4 0 3 0 0 0 0 0 －

1前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

－ 6 0 0 1 1 1 0 0 0 －

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 2

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1 2 共同

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

－ 7 0 0 0 2 4 0 0 0 －

専
門
分
野

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
分
野

理
学
療
法
評
価
学

人
体
の
構
造
と
機
能
お
よ
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
傷
害
の
成
り
立
ち
お
よ
び
回
復
過
程
の

促
進

保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン
の
理
念

基
礎
理
学
療
法
学

－

－

小計( 9科目) －

小計( 4科目) －

小計( 3科目) －

理学療法研究法

理学療法管理運営学

内科学Ⅱ

小計( 10科目)

小計( 7科目)

神経系機能能力評価学

内部系機能能力評価学

生活支援系評価学

運動系機能能力評価学Ⅰ

運動系機能能力評価学実習Ⅰ

運動系機能能力評価学Ⅱ

運動系機能能力評価学実習Ⅱ

発達障害学

リハビリテーション概論

生命倫理

リハビリテーション心理学

加齢医学

理学療法概論

整形外科学Ⅰ

整形外科学Ⅱ

精神医学

脳神経学Ⅰ

脳神経学Ⅱ

運動学

運動学実習

機能解剖学

人間発達学

医学概論

内科学Ⅰ

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

解剖学実習

生理学Ⅰ

生理学Ⅱ

生理学実習

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1 1 兼1 共同

3前・後 1 ○ 兼2 共同

3前・後 1 ○ 兼1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 1 共同

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 1 1 共同

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 兼1 共同

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 2 共同

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 2 共同

3前・後 1 ○ 1 2 共同

－ 21 2 0 3 2 4 1 0 兼3 －

2前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 1 共同

2前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

－ 3 2 0 1 0 1 0 0 兼2 －

1前・後 1 ○ 5 2 4 兼1

2前・後 1 ○ 5 2 4 兼1

3前・後 2 ○ 6 2 4 兼2

4前・後 14 ○ 5 2 4 1

－ 18 0 0 6 2 4 1 0 兼2 －

4前・後 4 ○ 5 2 4

－ 4 0 0 5 2 4 0 0 0 －

専
門
教
育
科
目

理
学
療
法
治
療
学

地
域
理
学
療
法
学

臨
床
実
習

専
門
分
野

小計( 1科目) －

小計( 21科目) －

小計( 4科目) －

小計( 4科目) －

臨床評価実習

総合臨床実習

検査測定実習

卒業研究

地域理学療法学

地域在宅理学療法学演習

ヘルスプロモーション論

公衆衛生学

臨床体験実習

中枢神経系理学療法治療学実習

生活支援系理学療法治療学

生活支援系理学療法治療学実習

臨床運動学

臨床運動学実習

臨床理学療法演習

運動器理学療法治療学実習

スポーツ外傷治療学

スポーツ外傷治療学演習

発達障害理学療法学

中枢神経系理学療法治療学Ⅰ

中枢神経系理学療法治療学Ⅱ

物理療法学実習

義肢装具学Ⅰ

義肢装具学Ⅱ

内部障害理学療法治療学

内部障害理学療法治療学実習

運動器理学療法治療学

徒手療法学

運動療法学

物理療法学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

4前・後 2 ○ 5 2 4 1

3前・後 2 ○ 5 2 4 兼1

－ 2 2 0 5 2 4 1 0 兼1 －

－ 92 12 0 8 3 5 1 0 兼7 －

－ 103 88 0 9 4 7 1 0 兼71 －

専
門
教
育
科

目

－合計 ( 132科目)

－専門教育科目 合計( 65科目)

専
門
総
合
分

野

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、共通教育科目必修科目7単位、
共通教育科目選択科目12単位、スタンダード科目必修科目4単位、スタンダード科目
選択科目2単位、専門教育科目必修科目92単位、専門教育科目選択科目7単位を修得し、
合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び
卒業に必要な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○ 共通教育科目
　 必修科目：7単位（『基礎教育科目』のうち、「情報処理」2単位、
　　　　　　　　　　「外国語」4単位、「保健体育」1単位）
　 選択科目：12単位（『教養科目』のうち、「国際」1単位、
　　　　　　　　　　　「学際」2単位、『基礎教育科目』のうち、
　　　　　　　　　　　「共通基礎」6単位、「保健体育」1単位のほか、
　　　　　　　　　　　選択科目から2単位以上）
　──────────────────────────────────
　(小計)　　19単位以上

○スタンダード科目
　 必修科目：4単位
　 選択科目：2単位以上
　──────────────────────────────────
   (小計)　　6単位以上

○ 専門教育科目
　 必修科目：92単位（『専門基礎分野』31単位、『専門分野』59単位、
　　　　　　　　　　 『専門総合分野』2単位）
　 選択科目：7単位以上（『専門基礎分野』、『専門分野』、『専門総合分野』、
　　　　　　　　　　　　または以下の学科・専攻の科目の中から7単位以上）

　　　＜リハビリテーション学科・作業療法学専攻＞
　　　　介護予防方法論、就労支援技術学、作業療法特別講義
　　　＜リハビリテーション学科・言語聴覚療法学専攻＞
　　　　言語聴覚障害学概論Ⅰ、言語聴覚障害学概論Ⅱ、嚥下系障害学概論Ⅰ
　　　＜リハビリテーション支援学科・義肢装具学専攻＞
　　　　リハビリテーション心理学、福祉住環境学、ユニバーサルデザイン、
　　　　センサー制御学演習Ⅰ
　──────────────────────────────────
　（小計） 99単位以上

   (合計)　124単位以上

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（理学療法学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ関係）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

小計( 2科目) －

総
合
技
術

理学療法学演習

理学療法特別講義
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後･2･3前･後 1 〇 兼3 オムニバス

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 3 0 0 0 0 0 0 兼5 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

1後･2･3前･後 1 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

－ 0 14 0 0 0 0 0 0 兼6 －

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

－ 0 10 0 0 0 0 0 0 兼5 －

1･2前･後 2 〇 1

1前 1 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 1 〇 兼3 共同

1･2前･後 2 〇 兼1

1･2前･後 1 〇 兼4 共同

－ 0 14 0 0 1 0 0 0 兼11 －

1前 1 〇 1 兼5 共同

1前･後 1 〇 1 兼6 共同

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

1･2前･後 1 〇 兼2 共同

－ 2 3 0 0 1 0 0 0 兼6 －

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

教
養
科
目

グローバル社会を考えるⅠ

グローバル社会を考えるⅡ

－

小計( 3科目)

文化人類学

コミュニケーション論

－

小計( 9科目) －

小計( 5科目) －

法学

経済学

科学・技術と人間生活Ⅰ

科学・技術と人間生活Ⅱ

歴史学

政治学

教育学

統計学

数学基礎

数学

物理学

物理学実験

化学

化学実験

生物学

生物学実験

情報基礎演習

小計( 7科目)

哲学

文学

心理学

日本語表現法

芸術学

教 育 課 程 等 の 概 要
（総合リハビリテーション学部　リハビリテーション学科　義肢装具学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

小計( 2科目) －

小計( 2科目) －

小計( 2科目) －

グローバル社会を考えるⅢ

思想・文化を考えるⅠ

思想・文化を考えるⅡ

現代社会を考えるⅠ

現代社会を考えるⅡ

小計( 5科目)

情報倫理・応用演習

情報統計演習

情報管理演習

情報発展演習

国
際
社
会
の
理
解

国
際

人

間

と

思

想

・

文

化

人

間

と

現

代

社

会

人

間

と

科

学

・

技

術

学
際

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

共
通
基
礎

情
報
処
理
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 1 〇 兼6

1後 1 〇 兼6

1前 1 〇 兼6

1後 1 〇 兼6

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

2･3･4前･後 1 〇 兼1

2･3･4前･後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

－ 4 10 0 0 0 0 0 0 兼12 －

1前･後 1 〇 兼2

1前･後 1 〇 兼5 共同

1前･後 1 〇 兼4 共同

－ 1 2 0 0 0 0 0 0 兼5 －

2･3前･後 2 〇 兼1

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1前 1 〇 兼1

1後 1 〇 兼1

2前 1 〇 兼1

2後 1 〇 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 7 72 0 0 1 0 0 0 兼48 －

1前 1 〇 兼11 共同

1前 1 〇 8 1 2 1

1前･後 1 〇 共同

1前･後 1 〇 共同

2･3前･後 1 〇 1 兼7 共同

3･4前･後 1 〇 兼6 共同

1･2前･後 1 〇 兼3 オムニバス

1･2前･後 1 〇 兼4 共同

－ 4 4 0 8 1 2 1 0 兼29 －

兼1 4 4 0 8 1 2 1 0 兼29 －

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

基
礎
教
育
科
目

ドイツ語a

ドイツ語b

－

小計( 3科目) －

スポーツⅡ

スポーツⅢ

英語Ⅰa

英語Ⅰb

英語Ⅱa

英語Ⅱb

英語Ⅲa

英語Ⅲb

英語Ⅳ

検定英語

中国語a

中国語b

韓国語a

韓国語b

スポーツⅠ

日本語Ⅱb

外
国
語

保
健
体
育

キ
ャ
リ
ア

教
育

社
会
科
学

共
通
基
礎

外
国
語

小計( 1科目)

Global Communication

日本事情Ⅰ

日本事情Ⅱ

日本語Ⅰa

小計( 14科目)

共
通
教
育
科
目

スタンダード科目 合計( 8科目)

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

－

－

－

小計( 2科目) －

小計( 4科目) －

小計( 8科目) －

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

防災・危機管理学

地域創生論

共通教育科目 合計( 59科目)

日本語Ⅰb

留学生特例科目

日本語Ⅱa
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

1前・後 1 ○ 3 1 兼1 共同

1前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 2 兼2 共同

1前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 1 1 共同

2前・後 2 ○ 1 1 1 オムニバス

1前・後 2 ○ 1 2 オムニバス

－ 15 2 0 4 1 3 1 0 兼2 －

1前・後 2 ○ 3

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

－ 12 0 0 4 1 1 0 0 0 －

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

－ 4 4 0 3 0 0 0 0 0 －

1前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

－ 6 0 0 1 1 1 0 0 0 －

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 2

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1 2 共同

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

－ 7 0 0 0 2 4 0 0 0 －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

内科学Ⅰ

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

解剖学実習

生理学Ⅰ

生理学Ⅱ

生理学実習

整形外科学Ⅰ

整形外科学Ⅱ

精神医学

脳神経学Ⅰ

脳神経学Ⅱ

運動学

運動学実習

機能解剖学

人間発達学

医学概論

運動系機能能力評価学Ⅰ

運動系機能能力評価学実習Ⅰ

運動系機能能力評価学Ⅱ

運動系機能能力評価学実習Ⅱ

発達障害学

リハビリテーション概論

生命倫理

リハビリテーション心理学

加齢医学

理学療法概論

神経系機能能力評価学

内部系機能能力評価学

生活支援系評価学

小計( 10科目)

小計( 7科目)

－

小計( 9科目) －

小計( 4科目) －

小計( 3科目) －

理学療法研究法

理学療法管理運営学

内科学Ⅱ

－

人
体
の
構
造
と
機
能
お
よ
び
心
身
の
発
達

疾
病
と
傷
害
の
成
り
立
ち
お
よ
び
回
復
過
程
の

促
進

保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー

シ

ョ
ン
の
理
念

基
礎
理
学
療
法
学

理
学
療
法
評
価
学

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

専
門
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前・後 2 ○ 1

3前・後 2 ○ 1

2前・後 1 ○ 1

2前・後 1 ○ 1 1 兼1 共同

3前・後 1 ○ 兼2 共同

3前・後 1 ○ 兼1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 1 共同

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 1 1 共同

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 兼1 共同

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 2 共同

3前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 2 共同

3前・後 1 ○ 1 2 共同

－ 21 2 0 3 2 4 1 0 兼3 －

2前・後 1 ○ 1

3前・後 1 ○ 1 1 共同

2前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

－ 3 2 0 1 0 1 0 0 兼2 －

1前・後 1 ○ 5 2 4 兼1

2前・後 1 ○ 5 2 4 兼1

3前・後 2 ○ 6 2 4 兼2

4前・後 14 ○ 5 2 4 1

－ 18 0 0 6 2 4 1 0 兼2 －

4前・後 4 ○ 5 2 4

－ 4 0 0 5 2 4 0 0 0 －

徒手療法学

運動療法学

物理療法学

物理療法学実習

義肢装具学Ⅰ

義肢装具学Ⅱ

内部障害理学療法治療学

内部障害理学療法治療学実習

運動器理学療法治療学

運動器理学療法治療学実習

スポーツ外傷治療学

スポーツ外傷治療学演習

発達障害理学療法学

中枢神経系理学療法治療学Ⅰ

中枢神経系理学療法治療学Ⅱ

中枢神経系理学療法治療学実習

生活支援系理学療法治療学

生活支援系理学療法治療学実習

臨床運動学

臨床運動学実習

臨床理学療法演習

卒業研究

地域理学療法学

地域在宅理学療法学演習

ヘルスプロモーション論

公衆衛生学

臨床体験実習

小計( 21科目) －

小計( 4科目) －

小計( 4科目) －

臨床評価実習

総合臨床実習

検査測定実習

専
門
分
野

小計( 1科目) －

理
学
療
法
治
療
学

地
域
理
学
療
法
学

臨
床
実
習

専
門
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

4前・後 2 ○ 5 2 4 1

3前・後 2 ○ 5 2 4 兼1

－ 2 2 0 5 2 4 1 0 兼1 －

－ 92 12 0 8 3 5 1 0 兼7 －

－ 103 88 0 9 4 7 1 0 兼71 －

理学療法学演習

理学療法特別講義

小計( 2科目) －

総
合
技
術

学士（理学療法学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ関係）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

専
門
総
合
分

野

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、共通教育科目必修科目7単位、
共通教育科目選択科目12単位、スタンダード科目必修科目4単位、スタンダード科目
選択科目2単位、専門教育科目必修科目92単位、専門教育科目選択科目7単位を修得し、
合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び
卒業に必要な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○ 共通教育科目
　 必修科目：7単位（『基礎教育科目』のうち、「情報処理」2単位、
　　　　　　　　　　「外国語」4単位、「保健体育」1単位）
　 選択科目：12単位（『教養科目』のうち、「国際」1単位、
　　　　　　　　　　　「学際」2単位、『基礎教育科目』のうち、
　　　　　　　　　　　「共通基礎」6単位、「保健体育」1単位のほか、
　　　　　　　　　　　選択科目から2単位以上）
　──────────────────────────────────
　(小計)　　19単位以上

○スタンダード科目
　 必修科目：4単位
　 選択科目：2単位以上
　──────────────────────────────────
   (小計)　　6単位以上

○ 専門教育科目
　 必修科目：92単位（『専門基礎分野』31単位、『専門分野』59単位、
　　　　　　　　　　 『専門総合分野』2単位）
　 選択科目：7単位以上（『専門基礎分野』、『専門分野』、『専門総合分野』、
　　　　　　　　　　　　または以下の学科・専攻の科目の中から7単位以上）

　　　＜リハビリテーション学科・作業療法学専攻＞
　　　　介護予防方法論、就労支援技術学、作業療法特別講義
　　　＜リハビリテーション学科・言語聴覚療法学専攻＞
　　　　言語聴覚障害学概論Ⅰ、言語聴覚障害学概論Ⅱ、嚥下系障害学概論Ⅰ
　　　＜リハビリテーション支援学科・義肢装具学専攻＞
　　　　リハビリテーション心理学、福祉住環境学、ユニバーサルデザイン、
　　　　センサー制御学演習Ⅰ
　──────────────────────────────────
　（小計） 99単位以上

   (合計)　124単位以上

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号

専
門
教
育
科

目

－合計 ( 132科目)

－専門教育科目 合計( 65科目)
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 2 兼1 オムニバス

1前 1 ○ 1 2 2 1

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1 兼6
オムニバス・
共同（一部）

1前 1 ○ 兼4 共同

1後 1 ○ 兼4 共同

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼8 共同

－ 15 0 0 3 5 3 1 0 兼25 －

－ 15 0 0 3 5 3 1 0 兼25 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼2 －

哲学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文学 1・2・3前・後 2 ○ 1

心理学 1・2・3前・後 2 ○ 1

芸術学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文化人類学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 2 0 0 0 0 兼3 －

日本国憲法 1・2・3前・後 2 ○ 1

経済学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

歴史学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

政治学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 1 0 0 0 兼3 －

統計学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

数学基礎 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

数学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

物理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

化学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

生物学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

科学実験a 1・2・3前・後 1 ○ 兼3 共同

科学実験b 1・2・3前・後 1 ○ 兼4 共同

－ 0 13 0 0 0 0 0 0 兼8 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 1 1 0 0 0 0 －

Reading & Writing 2・3前・後 1 ○ 兼1

英語プレゼンテーション 2・3前・後 1 ○ 兼1

検定英語 2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（5科目） － 0 5 0 1 0 0 0 0 兼4 －

データサイエンスⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

データ解析 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

プログラミングⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

小計（3科目） － 0 3 0 0 0 0 0 0 兼3 －

スポーツ実習Ⅱ 1・2・3前・後 1 ○ 兼8

小計（1科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー

バ
ル

－

情
報
学

－

保
健

体
育

－

－

人
間
と
社
会

小計（4科目） －

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ベ
ー

シ
ッ

ク
）

人
間
と
自
然

小計（8科目） －

総
合

日本語表現法

コミュニケーション論

小計（2科目） －

－

情
報
学

プログラミングⅠ

小計（1科目） －

スポーツ実習Ⅰ

小計（15科目） －

スタンダード科目　合計（15科目） －

オ
プ
シ
ョ

ン
科
目

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ベ
ー

シ
ッ

ク
）

グ
ロ
ー

バ
ル

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

小計（4科目）

人
間
と
文
化

小計（5科目）

スポーツ学

備考

ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

地域創生と危機管理

デジタルコミュニケーション

データサイエンスⅠ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

教 育 課 程 等 の 概 要
（健康科学部　医療福祉学科)

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間と文化a 1・2・3前・後 1 ○ 1

人間と文化b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 1 0 0 兼1 －

人間と社会a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と社会b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（2科目） － 0 2 0 1 0 0 0 0 兼1 －

人間と自然a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と自然b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

教養ゼミ 1・2・3前・後 1 ○ 1 1 兼6

小計（1科目） － 0 1 0 1 0 1 0 0 兼6 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 1 0 0 0 0 0 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 0 1 0 0 0 0 －

－ 0 64 0 5 5 3 1 0 兼41 －

日本語Ⅱ

小計（2科目） －

オプション科目　合計（44科目） －

備考

－

人
間
と

自
然

－

総
合

科
目

区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－

オ
プ
シ
ョ

ン

留学生特例科目

人
間
と

社
会

日本事情ａ

日本事情ｂ

小計（2科目） －

グ
ロ
ー

バ

ル 日本語Ⅰ

オ
プ
シ
ョ

ン
科
目

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

人
間
と

文
化

－

人
間
と

社
会

専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

ソーシャルワーク入門　 1前・後 1 ○ 1 2 共同

医学・医療概論 1前・後 1 ○ 兼1

医療・生命倫理 1前・後 1 ○ 兼1

小計（5科目） － 1 6 0 3 2 0 0 0 兼1 －

人体の構造と機能及び疾病 1前・後 2 ○ 兼1

社会調査の基礎 2前・後 2 ○ 兼1

相談援助の理論と方法ⅠA　 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅠB　 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅡA　 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅡB 2前・後 2 ○ 1

相談援助の基盤と専門職Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

相談援助の基盤と専門職Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

地域福祉の理論と方法Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域福祉の理論と方法Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

福祉行財政と福祉計画 2・3前・後 2 ○ 兼1

福祉サービスの組織と経営 2・3前・後 2 ○ 兼1

社会保障Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会保障Ⅱ　 2前・後 2 ○ 1

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 2前・後 2 ○ 1

障がいの理解 1前・後 2 ○ 1

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 1・2前・後 2 ○ 1

低所得者に対する支援と生活保護制度 3前・後 2 ○ 1

保健医療サービス 2前・後 2 ○ 1

就労支援サービス　 3前・後 1 ○ 1

権利擁護と成年後見制度 3前・後 2 ○ 1

更生保護制度 3前・後 1 ○ 兼1

社会福祉援助技術演習Ⅰ 3前・後 3 ○ 1 3 1

社会福祉援助技術演習Ⅱ 3前・後 2 ○ 1 3 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習 3通 4 ○ 3 1 1

－ 0 58 0 2 5 1 1 0 兼4 －

単位数 授業形態

備考

専
門
基
礎
科
目

科目
区分

社
会
福
祉
系
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

専任教員等の配置

現代社会と福祉Ⅰ

配当年次授業科目の名称

現代社会と福祉Ⅱ

－

小計（30科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

精神疾患とその治療Ⅰ 3前・後 2 ○ 兼1

精神疾患とその治療Ⅱ 3前・後 2 ○ 兼1

精神保健の課題と支援Ⅰ 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健の課題と支援Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉相談援助の基盤(専門)　 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅠA 3前・後 2 ○ 1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅠB 3前・後 2 ○ 1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅡA 4前・後 2 ○ 1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅡB 4前・後 2 ○ 1

精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ 3前・後 2 ○ 1

精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ 3前・後 2 ○ 1

精神障害者の生活支援システム 3前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉援助演習Ⅰ 3前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助演習Ⅱ 3前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助演習Ⅲ 4前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ　 3前 1 ○ 1

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 3前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 4前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助実習 3後・4前・後 5 ○ 1

－ 0 35 0 0 1 0 0 0 兼2 －

発達と老化の理解　 2前・後 2 ○ 1

認知症の理解 3前・後 2 ○ 兼1

認知症のケア　 3前・後 2 ○ 1

心と体の仕組み 1前・後 2 ○ 1

介護の基本ⅠA　 1前・後 2 ○ 1

介護の基本ⅠB　 1前・後 2 ○ 1

介護の基本Ⅱ 3前・後 2 ○ 1

リハビリテーション論 3前・後 2 ○ 兼1

レクリエーション活動援助法 1前・後 1 ○ 兼1

介護マネジメント論 3前・後 2 ○ 兼1

コミュニケーション技術Ⅰ　 2前・後 1 ○ 1

コミュニケーション技術Ⅱ 3前・後 1 ○ 兼1

家政学概論Ⅰ　 2前・後 2 ○ 兼1

家政学概論Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

家政学演習Ⅰ(栄養)　 2前・後 1 ○ 兼1

家政学演習Ⅱ(被服) 2・3前・後 1 ○ 兼1

生活支援技術Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

生活支援技術Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

生活支援技術Ⅲ 2前・後 1 ○ 1 兼1

生活支援技術Ⅳ 3前・後 1 ○ 1 兼1

介護過程Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

介護過程ⅡA 2前・後 1 ○ 1

介護過程ⅡB 2前・後 1 ○ 1

介護過程ⅢA 3前・後 1 ○ 1

介護過程ⅢB　 3前・後 1 ○ 1

介護総合演習Ⅰ 1前・後 1 ○ 1 2

介護総合演習Ⅱ 2前・後 1 ○ 1 2

介護総合演習Ⅲ 3前・後 1 ○ 1 2

精
神
保
健
福
祉
系
科
目

小計（19科目） －

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

介
護
福
祉
系
科
目

授業科目の名称 備考
科目
区分

配当年次

単位数 専任教員等の配置授業形態
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

介護実習Ⅰ 1通 2 ○ 1 2

介護実習Ⅱ 2通 4 ○ 1 2

介護実習Ⅲ 3通 4 ○ 1 2

介護予防と終末期のケア 3前・後・4前 2 ○ 1

医療的ケアⅠ 3前・後 2 ○ 1 兼1

医療的ケアⅡ 3前・後 2 ○ 1 兼1

医療的ケアⅢ 3前・後 1 ○ 1 兼1

－ 0 59 0 2 2 2 0 0 兼7 －

保育原理 1前・後 2 ○ 1

教育原理 1前・後 2 ○ 兼1

社会的養護Ⅰ 3前・後 2 ○ 1

保育者論 1・2前・後 2 ○ 1

保育の心理学 1前・後 2 ○ 兼1

子ども家庭支援の心理学 1前・後 2 ○ 兼1

子どもの保健 2前・後 2 ○ 1

子ども家庭支援論 2前・後 2 ○ 1

児童文学 2前・後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

子育て支援 3前・後 1 ○ 1

子どもの理解と援助 1前・後 1 ○ 兼1

子どもの健康と安全 2前・後 1 ○ 1

子どもの食と栄養 1前・後 2 ○ 1

保育の計画と評価 1前・後 2 ○ 兼1

保育内容総論 1前・後 1 ○ 兼1

保育内容演習Ⅰ（健康） 1前・後 1 ○ 1

保育内容演習Ⅱ（人間関係） 2前・後 1 ○ 1

保育内容演習Ⅲ（環境） 2前・後 1 ○ 兼1

保育内容演習Ⅳ（言葉） 1前・後 1 ○ 1

保育内容演習Ⅴ（表現） 1前・後 1 ○ 1

乳児保育Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

乳児保育Ⅱ 2前・後 1 ○ 1

障がい児保育 3前・後 2 ○ 1

社会的養護Ⅱ 3前・後 1 ○ 1

保育内容の理解と方法Ⅰ 1前・後 2 ○ 1 兼2

保育内容の理解と方法Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

保育内容の理解と方法Ⅲ 1前・後 1 ○ 兼1

母子保健 3前・後 1 ○ 1

病児保育 3前・後 1 ○ 1

保育実習概論 2前・後 1 ○ 3 2

保育実習指導Ⅰ－1（保育所） 2前・後 1 ○ 3 2

保育実習指導Ⅰ－2（施設） 3前・後 1 ○ 3 2

保育実習Ⅰ-1（保育所） 2通 2 ○ 3 2

保育実習Ⅰ-2（施設） 3通 2 ○ 3 2

保育実践演習 3・4前・後 2 ○ 1

保育実習指導Ⅱ 3前・後 1 ○ 3 2

保育実習Ⅱ 3通 2 ○ 3 2

保育実習指導Ⅲ 3前・後 1 ○ 3 2

保育実習Ⅲ 3通 2 ○ 3 2

－ 0 59 0 2 1 2 0 0 兼8 －

専任教員等の配置

備考

小計（39科目）

科目
区分

介
護
福
祉
系
科
目

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

－

－

保
育
系
科
目

小計（35 科目）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

国際福祉論 2前・後 2 ○ 1

国際医療福祉演習 1前・後 1 ○ 1

社会福祉法概論　 2前・後 2 ○ 1

音楽療法概論 2前・後 2 ○ 1

生涯発達心理学 2前・後 2 ○ 兼1

障害者心理学 1前・後 2 ○ 1

社会理論と社会システム 1前・後 2 ○ 兼1

社会福祉総論Ⅰ 4前・後 2 ○ 1

社会福祉総論Ⅱ 4前・後 2 ○ 1

総合福祉論 4前・後 4 ○ 2 6 2 1 兼1 オムニバス

ウェルネスビジネス論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

ウェルネスビジネス論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

－ 0 25 0 3 6 2 1 0 兼3 －

専門演習ⅠA 2前・後 1 ○ 2 5 4

専門演習ⅠB　 2前・後 1 ○ 2 5 4

専門演習ⅡA 3前・後 2 ○ 2 5 4

専門演習ⅡB 3前・後 2 ○ 2 5 4

卒業研究Ⅰ　 4前・後 2 ○ 3 5 4

卒業研究Ⅱ　 4前・後 2 ○ 3 5 4

－ 10 0 0 3 5 4 0 0 0 －

－ 11 242 0 7 8 5 1 0 兼24 －

2・3前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 0 8 2 0 1 0 0 0 －

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 兼1

学校教育心理学 2前・後 2 ○ 兼1

特別支援教育論 2前・後 1 ○ 兼1

教育課程論 3前・後 2 ○ 兼1

総合的な学習の時間の指導法 3前・後 1 ○ 兼1

特別活動の指導法 3前・後 2 ○ 兼1

教育方法論 2前・後 2 ○ 兼1

生徒指導論 2前・後 1 ○ 兼1

教育相談 3前・後 1 ○ 兼1

進路指導・キャリア教育論 3前・後 1 ○ 兼1

教育実習（高） 3後・4前 3 ○ 1 兼3

4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 0 23 0 0 1 0 0 兼6 －

－ 26 306 31 7 8 5 1 0 兼66 －

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教科及び教科の指導法に関する科目　合計（ 4 科目） －

教育原論

教職実践演習（高）

教職に関する科目　合計（ 14 科目） －

合計（223 科目） －

教職概論

－小計（6科目）

－

専門教育科目　合計（ 85 科目） －

専
門
演
習

教育制度論

関
連
科
目

介護概論（介護技術を含む）

社会福祉総合実習

福祉科教育法Ⅰ

福祉科教育法Ⅱ

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

科目
区分

小計（12 科目）

授業科目の名称
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卒業要件及び履修方法 授業期間等

＜医療福祉学専攻＞

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、専門教育科目、
  その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒業に必要
　な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○スタンダード科目
　必修科目：15単位
　
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　　15単位以上

○オプション科目

　選択科目： 8単位
――――――――――――――――――――――――――――――――――
 （小計）　  8単位以上

○専門教育科目
　必修科目：11単位
　　　　　 （「専門基礎科目」1単位、「専門科目」10単位）
　選択必修科目：38単位
           〔「現代社会と福祉Ⅰ」2単位、 「現代社会と福祉Ⅱ」2単位、 「相談援助の理論と
　　　　　　 方法ⅡA」2単位 、「相談援助の基盤と専門職Ⅰ」2単位、 「相談援助の理論と
　　　　　　 方法ⅠA」2単位 、「相談援助の理論と方法ⅡB」2単位、「相談援助の基盤と
　　　　　　 専門職Ⅱ」2単位 、「相談援助の理論と方法ⅠB」2単位 、「地域福祉の理論と
　　　　　　 方法Ⅰ」2単位、「地域福祉の理論と方法Ⅱ」2単位、「社会保障Ⅰ」2単位 、
　　　　　　 「社会保障Ⅱ」2単位、「高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ」2単位、
　　　　　　 「高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ」2単位、「障害者に対する支援と障害者自立
　　　　　　 支援制度」2単位、「障がいの理解」2単位、「児童や家庭に対する支援と児童・家庭
　　　　　　 福祉制度」2単位、「保健医療サービス」2単位、「権利擁護と成年後見制度」 2単位〕
　
　選択科目：42 単位
　　　　　　　（「専門基礎科目」「専門科目」から42単位）
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　  91 単位以上

○その他：10単位
　 オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を
   修得すること。

 (合計）    124単位以上

１学年の学期区分 2 学期

１学期の授業期間 15  週

１時限の授業時間 90  分

学位又は称号 学士(医療福祉学) 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係
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卒業要件及び履修方法 授業期間等

＜介護福祉学専攻＞

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、専門教育科目、
  その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒業に必要
　な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○スタンダード科目
　必修科目：15単位
　
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　　15単位以上

○オプション科目

　選択科目：8単位
――――――――――――――――――――――――――――――――――
 （小計）　 8単位以上

○専門教育科目
　必修科目：11単位
　　　　　　  （「専門基礎科目」1単位、「専門科目」10単位）
　選択必修科目：56単位
             〔「人体の構造と機能及び疾病」2単位、「相談援助の理論と方法ⅠA」2単位、
　　　　　　　 「相談援助の理論と方法ⅠB」2単位、「高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ」2単位、
　　　　　　　 「高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ」2単位、「障がいの理解」2単位、「児童や家庭に
　　　　　　　  対する支援と児童・家庭福祉制度」2単位、「介護の基本ⅠA」2単位、「介護の基本ⅠB」
　　　　　　　　2単位、「レクリエーション活動援助法」1単位、「コミュニケーション技術Ⅰ」1単位、
　　　　　　　　「コミュニケーション技術Ⅱ」1単位、「家政学概論Ⅰ」2単位、「家政学演習Ⅰ(栄養)」
　　　　　　　　1単位、「生活支援技術Ⅰ」2単位、「生活支援技術Ⅱ」2単位、「生活支援技術Ⅲ」1単位、
　　　　　　　 「介護過程Ⅰ」2単位、「介護過程ⅡA」1単位、「介護過程ⅡB」1単位、「介護総合演習Ⅰ」
　　　　　　　　1単位、「介護総合演習Ⅱ」1単位、「介護実習Ⅰ」2単位、「介護実習Ⅱ」4単位、
　　　　　　　 「発達と老化の理解」 2単位、「認知症の理解」2単位、「認知症のケア」2単位、
　　　　　　　 「心と体の仕組み」2単位、「医療的ケアⅠ」2単位、「医療的ケアⅡ」2単位、
               「医療的ケアⅢ」1単位、「生涯発達心理学」 2単位〕

　選択科目：24 単位
　　　　　　　（「専門基礎科目」「専門科目」から24単位）

――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　  91 単位以上

○その他：10単位
　 オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を
   修得すること。

（合計） 　 124単位以上

１学年の学期区分 2 学期

１学期の授業期間 15  週

１時限の授業時間 90  分
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卒業要件及び履修方法 授業期間等

＜保育福祉学専攻＞

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、専門教育科目、
  その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒業に必要
　な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○スタンダード科目
　必修科目：15単位
　
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　　15単位以上

○オプション科目

　選択科目：8単位
――――――――――――――――――――――――――――――――――
 （小計）　 8単位以上

○専門教育科目
　必修科目：11単位
　　　　　　  （「専門基礎科目」1単位、「専門科目」10単位）
　選択必修科目：50単位
             〔「現代社会と福祉Ⅰ」2単位、「保育原理」2単位、「教育原理」2単位、
　　　　　　　 「児童と家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度」2単位、 「子育て支援」1単位、
　　　　　　 　「社会的養護Ⅰ」2単位、「保育者論」2単位、「保育の心理学」2単位、
　　　　　　　 「子ども家庭支援の心理学」2単位、「子どもの理解と援助」1単位、「子どもの保健」
　　　　　　　　2単位、  「子どもの健康と安全」1単位、「子どもの食と栄養」2単位、「子ども家庭
               支援論」2単位、「保育の計画と評価」2単位、「保育内容総論」1単位、
               「保育内容演習Ⅰ（健康)」1単位、「保育内容演習Ⅱ(人間関係)」1単位、
               「保育内容演習Ⅲ(環境)」1単位、「保育内容演習Ⅳ(言葉)」1単位、
               「保育内容演習Ⅴ(表現)」1単位、「乳児保育Ⅰ」2単位、「乳児保育Ⅱ」1単位、
               「障がい児保育」2単位、「社会的養護Ⅱ」1単位、「保育内容の理解と方法Ⅰ」
               2単位、「保育内容の理解と方法Ⅱ」2単位、 保育実習概論(1単位）、
               保育実習指導Ⅰ―1(保育所)(1単位）、 保育実習指導Ⅰ―2(施設)(1単位）、
               保育実習Ⅰ―1(保育所)(2単位）、保育実習Ⅰ―2(施設)(2単位）〕
　
　選択科目：30 単位
　　　　　　　（「専門基礎科目」「専門科目」から30単位）
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　　91 単位以上

○その他：10単位
　 オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を
   修得すること。

（合計） 　 124単位以上

１学年の学期区分 2 学期

１学期の授業期間 15  週

１時限の授業時間 90  分
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修
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択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 2 兼1 オムニバス

1前 1 ○ 1 2 2 1

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1 兼6
オムニバス・
共同（一部）

1前 1 ○ 兼4 共同

1後 1 ○ 兼4 共同

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼8 共同

－ 15 0 0 3 5 3 1 0 兼25 －

－ 15 0 0 3 5 3 1 0 兼25 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼2 －

哲学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文学 1・2・3前・後 2 ○ 1

心理学 1・2・3前・後 2 ○ 1

芸術学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文化人類学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 2 0 0 0 0 兼3 －

日本国憲法 1・2・3前・後 2 ○ 1

経済学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

歴史学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

政治学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 1 0 0 0 兼3 －

統計学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

数学基礎 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

数学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

物理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

化学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

生物学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

科学実験a 1・2・3前・後 1 ○ 兼3 共同

科学実験b 1・2・3前・後 1 ○ 兼4 共同

－ 0 13 0 0 0 0 0 0 兼8 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 1 1 0 0 0 0 －

Reading & Writing 2・3前・後 1 ○ 兼1

英語プレゼンテーション 2・3前・後 1 ○ 兼1

検定英語 2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（5科目） － 0 5 0 1 0 0 0 0 兼4 －

データサイエンスⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

データ解析 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

プログラミングⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

小計（3科目） － 0 3 0 0 0 0 0 0 兼3 －

スポーツ実習Ⅱ 1・2・3前・後 1 ○ 兼8

小計（1科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

教 育 課 程 等 の 概 要
（健康科学部　医療福祉学科 医療福祉学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

スポーツ学

備考

ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

地域創生と危機管理

デジタルコミュニケーション

データサイエンスⅠ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

オ
プ
シ
ョ

ン
科
目

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ベ
ー

シ
ッ

ク
）

グ
ロ
ー

バ
ル

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

小計（4科目）

人
間
と
文
化

小計（5科目）

スポーツ実習Ⅰ

小計（15科目） －

スタンダード科目　合計（15科目） －

－

情
報
学

プログラミングⅠ

小計（1科目） －

－

人
間
と
社
会

小計（4科目） －

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ベ
ー

シ
ッ

ク
）

人
間
と
自
然

小計（8科目） －

総
合

日本語表現法

コミュニケーション論

小計（2科目） －

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー

バ
ル

－

情
報
学

－

保
健

体
育

－

【参　考】
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教
　
授

准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間と文化a 1・2・3前・後 1 ○ 1

人間と文化b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 1 0 0 兼1 －

人間と社会a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と社会b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（2科目） － 0 2 0 1 0 0 0 0 兼1 －

人間と自然a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と自然b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

教養ゼミ 1・2・3前・後 1 ○ 1 1 兼6

小計（1科目） － 0 1 0 1 0 1 0 0 兼6 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 1 0 0 0 0 0 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 0 1 0 0 0 0 －

－ 0 64 0 5 5 3 1 0 兼41 －

専任教員等の配置

－

オ
プ
シ
ョ

ン

留学生特例科目

人
間
と

社
会

日本事情ａ

日本事情ｂ

小計（2科目） －

グ
ロ
ー

バ

ル 日本語Ⅰ

オ
プ
シ
ョ

ン
科
目

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

人
間
と

文
化

－

人
間
と

社
会

日本語Ⅱ

小計（2科目） －

オプション科目　合計（44科目） －

備考

－

人
間
と

自
然

－

総
合

科
目

区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態
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義

演
　
習

実
験
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教
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

ソーシャルワーク入門　 1前・後 1 ○ 1 2 共同

医学・医療概論 1前・後 1 ○ 兼1

医療・生命倫理 1前・後 1 ○ 兼1

小計（5科目） － 1 6 0 3 2 0 0 0 兼1 －

人体の構造と機能及び疾病 1前・後 2 ○ 兼1

社会調査の基礎 2前・後 2 ○ 兼1

相談援助の理論と方法ⅠA　 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅠB　 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅡA　 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅡB 2前・後 2 ○ 1

相談援助の基盤と専門職Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

相談援助の基盤と専門職Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

地域福祉の理論と方法Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域福祉の理論と方法Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

福祉行財政と福祉計画 2・3前・後 2 ○ 兼1

福祉サービスの組織と経営 2・3前・後 2 ○ 兼1

社会保障Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会保障Ⅱ　 2前・後 2 ○ 1

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 2前・後 2 ○ 1

障がいの理解 1前・後 2 ○ 1

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 1・2前・後 2 ○ 1

低所得者に対する支援と生活保護制度 3前・後 2 ○ 1

保健医療サービス 2前・後 2 ○ 1

就労支援サービス　 3前・後 1 ○ 1

権利擁護と成年後見制度 3前・後 2 ○ 1

更生保護制度 3前・後 1 ○ 兼1

社会福祉援助技術演習Ⅰ 3前・後 3 ○ 1 3 1

社会福祉援助技術演習Ⅱ 3前・後 2 ○ 1 3 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習 3通 4 ○ 3 1 1

－ 0 58 0 2 5 1 1 0 兼4 －

単位数 授業形態

備考

専
門
基
礎
科
目

科目
区分

社
会
福
祉
系
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

専任教員等の配置

現代社会と福祉Ⅰ

配当年次授業科目の名称

現代社会と福祉Ⅱ

－

小計（30科目） －
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精神疾患とその治療Ⅰ 3前・後 2 ○ 兼1

精神疾患とその治療Ⅱ 3前・後 2 ○ 兼1

精神保健の課題と支援Ⅰ 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健の課題と支援Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉相談援助の基盤(専門)　 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅠA 3前・後 2 ○ 1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅠB 3前・後 2 ○ 1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅡA 4前・後 2 ○ 1

精神保健福祉の理論と相談援助の展開ⅡB 4前・後 2 ○ 1

精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ 3前・後 2 ○ 1

精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ 3前・後 2 ○ 1

精神障害者の生活支援システム 3前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉援助演習Ⅰ 3前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助演習Ⅱ 3前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助演習Ⅲ 4前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ　 3前 1 ○ 1

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 3前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 4前・後 1 ○ 1

精神保健福祉援助実習 3後・4前・後 5 ○ 1

－ 0 35 0 0 1 0 0 0 兼2 －

発達と老化の理解　 2前・後 2 ○ 1

認知症の理解 3前・後 2 ○ 兼1

認知症のケア　 3前・後 2 ○ 1

心と体の仕組み 1前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 1 0 0 0 0 兼1 －

保育原理 1前・後 2 ○ 1

教育原理 1前・後 2 ○ 兼1

社会的養護Ⅰ 3前・後 2 ○ 1

保育者論 1・2前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 兼1

子ども家庭支援の心理学 1前・後 2 ○ 兼1

子どもの保健 2前・後 2 ○ 1

子ども家庭支援論 2前・後 2 ○ 1

児童文学 2前・後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

－ 0 18 0 2 1 2 0 0 兼3 －

国際福祉論 2前・後 2 ○ 1

国際医療福祉演習 1前・後 1 ○ 1

社会福祉法概論　 2前・後 2 ○ 1

音楽療法概論 2前・後 2 ○ 1

生涯発達心理学 2前・後 2 ○ 兼1

障害者心理学 1前・後 2 ○ 1

社会理論と社会システム 1前・後 2 ○ 兼1

社会福祉総論Ⅰ 4前・後 2 ○ 1

社会福祉総論Ⅱ 4前・後 2 ○ 1

総合福祉論 4前・後 4 ○ 2 6 2 1 兼1 オムニバス

ウェルネスビジネス論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

ウェルネスビジネス論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

－ 0 25 0 3 6 2 1 0 兼3 －

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

精
神
保
健
福
祉
系
科
目

保育の心理学

小計（9科目）

－

小計（19科目） －

－

－

授業科目の名称 備考
科目
区分

配当年次

単位数 専任教員等の配置授業形態

小計（12 科目）

関
連
科
目

介
護
福
祉
系
科
目

保
育
系
科
目

小計（4 科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専門演習ⅠA 2前・後 1 ○ 2 5 4

専門演習ⅠB　 2前・後 1 ○ 2 5 4

専門演習ⅡA 3前・後 2 ○ 2 5 4

専門演習ⅡB 3前・後 2 ○ 2 5 4

卒業研究Ⅰ　 4前・後 2 ○ 3 5 4

卒業研究Ⅱ　 4前・後 2 ○ 3 5 4

－ 10 0 0 3 5 4 0 0 0 －

－ 11 150 0 7 8 5 1 0 兼13 －

2・3前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 0 8 2 0 1 0 0 0 －

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 兼1

学校教育心理学 2前・後 2 ○ 兼1

特別支援教育論 2前・後 1 ○ 兼1

教育課程論 3前・後 2 ○ 兼1

総合的な学習の時間の指導法 3前・後 1 ○ 兼1

特別活動の指導法 3前・後 2 ○ 兼1

教育方法論 2前・後 2 ○ 兼1

生徒指導論 2前・後 1 ○ 兼1

教育相談 3前・後 1 ○ 兼1

進路指導・キャリア教育論 3前・後 1 ○ 兼1

教育実習（高） 3後・4前 3 ○ 1 兼3

4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 0 23 0 0 1 0 0 兼6 －

－ 26 214 31 7 8 5 1 0 兼19 －

教科及び教科の指導法に関する科目　合計（ 4 科目） －

教育原論

教職実践演習（高）

教職に関する科目　合計（ 14 科目） －

合計（162 科目） －

教職概論

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

配当年次
科目
区分

授業科目の名称

－小計（6科目）

備考

専門教育科目　合計（ 85 科目） －

専
門
演
習

単位数 授業形態 専任教員等の配置

教育制度論

介護概論（介護技術を含む）

社会福祉総合実習

福祉科教育法Ⅰ

福祉科教育法Ⅱ
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１時限の授業時間 90  分

１学期の授業期間 15  週
【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、専門教育科目、
  その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒業に必要
　な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○スタンダード科目
　必修科目：15単位
　
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　　15単位以上

○オプション科目

　選択科目： 8単位
――――――――――――――――――――――――――――――――――
 （小計）　  8単位以上

○専門教育科目
　必修科目：11単位
　　　　　 （「専門基礎科目」1単位、「専門科目」10単位）
　選択必修科目：38単位
           〔「現代社会と福祉Ⅰ」2単位、 「現代社会と福祉Ⅱ」2単位、 「相談援助の理論と
　　　　　　 方法ⅡA」2単位 、「相談援助の基盤と専門職Ⅰ」2単位、 「相談援助の理論と
　　　　　　 方法ⅠA」2単位 、「相談援助の理論と方法ⅡB」2単位、「相談援助の基盤と
　　　　　　 専門職Ⅱ」2単位 、「相談援助の理論と方法ⅠB」2単位 、「地域福祉の理論と
　　　　　　 方法Ⅰ」2単位、「地域福祉の理論と方法Ⅱ」2単位、「社会保障Ⅰ」2単位 、
　　　　　　 「社会保障Ⅱ」2単位、「高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ」2単位、
　　　　　　 「高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ」2単位、「障害者に対する支援と障害者自立
　　　　　　 支援制度」2単位、「障がいの理解」2単位、「児童や家庭に対する支援と児童・家庭
　　　　　　 福祉制度」2単位、「保健医療サービス」2単位、「権利擁護と成年後見制度」 2単位〕
　
　選択科目：42 単位
　　　　　　　（「専門基礎科目」「専門科目」から42単位）
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　  91 単位以上

○その他：10単位
　 オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を
   修得すること。

 (合計）    124単位以上

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分 2 学期

学位又は称号 学士(医療福祉学) 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 2 兼1 オムニバス

1前 1 ○ 1 2 2 1

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1 兼6
オムニバス・
共同（一部）

1前 1 ○ 兼4 共同

1後 1 ○ 兼4 共同

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼8 共同

－ 15 0 0 3 5 3 1 0 兼25 －

－ 15 0 0 3 5 3 1 0 兼25 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼2 －

哲学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文学 1・2・3前・後 2 ○ 1

心理学 1・2・3前・後 2 ○ 1

芸術学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文化人類学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 2 0 0 0 0 兼3 －

日本国憲法 1・2・3前・後 2 ○ 1

経済学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

歴史学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

政治学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 1 0 0 0 兼3 －

統計学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

数学基礎 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

数学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

物理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

化学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

生物学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

科学実験a 1・2・3前・後 1 ○ 兼3 共同

科学実験b 1・2・3前・後 1 ○ 兼4 共同

－ 0 13 0 0 0 0 0 0 兼8 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 1 1 0 0 0 0 －

Reading & Writing 2・3前・後 1 ○ 兼1

英語プレゼンテーション 2・3前・後 1 ○ 兼1

検定英語 2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（5科目） － 0 5 0 1 0 0 0 0 兼4 －

データサイエンスⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

データ解析 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

プログラミングⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

小計（3科目） － 0 3 0 0 0 0 0 0 兼3 －

スポーツ実習Ⅱ 1・2・3前・後 1 ○ 兼8

小計（1科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー

バ
ル

－

情
報
学

－

保
健

体
育

－

－

人
間
と
社
会

小計（4科目） －

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ベ
ー

シ
ッ

ク
）

人
間
と
自
然

小計（8科目） －

総
合

日本語表現法

コミュニケーション論

小計（2科目） －

－

情
報
学

プログラミングⅠ

小計（1科目） －

スポーツ実習Ⅰ

小計（15科目） －

スタンダード科目　合計（15科目） －

オ
プ
シ
ョ

ン
科
目

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ベ
ー

シ
ッ

ク
）

グ
ロ
ー

バ
ル

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

小計（4科目）

人
間
と
文
化

小計（5科目）

スポーツ学

備考

ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

地域創生と危機管理

デジタルコミュニケーション

データサイエンスⅠ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

【参　考】
教 育 課 程 等 の 概 要

（健康科学部　医療福祉学科 介護福祉学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間と文化a 1・2・3前・後 1 ○ 1

人間と文化b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 1 0 0 兼1 －

人間と社会a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と社会b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（2科目） － 0 2 0 1 0 0 0 0 兼1 －

人間と自然a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と自然b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

教養ゼミ 1・2・3前・後 1 ○ 1 1 兼6

小計（1科目） － 0 1 0 1 0 1 0 0 兼6 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 1 0 0 0 0 0 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 0 1 0 0 0 0 －

－ 0 64 0 5 5 3 1 0 兼41 －

日本語Ⅱ

小計（2科目） －

オプション科目　合計（44科目） －

備考

－

人
間
と

自
然

－

総
合

科
目

区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－

オ
プ
シ
ョ

ン

留学生特例科目

人
間
と

社
会

日本事情ａ

日本事情ｂ

小計（2科目） －

グ
ロ
ー

バ

ル 日本語Ⅰ

オ
プ
シ
ョ

ン
科
目

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

人
間
と

文
化

－

人
間
と

社
会

専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

ソーシャルワーク入門　 1前・後 1 ○ 1 2 共同

医学・医療概論 1前・後 1 ○ 兼1

医療・生命倫理 1前・後 1 ○ 兼1

小計（5科目） － 1 6 0 3 2 0 0 0 兼1 －

人体の構造と機能及び疾病 1前・後 2 ○ 兼1

社会調査の基礎 2前・後 2 ○ 兼1

相談援助の理論と方法ⅠA 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅠB 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅡA 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅡB 2前・後 2 ○ 1

相談援助の基盤と専門職Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

相談援助の基盤と専門職Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

地域福祉の理論と方法Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域福祉の理論と方法Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

福祉行財政と福祉計画 2・3前・後 2 ○ 兼1

福祉サービスの組織と経営 2・3前・後 2 ○ 兼1

社会保障Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会保障Ⅱ　 2前・後 2 ○ 1

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 2前・後 2 ○ 1

障がいの理解 1前・後 2 ○ 1

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 1・2前・後 2 ○ 1

低所得者に対する支援と生活保護制度 3前・後 2 ○ 1

保健医療サービス 2前・後 2 ○ 1

就労支援サービス 3前・後 1 ○ 1

権利擁護と成年後見制度 3前・後 2 ○ 1

更生保護制度 3前・後 1 ○ 兼1

社会福祉援助技術演習Ⅰ 3前・後 3 ○ 1 3 1

社会福祉援助技術演習Ⅱ 3前・後 2 ○ 1 3 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習 3通 4 ○ 3 1 1

－ 0 58 0 2 5 1 1 0 兼4 －

単位数 授業形態 専任教員等の配置

現代社会と福祉Ⅰ専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

備考

社
会
福
祉
系
科
目

科目
区分

専
門
基
礎
科
目

配当年次授業科目の名称

現代社会と福祉Ⅱ

－

小計（30科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

精神疾患とその治療Ⅰ 3前・後 2 ○ 兼1

精神疾患とその治療Ⅱ 3前・後 2 ○ 兼1

精神保健の課題と支援Ⅰ 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健の課題と支援Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉相談援助の基盤(専門)　 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ 3前・後 2 ○ 1

精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ 3前・後 2 ○ 1

精神障害者の生活支援システム 3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 1 0 0 0 兼2 －

介護の基本ⅠA　 1前・後 2 ○ 1

介護の基本ⅠB　 1前・後 2 ○ 1

介護の基本Ⅱ 3前・後 2 ○ 1

リハビリテーション論 3前・後 2 ○ 兼1

レクリエーション活動援助法 1前・後 1 ○ 兼1

介護マネジメント論 3前・後 2 ○ 兼1

コミュニケーション技術Ⅰ　 2前・後 1 ○ 1

コミュニケーション技術Ⅱ 3前・後 1 ○ 兼1

家政学概論Ⅰ　 2前・後 2 ○ 兼1

家政学概論Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

家政学演習Ⅰ(栄養)　 2前・後 1 ○ 兼1

家政学演習Ⅱ(被服) 2・3前・後 1 ○ 兼1

生活支援技術Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

生活支援技術Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

生活支援技術Ⅲ 2前・後 1 ○ 1 兼1

生活支援技術Ⅳ 3前・後 1 ○ 1 兼1

介護過程Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

介護過程ⅡA 2前・後 1 ○ 1

介護過程ⅡB 2前・後 1 ○ 1

介護過程ⅢA 3前・後 1 ○ 1

介護過程ⅢB　 3前・後 1 ○ 1

介護総合演習Ⅰ 1前・後 1 ○ 1 2

介護総合演習Ⅱ 2前・後 1 ○ 1 2

介護総合演習Ⅲ 3前・後 1 ○ 1 2

介護実習Ⅰ 1通 2 ○ 1 2

介護実習Ⅱ 2通 4 ○ 1 2

介護実習Ⅲ 3通 4 ○ 1 2

発達と老化の理解　 2前・後 2 ○ 1

認知症の理解 3前・後 2 ○ 兼1

認知症のケア　 3前・後 2 ○ 1

心と体の仕組み 1前・後 2 ○ 1

介護予防と終末期のケア 3前・後・4前 2 ○ 1

医療的ケアⅠ 3前・後 2 ○ 1 兼1

医療的ケアⅡ 3前・後 2 ○ 1 兼1

医療的ケアⅢ 3前・後 1 ○ 1 兼1

－ 0 59 0 1 1 2 0 0 兼7 －

専任教員等の配置

小計（8科目） －

小計（35科目） －

配当年次

単位数 授業形態

精
神
保
健
福
祉
系
科
目

専
門
科
目

授業科目の名称 備考

介
護
福
祉
系
科
目

科目
区分

専
門
教
育
科
目
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修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

保育原理 1前・後 2 ○ 1

教育原理 1前・後 2 ○ 兼1

社会的養護Ⅰ 3前・後 2 ○ 1

保育者論 1・2前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 兼1

子ども家庭支援の心理学 1前・後 2 ○ 兼1

子どもの保健 2前・後 2 ○ 1

子ども家庭支援論 2前・後 2 ○ 1

児童文学 2前・後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

－ 0 18 0 2 1 2 0 0 兼3 －

国際福祉論 2前・後 2 ○ 1

国際医療福祉演習 1前・後 1 ○ 1

社会福祉法概論　 2前・後 2 ○ 1

音楽療法概論 2前・後 2 ○ 1

生涯発達心理学 2前・後 2 ○ 兼1

障害者心理学 1前・後 2 ○ 1

社会理論と社会システム 1前・後 2 ○ 兼1

社会福祉総論Ⅰ 4前・後 2 ○ 1

社会福祉総論Ⅱ 4前・後 2 ○ 1

総合福祉論 4前・後 4 ○ 2 6 2 1 兼1 オムニバス

ウェルネスビジネス論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

ウェルネスビジネス論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

－ 0 25 0 3 6 2 1 0 兼3 －

専門演習ⅠA 2前・後 1 ○ 2 5 4

専門演習ⅠB　 2前・後 1 ○ 2 5 4

専門演習ⅡA 3前・後 2 ○ 2 5 4

専門演習ⅡB 3前・後 2 ○ 2 5 4

卒業研究Ⅰ　 4前・後 2 ○ 3 5 4

卒業研究Ⅱ　 4前・後 2 ○ 3 5 4

－ 10 0 0 3 5 4 0 0 0 －

－ 11 182 0 7 8 5 1 0 兼18 －

2・3前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 0 8 2 0 1 0 0 兼1 －

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 兼1

学校教育心理学 2前・後 2 ○ 兼1

特別支援教育論 2前・後 1 ○ 兼1

教育課程論 3前・後 2 ○ 兼1

総合的な学習の時間の指導法 3前・後 1 ○ 兼1

特別活動の指導法 3前・後 2 ○ 兼1

教育方法論 2前・後 2 ○ 兼1

生徒指導論 2前・後 1 ○ 兼1

教育相談 3前・後 1 ○ 兼1

進路指導・キャリア教育論 3前・後 1 ○ 兼1

教育実習（高） 3後・4前 3 ○ 1 兼3

4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 0 23 0 0 1 0 0 兼6 －

介護概論（介護技術を含む）

社会福祉総合実習

小計（9科目） －

教職に関する科目　合計（ 14 科目） －

教科及び教科の指導法に関する科目　合計（ 4 科目） －

教育原論

教職概論

教育制度論

教職実践演習（高）

専門教育科目　合計（ 105 科目） －

配当年次授業科目の名称

小計（12 科目） －

小計（6科目） －

福祉科教育法Ⅰ

福祉科教育法Ⅱ

専
門
教
育
科
目

関
連
科
目

保育の心理学

専
門
科
目

保
育
系
科
目

専
門
演
習

備考
科目
区分

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

－ 26 246 31 7 8 5 1 0 兼24 －

　　

専任教員等の配置

備考

合計（ 182 科目） －

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

15  週

学位又は称号 学士(医療福祉学) 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、専門教育科目、
  その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒業に必要
　な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○スタンダード科目
　必修科目：15単位
　
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　　15単位以上

○オプション科目

　選択科目：8単位
――――――――――――――――――――――――――――――――――
 （小計）　 8単位以上

○専門教育科目
　必修科目：11単位
　　　　　　  （「専門基礎科目」1単位、「専門科目」10単位）
　選択必修科目：56単位
             〔「人体の構造と機能及び疾病」2単位、「相談援助の理論と方法ⅠA」2単位、
　　　　　　　 「相談援助の理論と方法ⅠB」2単位、「高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ」2単位、
　　　　　　　 「高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ」2単位、「障がいの理解」2単位、「児童や家庭に
　　　　　　　  対する支援と児童・家庭福祉制度」2単位、「介護の基本ⅠA」2単位、「介護の基本ⅠB」
　　　　　　　　2単位、「レクリエーション活動援助法」1単位、「コミュニケーション技術Ⅰ」1単位、
　　　　　　　　「コミュニケーション技術Ⅱ」1単位、「家政学概論Ⅰ」2単位、「家政学演習Ⅰ(栄養)」
　　　　　　　　1単位、「生活支援技術Ⅰ」2単位、「生活支援技術Ⅱ」2単位、「生活支援技術Ⅲ」1単位、
　　　　　　　 「介護過程Ⅰ」2単位、「介護過程ⅡA」1単位、「介護過程ⅡB」1単位、「介護総合演習Ⅰ」
　　　　　　　　1単位、「介護総合演習Ⅱ」1単位、「介護実習Ⅰ」2単位、「介護実習Ⅱ」4単位、
　　　　　　　 「発達と老化の理解」 2単位、「認知症の理解」2単位、「認知症のケア」2単位、
　　　　　　　 「心と体の仕組み」2単位、「医療的ケアⅠ」2単位、「医療的ケアⅡ」2単位、
               「医療的ケアⅢ」1単位、「生涯発達心理学」 2単位〕

　選択科目：24 単位
　　　　　　　（「専門基礎科目」「専門科目」から24単位）

――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　  91 単位以上

○その他：10単位
　 オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を
   修得すること。

（合計） 　 124単位以上

１時限の授業時間 90  分

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分 2 学期

１学期の授業期間
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 2 兼1 オムニバス

1前 1 ○ 1 2 2 1

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1 兼6
オムニバス・
共同（一部）

1前 1 ○ 兼4 共同

1後 1 ○ 兼4 共同

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼8 共同

－ 15 0 0 3 5 3 1 0 兼25 －

－ 15 0 0 3 5 3 1 0 兼25 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼2 －

哲学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文学 1・2・3前・後 2 ○ 1

心理学 1・2・3前・後 2 ○ 1

芸術学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文化人類学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 2 0 0 0 0 兼3 －

日本国憲法 1・2・3前・後 2 ○ 1

経済学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

歴史学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

政治学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 1 0 0 0 兼3 －

統計学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

数学基礎 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

数学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

物理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

化学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

生物学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

科学実験a 1・2・3前・後 1 ○ 兼3 共同

科学実験b 1・2・3前・後 1 ○ 兼4 共同

－ 0 13 0 0 0 0 0 0 兼8 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 1 1 0 0 0 0 －

Reading & Writing 2・3前・後 1 ○ 兼1

英語プレゼンテーション 2・3前・後 1 ○ 兼1

検定英語 2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（5科目） － 0 5 0 1 0 0 0 0 兼4 －

データサイエンスⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

データ解析 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

プログラミングⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

小計（3科目） － 0 3 0 0 0 0 0 0 兼3 －

スポーツ実習Ⅱ 1・2・3前・後 1 ○ 兼8

小計（1科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

ス
タ
ン
ダ
ー

ド
科
目

スタンダード科目　合計（15科目）

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

地域創生と危機管理

デジタルコミュニケーション

データサイエンスⅠ

英語コミュニケーションⅠ

－

総
合

－

－

保
健

体
育

－

備考
科目
区分

教 育 課 程 等 の 概 要

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

【参　考】

情
報
学

小計（8科目） －

人
間
と
自
然

小計（4科目）

プログラミングⅠ

小計（1科目） －

－小計（5科目）

小計（15科目） －

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

スポーツ学

スポーツ実習Ⅰ

情
報
学

－

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

人
間
と
社
会

－

－

（健康科学部　医療福祉学科 保育福祉学専攻）

ドイツ語Ⅱ

小計（4科目）

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ベ
ー

シ
ッ

ク
）

グ
ロ
ー

バ
ル

人
間
と
文
化

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ベ
ー

シ
ッ

ク
）

日本語表現法

コミュニケーション論

小計（2科目）

グ
ロ
ー

バ
ル

オ
プ
シ
ョ

ン
科
目
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由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

人間と文化a 1・2・3前・後 1 ○ 1

人間と文化b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 1 0 0 0 兼1 －

人間と社会a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と社会b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（2科目） － 0 2 0 1 0 0 0 0 兼1 －

人間と自然a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と自然b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

教養ゼミ 1・2・3前・後 1 ○ 1 1 兼6

小計（1科目） － 0 1 0 1 1 0 0 0 兼6 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 1 0 0 0 0 0 －

1・2・3前・後 2 ○ 1

1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 4 0 0 1 0 0 0 0 －

－ 0 64 0 2 2 0 0 0 兼41 －

小計（2科目）

日本語Ⅱ

オプション科目　合計（44科目）

オ
プ
シ
ョ

ン

－

－

留学生特例科目

人
間
と

社
会

日本事情ａ

日本事情ｂ

小計（2科目）

グ
ロ
ー

バ

ル 日本語Ⅰ

－

－

人
間
と

社
会

－

人
間
と

文
化

オ
プ
シ
ョ

ン
科
目

オ
プ
シ
ョ

ン
（

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

人
間
と

自
然

総
合

－

－

配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考授業科目の名称
科
目

区
分

43



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

ソーシャルワーク入門　 1前・後 1 ○ 1 2 共同

医学・医療概論 1前・後 1 ○ 兼1

医療・生命倫理 1前・後 1 ○ 兼1

小計（5科目） － 1 6 0 3 2 0 0 0 兼1 －

人体の構造と機能及び疾病 1前・後 2 ○ 兼1

社会調査の基礎 2前・後 2 ○ 兼1

相談援助の理論と方法ⅠA 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅠB 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅡA 2前・後 2 ○ 1

相談援助の理論と方法ⅡB 2前・後 2 ○ 1

相談援助の基盤と専門職Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

相談援助の基盤と専門職Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

地域福祉の理論と方法Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

地域福祉の理論と方法Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

福祉行財政と福祉計画 2・3前・後 2 ○ 兼1

福祉サービスの組織と経営 2・3前・後 2 ○ 兼1

社会保障Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

社会保障Ⅱ　 2前・後 2 ○ 1

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ 1前・後 2 ○ 1

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ 1前・後 2 ○ 1

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 2前・後 2 ○ 1

障がいの理解 1前・後 2 ○ 1

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 1・2前・後 2 ○ 1

低所得者に対する支援と生活保護制度 3前・後 2 ○ 1

保健医療サービス 2前・後 2 ○ 1

就労支援サービス 3前・後 1 ○ 1

権利擁護と成年後見制度 3前・後 2 ○ 1

更生保護制度 3前・後 1 ○ 兼1

社会福祉援助技術演習Ⅰ 3前・後 3 ○ 1 3 1

社会福祉援助技術演習Ⅱ 3前・後 2 ○ 1 3 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 3前・後 1 ○ 3 1 1

社会福祉援助技術現場実習 3通 4 ○ 3 1 1

－ 0 58 0 2 5 1 1 0 兼4 －

専任教員等の配置

現代社会と福祉Ⅰ

配当年次

小計（30科目）

備考
科目
区分

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

単位数 授業形態

現代社会と福祉Ⅱ

－

－

授業科目の名称

専
門
基
礎
科
目

社
会
福
祉
系
科
目
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准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

精神疾患とその治療Ⅰ 3前・後 2 ○ 兼1

精神疾患とその治療Ⅱ 3前・後 2 ○ 兼1

精神保健の課題と支援Ⅰ 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健の課題と支援Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉相談援助の基盤(専門)　 2前・後 2 ○ 兼1

精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ 3前・後 2 ○ 1

精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ 3前・後 2 ○ 1

精神障害者の生活支援システム 3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 16 0 0 1 0 0 0 兼2 －

発達と老化の理解　 2前・後 2 ○ 1

認知症の理解 3前・後 2 ○ 兼1

認知症のケア　 3前・後 2 ○ 1

心と体の仕組み 1前・後 2 ○ 1

－ 0 8 0 1 0 0 0 0 兼1 －

保育原理 1前・後 2 ○ 1

教育原理 1前・後 2 ○ 兼1

子育て支援 3前・後 1 ○ 1

社会的養護Ⅰ 3前・後 2 ○ 1

保育者論 1・2前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

子どもの理解と援助 1前・後 1 ○ 兼1

子どもの保健 2前・後 2 ○ 1

子どもの健康と安全 2前・後 1 ○ 1

子どもの食と栄養 1前・後 2 ○ 1

子ども家庭支援論 2前・後 2 ○ 1

保育の計画と評価 1前・後 2 ○ 兼1

保育内容総論 1前・後 1 ○ 兼1

保育内容演習Ⅰ（健康） 1前・後 1 ○ 1

保育内容演習Ⅱ（人間関係） 2前・後 1 ○ 1

保育内容演習Ⅲ（環境） 2前・後 1 ○ 兼1

保育内容演習Ⅳ（言葉） 1前・後 1 ○ 1

保育内容演習Ⅴ（表現） 1前・後 1 ○ 1

児童文学 2前・後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

乳児保育Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

乳児保育Ⅱ 2前・後 1 ○ 1

障がい児保育 3前・後 2 ○ 1

社会的養護Ⅱ 3前・後 1 ○ 1

保育内容の理解と方法Ⅰ 1前・後 2 ○ 1 兼2

保育内容の理解と方法Ⅱ 2前・後 2 ○ 兼1

精
神
保
健
福
祉
系
科
目

介
護
福
祉
系
科
目

小計（8科目）

専
門
科
目

備考

専任教員等の配置授業形態

－

子ども家庭支援の心理学

配当年次授業科目の名称

保育の心理学

専
門
教
育
科
目

小計（4 科目） －

単位数

科目
区分

保
育
系
科
目
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

保育内容の理解と方法Ⅲ 1前・後 1 ○ 兼1

母子保健 3前・後 1 ○ 1

病児保育 3前・後 1 ○ 1

保育実習概論 2前・後 1 ○ 3 2

保育実習指導Ⅰ－1（保育所） 2前・後 1 ○ 3 2

保育実習指導Ⅰ－2（施設） 3前・後 1 ○ 3 2

保育実習Ⅰ-1（保育所） 2通 2 ○ 3 2

保育実習Ⅰ-2（施設） 3通 2 ○ 3 2

保育実践演習 3・4前・後 2 ○ 1

保育実習指導Ⅱ 3前・後 1 ○ 3 2

保育実習Ⅱ 3通 2 ○ 3 2

保育実習指導Ⅲ 3前・後 1 ○ 3 2

保育実習Ⅲ 3通 2 ○ 3 2

－ 0 59 0 3 1 2 0 0 兼8 －

国際福祉論 2前・後 2 ○ 1

国際医療福祉演習 1前・後 1 ○ 1

社会福祉法概論　 2前・後 2 ○ 1

音楽療法概論 2前・後 2 ○ 1

生涯発達心理学 2前・後 2 ○ 兼1

障害者心理学 1前・後 2 ○ 1

社会理論と社会システム 1前・後 2 ○ 兼1

社会福祉総論Ⅰ 4前・後 2 ○ 1

社会福祉総論Ⅱ 4前・後 2 ○ 1

総合福祉論 4前・後 4 ○ 2 6 2 1 兼1 オムニバス

ウェルネスビジネス論Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

ウェルネスビジネス論Ⅱ 2前・後 2 ○ 1

－ 0 25 0 3 6 2 1 0 兼3 －

専門演習ⅠA 2前・後 1 ○ 2 5 4

専門演習ⅠB　 2前・後 1 ○ 2 5 4

専門演習ⅡA 3前・後 2 ○ 2 5 4

専門演習ⅡB 3前・後 2 ○ 2 5 4

卒業研究Ⅰ　 4前・後 2 ○ 3 5 4

卒業研究Ⅱ　 4前・後 2 ○ 3 5 4

－ 10 0 0 3 5 4 0 0 0 －

－ 11 172 0 7 8 5 1 0 兼19 －

2・3前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 0 8 2 0 1 0 0 0 －

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 兼1

学校教育心理学 2前・後 2 ○ 兼1

特別支援教育論 2前・後 1 ○ 兼1

教育課程論 3前・後 2 ○ 兼1

総合的な学習の時間の指導法 3前・後 1 ○ 兼1

特別活動の指導法 3前・後 2 ○ 兼1

教育方法論 2前・後 2 ○ 兼1

生徒指導論 2前・後 1 ○ 兼1

教育相談 3前・後 1 ○ 兼1

進路指導・キャリア教育論 3前・後 1 ○ 兼1

専門教育科目  合計（104 科目） －

備考

専
門
科
目

配当年次
科目
区分

授業科目の名称

小計（12 科目） －

専
門
教
育
科
目

小計（39科目）

教育制度論

－

－

－

単位数 授業形態

教育原論

教職概論

関
連
科
目

専
門
演
習

保
育
系
科
目

教科及び教科の指導法に関する科目　合計（ 4 科目）

介護概論（介護技術を含む）

社会福祉総合実習

福祉科教育法Ⅰ

福祉科教育法Ⅱ

小計（6科目）

専任教員等の配置
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助
　
教

助
　
手

3後・4前 3 ○ 1 兼3

4前・後 2 ○ 1 兼3

－ 0 0 23 0 0 1 0 0 兼6 －

－ 26 236 31 7 8 5 1 0 兼25 －

　　

１学期の授業期間 15  週
【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、専門教育科目、
  その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒業に必要
　な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○スタンダード科目
　必修科目：15単位
　
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　　15単位以上

○オプション科目

　選択科目：8単位
――――――――――――――――――――――――――――――――――
 （小計）　 8単位以上

○専門教育科目
　必修科目：11単位
　　　　　　  （「専門基礎科目」1単位、「専門科目」10単位）
　選択必修科目：50単位
             〔「現代社会と福祉Ⅰ」2単位、「保育原理」2単位、「教育原理」2単位、
　　　　　　　 「児童と家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度」2単位、 「子育て支援」1単位、
　　　　　　 　「社会的養護Ⅰ」2単位、「保育者論」2単位、「保育の心理学」2単位、
　　　　　　　 「子ども家庭支援の心理学」2単位、「子どもの理解と援助」1単位、「子どもの保健」
　　　　　　　　2単位、  「子どもの健康と安全」1単位、「子どもの食と栄養」2単位、「子ども家庭
               支援論」2単位、「保育の計画と評価」2単位、「保育内容総論」1単位、
               「保育内容演習Ⅰ（健康)」1単位、「保育内容演習Ⅱ(人間関係)」1単位、
               「保育内容演習Ⅲ(環境)」1単位、「保育内容演習Ⅳ(言葉)」1単位、
               「保育内容演習Ⅴ(表現)」1単位、「乳児保育Ⅰ」2単位、「乳児保育Ⅱ」1単位、
               「障がい児保育」2単位、「社会的養護Ⅱ」1単位、「保育内容の理解と方法Ⅰ」
               2単位、「保育内容の理解と方法Ⅱ」2単位、 保育実習概論(1単位）、
               保育実習指導Ⅰ―1(保育所)(1単位）、 保育実習指導Ⅰ―2(施設)(1単位）、
               保育実習Ⅰ―1(保育所)(2単位）、保育実習Ⅰ―2(施設)(2単位）〕
　
　選択科目：30 単位
　　　　　　　（「専門基礎科目」「専門科目」から30単位）
――――――――――――――――――――――――――――――――――
（小計）　　91 単位以上

○その他：10単位
　 オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を
   修得すること。

（合計） 　 124単位以上

１時限の授業時間 90  分

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１学年の学期区分 2 学期

教職に関する科目　合計（ 14 科目） －

学位又は称号 学士(医療福祉学) 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係

合計（ 181 科目） －

教育実習（高）

教職実践演習（高）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
科
目

区
分
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授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス

1前 1 ○ 7 3 2 1

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1 1 兼4
オムニバス・
共同（一部）

1前 1 ○ 1 兼3 共同

1後 1 ○ 1 兼3 共同

1前 1 ○ 1 兼4

1後 1 ○ 1 兼4

1前 1 ○ 兼5

1後 1 ○ 兼5

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼8 共同

－ 15 0 0 7 4 2 1 0 兼22 －

－ 15 0 0 7 4 2 1 0 兼22 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

1・2・3前・後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼2 －

哲学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

心理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

芸術学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

文化人類学 1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 0 10 0 0 1 0 0 0 兼4 －

法学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

経済学 1・2・3前・後 2 ○ 1

歴史学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

政治学 1・2・3前・後 2 ○ 1

－ 2 6 0 1 1 0 0 0 兼2 －

統計学 1・2・3前・後 2 ○ 1

数学基礎 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

数学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

物理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

化学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

生物学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

科学実験a 1・2・3前・後 1 ○ 兼3 共同

科学実験b 1・2・3前・後 1 ○ 1 兼3 共同

－ 2 11 0 0 1 1 0 0 兼6 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

教 育 課 程 等 の 概 要
（健康科学部 医療経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

専門職連携総合演習Ⅱ

地域創生と危機管理

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語リーディングⅠ

デジタルコミュニケーション

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

－

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

スタンダード科目　合計（15科目） －

オ
プ
シ

ョ
ン

（
 
ベ
ー
シ

ッ
ク
 
）

－

－

プログラミングⅠ

小計（5科目）

小計（1科目）

－

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

グ
ロ
ー
バ
ル

情
報
学

人
間
と
文
化

人
間
と
社
会

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

－

－

小計（4科目）

データサイエンスⅠ

スポーツ学

スポーツ実習Ⅰ

英語リーディングⅡ

小計（15科目）

小計（4科目）

小計（2科目）

日本語表現法

－

コミュニケーション論

小計（8科目）

人
間
と
自
然

総
合
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講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

Reading & Writing 2・3前・後 1 ○ 兼1

英語プレゼンテーション 2・3前・後 1 ○ 兼1

検定英語 2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（5科目） － 0 5 0 0 0 0 0 0 兼5 －

データサイエンスⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

データ解析 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

プログラミングⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

小計（3科目） － 0 3 0 0 0 0 0 0 兼3 －

スポーツ実習Ⅱ 1・2・3前・後 1 ○ 兼8

小計（1科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

人間と文化a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と文化b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

人間と社会a 1・2・3前・後 1 ○ 1

人間と社会b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 1 0 0 0 兼1 －

人間と自然a 1・2・3前・後 1 ○ 1

人間と自然b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 1 0 0 兼1 －

教養ゼミ 1・2・3前・後 1 ○ 1 兼7

小計（1科目） － 0 1 0 0 1 0 0 0 兼7 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 4 60 0 1 2 1 0 0 兼29 －オプション科目　合計（44科目） －

－

日本事情ａ

日本事情ｂ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

グ
ロ
ー
バ
ル

情
報
学

保
健
体

育

人
間
と
文

化

人
間
と
社

会

人
間
と
自

然

総
合

－

－

－

－

－

グ
ロ
ー
バ

ル

人
間
と
社

会

小計（2科目）

オ
プ
シ

ョ
ン

オ
プ
シ

ョ
ン

（
 
ア
ド
バ
ン
ス
ド
 
）

－

小計（2科目） －

留学生特例科目

－
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講
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助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 1 1 共同

1前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1 1 共同

1前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

2前・後 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 1

病院管理学 1前・後 2 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

－ 17 0 0 4 0 1 1 0 0 －

経営組織論 2前・後 2 ○ 1

医療と経営組織 2前・後 2 ○ 1

人的資源管理論 2前・後 2 ○ 1

医療と人的資源管理 2前・後 2 ○ 1

非営利組織経営論 2後・3前 2 ○ 1

経営基礎数学 1前・後 2 ○ 1

経営科学 2前・後 2 ○ 1

生産管理論 2前・後 2 ○ 1

医療経営科学 3前・後 2 ○ 1

品質マネジメント論 3前・後 2 〇 1

医療機器と物品管理 3前・後 2 ○ 1 1 共同

医療施設建築計画論 3前・後 2 ○ 1

医療福祉ユニバーサルデザイン 3前・後 2 〇 1

簿記論 2前・後 2 ○ 兼1

簿記演習 2前・後 1 〇 兼1

会計学 2前・後 2 〇 兼1

財務管理論 2・3前・後 2 〇 1

経営情報処理演習 2・3前・後 1 ○ 1

管理会計 2・3前・後 2 ○ 兼1

非営利事業会計論 3前・後 2 ○ 兼1

ミクロ経済学 2前・後 2 ○ 1

マクロ経済学 2・3前・後 2 〇 1

公共経済学 2後・3前 2 ○ 1

医療経済学 3前・後 2 ○ 1

地域医療システム論 4前・後 2 ○ 1

医療コミュニケーション論 2前・後 2 ○ 1

マーケティング論 2後・3前 2 ○ 1

医療とマーケティング 3前・後 2 ○ 1

医療とリスクマネジメント 3前・後 2 ○ 1

医療と流通 3後・4前 2 ○ 1

医療産業論 3・4前・後 2 〇 1

経営戦略論 2後・3前 2 ○ 1

医療と経営戦略 3後・4前 2 ○ 1

医学用語概論

授業形態

－

経営学入門

小計（9 科目）

単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称

医療制度論

社会保障論

備考

情報システム学入門

救急処置演習

医学・医療概論

医療関連法規

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

人体構造機能学 1後・2前 2 ○ 兼1

メディカル・イングリッシュ 2前・後 2 ○ 1

臨床医学Ⅰ 2前・後 2 ○ 兼1

臨床医学Ⅱ 2後・3前 2 ○ 兼1

臨床医学Ⅲ 2後・3前 2 ○ 兼1

臨床医学Ⅳ 2後・3前 2 ○ 1

医療倫理 2後・3前 1 ○ 1

公衆衛生学 3前・後 1 ○ 1

薬学概論 3前・後 2 〇 兼1

疾病分類学Ⅰ 2・3前・後 2 ○ 1

疾病分類学Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

疾病分類学演習 3前・後 1 〇 1 1 共同

診療情報管理演習Ⅰ 3・4前・後 1 〇 1

診療情報管理演習Ⅱ 3・4前・後 1 〇 1

診療情報管理演習Ⅲ 3・4前・後 1 〇 1

診療報酬制度論 2前・後 2 ○ 1

診療報酬請求演習Ⅰ 2前・後 1 〇 1

診療報酬請求演習Ⅱ 2前・後 1 〇 1

医師事務作業論 2後・3前 2 ○ 1

医師事務作業演習 2後・3前 1 〇 1

医療事務概論 2・3前・後 2 〇 1

医療統計学 2・3前・後 2 〇 1

医療情報学Ⅰ 2前・後 2 〇 1

医療情報学Ⅱ 2・3前・後 2 ○ 1

医療情報システム 3・4前・後 2 〇 1

医療情報システム演習 4前・後 1 ○ 1

診療情報管理論 2前・後 2 ○ 1

情報システム学Ⅰ 2前・後 2 ○ 1

情報システム学Ⅱ 3前・後 2 ○ 1

医療経営データベース演習 3前・後 1 ○ 1

医療経営情報処理演習 3前・後 1 〇 2 共同

医療経営総合演習 2・3前・後 1 〇 1

ビジネスマナー・接遇演習 3前・後 1 ○ 兼1

医療ボランティア 1前・後 1 ○ 1 1 1 共同

医療施設管理実習事前演習 2前・後 1 ○ 5 1 1 共同

医療施設管理実習 3前・後 2 ○ 5 1 1 共同

フィールドワーク 3前・後 1 〇 1 1 1 共同

インターンシップⅠ 2前・後 1 ○ 1

インターンシップⅡ 2前・後 1 ○ 1

医療経営演習Ⅰ 2前・後 1 ○ 6 3 2 1

医療経営演習Ⅱ 2前・後 1 ○ 6 3 2 1

専門演習Ⅰ 3前・後 2 ○ 6 3 1 1

専門演習Ⅱ 3前・後 2 ○ 6 3 1 1

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

授業形態単位数 専任教員等の配置

科目
区分

配当年次授業科目の名称 備考

卒業研究Ⅰ 4前・後 2 ○ 6 3 1

卒業研究Ⅱ 4前・後 2 ○ 6 3 1

－ 10 123 0 7 3 2 1 0 兼4 －

－ 27 123 0 7 3 2 1 0 兼4 －

－ 46 183 0 7 4 2 1 0 兼4 －

－

－

学位又は学科の分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

小計（78科目）

学位又は称号 学士（医療経営学）

専門教育科目　合計（87科目）

合計（146科目） －

専
門
科
目

専
門
教
育
科
目

保健衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を
除く。）、経済学関係

授業期間等

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、専門教育
科目、その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒業に必要な単位
数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
○ スタンダード科目
　 必修科目：15単位

○オプション科目
　 必修科目：4単位
　 選択科目：4単位
　──────────────────────────────
   (小計)　　　　    23単位以上

○ 専門教育科目
　 ・ 専門基礎科目
　　   必修科目　　  17単位
　 ・ 専門科目
 　    必修科目　　  10単位
  　   選択科目　　  64単位以上
　──────────────────────────────
　（小計）　　　　　 91単位以上

○ その他：10単位
　 ・ オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を
     修得すること。

   (合計)　　　　    124単位以上

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

90分

2学期

15週
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

1前 1 ○ 1 3 2

1前・後 1 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 1

2・3・4前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼7
オムニバス・
共同（一部）

1前 1 ○ 1 兼3 共同

1後 1 ○ 1 兼3 共同

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼8 共同

－ 15 0 0 1 6 3 0 0 兼26 －

－ 15 0 0 1 6 3 0 0 兼26 －

1・2・3前・後 1 ○ 1

1・2・3前・後 1 ○ 1

1・2・3前・後 1 ○ 1

1・2・3前・後 1 ○ 1

－ 0 4 0 0 2 0 0 0 0 －

1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼2 －

哲学 1・2・3前・後 2 ○ 1

文学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

心理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

芸術学 1・2・3前・後 2 ○ 1

文化人類学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 10 0 1 1 0 0 0 兼3 －

法学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

経済学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

歴史学 1・2・3前・後 2 ○ 1

政治学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 8 0 0 1 0 0 0 兼3 －

教 育 課 程 等 の 概 要
（健康科学部 心理学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

スポーツ学

備考

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

アカデミックリテラシー

チュートリアル

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

地域創生と危機管理

デジタルコミュニケーション

データサイエンスⅠ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

オ
プ
シ

ョ
ン

（ 

ベ
ー
シ

ッ
ク
）

グ
ロ
ー
バ
ル

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

小計（4科目）

人
間
と
文
化

小計（5科目）

スポーツ実習Ⅰ

小計（15科目） －

スタンダード科目　合計（15科目） －

－

情
報
学

プログラミングⅠ

小計（1科目） －

－

人
間
と
社
会

小計（4科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

統計学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

数学基礎 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

数学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

物理学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

化学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

生物学 1・2・3前・後 2 ○ 兼1

科学実験a 1・2・3前・後 1 ○ 兼3 共同

科学実験b 1・2・3前・後 1 ○ 兼4 共同

－ 0 13 0 0 0 0 0 0 兼8 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

Reading & Writing 2・3前・後 1 ○ 兼1

英語プレゼンテーション 2・3前・後 1 ○ 兼1

検定英語 2・3前・後 1 ○ 兼1

グローバル化と人間a 1・2・3前・後 1 ○ 1

グローバル化と人間b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（5科目） － 0 5 0 1 0 0 0 0 兼4 －

データサイエンスⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

データ解析 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

プログラミングⅡ 1・2・3前・後 1 ○ 兼2 共同

小計（3科目） － 0 3 0 0 0 0 0 0 兼3 －

スポーツ実習Ⅱ 1・2・3前・後 1 ○ 兼8

小計（1科目） － 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

人間と文化a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と文化b 1・2・3前・後 1 ○ 1

小計（2科目） － 0 2 0 1 0 0 0 0 兼1 －

人間と社会a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と社会b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

人間と自然a 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

人間と自然b 1・2・3前・後 1 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

教養ゼミ 1・2・3前・後 1 ○ 1 1 兼6

小計（1科目） － 0 1 0 1 1 0 0 0 兼6 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

1・2・3前・後 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 0 64 0 2 8 3 0 0 兼40 －

－

－

－

人
間
と
社
会

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

オ
プ
シ

ョ
ン

（ 

ベ
ー
シ

ッ
ク
）

人
間
と
自
然

小計（8科目）

総
合

日本語表現法

コミュニケーション論

小計（2科目）

－

総
合

－

オ
プ
シ

ョ
ン

留学生特例科目

人
間
と
社
会

日本事情a

日本事情b

オ
プ
シ

ョ
ン

（ 

ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー
バ
ル

－

情
報
学

－

保
健
体
育

－

人
間
と
文
化

オプション科目　合計（44科目） －

小計（2科目） －

グ
ロ
ー
バ
ル

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

小計（2科目） －

－

人
間
と
自
然
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 1 ○ 1 兼1 共同

1前・後 1 ○ 1 兼1 共同

1・2前・後 2 ○ 1 1 オムニバス

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1

1・2前・後 2 ○ 1 1 オムニバス

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 2 共同

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1

1前・後 1 ○ 1

2前・後 2 ○ 3 2 2 1 共同

2前・後 1 ○ 3 1 2 1 共同

2前・後 1 ○ 2 2 2 1 共同

3前・後 2 ○ 3 4 4 共同

3前・後 2 ○ 3 4 4 共同

3・4前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 1 共同

4前・後 2 ○ 3 4 4 共同

4前・後 2 ○ 3 4 4 共同

－ 20 23 0 3 7 4 1 0 兼2 ―

1・2前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1 3 1 オムニバス

2・3前・後 2 ○ 1 1 オムニバス

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 兼1

2・3前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 兼2  オムニバス・共同（一部）

3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 1 2 2 共同

2・3前・後 2 ○ 1 2 2 共同

3・4前・後 2 ○ 2 2 共同

3・4前・後 2 ○ 3 兼2 オムニバス

－ 0 26 0 1 3 3 1 0 兼4 ―

2・3前・後 2 ○ 1 兼1

1・2前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 1 1 オムニバス

2・3前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 2 共同

3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 兼1

3・4前・後 2 ○ 1 兼2 共同

－ 0 18 0 2 2 2 1 0 兼3 ―

1・2前・後 2 ○ 1

2・3前・後 2 ○ 兼1

2前・後 2 ○ 1

3・4前・後 2 ○ 兼1

2・3前・後 2 ○ 1 兼1 共同

3・4前・後 2 ○ 1 兼1  オムニバス・共同（一部）

3・4前・後 1 ○ 2 1 共同

3・4前・後 1 ○ 2 1 共同

3・4前・後 1 ○ 1 1 1 共同

－ 0 15 0 1 1 2 1 0 兼4 －

日本語基礎演習Ⅰ(話す・聞く)

日本語基礎演習Ⅱ(読む・書く)

心理学概論

学習・言語心理学

発達心理学

感情・人格心理学

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

臨床心理学概論

精神疾患とその治療Ⅱ

心理学研究法B

心理学研究法C

コミュニケーション演習

専門演習I

専門演習Ⅱ

多変量解析演習

卒業研究Ⅰ

心理学統計法

心理学研究法A

心理学応用実験

動物心理学

知覚・認知心理学

ストレスマネジメント演習

心理学実験

神経・生理心理学

色彩心理学

卒業研究Ⅱ

－

－

－

心理演習Ⅰ

心理演習Ⅱ

高齢者支援演習

心理実習

睡眠改善学

人体の構造と機能及び疾病

－

産
業
・
社
会
系

社会・集団・家族心理学A

小計（9科目）

小計（9科目）

専
門
教
育
科
目

基
幹
科
目

臨
床
心
理
学
系

外国書講読

コミュニティ心理学

福祉心理学

認知行動療法

公衆衛生学

小計（13科目）

教育・学校心理学

心理学の現場(教育・発達)

健康・医療心理学医
療
・
健
康
・
福
祉
系

小計（24科目）

社会・集団・家族心理学B

社会調査法概論

司法・犯罪心理学

消費者心理学

産業・組織心理学

社会心理調査法実習Ⅰ

社会心理調査法実習Ⅱ

心理学実践実習(産業・社会)

公認心理師の職責

心理的アセスメント

障害者・障害児心理学

心理学的支援法

精神疾患とその治療I

学校カウンセリング

関係行政論
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前・後 1 ○ 1 1 兼2 共同

2前・後 2 ○ 兼1

3・4前・後 2 ○ 2 共同

2・3前・後 1 ○ 2 1 共同

3・4前・後 1 ○ 1

－ 0 7 0 1 3 2 1 0 兼3 －

－ 20 89 0 4 7 4 1 0 兼14 －

－ 35 153 0 5 8 4 1 0 兼50 －

学位又は称号 　学士（心理学） 学位又は学科の分野 　文学関係

1時限の授業時間 90分

専門教育科目　合計（60科目）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

【卒業要件】
　本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、
専門教育科目、その他、合計124単位以上を修得すること。

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は48単位以内とする。ただし、留学生特例科目及び卒業に
必要な単位数に含まれない科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
〇スタンダード科目：必修科目15単位
○オプション科目　：選択科目19単位
　　　　　　（グローバルから2単位、情報学から1単位を含む。ベーシック、アドバンスドは
　　　　　　問わない。）
　―――――――――――――――――――――――――――――――――
　（小計）　34単位以上

○専門教育科目
　必修科目：20単位
　　　　　　（『基幹科目』20単位）
　選択科目：60単位
　　　　　　（『臨床心理学系』の「心理実習」、『産業・社会系』の
             「心理学実践実習（産業・社会）」、『コミュニケーションプログラム』
             の「コミュニケーション実習」の3科目のうちいずれか1科目を含め、
　　　　　　 60単位以上）
　―――――――――――――――――――――――――――――――
　（小計）　80単位以上

〇その他：10単位（オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から
　　 　　 10単位以上を修得すること）

　（合計） 124単位以上

1学年の学期区分 2学期

1学期の授業期間 15週

－

－

授業期間等

合計（119科目）

コミュニケーション実習

キャリア体験

専
門
教
育
科
目

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム

小計（5科目） －

メディアコミュニケーション実習

地域支援実習

ビジネス演習
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1前 1 0 0 0 ○ 0 1 0 0 0 0 兼3 オムニバス

1前 1 0 0 0 ○ 0 8 1 1 1 0 兼0 0

1前・後 1 0 0 0 ○ 0 1 0 0 0 0 兼0 0

1前・後 1 0 0 0 ○ 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2・3・4前・後 1 0 0 0 ○ 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2・3・4前・後 1 0 0 0 ○ 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 1 0 0 ○ 0 0 0 1 0 0 0 兼6
オムニバス・
共同(一部)

1前 1 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 共同

1後 1 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 共同

1前 1 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 0

1後 1 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 0

2前 1 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 0

2後 1 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 0

2前・後 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 兼8 共同

－ 15 0 0 9 2 1 1 0 兼17 －

－ 15 0 0 9 2 1 1 0 兼17 －

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 共同

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 1 0 0 0 兼0 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 10 0 0 1 0 0 0 兼4 －

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 8 0 0 0 0 0 0 兼4 －

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

1・2・3前・後 0 1 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 兼2 共同

物理学

化学

生物学

科学実験a

中国語Ⅱ

芸術学

文化人類学

日本国憲法

経済学

歴史学

ドイツ語Ⅱ

データサイエンスⅠ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

スポーツ実習Ⅰ

専門職連携総合演習Ⅱ

地域創生と危機管理

小計（ 5 科目）

スタンダード科目　合計（ 15 科目）

ドイツ語Ⅰ

中国語Ⅰ

プログラミングⅠ

哲学

政治学

－

人
間
と
社
会

小計（ 4 科目） －

統計学

数学基礎

数学

文学

心理学

－

グ
ロ
ー
バ
ル

小計（ 4 科目） －

情
報
学 小計（ 1 科目） －

アカデミックリテラシー

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

スポーツ学

小計（ 15 科目）

専門職連携基礎演習Ⅰ

専門職連携基礎演習Ⅱ

専門職連携総合演習Ⅰ

チュートリアル

デジタルコミュニケーション

－

専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要
（健康科学部 医療栄養学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

人
間
と
自
然

オ
プ
シ

ョ
ン

(

 

ベ
ー
シ

ッ
ク

 

)

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

人
間
と
文
化

授業形態
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専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

1・2・3前・後 0 1 0 0 0 ○ 1 0 0 0 0 兼2 共同

－ 6 7 0 2 0 0 0 0 兼6 －

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼1 0

2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼1 0

2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼2 0

－ 0 5 0 0 0 0 0 0 兼5 －

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 共同

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 共同

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 兼2 共同

－ 0 3 0 0 0 0 0 0 兼3 －

1・2・3前・後 0 1 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 兼8 0

－ 0 1 0 0 0 0 0 0 兼8 －

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 1 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1・2・3前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 兼7 0

－ 0 1 0 0 1 0 0 0 兼7 －

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1・2・3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

－ 6 58 0 2 1 0 0 0 兼29 －

小計（ 1 科目）

人間と社会a

人間と社会b

小計（ 2 科目）

日本語Ⅱ

小計（ 2 科目）

人間と自然b

小計（ 2 科目）

教養ゼミ

データ解析

プログラミングⅡ

スポーツ実習Ⅱ

人間と文化a

人間と文化b

コミュニケーション論

Reading & Writing

英語プレゼンテーション

グローバル化と人間a

グローバル化と人間b

データサイエンスⅡ

科学実験b

日本語表現法

オプション科目　合計（ 44科目）

総
合

小計（ 2 科目）

オ
プ
シ

ョ
ン

－

人
間
と
自
然 －

総
合

－

留学生特例科目

人
間
と
社
会

日本事情a

日本事情b

日本語Ⅰ

－

グ
ロ
ー
バ
ル －

保
健
体

育

小計（ 1 科目） －

人
間
と
文
化 小計（ 2 科目）

小計（ 2 科目）

人間と自然a

－

人
間
と
社
会 －

－

グ
ロ
ー
バ
ル

小計（ 5 科目） －

情
報
学

小計（ 3 科目） －

検定英語

小計（ 8 科目） －

人
間
と

自
然

オ
プ
シ

ョ
ン
科
目

オ
プ
シ

ョ
ン

(

ベ
ー

シ

ッ
ク

)

オ
プ
シ

ョ
ン

（ 

ア
ド
バ
ン
ス
ド

 

）
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1前・後 1 0 0 ○ 0 0 4 1 1 0 0 兼0 オムニバス

1前・後 1 0 0 0 ○ 0 4 0 0 1 1 兼0 一部共同

1前・後 1 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼1 オムニバス

1前・後 1 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼1 オムニバス

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼1 0

1前・後 1 0 0 0 0 ○ 2 0 0 0 1 兼0 共同

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

1前・後 1 0 0 0 0 ○ 1 0 0 0 1 兼0 0

2前・後 1 0 0 0 0 ○ 2 0 0 0 1 兼0 オムニバス

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼1 オムニバス

2前・後 1 0 0 0 0 ○ 2 0 0 0 1 兼0 共同

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 0 0 0 1 兼1 0

1前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 0 0 0 1 兼1 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 1 0 0 0 0 ○ 1 0 0 0 1 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 1 0 0 0 0 ○ 1 0 0 0 1 兼0 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

3前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 0 0 0 0 兼5 共同

2前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 0 0 0 1 兼1 0

－ 44 0 0 8 1 1 1 4 兼9 －

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 2 0 0 1 0 兼0 共同

2前・後 1 0 0 0 0 ○ 2 0 0 1 0 兼0 共同

2前・後 1 0 0 0 ○ 0 2 0 0 1 0 兼0 共同

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 1 0 0 0 0 ○ 1 0 0 0 1 兼0 0

1前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 1 0 0 0 0 ○ 1 0 0 0 1 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 0 1 0 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 0 1 0 0 0 兼0 0

3前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

栄
養
教
育
論

栄養教育論Ⅰ

病態学Ⅱ

病態学Ⅲ

調理学実習

調理科学実験

食品化学Ⅰ

小計（ 29 科目）

食
べ
物
と
健
康

食品加工学実習

生理解剖学実習

生化学Ⅰ

生化学Ⅱ

生化学実験Ⅰ

生化学実験Ⅱ

応用栄養学実習

調理学

食品化学Ⅱ

食品化学実験

食品加工学

科目
区分

授業科目の名称

専
門
基
礎
分
野

医
療
人
養
成
に
向
け

た
基
礎
教
育

配当年次

解剖学

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

管理栄養士概論

早期体験学習

医療・生命倫理

社
会
・
環
境
と

健
康

公衆衛生学Ⅱ

公衆衛生学Ⅲ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

病態学Ⅰ

病態生理学実習

医学・医療概論

公衆衛生学Ⅰ

生理学

食品衛生学

臨床栄養学各論Ⅰ

臨床栄養学各論Ⅱ

臨床栄養学各論Ⅲ

食品衛生学実験

献立作成実習

応用栄養学Ⅲ

栄養教育論Ⅱ

栄養教育論Ⅲ

栄養教育論実習

－

基礎栄養学

基礎栄養学実験

食事摂取基準演習

応用栄養学Ⅰ

応用栄養学Ⅱ

臨床栄養学総論臨
床
栄
養
学

専
門
応
用
分
野

専
門
教
育
科
目

基
礎
栄
養
学

応
用
栄
養
学
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

3前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 1 0 0 1 兼0 0

3前・後 1 0 0 0 0 ○ 1 0 0 0 1 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 2 0 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 1 0 0 0 0 ○ 1 0 0 0 1 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 0 0 1 0 0 兼0 0

2前・後 2 0 0 ○ 0 0 0 0 1 0 0 兼0 0

2前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 0 1 0 2 兼0 0

3前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 0 1 0 2 兼0 0

3前・後 1 0 0 0 ○ 0 0 0 1 0 1 兼0 0

4前・後 0 1 0 0 ○ 0 0 0 1 0 1 兼0 0

4前・後 1 0 0 0 ○ 0 1 1 0 0 1 兼0 一部共同

4前・後 0 1 0 0 ○ 0 1 1 0 0 1 兼0 一部共同

4前・後 0 1 0 0 ○ 0 1 0 0 0 1 兼0 0

3前・後 1 0 0 0 ○ 0 8 1 1 1 5 兼0 一部共同

4前・後 2 0 0 0 ○ 0 8 0 1 1 5 兼0 オムニバス

3前・後 1 0 0 0 0 ○ 0 0 1 0 1 兼0 0

4前・後 0 1 0 0 0 ○ 1 1 1 0 1 兼0 0

4前・後 2 0 0 0 0 ○ 1 1 0 0 1 兼0 0

4前・後 0 1 0 0 0 ○ 1 1 0 0 1 兼0 0

4前・後 0 1 0 0 0 ○ 1 0 0 0 1 兼0 0

1前・後 0 1 0 0 ○ 0 4 1 1 1 3 兼0 集中・共同

2前・後 0 1 0 0 ○ 0 4 1 1 1 3 兼0 集中・共同

3前・後 0 1 0 0 ○ 0 4 1 1 1 3 兼0 集中・共同

1・2前・後 0 1 0 0 ○ 0 2 0 0 0 0 兼1 共同

3前・後 0 2 0 ○ 0 0 4 0 0 0 0 兼0 オムニバス

3前・後 0 2 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 0 2 0 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

4前・後 2 0 0 0 ○ 0 8 1 1 0 4 兼0 0

4前・後 2 0 0 0 ○ 0 8 1 1 0 4 兼0 0

－ 51 16 0 9 1 1 1 5 兼1 －

－ 95 16 0 9 1 1 1 5 兼10 －

3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼2 オムニバス

3前・後 0 2 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼2 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2 －

1前・後 0 0 1 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1前・後 0 0 2 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 0 0 1 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

1前・後 0 0 1 ○ 0 0 0 1 0 0 0 兼0 0

2前・後 0 0 1 ○ 0 0 0 0 0 0 0 兼1 0

3前・後 0 0 2 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 0 0 2 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 0 0 1 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0総合的な学習の時間論

教育課程論

道徳・特別活動論

特別支援教育論

教育制度論

総合演習Ⅳ

臨床栄養学実習Ⅰ

臨床栄養学実習Ⅱ

公
衆
栄
養
学

公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学Ⅱ

公衆栄養学実習

臨
床
栄

養
学

給
食
経
営
管
理
論

給食経営管理総論

給食経営管理各論

給食経営管理実習Ⅰ

給食経営管理実習Ⅱ

総
合
演
習

総合演習Ⅰ

総合演習Ⅱ

総合演習Ⅲ

卒業研究Ⅱ

国際栄養支援学演習

総合演習Ⅴ

総合専門演習Ⅰ

総合専門演習Ⅱ

臨地実習Ⅰ（給食の運営）

臨地実習Ⅱ（給食経営管理論）

臨地実習Ⅲ（臨床栄養学）

臨地実習Ⅳ（臨床栄養学）

臨地実習Ⅴ（公衆栄養学）

食育演習Ⅱ

食育演習Ⅲ

食医特論

栄養薬学

医療・福祉・介護と栄養ケア

卒業研究Ⅰ

－

専門教育科目　合計（ 74 科目） －

栄養に係る教育に関する科目

学校栄養教育論Ⅰ

学校栄養教育論Ⅱ

栄養に係る教育に関する科目　合計（ 2 科目） －

教職に関する科目

教育原理

教職概論

学校教育心理学

専
門
応
用
分
野

専
門
教
育
科
目

関
連
科
目

臨
地
実
習

小計（ 45 科目）

食育演習Ⅰ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

2前・後 0 0 2 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

2前・後 0 0 1 ○ 0 0 1 0 0 0 0 兼0 0

3前・後 0 0 1 ○ 0 0 0 1 0 0 0 兼0 0

4前・後 0 0 1 0 0 ○ 3 1 0 0 0 兼0 0

4前・後 0 0 1 0 0 ○ 3 1 0 0 0 兼0 0

4後 0 0 2 0 ○ 0 3 1 0 0 0 兼0 0

－ 0 0 19 3 1 0 0 0 兼3 －

－ 0 0 19 3 1 0 0 0 兼3 －

－ 116 78 19 10 2 1 1 5 兼44 －

90分

【履修単位の上限】
　1年間に履修申請できる単位数は、48単位以内とする。ただし、留学生特例科目、卒業に
必要な単位数に含まれない科目及び再受験科目として申請している科目を除く。

【履修方法】
  ○スタンダード科目
　　 必修科目：15単位
　　---------------------------------------------------------------------------
　　（小計）　 15単位

  ○オプション科目
　　 必修科目： 6単位
　　 選択科目： 4単位
　　---------------------------------------------------------------------------
　　（小計）　 10単位以上

  ○専門教育科目
  　 必修科目：95単位
　　　　　　 　（『専門基礎分野』44単位、『専門応用分野』51単位）
　　 選択必修科目：2単位
　　　　　 　　（『専門応用分野』の「総合演習」から選択必修科目1単位、
　　　　　　　　 「臨地実習」から選択必修科目1単位の計2単位）
　　---------------------------------------------------------------------------
　　（小計）　 97単位以上

  ○その他：  3単位
  　 『専門応用分野』及び『栄養に係る教育に関する科目』の「学校栄養教育論Ⅰ」
　　「学校栄養教育論Ⅱ」ならびに他学科の専門教育科目から3単位
　　---------------------------------------------------------------------------
　　（小計）　　3単位以上

　　（合計）  125単位以上

  ○教職科目
　　　教職に必要な単位は、
　　　『スタンダード科目』（6単位）
　　　　〔「スポーツ学」1単位、「スポーツ実習Ⅰ」1単位、「英語コミュニケーションⅠ」1単位、
　　　　　「英語コミュニケーションⅡ」1単位、「デジタルコミュニケーション」1単位、
　　　　　「データサイエンスⅠ」1単位〕、
　　　『オプション科目』（2単位）
　　　　〔「日本国憲法」2単位〕、
　　　『栄養に係る教育に関する科目』（4単位）
　　　　〔「学校栄養教育論Ⅰ」2単位、「学校栄養教育論Ⅱ」2単位〕、
　　　『教職に関する科目』（19単位）
　　　の合計31単位を修得しなければならない。

学位又は学科の分野 家政関係

卒業要件及び履修方法 授業期間等

【卒業要件】
  本大学に4年以上在学し､所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、専門教育科目、その他、
合計125単位以上を修得すること。

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間

教育方法論

生徒指導論

学士(医療栄養学)学位又は称号

合計（ 149 科目） －

栄養教育実習Ⅱ

教職実践演習（栄養教諭）

小計（ 14 科目） －

教職に関する科目　合計（ 14 科目） －

教育相談

栄養教育実習Ⅰ
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１．学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生確保の見通し 

ア 定員充足の見込み（概要） 

 [１]入学定員設定の考え方、定員充足の見込 

 入学定員は、保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻を40人から50人に変更、

保健医療学部救急救命学科は既設の救急救命学専攻を学科へ昇格させることとし、

入学定員を 40 人から 50 人に変更、総合リハビリテーション学部リハビリテーショ

ン学科理学療法学専攻の入学定員を 60 人から 80 人へと変更することとした。 

 また、健康科学部は既設の医療福祉学部、医療経営学部、心理学部、医療栄養学

部を発展的に統合させたもので、健康科学部心理学科のみ入学定員を 90 人から 100

人に変更する。 

 さらに、総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科義肢装具学専攻は、

同学部のリハビリテーション支援学科から、リハビリテーション学科に統合させる

が、入学定員に変更はない。 

 これらは、過去の志願状況や就職状況を踏まえるとともに、広島県をはじめとす

る中国・近畿・四国・九州・沖縄に所在する高等学校の在校生に対する進学需要調

査の結果に加えて、本学への求人実績のある企業・団体を対象とした人材需要調査

の結果などを総合的に勘案したうえで設定しており、十分な学生確保を見込むこと

ができるものと考えている。 

 

[２]医療福祉学部医療福祉学科の定員未充足の原因分析と定員設定の合理性 

 既設の医療福祉学部医療福祉学科の最近 5 年間の定員充足率の平均は 0.68 倍で

定員未充足となっているが、この主な原因としては、福祉・介護現場における賃金

格差や昇給などの賃金処遇面の問題、労働時間や労働環境の問題、キャリア展望の

不透明さなど、福祉・介護職としての卒業後の進路に対する不安が大きく影響して

いるものと考えられ、18 歳人口の減少とも相まって、大学生及び短期大学生の総数

に占める福祉・介護分野を学ぶ学生数は減少し続けている。 

このような状況下で、医療福祉学部医療福祉学科の定員規模の在り方について、

大学内において検討を行った結果、高齢化の更なる進展に伴う福祉・介護需要が確

実に増加していく中で、福祉・介護人材の量的及び質的な確保は重要な課題であり、

福祉・介護人材を安定的に輩出することは、本学の使命であるとともに、地域福祉

の推進に寄与するものでもあることから、現行定員を維持する方向で、募集戦略の

強化による学生確保を目指すこととした。 

具体的には、平成 30 年度入試より、「福祉興味層の確実な志願」、「福祉興味層の

就学資金支援の強化」、「福祉興味層の掘り起こしによる広報」、「留学生の確保に向

けた広報」を念頭に置き、高校内ガイダンスの実施回数の増加、職場見学会ツアー
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の実施、学科独自の奨学金制度等の導入、社会福祉協議会との協働事業の開催、日

本語学校への訪問による留学生獲得活動の強化等を行った。 

その結果、平成30年度単年度の定員充足率は0.66倍と、前年度の定員充足率0.56

倍と比較すると改善傾向を示していることから、募集戦略の強化による効果が現わ

れているものと考えており、この平成 30 年度の入学者数を踏まえつつ、高齢化社

会の進展に伴う福祉・介護人材に対する社会的な需要等の観点から、当面の間、現

行の入学定員 100 人を維持することとしている。 

なお、本学では、平成 32 年 4 月より、既設の医療福祉学部、医療経営学部、心

理学部、医療栄養学部を発展的に統合し、新たに健康科学部の医療福祉学科、医療

経営学科、心理学科、医療栄養学科として設置することで、医療・福祉・健康分野

の学部教育の充実と発展を図るとともに、定員充足にむけた各種改善策の取組みに

加えて、学生募集戦略の一層の強化による学生確保に努めることとしているが、引

き続き、医療福祉学科の入学者数の実態や推移等を見極めつつ、適正規模について

検討していくこととする。 

 

（別紙資料 1）「広島国際大学 改組計画一覧」 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

[１] 過去 5 年間の入学志願状況等 

 今般、入学定員を変更しようとする学部・学科・専攻（改組を予定している学部

は基礎となる学部）の過去 5年間の入学志願状況等は、次表のとおりである。医療

福祉学部医療福祉学科以外の平均定員超過率は 0.76～1.18 倍で推移しており、昨

今の 18 歳人口の減少期においても大きな影響を受けることなく、安定的な入学志

願状況等を維持していることから、収容定員を変更した場合でも十分に定員の充足

ができるものと考えられる。 

 なお、医療福祉学科については、前述の説明（［２］医療福祉学部医療福祉学科

の定員未充足の原因分析と定員設定の合理性）のとおり引続き受験生の動向に留意

し、学生募集活動等を行っていくこととする。 
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＜過去 5 年間の入学志願状況等＞ 

（単位：人） 

年

度 

学部 保健医療 総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 
医療 

福祉 

医療 

経営 
心理 

医療 

栄養 

学科 医療技術 
ﾘﾊﾋﾞﾘ 

ﾃｰｼｮﾝ 

ﾘﾊﾋﾞﾘ 

ﾃｰｼｮﾝ支援 

医療 

福祉 

医療 

経営 
心理 

医療 

栄養 

専攻 
臨床 

検査学 

救急 

救命学 

理学療法 

学 

義肢装具 

学 
― ― ― ― 

平

成 

30 

入学 

定員 
40  40  60  30  100  90  90  60  

志願者 269  182  517  62  189  230  307  184  

受験者 235  166  480  60  164  202  268  158  

合格者 129  72  145  47  152  192  235  144  

入学者 43  47  79  24  66  96  97  52  

定員 

超過率(倍) 
1.07  1.17  1.31  0.80  0.66  1.06  1.07  0.86  

平

成 

29 

入学 

定員 
40  40  60  30  100  90  90  60  

志願者 312  134  472  68  145  188  301  211  

受験者 270  126  421  65  131  172  261  187  

合格者 118  63  147  54  124  156  246  158  

入学者 39  41  65  28  56  74  88  59  

定員 

超過率(倍) 
0.97  1.02  1.08  0.93  0.56  0.82  0.97  0.98  

平

成 

28 

入学 

定員 
40  40  60  30  100  90  90  60  

志願者 330  130  557  70  208  188  281  235  

受験者 292  124  509  65  188  167  234  193  

合格者 112  67  144  51  178  157  225  150  

入学者 46  37  67  30  70  69  82  62  

定員 

超過率(倍) 
1.15  0.92  1.11  1.00  0.70  0.76  0.91  1.03  

平

成 

27 

入学 

定員 
40  40  60  30  120  140  90  60  

志願者 310  208  576  84  236  250  282  275  

受験者 277  194  514  79  208  235  251  230  

合格者 134  95  150  64  192  209  227  159  

入学者 50  61  76  36  85  77  90  68  

定員 

超過率(倍) 
1.25  1.52  1.26  1.20  0.70  0.55  1.00  1.13  

平

成 

26 

入学 

定員 
40  40  60  30  120  140  100  60  

志願者 307  105  622  61  295  230  215  217  

受験者 284  95  595  57  275  212  197  190  

合格者 120  87  145  52  231  195  173  143  

入学者 51  38  71  32  99  86  70  58  

定員 

超過率(倍) 
1.27  0.95  1.18  1.06  0.82  0.61  0.70  0.96  

平

均 

入学 

定員 
― ― ― ― ― ― ― ― 

志願者 305  151  548  69  214  217  277  224 

受験者 271  141  503  65  193  197  242  191 

合格者 122  76  146  53  175  181  221  150 

入学者 45  44  71  30  75  80  85  59 

定員 

超過率(倍) 
1.14  1.11  1.18  0.99  0.68  0.76  0.93  0.99 
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[２]既設学部等の都道府県別入学者数の状況 

本大学既設学部等における最近 5年間の都道府県別の入学者の状況をみると、広

島県内の高等学校を卒業した者は、入学者総数 4,751 人の約 57.7％にあたる 2,741

人となっている。 

また、山口県内の高等学校を卒業した者は、入学者総数 4,751 人の約 8.0％にあ

たる 382 人、愛媛県内の高等学校を卒業した者は、入学者総数 4,751 人の約 5.2％

にあたる 249 人となっており、既設学部等における広島県、山口県、愛媛県内の高

等学校を卒業した者の占める割合は、入学者総数 4,751 人の約 71.0％にあたる

3,372 人と高いものとなっている。 

 

（別紙資料 2）「広島国際大学 都道府県別入学者数の状況」 

 

[３]広島県及び隣接県の高等学校及び中学校の在籍者数 

平成 30 年度の広島県、山口県、愛媛県の学校基本調査によると、学部・学科改

組再編初年度となる平成 32 年度に受験対象者となる広島県、山口県、愛媛県内の

高等学校に在籍している 2 年生の生徒数は 45,945 人、学部・学科改組再編 2 年目

に受験対象者となる広島県、山口県、愛媛県内の高等学校に在籍している 1 年生の

生徒数は 45,425 人となっている。 

また、学部・学科改組再編 3年目に受験対象者となる広島県、山口県、愛媛県内

の中学校に在籍している 3 年生の生徒数は 49,269 人、学部・学科改組再編 4 年目

に受験対象者となる広島県、山口県、愛媛県内の中学校に在籍している 2年生の生

徒数は 47,858 人となっている。 

なお、平成 30 年 3 月の広島県、山口県、愛媛県内の中学校を卒業した者の高等

学校等への進学率の最近 3年間の平均は 98.4％となっており、広島県、山口県、愛

媛県内の中学校を卒業した者の高等学校等への進学率を見ても、今後、広島県、山

口県、愛媛県内の大学受験対象者が大きく減少することはなく、中長期的な学生確

保の見通しがあるものと考えられる。 

 

（別紙資料 3）「平成 30 年度 学校基本調査 高等学校（全日制）の学年別生徒数」 

（別紙資料 4）「平成 30 年度 学校基本調査 中学校の学年別生徒数」 

 

[４]広島県及び隣接県の人口動向等－年齢別人口による中長期的な見通し－ 

全国的に 18 歳人口の減少が予測されている中で、広島県、山口県、愛媛県にお

ける学齢人口の減少は比較的緩やかな傾向が示されており、広島県、山口県、愛媛

県が公表している最新の年齢（5歳階級）別推計人口をみると、10 歳～14 歳の人口

は 265,567 人、5 歳～9 歳の人口は 252,421 人となっており、今後の大学受験対象

者となる 5歳～14 歳までの年齢別人口は、微増減を繰り返しながら穏やかに推移し
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ていくことから、中長期的にみても大学受験対象者が急激に減少することはないも

のと見込まれる。 

 

（別紙資料 5）「年齢別人口の推計」 

 

[５]広島県及び隣接県の高等学校を卒業した者の大学進学状況 

平成 30 年度の広島県、山口県、愛媛県の学校基本調査によると、広島県、山口

県、愛媛県内の高等学校を卒業した者の最近 3 年間の大学等進学状況は、平成 30

年度は卒業者 46,290 人のうち大学等進学者は 25,144 人で大学等進学率は 54.3％、

平成 29 年度は卒業者 47,311 人のうち大学等進学者は 25,534 人で大学等進学率は

54.0％、平成 28 年度は卒業者 47,127 人のうち大学等進学者は 25,071 人で大学等

進学率は 53.2％となっている。 

また、広島県、山口県、愛媛県内の高等学校を卒業した者の最近 3年間の大学等

進学率は、平成 28 年度の 53.2％から毎年微増しており、平成 30 年度は 54.3％と

1.1 ポイント上昇しており、18 歳人口の減少期においても安定した大学等進学状況

で推移していることから、中長期的な確保の見通しがあるものと考えられる。 

 

（別紙資料 6）「平成 30 年度学校基本調査 高等学校の進路別卒業者の推移」 

 

[６]新設学部等の分野の動向 

日本私立学校振興・共済事業団が作成した「平成 30 年度私立大学・短期大学等

入学志願動向」の「学部系統別の動向」における「保健系」「人文科学系」「家政学」

「その他」の全国的な動向をみると、平成 26 年度から平成 30 年度までの 5年間の

入学定員に対する志願者数と志願倍率の平均は、「保健系」は入学定員 30,704 人に

対して志願者数 174,517 人、志願倍率 5.70 倍、「人文科学系」は入学定員 69,828

人に対して志願者数 544,678 人、志願倍率 7.80 倍、「家政学」は入学定員 16,385

人に対して志願者数 78,581 人、志願倍率 4.81 倍、「その他」は入学定員 67,051 人

に対して志願者数 456,639 人、志願倍率 6.80 倍と安定した志願者数と志願倍率で

推移しており、また、5年間の入学定員充足率の平均は、「保健系」は 1.04 倍、「人

文科学系」は 1.05 倍、「家政学」は 1.00 倍、「その他」は 1.03 倍となっており、

わが国を取り巻く社会環境の変化に伴う保健・医療・福祉の多様化や高度化、によ

り、国や地域が提唱する、保健・医療・福祉サービスや健康増進等の推進と相まっ

て、今後もこれらの系統の志願者数の増加を見込むことができるものと考えられる。 

 

（別紙資料 7）「学部系統別の志願者・入学者動向（保健系、人文科学系、家政学、その他）」 
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[７]想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況 

「保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻」 

保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻と同分野で類似の教育内容を有する

大学の学部・学科で、かつ競合が想定される大学の学部・学科は、平成 30 年 4 月

現在、倉敷芸術科学大学生命科学部生命医科学科（入学定員 50 人）、国際医療福

祉大学福岡保健医療学部医学検査学科（入学定員 80 人）、森ノ宮医療大学保健医

療学部臨床検査学科（入学定員 60 人）である。各大学が公表している入試方式の

集計値による最近 3 年間の平均の志願者状況をみると、倉敷芸術科学大学生命科学

部生命医科学科は、募集人員 50 人に対して志願者数約 238 人、志願倍率約 4.8 倍、

実質倍率約 1.3 倍、定員充足率約 1.11 倍、国際医療福祉大学福岡保健医療学部医

学検査学科は、募集人員 80 人に対して志願者数約 350 人、志願倍率約 4.4 倍、実

質倍率約 2.5 倍、定員充足率約 1.07 倍、森ノ宮医療大学保健医療学部臨床検査学

科は、募集人員 60 人に対して志願者数約 384 人、志願倍率約 6.4 倍、実質倍率約

3.0 倍、定員充足率約 1.20 倍となっている。 

このように、保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻との競合が想定される大

学の学部・学科では、18 歳人口の減少期においても安定した志願者数の確保と志願

倍率や入学定員充足の状況を維持していることから、保健医療学部医療技術学科臨

床検査学専攻の学生確保については十分な見通しがあると考えている。 

 

（別紙資料 8）想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況＜保健医療学部医療技術学科臨床

検査学専攻＞ 

 

「保健医療学部救急救命学科」 

保健医療学部救急救命学科と同分野で類似の教育内容を有する大学の学部・学科

で、かつ競合が想定される大学の学部・学科は、平成 30 年 4 月現在、京都橘大学

健康科学部救急救命学科（入学定員 50 人）、杏林大学保健学部救急救命学科（入

学定員 50 人）、日本体育大学保健医療学部救急医療学科（入学定員 80 人）、新潟

医療福祉大学医療技術学部救急救命学科（入学定員 55 人）である。各大学が公表

している入試方式の集計値による最近 3年間（一部 2年間）の平均の志願者状況を

みると、京都橘大学健康科学部救急救命学科は募集人員 50 人に対して志願者数約

839 人、志願倍率約 16.8 倍、実質倍率約 5.2 倍、定員充足率約 1.08 倍、杏林大学

保健学部救急救命学科は募集人員 50 人に対して志願者数約 333 人、志願倍率約 6.7

倍、実質倍率約 2.9 倍、定員充足率約 1.11 倍、日本体育大学保健医療学部救急医

療学科は募集人員 80 人に対して志願者数約 140 人、志願倍率約 1.7 倍、実質倍率

約 1.3 倍、定員充足率約 1.01 倍、新潟医療福祉大学医療技術学部救急救命学科は

募集人員 55 人に対して志願者数約 298 人、志願倍率約 5.4 倍、実質倍率約 4.1 倍、

定員充足率約 1.00 倍となっている。 
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このように、保健医療学部救急救命学科との競合が想定される大学の学部・学科

では、18 歳人口の減少期においても安定した志願者数の確保と志願倍率や入学定員

充足の状況を維持していることから、保健医療学部救急救命学科の学生確保につい

ては十分な見通しがあると考えている。 

 

（別紙資料 9）想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況＜保健医療学部救急救命学科＞ 

 

「総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻」 

総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻と同分野

で類似の教育内容を有する大学の学部・学科で、かつ競合が想定される大学の学

部・学科は、平成 30 年 4 月現在、広島都市学園大学健康科学部リハビリテーショ

ン学科理学療法学専攻（入学定員 60 人）、吉備国際大学保健医療福祉学部理学療

法学科（入学定員 40 人）、川崎医療福祉大学医療技術学部リハビリテーション学

科理学療法学専攻（入学定員 60 人）である。各大学が公表している入試方式の集

計値による最近 3年間の平均（一部単年度の数値）の志願者状況をみると広島都市

学園大学健康科学部リハビリテーション学科理学療法学専攻は、募集人員 60 人に

対して志願者数約 220 人、志願倍率約 3.7 倍、実質倍率約 1.8 倍、定員充足率約 1.01

倍（単年度）、吉備国際大学保健医療福祉学部理学療法学科は、募集人員 40 人～

60 人に対して志願者数約 146 人、志願倍率約 3.2 倍、実質倍率約 1.8 倍、定員充足

率約 1.04 倍、川崎医療福祉大学医療技術学部リハビリテーション学科理学療法学

専攻は、募集人員 40 人～60 人に対して志願者数約 477 人、志願倍率約 9.0 倍、実

質倍率約 5.9 倍となっている。 

このように、総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専

攻との競合が想定される大学の学部・学科では、18 歳人口の減少期においても安定

した志願者数の確保と志願倍率や入学定員充足の状況を維持していることから、総

合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻の学生確保に

ついては十分な見通しがあると考えている。 

 

（別紙資料 10）想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況＜総合リハビリテーション学部リハ

ビリテーション学科理学療法学専攻＞ 

 

 

「総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科義肢装具学専攻」 

総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科義肢装具学専攻と同分野

で類似の教育内容を有する大学の学部・学科で、かつ競合が想定される大学の学

部・学科は、平成 30 年 4 月現在、北海道科学大学保健医療学部義肢装具学科（入

学定員 50 人）、新潟医療福祉大学医療技術学部義肢装具自立支援学科（入学定員
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40 人）、人間総合科学大学保健医療学部リハビリテーション学科〈義肢装具学専攻〉

（入学定員 70 人[学科単位]）である。各大学が公表している入試方式の集計値に

よる最近 3年間の平均の志願者状況をみると、北海道科学大学保健医療学部義肢装

具学科は募集人員 50 人に対して志願者数約 268 人、志願倍率約 5.4 倍、実質倍率

約 1.1 倍、定員充足率約 0.69 倍、新潟医療福祉大学医療技術学部義肢装具自立支

援学科は募集人員 40 人に対して志願者数約 81 人、志願倍率約 2.0 倍、実質倍率約

1.2 倍、定員充足率約 1.04 倍、人間総合科学大学保健医療学部リハビリテーション

学科は募集人員 70 人に対して志願者数約 197 人、志願倍率約 2.8 倍、実質倍率約

1.6 倍、定員充足率約 0.93 倍となっている。 

このように、総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科義肢装具学専

攻との競合が想定される大学の学部・学科では、定員未充足の大学もあるが、何れ

の大学も本学の近隣大学ではないこと、また総合リハビリテーション学部リハビリ

テーション学科義肢装具学専攻は既設のリハビリテーション支援学科からの移行

であり、入学定員の変更を行わないこと、これらにより学生確保については十分な

見通しがあると考えている。 

 

（別紙資料 11）想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況＜総合リハビリテーション学部リハ

ビリテーション学科義肢装具学専攻＞ 

 

「健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、心理学科、医療栄養学科）」 

①健康科学部医療福祉学科 

健康科学部医療福祉学科と同分野で類似の教育内容を有する大学の学部・学科で、

かつ競合が想定される大学の学部・学科は、平成 30 年 4 月現在、広島文化学園大

学社会情報学部健康福祉学科（入学定員 120 人）、広島文教女子大学人間科学部人

間福祉学科（入学定員 80 人）、福山平成大学福祉健康学部福祉学科（入学定員 60

人）である。各大学が公表している入試方式の集計値による最近 3年間の平均の志

願者状況をみると、広島文化学園大学社会情報学部健康福祉学科は募集人員 60～

120 人に対して志願者数約 106 人、志願倍率約 1.3 倍、実質倍率約 1.0 倍、定員充

足率約 1.03 倍、広島文教女子大学人間科学部人間福祉学科は募集人員 80 人に対し

て志願者数約 99 人、志願倍率約 1.2 倍、実質倍率約 1.1 倍、定員充足率約 0.37 倍、

福山平成大学福祉健康学部福祉学科は募集人員 60 人に対して志願者数約 52 人、志

願倍率約 0.9 倍、実質倍率約 1.2 倍、定員充足率約 0.40 倍となっている。 

このように、健康科学部医療福祉学科との競合が想定される大学の学部・学科で

も、定員未充足の大学が複数あるが、前述の説明（[２]医療福祉学部医療福祉学科

の定員未充足の原因分析と定員設定の合理性）のとおり、引続き受験生の動向に留

意し、学生募集活動等を行っていくこととする。 
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（別紙資料 12）想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況＜健康科学部医療福祉学科＞ 

 

②健康科学部医療経営学科 

健康科学部医療経営学科と同分野で類似の教育内容を有する大学の学部・学科で、

かつ競合が想定される大学の学部・学科は、平成 30 年 4 月現在、藤田保健衛生大

学医療科学部医療経営情報学科（入学定員 40 人）、保健医療経営大学保健医療経

営学部保健医療経営学科（入学定員 80 人）、川崎医療福祉大学医療福祉マネジメ

ント学部医療福祉経営学科（入学定員 60 人）である。大学が公表している入試方

式の集計値による最近 3 年間の平均の志願者状況をみると、藤田保健衛生大学医療

科学部医療経営情報学科は募集人員 40 人に対して志願者数約 208 人、志願倍率約

5.2 倍、実質倍率約 1.4 倍、定員充足率約 1.08 倍、保健医療経営大学保健医療学部

保健医療経営学科は募集人員 80 人に対して志願者数約 51 人、志願倍率約 0.6 倍、

実質倍率約 1.0 倍、定員充足率約 0.38 倍、川崎医療福祉大学医療福祉マネジメン

ト学部医療福祉経営学科は募集人員60人に対して志願者数約78人、志願倍率約1.3

倍、実質倍率約 1.1 倍となっている。 

このように、健康科学部医療経営学科との競合が想定される大学の学部・学科の

うち、保健医療経営大学は、定員未充足であるが、本学とは異なる単科大学である。

本学は学科での学びはもちろんのこと、健康・医療・福祉分野の他学部と連携した

学びも教育の特色としており、本学と同様の健康・医療・福祉分野等の複数の学部・

学科を有している藤田保健衛生大学および川崎医療福祉大学は、18 歳人口の減少期

においても安定した志願者数の確保と志願倍率や入学定員充足の状況を維持して

いる。このことから、健康科学部医療経営学科の学生確保については十分な見通し

があると考えている。 

 

（別紙資料 13）想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況＜健康科学部医療経営学科＞ 

 

③健康科学部心理学科 

健康科学部心理学科と同分野で類似の教育内容を有する大学の学部・学科で、か

つ競合が想定される大学の学部・学科は、平成 30 年 4 月現在、安田女子大学心理

学部現代心理学科（入学定員 60 人）、広島文教女子大学人間科学部心理学科（入

学定員 70 人）、広島修道大学健康科学部心理学科（入学定員 80 人）である。大学

が公表している入試方式の集計値による最近 3 年間の平均（一部 2年間）の志願者

状況をみると、福山大学人間文化学部心理学科は募集人員 50 人に対して志願者数

約 112 人、志願倍率約 2.2 倍、実質倍率約 1.3 倍、定員充足率約 1.15 倍、比治山

大学現代文化学部社会臨床心理学科は募集人員 60 人に対して志願者数約 170 人、

志願倍率約 2.8 倍、実質倍率約 1.3 倍、定員充足率約 1.32 倍、広島修道大学健康

科学部心理学科は募集人員 80 人に対して志願者数約 701 人、志願倍率約 8.8 倍、



10 

 

実質倍率約 3.0 倍、定員充足率約 1.06 倍となっている。 

このように、健康科学部心理学科との競合が想定される大学の学部・学科では、

18 歳人口の減少期においても安定した志願者数の確保と志願倍率や入学定員充足

の状況を維持していることから、健康科学部心理学科の学生確保については十分な

見通しがあると考えている。 

 

（別紙資料 14）想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況＜健康科学部心理学科＞ 

 

④健康科学部医療栄養学科 

健康科学部医療栄養学科と同分野で類似の教育内容を有する大学の学部・学科で、

かつ競合が想定される大学の学部・学科は、平成 30 年 4 月現在、安田女子大学家

政学部管理栄養学科（入学定員 120 人）、広島女学院大学人間生活学部管理栄養学

科（入学定員 70 人）、文教女子大学人間科学部人間栄養学科（入学定員 70 人）、

福山大学生命工学部生命栄養科学科（入学定員 50 人）である。大学が公表してい

る入試方式の集計値による最近 3年間の平均の志願者状況をみると、安田女子大学

家政学部管理栄養学科は募集人員120人に対して志願者数約520人、志願倍率約4.3

倍、実質倍率約 2.0 倍、定員充足率約 0.95 倍、広島女学院大学人間生活学部管理

栄養学科は募集人員 70 人に対して志願者数約 279 人、志願倍率約 4.0 倍、実質倍

率約 1.5 倍、定員充足率約 1.08 倍、文教女子大学人間科学部人間栄養学科は募集

人員 70 人に対して志願者数約 155 人、志願倍率約 2.2 倍、実質倍率約 1.1 倍、定

員充足率約 0.84 倍となっている。 

このように、健康科学部医療栄養学科との競合が想定される大学の学部・学科で

は、18 歳人口の減少期においても安定した志願者数の確保と志願倍率や入学定員充

足の状況を維持していることから、健康科学部医療栄養学科の学生確保については

十分な見通しがあると考えている。 

 

（別紙資料 15）想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況＜健康科学部医療栄養学科＞ 

 

[８] 専門の調査機関による進学需要調査結果 

保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻及び総合リハビリテーション学部リ

ハビリテーション学科理学療法学専攻の定員変更、保健医療学部救急救命学科及び

健康科学部の設置は、過去の志願状況や就職状況を踏まえるとともに、競合が想定

される学科等の受験者動向などを踏まえた上で計画しているが、収容定員変更計画

を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から確認することを目的と

して、広島県をはじめとする中国・四国・近畿・九州・沖縄に所在する高等学校の

2 年生に対する進学意向に関するアンケート調査を実施した。 
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＜調査概要＞ 

アンケートタイトル：広島国際大学学部/学科に関するアンケート調査【高校生対象】 

調査対象：中国地方を中心とした高校の高校 2 年生 

調査方法：調査対象校に調査票を送付し、実施協力を依頼 

     各高校のホームルーム等の時間に教室にて配布し、回答・回収 

回収数：合計 20,340 サンプル（有効回答数） 

    回答高校数：145 校 

調査期間：平成 30 年 10 月 25 日（木）～平成 30 年 12 月 17 日（月） 

 

＜調査結果＞ 

学部名 学科名・専攻名 
受験したい回答者数 

 入学したい回答者数 

保健医療学部 

医療技術学科 

臨床検査学専攻 
211 人 159 人 

救急救命学科 200 人 164 人 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

理学療法学専攻 
298 人 237 人 

健康科学部 

医療福祉学科 200 人 149 人 

医療経営学科 144 人 100 人 

心理学科 267 人 198 人 

医療栄養学科 190 人 137 人 

 

上表のアンケート調査の結果のとおり、広島県をはじめとする中国・近畿・四国・

九州・沖縄に所在する一部の高等学校の 2 年生に限定した調査結果においても、高

い進学意向が確認できたことから、学生確保においては十分な見通しがあるものと

考える。 

 

（別紙資料 16）「広島国際大学 学部／学科に関するアンケート【高校生対象】調査結果 報告書」 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

学生確保に向けた具体的な取組状況は、大学案内やリーフレット等の印刷物の配

布をはじめ、ホームページや高校生向けの SNS 等の電子媒体による情報の提供、受

験生向けの受験雑誌や受験情報サイト等の各種メディアを活用した PR 活動を行う

とともに、資料等請求者に対するダイレクトメールによる各種情報の提供を行うこ

ととしている。 

また、高等学校訪問、オープンキャンパス、高校教員向け説明会をはじめ各地域

における進学相談会等の開催を通じて、学部・学科の理念、養成する人材像、学位

授与方針・教育課程編成の方針・入学者の受入方針、学生生活を通した活動や想定
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される進路等様々な教育情報について、設置圏域を中心とする高校生や保護者に対

して広く周知を図ることとしている。 

 

[１]高等学校訪問 

高校訪問を中心とする個別アプローチによる募集戦略の強化も図ることとして

いる。高校訪問は、入試業務全般を所管する入試センターの職員が中心となって、

広島県の他、中四国・九州エリアの高等学校を訪問する。その中で、重点募集対象

地域及び重点訪問校を設定し、訪問計画を策定する。また、指定校推薦入学選考の

設定により、広島県内の高等学校及び中四国・九州エリアの高等学校からの確実な

入学者の確保を目指すこととする。 

具体的な訪問時期は、高校生の進路検討時期に合わせ、4～7 月（AO 入試・推薦

入試の情報提供）、9 月～10 月（オープンキャンパス報告・AO 入試報告）、11 月～

12 月（推薦入試報告及び一般入試に向けた情報提供）、2月～3月（次年度広報）の

4 期に分けるとともに、上記に合わせ在学生の成績報告（前期・後期年 2 回）を行

う等、広島県内及び重点校を幅広く訪問している。 

なお、広島県内の高校は、平成 30 年度（3 月 7 日現在）において訪問した 116

校中、43 校で年 4回以上訪問するなど、きめ細やかな訪問を行っている。 

高等学校訪問は、募集対象者が多数在籍している高等学校の教員に対して、本学

の様々な教育情報を直接的に周知することができるとともに、継続的な訪問活動を

行うことで、高等学校の教員との信頼関係を築くことができるものであり、長年の

取組みにより、一定数の高等学校と信頼関係を構築している。これにより高校内で

の生徒に対する進学説明会の実施をはじめ、当該専門分野に進学を希望している生

徒の紹介をしてもらえるなどの効果が期待される。 

また、本学では主に高校 1・2 年次の進路探求に繋がる独自の高大連携事業も進

めており、学びのサポートという視点も踏まえ、高校との関わりをより深める活動

を行っている。 

 

[２]オープンキャンパス 

本学への入学を希望・考慮している高校生やその保護者を対象として、大学の学

びを理解いただき、本学への関心を深めてもらうため、施設内を積極的に公開し、

入学に繋げる促進的なイベントとして、平成 31 年度は 6 月 16 日（日）、7 月 28

日（日）、8 月 24 日（土）、9 月 21 日（土）に全てのキャンパス（東広島・呉・

広島キャンパス）で同時開催によるオープンキャンパスの実施を予定している。 

オープンキャンパスでは、学部長等による学部紹介、在学生や教職員による施設

見学会、教員による模擬授業、大学で学べる学問内容、取得可能資格、入学者選抜

制度、大学生活についての個別相談や質問を受け付けるなど、受験生や保護者との

対面による丁寧な説明を行うことにより、よりミスマッチの少ない学生を受入れる。 
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[３]高等学校教員向け説明会 

広島県や隣接県に所在している高等学校の教員を対象とする説明会を5月に開催

する予定としており、大学紹介、学部別の個別説明、入試概要、奨学金制度、大学

施設の見学など、高等学校の教員と本学の教職員との対面による丁寧な説明を行う

こととしている。 

本学の教育・研究活動等に関する理解を深めてもらうための情報提供の機会を設

けることにより、高等学校の教員が本学への進学を希望する生徒に対する進路指導

の際に役立てていただく。 

平成 30 年度は、58 校 67 人の高校教員に参加いただくことができた。平成 31 年

度は学部・学科の改組再編に伴い、今年度を上回る参加者数を見込んでいる。 

 

[４]進学相談会 

民間業者が主催し、中四国・九州エリアを中心とした主要な都市で開催される進

学相談会への参加を予定している。 

進学相談会では、大学・学部資料の配付から、学位授与・教育課程編成・入学者

受入の方針、選抜方法の種類や試験科目、書類審査、学力試験、面接試験、小論文

試験などの実施方法、授業科目や講義等の内容、取得可能な資格、想定される卒業

後の進路、大学周辺の施設や環境、下宿やアパート物件などに関する情報を広く提

供することにより、広島県及び隣接県の高等学校以外からの学生を確保することの

効果が期待される。 

平成 30 年度は、延べ 164 会場に参加し、1,869 人（平成 31 年 3 月 7 日現在）の

来談を受けている。平成 31 年度は学部・学科の改組再編に伴い、今年度を上回る

来談者数を見込んでいる。なお、最近 5年間の入学定員充足率の平均が 0.7 倍未満

となっている、医療福祉学部医療福祉学科（0.68 倍）については、定員規模の在り

方について、大学内において検討を行った結果、高齢化の更なる進展に伴う福祉・

介護需要が確実に増加していく中で、福祉・介護人材の量的及び質的な確保は重要

な課題であり、福祉・介護人材を安定的に輩出することは、本大学の使命であると

ともに、地域福祉の推進に寄与するものでもあることから、現行定員を維持する方

向で、募集戦略の強化による学生確保を目指すこととした。具体的には、平成 30

年度入試より、通常の「高等学校訪問」、「オープンキャンパス」、「高等学校教員向

け説明会」、「進学相談会」に加え、「福祉興味層の確実な志願」、「福祉興味層の就

学資金支援の強化」、「福祉興味層の掘り起こしによる広報」、「留学生の確保に向け

た広報」を念頭に置き、高校内ガイダンスの実施回数の増加、職場見学会ツアーの

実施、学科独自の奨学金制度などの導入、社会福祉協議会との協働事業の開催、日

本語学校への訪問による留学生獲得活動の強化等を行った。高齢化社会の進展に伴

う福祉・介護人材に対する社会的な需要等の観点から、今後も継続して、学生確保

に向けた取組を行うこととしている。 
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２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

[１]人材の養成に関する目的 

今般、入学定員を変更しようとする学部・学科の教育研究上の目的は以下のとお

りである。 

「保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻」 

 【教育研究上の目的】 

医療技術学科は、臨床工学・臨床検査学の広い領域での知識・技術をもとに、日

々進歩し続ける医療機器や医療技術の変化に対応できる能力や医療チームの牽引

役になることができる能力を持つ人材を育成する。 

   【ディプロマ・ポリシー】 

１）臨床検査技師としての強い使命感と責任感を持つとともに、他人を思いやる

心と医療人としての高い倫理観を身につける。 

２）専門的な医療技術に対応できる知識と技能を身につけ、医療現場で活躍でき

る。 

３）医療現場で必要とされるコミュニケーション能力を身につけ、「いのちのそば

に、ひととともに」を共有するチーム医療に貢献できる。 

４）専門知識とともに幅広い教養を身につけ、俯瞰的な立場から適切な情報提供

と対応ができる。 

５）臨床検査のスペシャリストとして常に高度専門技術の向上に努め、研修・研

鑽を行う意欲を持つ。 

 

「保健医療学部救急救命学科」 

 【教育研究上の目的】 

救急救命学の広い領域での知識・技術をもとに、日々進歩し続ける病院前救護の

変化に対応できる能力や医療チームの牽引役になることができる能力、さらに救急

活動や救急統計を研究・分析し業務改善につなげる能力を持てる人材を育成する。 

   【ディプロマ・ポリシー】 

１）救急救命士としての強い使命感と責任感を持つとともに、豊かな人間性と高

い倫理観を身につける。 

２）救急救命士として必要な専門的な医療技術に対応できる知識と技能を身につ

け、医療現場で活躍できる。 

３）救急現場活動で必要とされるコミュニケーション能力やリーダーシップを身

につけ、「いのちのそばに。ひととともに。」を共有するチーム医療に貢献で

きる。 

４）地域における救急医療でのさまざまな問題について、専門的な立場から適切

な情報提供と対応ができる。 
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５）病院前救護のスペシャリストとして常に高度専門技術の向上に努め、研修・

研鑽を行う意欲を持つ。 

 

「総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科」 

 【教育研究上の目的】 

多様なリハビリテーション技術を総合的に提供でき、すべての人々の健康と生活

の向上を目的として予防から治療までの幅広い専門知識と技術に裏打ちされた問

題解決能力と豊かな人間性を養った専門職業人(理学療法士、作業療法士、言語聴

覚士および義肢装具士)として社会に貢献できる人材を育成する。 

   【ディプロマ・ポリシー】 

    □理学療法学専攻 

１）豊かな人間性と倫理観を備え、あらゆる人々の心と体の回復を支えることを

喜びとすることができる。 

２）医療の進歩に対応できる多様なリハビリテーション技術を総合的に提供でき

る。 

３）基礎的な医学の知識を身につけ理学療法士としての診断と治療の技術を修得

している。 

４）理学療法に関する知識や技術を社会において応用・発展させる能力を身につ

けている。 

①社会の様々なニーズに柔軟に対応できる。 

②医療サービス対象者のことを第一に考え、医療チームの一員として他の専

門職と協働できる。 

５）地域の健康、医療、福祉に貢献できる能力を備えている。 

    □義肢装具学専攻 

１）命の尊さを大切にするための「医の心」と「ものづくりの技術」を身につけ、

利用者のニーズに適確に応える能力を修得している。 

２）基礎的な医学と工学の知識を身につけリハビリテーション支援における課題

を科学的、論理的に解決する技術を修得している。 

３）リハビリテーション支援に関係するものづくりの技術を中心に、関係する他

の専門職者と協力しながら問題を解決できる。 

４）地域の医療、福祉に貢献できる能力を備えている。 

５）生涯にわたり、健康寿命の延伸のために、その時代の社会の必要性に応じて、

学んだ知識や技術を応用し発展させる能力を身につけている。 

 

「健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、心理学科、医療栄養学科）」 

①健康科学部医療福祉学科 

 【教育研究上の目的】 
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 社会福祉学に関する専門知識と技術を幅広く修得し、豊かな人間性を土台として、

専門的知識・技術を用いて、さまざまな生活上の問題を抱える人々に寄り添いなが

ら、地域生活を支援できる人材の育成を目指す。ソーシャルワークを基礎とした専

門職として、クライエントの思いや価値観等を受容し、信頼関係を築いていくこと

のできる専門職となり、「ひと・家族」と「地域」をつなぐ役割を担える専門職を

育成する。地域社会の一員として、他者とともに協働しながら、あらゆるひとの自

己実現と社会参加を促進し、誰もがしあわせになる社会づくりに貢献できる人材を

育成する。 

   【ディプロマ・ポリシー】 

       □医療福祉学専攻 

１）社会福祉に関する価値、知識、援助技術を修得している。 

２）豊かな人間性を土台に、専門的な学びを深めながら、さまざまな生活上の問

題を抱えた人びとの支援および地域社会に貢献することができる。 

       □介護福祉学専攻 

１）利用者の生活状況を的確に把握し、根拠に基づいた個別の生活支援ができる。 

２）豊かな人間性を土台に、専門的な学びを深めながら、介護福祉専門職として

利用者の「尊厳と自立を支えるケア」が実践できる。 

       □保育福祉学専攻 

１）子どもをとりまく環境を深く理解し、子どもの最善の利益を考えた支援がで

きる。 

２）豊かな人間性を土台に、専門的な学びを深めながら、保護者や地域と連携し

た「子育て・子育ち・親育ち・地育ち」支援ができる。 

 

②健康科学部医療経営学科 

 【教育研究上の目的】 

 医療機関あるいは医療機関を支える医療関連産業において、効率的な医療提供を

進め、人々の健康の維持・増進に貢献する人材の育成が急務であり、医療関連の業

務を通じて活躍する人材においては、効率的運用という視点のみでなく、健康や命

という極めて公益性の強い事業である性質に鑑みれば、地域という広い視点からマ

ネジメントできる能力が不可欠となる。高い倫理観や豊かな人間性に基づきながら、

医学をはじめとして、医療に関わる経営学、経済学を学び、医師と協働し医療機関

を維持運営管理する経営担当の専門家を養成していく必要があるだけでなく、医療

分野においてはビッグデータの活用の必要性が高まっており、医療に関わる統計学

や情報学にも精通した能力も必要であることから、強い公共心を持ちながら、医学

をはじめ医療に関わる経営学、経済学、情報学、統計学について学び、広い視野か

ら公益に資するマネジメント能力を持った人材、そしてあらゆる領域で人々のしあ

わせに貢献できる人材を育成する。 
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   【ディプロマ・ポリシー】 

１）地域の人々のしあわせに貢献できる。 

２）医療マインドと高い倫理性を持つ。  

３）医療専門職や地域と連携し、医療機関を管理運営、サポートできる。 

４）経営学、経済学、医学、情報学の基礎を理解し、医療経営手法を修得してい

る。 

 

③健康科学部心理学科 

 【教育研究上の目的】 

 心理学の専門知識とコミュニケーション技術を活かし、自らの立場、状況、対象

などの客観的なアセスメントに基づき、課題を見い出し、課題の解決のために積極

的に行動する人材を養成する。そして、自らを信頼する力を持ち、自らの意志・感

情・行動を律することができ（自律）、他者を尊重し、他者のこころを理解するこ

とができ（共感）、社会のために他者とともに協力して行動する（協働）力によっ

て、人々のしあわせをマネジメントできる人材を育成する。 

   【ディプロマ・ポリシー】 

１）総体としての人間、心の多様性と普遍性、人間と環境との交互作用を客観的

に理解し、人間に関する専門職業人として社会貢献することができる。  

２）人間を複眼的に見る力、批判的実証的態度、問題発見・解決能力、コミュニ

ケーション能力など実社会で役立つ汎用技術を修得している。 

 

④健康科学部医療栄養学科 

 【教育研究上の目的】 

 「食と栄養」を科学的に学ぶことを皮切りに、「食と栄養の力」で人々の健康維

持・増進、病気の予防、改善を図る担い手であると同時に、医療人としての専門的

知識・技能及び倫理観を兼ね備え、健康、医療、福祉、介護の幅広い分野で活躍で

きる人材を育成する。 

   【ディプロマ・ポリシー】 

１）管理栄養士としての強い使命感と責任感を持つとともに、豊かな人間

性と高い倫理観を身につけている。 

２）専門的な医療技術に対応できる知識と技能を身につけ、総合的な健康

管理のできる管理栄養士として、健康、医療、福祉、介護の現場で活

躍できる。  

３）現場で必要とされるコミュニケーション能力を身につけ、「いのちのそ

ばに。ひととともに。」を共有するチーム医療に貢献できる。 

４）地域社会のさまざまな問題について、専門的な立場から食と栄養に関

する適切な情報提供と対応ができる。 
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 ５）将来にわたって自己研鑽できる力と自らの考えを発信できる力を身に

つけ、食生活及び栄養状態の改善に貢献できる。 

 

（２）上記（１）が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観

的な根拠 

「保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻」 

臨床検査技師の職務は、日本国民の医療及び公衆衛生の向上が目的であり、国民

や他の医療職種から期待されているのは、臨床検査の専門家としての「医療の実践

」である。臨床検査技師が医療のために何ができるのか、何をすべきかを中心に据

えた職域拡大が求められている。また、高度な技術をより生かすための高度な臨床

知識が要求されるようになり、高度先進医療現場においては、決まった職務を実践

するだけではなく、臨床のニーズに創造的に対応できる能力が求められている。医

療の現場において「チーム医療」の考え方が進む中、臨床検査技師は専門的な「検

査」の知識や技術を持つ存在として、重要視されている。医療の高度化により、簡

単な検査は機械化される一方で、今後一層、専門性の高い臨床検査技師が求められ

ており、検査にまつわる重要なデータを提供する臨床検査技師としての業務は重要

性が増している。 

 

「保健医療学部救急救命学科」 

高齢化が急速に進展する中、救急車両の出場回数は、年々増加傾向にあり、今後

も救急救命措置を必要とする人の数が増えることが予測される。救急搬送でいかに

多くの命を救うかということが大きな課題となっている現在、専門的知識・技術を

有する救急救命士の需要は年々増加している。さらに、日本では自然災害が頻発し

、災害への関心が高まる中、地域社会での救急救命士の役割が注目されている。 

 

「総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科」 

日本は着実に超高齢社会の歩みを進めており、2017 年の全人口に対する高齢者の

割合は、厚生労働省の試算では 75 歳以上（後期高齢者）が 13.8％、65～74 歳（前

期高齢者）を含めると 27.7％とされている。また、認知症の高齢者は 2020 年には

600 万人を超えると推測され高齢化率の上昇により介護サービス難民の発生が懸念

されている。今後、医療・福祉サービス従事者は、高齢者をいかに住み慣れた地域

・自宅で生活させられるか、社会生活に適応させられるかが求められる。そのため

には、専門的な視点で環境を整える必要があり、可能な限り自立した生活の維持と

再構築ということが理学療法士としての責務であり、ますます理学療法士の需要増

加が見込まれる。 

また、近年、急速に進展している日本の少子高齢化、福祉医療技術の高度化に伴

い、高齢者や障害者に対する義肢装具等による支援の必要性は高まり、また多様化
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してきており、義肢装具士の需要は今後も見込まれる。 

 

「健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、心理学科、医療栄養学科）」 

①健康科学部医療福祉学科 

少子高齢化の進行や世帯構成の変化、国民のライフスタイルの多様化等により、

国民の福祉・介護ニーズは多様化し、高度化している状況にあり、これらのニーズ

に対応する福祉・介護人材は、質・量の両面において一層の充実が求められている

状況である。こうした少子高齢化の進行により、労働力人口が減少し、全産業的に

労働力の確保が困難となっていくことが見込まれる中で、限られた労働力の中から、

国民のニーズに的確に対応できる質の高い福祉・介護人材を安定的に確保していく

ことは喫緊の課題であり、国民生活を支える福祉・介護制度を維持していく上で、

不可欠な要素である。 

 

②健康科学部医療経営学科 

少子高齢化社会の到来とともに、医療保険財源の確保が困難となりつつある。ま

た、それに関連し、病院の経営、特に公的病院の経営は困難化している。このよう

な社会的情勢のため、医療機関の経営を担う人材へのニーズは高まっている。また、

医療産業が大きな成長産業と期待されており、本学科で育成を目指す「医療マイン

ドを持つ経営人材」の活動領域は、医療機関だけでなく拡大している。 

 

③健康科学部心理学科 

これまで地域医療の基本方針となる医療計画に盛り込むべき疾病として指定して

きた「がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病」の 4大疾病に、新たに「精神疾患」

を加え、「5大疾病」となっている。これは、人口の急速な高齢化や社会構造の多様

化、大規模災害などの要因から、精神疾患患者数が年々増加傾向にあることをうか

がわせ、この対策として心理職へのニーズが高まっていることを意味している。 

 

④健康科学部医療栄養学科 

超高齢社会を迎える我が国において、社会保障費や医療費の増大による財政圧迫

は大きな社会問題となっている。医療費に着目すると、がん、糖尿病、動脈硬化症

などいわゆる慢性疾患患者の急増、とりわけ生活習慣病など食生活の改善により予

防や治癒に効果が期待できる疾患への対応策は喫緊の社会的課題となっている。ま

た、要介護状態を少なくすることは疾病の早期発見や重症化の防止にもつながるこ

とが期待され、その対策も急がれる。このように、病院での治療を要する者だけで

なく、施設或いは在宅で介護を受ける者や健常者をも包含した保健・医療サービス

の供給体制の整備とそれを支えるスペシャリストの養成が強く求められている。 
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１）過去の求人件数及び就職者数の状況 

「保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻」 

保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻の過去 4 年間の求人件数は、平成 26

年度は就職希望者 32 人に対して求人件数 382 件で求人倍率は 11.9 倍、平成 27 年

度は就職希望者 33 人に対して求人件数 385 件で求人倍率は 11.7 倍、平成 28 年度

は就職希望者 42 人に対して求人件数 398 件で求人倍率は 9.5 倍、平成 29 年度は就

職希望者 41 人に対して求人件数 396 件で求人倍率は 9.7 倍と高い求人倍率となっ

ている。 

また、過去 4 年間の就職率は、平成 26 年度は 100％（就職者数 32 人／就職希望

者 32 人）、平成 27 年度は 87.9％（就職者数 33 人／就職希望者 29 人）、平成 28 年

度は 97.6％（就職者数 42 人／就職希望者 41 人）、平成 29 年度は 97.6％（就職者

数 41 人／就職希望者 40 人）と高い就職率を示している。 

 

「保健医療学部救急救命学科」 

 基礎となる既設の保健医療学部医療技術学科救急救命学専攻（平成 25 年度専攻

開設）の過去 2年間の求人件数の実績は、平成 28 年度は就職希望者 31 人に対して

求人件数 23 件で求人倍率は 0.7 倍、平成 29 年度は就職希望者 24 人に対して求人

件数 17 件で求人倍率は 0.7 倍となっている。これは救急救命士としての求人件数

が少ないためであるが、次に記載する就職状況により、就職状況が高い傾向である

ことがわかる。 

 過去 2 年間の就職率は、平成 28 年度は 100％（就職者数 31 人／就職希望者 31

人）、平成 29 年度は 100％（就職者数 24 人／就職希望者 24 人）と高い就職率を示

している。 

 

「総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻」 

 総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻の過去5年

間の求人件数は、平成 25 年度は就職希望者 57 人に対して求人件数 757 件で求人倍

率は 13.3 倍、平成 26 年度就職希望者 60 人に対して求人件数 1,100 件で求人倍率

は 18.3 倍、平成 27 年度は就職希望者 48 人に対して求人件数 1,084 件で求人倍率

は 22.6 倍、平成 28 年度は就職希望者 65 人に対して求人件数 1,034 件で求人倍率

は 15.9 倍、平成 29 年度は就職希望者 55 人に対して求人件数 990 件で求人倍率は

18.0 倍と高い求人倍率となっている。 

 また、過去 5 年間の就職率は、平成 25 年度は 100％（就職者数 57 人／就職希望

者 57 人）、平成 26 年度は 100％（就職者数 60 人／就職希望者 60 人）、平成 27 年度

は 100％（就職者数 48 人／就職希望者 48 人）、平成 28 年度は 100％（就職者数 65

人／就職希望者 65 人）、平成 29 年度は 100％（就職者数 55 人／就職希望者 55 人）
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と高い就職率を示している。 

 

「総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科義肢装具学専攻」 

 基礎となる既設の総合リハビリテーション学部リハビリテーション支援学科義

肢装具学専攻（平成 25 年度専攻開設）の過去 2 年間の求人件数の実績は、平成 28

年度は就職希望者 13 人に対して求人件数 168 件で求人倍率は 12.9 倍、平成 29 年

度は就職希望者15人に対して求人件数164件で求人倍率は 10.9倍と高い求人倍率

となっている。 

また、過去 2 年間の就職率は、平成 28 年度は 100％（就職者数 13 人／就職希望

者 13 人）、平成 29 年度は 100％（就職者数 15 人／就職希望者 15 人）と高い就職率

を示している。 

 

「健康科学部（医療福祉学科、医療経営学科、心理学科、医療栄養学科）」 

①医療福祉学部医療福祉学科 

 基礎となる既設の医療福祉学部医療福祉学科の過去 5 年間の求人件数の実績は、

平成 25 年度は就職希望者 63 人に対して求人件数 946 件で求人倍率は 15.0 倍、平

成 26 年度は就職希望者 75 人に対して求人件数 1,160 件で求人倍率は 15.5 倍、平

成 27 年度は就職希望者 75 人に対して求人件数 1,284 件で求人倍率は 17.1 倍、平

成 28 年度は就職希望者 78 人に対して求人件数 595 件で求人倍率は 7.6 倍、平成 29

年度は就職希望者 92 人に対して求人件数 516 件で求人倍率は 5.6 倍と高い求人倍

率となっている。 

 また、過去 5 年間の就職率は、平成 25 年度は 100％（就職者数 63 人／就職希望

者 63 人）、平成 26 年度は 100％（就職者数 75 人／就職希望者 75 人）、平成 27 年度

は 100％（就職者数 75 人／就職希望者 75 人）、平成 28 年度は 100％（就職者数 78

人／就職希望者 78 人）、平成 29 年度は 100％（就職者数 92 人／就職希望者 92 人）

と高い就職率を示している。 

 

②医療経営学部医療経営学科 

 基礎となる既設の医療経営学部医療経営学科の過去 5 年間の求人件数の実績は、

平成 25 年度は就職希望者 69 人に対して求人件数 234 件で求人倍率は 3.4 倍、平成

26 年度は就職希望者 99 人に対して求人件数 268 件で求人倍率は 2.7 倍、平成 27

年度は就職希望者 100 人に対して求人件数 237 件で求人倍率は 2.4 倍、平成 28 年

度は就職希望者 90 人に対して求人件数 276 件で求人倍率は 3.1 倍、平成 29 年度は

就職希望者 77 人に対して求人件数 272 件で求人倍率は 3.5 倍と高い求人倍率とな

っている。 

 また、過去 5 年間の就職率は、平成 25 年度は 100％（就職者数 69 人／就職希望

者 69 人）、平成 26 年度は 97％（就職者数 99 人／就職希望者 96 人）、平成 27 年度
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は 95％（就職者数 100 人／就職希望者 95 人）、平成 28 年度は 96.7％（就職者数 90

人／就職希望者 87 人）、平成 29 年度は 96.1％（就職者数 77 人／就職希望者 74 人）

と高い就職率を示している。 

 

③心理学部心理学科 

 基礎となる既設の心理学部心理学科の過去 5 年間の求人件数の実績は、平成 25

年度は就職希望者 55 人に対して求人件数 1,701 件で求人倍率は 30.9 倍、平成 26

年度は就職希望者 69 人に対して求人件数 2,161 件で求人倍率は 31.3 倍、平成 27

年度は就職希望者 53 人に対して求人件数 2,262 件で求人倍率は 42.7 倍、平成 28

年度は就職希望者 50 人に対して求人件数 2,469 件で求人倍率は 49.4 倍、平成 29

年度は就職希望者50人に対して求人件数2,904件で求人倍率は 58.1倍と高い求人

倍率となっている。 

 また、過去 5年間の就職率は、平成 25 年度は 92.7％（就職者数 55 人／就職希望

者 51 人）、平成 26 年度は 97.1％（就職者数 69 人／就職希望者 67 人）、平成 27 年

度は 94.3％（就職者数 53 人／就職希望者 50 人）、平成 28 年度は 96％（就職者数

50人／就職希望者 48人）、平成 29年度は 98％（就職者数 50人／就職希望者 49人）

と高い就職率を示している。 

 

④医療栄養学部医療栄養学科 

 基礎となる既設の医療栄養学部医療栄養学科（平成 26 年度学部開設）の求人件

数の実績は、平成 29 年度のみであるが、就職希望者 50 人に対して求人件数 293 件

で求人倍率は 5.9 倍と高い求人倍率となっている。 

 また、平成 29 年度の就職率は、98％（就職者数 50 人／就職希望者 49 人）と高

い就職率を示している。 

 

（別紙資料 17）「学科・専攻別 就職希望者数、求人件数の推移（平成 25 年度～平成 29 年度）」 

（別紙資料 18）「進路決定状況（平成 25 年度～平成 29 年度）」 

 

２）専門の調査機関による採用意向調査結果 

 収容定員を変更する上で、人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、

人材需要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを客観的根拠となるデー

タから検証することを目的として、全国の本学への求人実績のある企業・団体など

を対象として保健医療学部医療技術学科臨床検査学専攻における教育や人材育成

と卒業生に対する採用意向に関するアンケート調査を実施した。 

＜調査概要＞ 

アンケートタイトル：広島国際大学学部/学科に関するアンケート調査【企業対象】 

調査対象：全国の広島国際大学への求人実績のある企業・団体 
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（1,047 事業所へ配布） 

調査方法：郵送配布・回収によるアンケート調査 

回収数：296 社（回収率 28.3％） 

調査期間：平成 30 年 10 月 24 日（水）～平成 31 年 1 月 11 日（金） 

 

＜学部等の教育や人材育成に係る調査結果＞ 

学部名 学科名・専攻名 
学部等の教育や人材育成への質問 

とても期待できる回答① 期待できる回答数② 

保健医療学部 

医療技術学科 

臨床検査学専攻 
117 件 42 件 

救急救命学科 108 件 42 件 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

理学療法学専攻 
169 件 43 件 

健康科学部 

医療福祉学科 167 件 47 件 

医療経営学科 119 件 53 件 

心理学科 120 件 46 件 

医療栄養学科 129 件 54 件 

 

 

＜卒業生の採用意向に係る調査結果＞ 

学部名 学科名・専攻名 

卒業生の採用意向への質問 

採用対象となる回答① 
おそらく採用対象 

となる回答① 

保健医療学部 

医療技術学科 

臨床検査学専攻 
88 件 44 件 

救急救命学科 69 件 32 件 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

理学療法学専攻 
153 件 41 件 

健康科学部 

医療福祉学科 165 件 40 件 

医療経営学科 115 件 48 件 

心理学科 119 件 53 件 

医療栄養学科 129 件 48 件 

 

 上表のアンケート調査の結果のとおり、人材の養成に関する目的その他の教育研

究上の目的が、人材需要の動向等、社会の要請を踏まえたものであるとともに、本

学への求人実績のある企業・団体に限定した調査結果においても、本学で学んだ卒

業生に対する採用意向が示されていることから、卒業後の進路については十分な見

通しがあると考えられる。 

  

（別紙資料 19）「広島国際大学学部／学科に関するアンケート【企業対象】調査結果 報告書」 
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（単位：人）

平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度

広島県 525 518 515 584 599 2,741 57.7%

山口県 79 72 73 71 87 382 8.0%

愛媛県 47 51 46 52 53 249 5.2%

小計 651 641 634 707 739 3,372 71.0%

入学者総計 943 906 892 991 1,019 4,751 －

広島国際大学　都道府県別入学者数の状況

計 割合

都道府県別入学者数（広島県・山口県・愛媛県）一覧

入学者数

別紙資料２



（単位：人）

1学年 2学年

広島県 23,338 23,604

山口県 10,963 11,256

愛媛県 11,124 11,085

合計 45,425 45,945

　

平成30年度　学校基本調査　高等学校（全日制）の学年別生徒数

※各県が公表している平成30年度学校基本調査のデータ（別添）に基づき本学が作成

別紙資料３
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表２　児童・生徒・園児数

平     成     30    年     度

区  分 平成29年度 計 国     立 公     立 私     立

計 男 女 男 女 男 女 男 女

 幼 稚 園 15,359      15,015  7,658   7,357   50       56       698     669     6,910   6,632   

　３　歳 4,881        4,674   2,401   2,273   13       12       144     130     2,244   2,131   

　４　歳 5,114        5,171   2,629   2,542   23       20       257     265     2,349   2,257   

　５　歳 5,364        5,170   2,628   2,542   14       24       297     274     2,317   2,244   

幼保連携型認定こども園 1,773        2,189   1,130   1,059   -         -         522     466     608     593     

　０　歳 50            53       29       24       -         -         11       12       18       12       

　１　歳 174          234     123     111     -         -         63       51       60       60       

　２　歳 234          310     163     147     -         -         77       62       86       85       

　３　歳 438          509     266     243     -         -         116     105     150     138     

　４　歳 449          539     265     274     -         -         122     120     143     154     

　５　歳 428          544     284     260     -         -         133     116     151     144     

 小 学 校 68,788      68,208  34,657  33,551  357     401     34,300  33,150  -         -         

　１学年 11,450      10,884  5,509   5,375   57       67       5,452   5,308   -         -         

　２学年 11,305      11,454  5,831   5,623   62       69       5,769   5,554   -         -         

　３学年 11,477      11,300  5,735   5,565   51       59       5,684   5,506   -         -         

　４学年 11,611      11,450  5,823   5,627   64       67       5,759   5,560   -         -         

　５学年 11,557      11,590  5,902   5,688   63       73       5,839   5,615   -         -         

　６学年 11,388      11,530  5,857   5,673   60       66       5,797   5,607   -         -         

 中 学 校 35,488      34,467  17,663  16,804  331     337     16,715  15,876  617     591     

　１学年 11,581      11,103  5,675   5,428   107     116     5,370   5,111   198     201     

　２学年 11,813      11,564  5,950   5,614   116     111     5,621   5,314   213     189     

　３学年 12,094      11,800  6,038   5,762   108     110     5,724   5,451   206     201     

 高等学校 34,625      33,868  16,782  17,086  -         -         11,613  11,948  5,169   5,138   

本　　科 34,335      33,588  16,739  16,849  -         -         11,591  11,855  5,148   4,994   

   全 日 制 34,132      33,148  16,475  16,673  -         -         11,327  11,679  5,148   4,994   

　１学年 11,491      10,963  5,423   5,540   -         -         3,662   3,817   1,761   1,723   

　２学年 11,147      11,256  5,668   5,588   -         -         3,946   3,904   1,722   1,684   

　３学年 11,204      10,929  5,384   5,545   -         -         3,719   3,958   1,665   1,587   

   定 時 制 493          440     264     176     -         -         264     176     -         -         

　１学年 155          117     72       45       -         -         72       45       -         -         

　２学年 122          138     82       56       -         -         82       56       -         -         

　３学年 133          108     63       45       -         -         63       45       -         -         

　４学年 83            77       47       30       -         -         47       30       -         -         

専 攻 科 290          280     43       237     -         -         22       93       21       144     

 高等学校
 （通信制）

2,845        2,884   1,485   1,399   -         -         … … … …

 中等教育学校 662          651     261     390     -         -         261     390     -         -         

　前期課程 326          312     110     202     -         -         110     202     -         -         

　１学年 104          105     29       76       -         -         29       76       -         -         

　２学年 104          103     40       63       -         -         40       63       -         -         

　３学年 118          104     41       63       -         -         41       63       -         -         

　後期課程 336          339     151     188     -         -         151     188     -         -         

　１学年 110          117     57       60       -         -         57       60       -         -         

　２学年 117          107     52       55       -         -         52       55       -         -         

　３学年 109          115     42       73       -         -         42       73       -         -         

 特別支援学校 1,805        1,817   1,206   611     27       16       1,179   595     -         -         

 専修学校 4,975        4,887   1,807   3,080   -         -         74       297     1,733   2,783   

 各種学校 3,041        2,956   1,824   1,132   -         -         -         -         1,824   1,132   

（注）　高等学校（通信制）については、「設置者別の男女」の集計無し

－6－
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学校基本調査＿愛媛県＿高等校の学年別生徒数

出展：愛媛県ＨＰ

https://www.pref.ehime.jp/toukeibox/datapage/gakutyou/2018/gakutyou-



（単位：人）

1学年 2学年 3学年

広島県 24,402 25,011 25,636

山口県 11,103 11,564 11,800

愛媛県 10,826 11,283 11,833

合計 46,331 47,858 49,269

　

（単位：％）

平成30年度 平成29年度 平成28年度 3年間の平均

広島県 98.6 98.6 98.6 98.6

山口県 98.2 98.2 98.2 98.2

愛媛県 98.8 98.4 98.3 98.5

合計 98.5 98.4 98.4 98.4

※各県が公表している平成30年度学校基本調査のデータ（別添）に基づき本学が作成

平成30年度　学校基本調査　中学校の学年別生徒数

進学率

別紙資料４
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表２　児童・生徒・園児数

平     成     30    年     度

区  分 平成29年度 計 国     立 公     立 私     立

計 男 女 男 女 男 女 男 女

 幼 稚 園 15,359      15,015  7,658   7,357   50       56       698     669     6,910   6,632   

　３　歳 4,881        4,674   2,401   2,273   13       12       144     130     2,244   2,131   

　４　歳 5,114        5,171   2,629   2,542   23       20       257     265     2,349   2,257   

　５　歳 5,364        5,170   2,628   2,542   14       24       297     274     2,317   2,244   

幼保連携型認定こども園 1,773        2,189   1,130   1,059   -         -         522     466     608     593     

　０　歳 50            53       29       24       -         -         11       12       18       12       

　１　歳 174          234     123     111     -         -         63       51       60       60       

　２　歳 234          310     163     147     -         -         77       62       86       85       

　３　歳 438          509     266     243     -         -         116     105     150     138     

　４　歳 449          539     265     274     -         -         122     120     143     154     

　５　歳 428          544     284     260     -         -         133     116     151     144     

 小 学 校 68,788      68,208  34,657  33,551  357     401     34,300  33,150  -         -         

　１学年 11,450      10,884  5,509   5,375   57       67       5,452   5,308   -         -         

　２学年 11,305      11,454  5,831   5,623   62       69       5,769   5,554   -         -         

　３学年 11,477      11,300  5,735   5,565   51       59       5,684   5,506   -         -         

　４学年 11,611      11,450  5,823   5,627   64       67       5,759   5,560   -         -         

　５学年 11,557      11,590  5,902   5,688   63       73       5,839   5,615   -         -         

　６学年 11,388      11,530  5,857   5,673   60       66       5,797   5,607   -         -         

 中 学 校 35,488      34,467  17,663  16,804  331     337     16,715  15,876  617     591     

　１学年 11,581      11,103  5,675   5,428   107     116     5,370   5,111   198     201     

　２学年 11,813      11,564  5,950   5,614   116     111     5,621   5,314   213     189     

　３学年 12,094      11,800  6,038   5,762   108     110     5,724   5,451   206     201     

 高等学校 34,625      33,868  16,782  17,086  -         -         11,613  11,948  5,169   5,138   

本　　科 34,335      33,588  16,739  16,849  -         -         11,591  11,855  5,148   4,994   

   全 日 制 34,132      33,148  16,475  16,673  -         -         11,327  11,679  5,148   4,994   

　１学年 11,491      10,963  5,423   5,540   -         -         3,662   3,817   1,761   1,723   

　２学年 11,147      11,256  5,668   5,588   -         -         3,946   3,904   1,722   1,684   

　３学年 11,204      10,929  5,384   5,545   -         -         3,719   3,958   1,665   1,587   

   定 時 制 493          440     264     176     -         -         264     176     -         -         

　１学年 155          117     72       45       -         -         72       45       -         -         

　２学年 122          138     82       56       -         -         82       56       -         -         

　３学年 133          108     63       45       -         -         63       45       -         -         

　４学年 83            77       47       30       -         -         47       30       -         -         

専 攻 科 290          280     43       237     -         -         22       93       21       144     

 高等学校
 （通信制）

2,845        2,884   1,485   1,399   -         -         … … … …

 中等教育学校 662          651     261     390     -         -         261     390     -         -         

　前期課程 326          312     110     202     -         -         110     202     -         -         

　１学年 104          105     29       76       -         -         29       76       -         -         

　２学年 104          103     40       63       -         -         40       63       -         -         

　３学年 118          104     41       63       -         -         41       63       -         -         

　後期課程 336          339     151     188     -         -         151     188     -         -         

　１学年 110          117     57       60       -         -         57       60       -         -         

　２学年 117          107     52       55       -         -         52       55       -         -         

　３学年 109          115     42       73       -         -         42       73       -         -         

 特別支援学校 1,805        1,817   1,206   611     27       16       1,179   595     -         -         

 専修学校 4,975        4,887   1,807   3,080   -         -         74       297     1,733   2,783   

 各種学校 3,041        2,956   1,824   1,132   -         -         -         -         1,824   1,132   

（注）　高等学校（通信制）については、「設置者別の男女」の集計無し

－6－
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都道府県別進学率（平成30年3月卒）

(1)中学校卒業者の高等学校等進学率 (2)高等学校卒業者の大学等進学率

順位 進学率 前年差 順位 進学率 前年差

% ﾎﾟｲﾝﾄ % ﾎﾟｲﾝﾄ

全 国 平 均 98.8 0.0 全 国 平 均 54.7 0.0

1 新 潟 99.6 0.0 1 京 都 65.9 -0.3

2 岩 手 99.5 0.0 2 東 京 64.7 -1.2

3 山 形 99.5 0.0 3 神 奈 川 61.0 -0.3

4 石 川 99.4 -0.1 4 広 島 60.6 -0.1

5 富 山 99.4 0.1 5 兵 庫 60.6 -0.1

6 福 井 99.3 0.1 6 大 阪 59.5 -0.2

7 和 歌 山 99.3 0.3 7 愛 知 58.2 0.4

8 長 崎 99.3 0.2 8 奈 良 58.2 -0.5

9 宮 城 99.3 0.1 9 山 梨 57.2 0.3

10 京 都 99.3 0.0 10 埼 玉 57.2 -0.4

11 青 森 99.2 0.1 11 福 井 56.8 0.9

12 熊 本 99.2 0.1 12 千 葉 55.7 0.0

13 大 分 99.1 0.1 13 岐 阜 55.5 -0.4

14 神 奈 川 99.1 0.2 14 石 川 55.1 0.7

15 滋 賀 99.1 0.0 15 滋 賀 54.6 -1.3

16 長 野 99.1 0.0 16 愛 媛 53.7 1.0

17 徳 島 99.1 0.2 17 福 岡 53.5 -0.8

18 奈 良 99.0 0.0 18 静 岡 53.0 0.1

19 秋 田 99.0 -0.1 19 栃 木 52.5 0.7

20 埼 玉 99.0 -0.1 20 香 川 52.2 0.5

21 岐 阜 99.0 0.0 21 徳 島 52.0 -1.1

22 北 海 道 98.9 -0.1 22 群 馬 51.9 -0.3

23 島 根 98.9 0.0 23 富 山 51.9 -0.3

24 群 馬 98.9 0.0 24 岡 山 51.0 0.3

25 鹿 児 島 98.9 -0.1 25 茨 城 50.6 0.0

26 栃 木 98.9 -0.1 26 三 重 50.6 -0.3

27 千 葉 98.9 0.0 27 高 知 49.3 2.0

28 茨 城 98.8 -0.1 28 宮 城 49.3 0.1

29 兵 庫 98.8 0.0 29 大 分 47.9 0.6

30 愛 媛 98.8 0.4 30 和 歌 山 47.8 -1.1

31 東 京 98.7 0.0 31 長 野 47.7 -0.4

32 三 重 98.7 0.0 32 青 森 46.9 2.4

33 鳥 取 98.7 0.7 33 熊 本 46.8 -0.1

34 岡 山 98.7 0.1 34 島 根 46.7 0.9

35 香 川 98.7 0.4 35 新 潟 46.4 1.1

36 山 梨 98.7 0.3 36 福 島 46.3 0.7

37 広 島 98.6 0.1 37 宮 崎 46.0 1.0

38 静 岡 98.6 -0.1 38 北 海 道 45.5 1.0

39 高 知 98.6 -0.1 39 秋 田 45.3 0.1

40 大 阪 98.5 0.0 40 山 形 45.3 -0.1

41 愛 知 98.5 0.0 41 長 崎 45.0 1.3

42 宮 崎 98.4 0.0 42 佐 賀 44.7 0.7

43 福 島 98.3 0.2 43 岩 手 44.6 1.0

44 山 口 98.2 0.1 44 鹿 児 島 44.2 1.0

45 福 岡 98.2 0.2 45 山 口 44.1 0.6

46 佐 賀 98.1 0.0 46 鳥 取 43.8 1.5

47 沖 縄 97.4 0.5 47 沖 縄 39.7 0.2

1.進学率＝進学者数（就職進学者を含む）／卒業者総数×１００（％）

2.小数点第１位が同数の場合は、２位以下の数値により順位を決定した。

都道府県名 都道府県名

学校基本調査＿都道府県別進学率（最近3年間）
出展：愛媛県ＨＰ

https://www.pref.ehime.jp/toukeibox/datapage/gakutyou/2018/gakutyou-p18.html
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都道府県別進学率（平成29年3月卒）

(1)中学校卒業者の高等学校等進学率 (2)高等学校卒業者の大学等進学率

順位 進学率 前年差 順位 進学率 前年差

% %

全 国 平 均 98.8 0.1 全 国 平 均 54.7 0.0

1 新 潟 99.6 0.0 1 京 都 66.2 -0.2

2 石 川 99.5 0.1 2 東 京 65.9 -0.6

3 山 形 99.5 0.1 3 神 奈 川 61.3 -0.2

4 岩 手 99.4 0.1 4 広 島 60.7 0.8

5 富 山 99.3 0.3 5 兵 庫 60.7 0.1

6 京 都 99.2 0.3 6 大 阪 59.7 -0.8

7 福 井 99.2 0.0 7 奈 良 58.7 -0.2

8 宮 城 99.2 -0.1 8 愛 知 57.9 -0.9

9 青 森 99.1 0.1 9 埼 玉 57.6 0.7

10 長 崎 99.1 0.1 10 山 梨 56.9 0.6

11 滋 賀 99.1 0.1 11 滋 賀 55.9 1.0

12 埼 玉 99.1 0.1 12 岐 阜 55.9 0.8

13 長 野 99.1 0.0 13 福 井 55.9 -0.2

14 熊 本 99.1 0.0 14 千 葉 55.7 -0.4

15 秋 田 99.1 0.0 15 石 川 54.4 -0.3

16 鹿 児 島 99.0 0.2 16 福 岡 54.2 -0.1

17 大 分 99.0 0.0 17 徳 島 53.1 1.4

18 和 歌 山 99.0 -0.2 18 静 岡 52.9 -0.2

19 北 海 道 99.0 0.1 19 愛 媛 52.7 0.4

20 奈 良 99.0 0.1 20 富 山 52.2 0.2

21 栃 木 99.0 0.2 21 群 馬 52.2 -0.4

22 岐 阜 98.9 0.1 22 栃 木 51.8 -0.2

23 神 奈 川 98.9 0.0 23 香 川 51.7 1.1

24 群 馬 98.9 0.0 24 三 重 50.9 0.4

25 島 根 98.9 -0.1 25 岡 山 50.7 0.1

26 茨 城 98.9 0.1 26 茨 城 50.6 0.0

27 千 葉 98.9 0.1 27 宮 城 49.3 -0.2

28 徳 島 98.8 -0.2 28 和 歌 山 48.8 -0.7

29 兵 庫 98.8 0.1 29 長 野 48.1 -0.8

30 三 重 98.7 -0.1 30 高 知 47.3 -0.1

31 東 京 98.7 -0.1 31 大 分 47.2 0.8

32 静 岡 98.7 0.1 32 熊 本 47.0 0.8

33 高 知 98.7 0.4 33 島 根 45.8 -1.2

34 岡 山 98.6 0.0 34 福 島 45.7 -0.1

35 広 島 98.6 0.0 35 山 形 45.3 0.5

36 愛 知 98.5 0.2 36 新 潟 45.3 -1.4

37 大 阪 98.5 0.2 37 秋 田 45.3 0.6

38 宮 崎 98.4 0.2 38 宮 崎 45.0 -0.3

39 愛 媛 98.4 0.1 39 青 森 44.6 0.9

40 山 梨 98.4 -0.2 40 北 海 道 44.5 1.1

41 香 川 98.3 0.2 41 佐 賀 44.0 0.9

42 山 口 98.2 -0.1 42 長 崎 43.7 -0.9

43 福 島 98.1 -0.1 43 岩 手 43.6 -0.6

44 佐 賀 98.1 0.2 44 山 口 43.5 0.7

45 福 岡 98.0 0.0 45 鹿 児 島 43.2 0.8

46 鳥 取 98.0 -0.7 46 鳥 取 42.3 -1.2

47 沖 縄 96.9 0.4 47 沖 縄 39.5 0.3

（注） 1.進学率＝進学者数（就職進学者を含む）/卒業者総数×100（％）

2.小数点1位が同数の場合は、２位以下の数値により順位を決定した。

都道府県名 都道府県名

2



別表13：都道府県別進学率（平成28年3月卒）

(1)中学校卒業者の高等学校等進学率 (2)高等学校卒業者の大学等進学率

順位 進学率 前年差 順位 進学率 前年差

% %

全 国 平 均 98.7 0.2 全 国 平 均 54.7 0.2

1 新 潟 99.6 0.1 1 東 京 66.5 -0.3

2 石 川 99.4 0.2 2 京 都 66.5 0.1

3 岩 手 99.3 -0.2 3 神 奈 川 61.5 -0.2

4 山 形 99.3 -0.1 4 兵 庫 60.6 -0.2

5 宮 城 99.2 0.0 5 大 阪 60.5 1.1

6 和 歌 山 99.2 0.3 6 広 島 59.9 -0.1

7 福 井 99.2 0.2 7 奈 良 58.9 -1.1

8 秋 田 99.1 0.1 8 愛 知 58.7 -0.1

9 長 崎 99.1 0.1 9 埼 玉 56.9 -0.4

10 熊 本 99.1 0.0 10 山 梨 56.4 -0.7

11 島 根 99.1 0.0 11 千 葉 56.1 0.6

12 長 野 99.1 0.2 12 福 井 56.1 0.8

13 徳 島 99.0 0.3 13 岐 阜 55.1 -0.9

14 青 森 99.0 0.0 14 滋 賀 55.0 -0.6

15 富 山 99.0 -0.1 15 石 川 54.7 0.3

16 大 分 99.0 0.4 16 福 岡 54.4 0.1

17 埼 玉 99.0 0.1 17 静 岡 53.1 -0.8

18 滋 賀 99.0 0.1 18 群 馬 52.6 0.5

19 京 都 98.9 -0.1 19 愛 媛 52.2 0.2

20 群 馬 98.9 0.3 20 栃 木 52.1 0.0

21 神 奈 川 98.9 0.3 21 富 山 52.0 0.0

22 三 重 98.9 0.2 22 徳 島 51.7 2.3

23 北 海 道 98.9 0.0 23 茨 城 50.6 0.9

24 奈 良 98.9 0.1 24 香 川 50.6 -0.6

25 岐 阜 98.9 0.1 25 岡 山 50.5 -0.1

26 茨 城 98.8 0.0 26 三 重 50.5 -1.0

27 鹿 児 島 98.8 0.0 27 和 歌 山 49.5 1.9

28 東 京 98.8 0.3 28 宮 城 49.5 0.7

29 千 葉 98.8 0.2 29 長 野 48.9 0.8

30 栃 木 98.8 0.1 30 高 知 47.4 0.5

31 鳥 取 98.7 0.1 31 島 根 47.1 0.8

32 岡 山 98.7 0.5 32 新 潟 46.7 -0.1

33 兵 庫 98.7 0.1 33 大 分 46.4 -0.6

34 静 岡 98.6 0.3 34 熊 本 46.2 0.6

35 広 島 98.6 0.2 35 福 島 45.7 1.5

36 山 梨 98.6 0.2 36 宮 崎 45.2 1.7

37 愛 知 98.4 0.3 37 山 形 44.9 -0.2

38 大 阪 98.3 0.2 38 秋 田 44.6 0.2

39 愛 媛 98.3 0.1 39 長 崎 44.6 3.3

40 高 知 98.3 0.2 40 岩 手 44.2 1.5

41 宮 崎 98.3 0.3 41 青 森 43.7 -0.4

42 山 口 98.2 0.1 42 鳥 取 43.5 1.5

43 福 島 98.2 0.2 43 北 海 道 43.3 1.0

44 香 川 98.1 0.2 44 佐 賀 43.0 -0.4

45 福 岡 98.0 0.3 45 山 口 42.7 -0.7

46 佐 賀 97.9 0.3 46 鹿 児 島 42.7 0.5

47 沖 縄 96.5 0.1 47 沖 縄 39.2 -0.6

（注） 1.進学率＝進学者数（就職進学者を含む）/卒業者総数×100（％）

2.小数点1位が同数の場合は、２位以下の数値により順位を決定した。

都道府県名 都道府県名
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（単位：人）

5～9歳 10～14歳

広島県 126,143 126,750
平成31年1月1日現在

山口県 54,853 57,560
平成30年10月1日現在

愛媛県 71,425 81,257
平成29年12月現在

合計 252,421 265,567

　
※各県が公表している年齢別推計人口のデータ（別添）に基づき本学が作成

年齢別人口の推計

別紙資料５



（単位：人）

男女計 男 女 男女計 男 女 男女計 男 女

総 数 2,818,251 1,366,766 1,451,485 2,772,503 1,343,708 1,428,795 45,748 23,058 22,690

０ ～ ４ 歳 114,006 58,171 55,835 112,725 57,485 55,240 1,281 686 595

５ ～ ９ 歳 126,143 64,586 61,557 125,107 64,073 61,034 1,036 513 523

10 ～ 14 歳 126,750 64,802 61,948 125,805 64,334 61,472 945 468 476

15 ～ 19 歳 134,079 69,068 65,010 132,265 68,203 64,062 1,814 865 948

20 ～ 24 歳 141,012 72,809 68,203 132,365 68,369 63,996 8,647 4,439 4,207

25 ～ 29 歳 137,963 72,331 65,632 129,618 67,360 62,258 8,345 4,971 3,374

30 ～ 34 歳 152,681 78,623 74,058 146,531 75,069 71,461 6,150 3,554 2,596

35 ～ 39 歳 166,524 84,500 82,024 162,200 82,441 79,759 4,324 2,059 2,266

40 ～ 44 歳 199,580 100,726 98,854 196,749 99,590 97,159 2,831 1,136 1,695

45 ～ 49 歳 213,492 107,432 106,060 210,903 106,442 104,460 2,589 989 1,600

50 ～ 54 歳 175,611 87,226 88,385 173,671 86,463 87,208 1,940 762 1,178

55 ～ 59 歳 161,323 79,731 81,592 159,929 79,109 80,819 1,394 622 773

60 ～ 64 歳 164,678 80,769 83,909 163,578 80,239 83,339 1,100 530 570

65 ～ 69 歳 205,014 98,717 106,297 203,928 98,189 105,739 1,086 527 558

70 ～ 74 歳 193,464 91,272 102,192 192,584 90,859 101,724 880 412 468

75 ～ 79 歳 154,857 68,566 86,292 154,197 68,292 85,905 660 274 387

80 ～ 84 歳 116,266 47,232 69,034 115,858 47,062 68,796 409 170 239

85 歳 以 上 134,807 40,206 94,602 134,491 40,126 94,365 316 80 237

注）各年齢階級別推計人口は，平成30年12月末日現在の住民基本台帳に登録されている年齢別人口の割合を基に算出している。

　　 このため，各年齢階級別の計と合計（総数）が一致しないものがある。

（単位：人）

男女計 男 女 男女計 男 女 男女計 男 女

総 数 △ 10,237 △ 4,408 △ 5,829 △ 13,473 △ 6,299 △ 7,174 3,236 1,891 1,345

０ ～ ４ 歳 △ 3,259 △ 1,703 △1,555 △3,313 △1,760 △1,554 55 56 △1

５ ～ ９ 歳 △ 1,000 △ 399 △601 △1,018 △405 △613 18 6 11

10 ～ 14 歳 △ 594 △ 422 △172 △660 △442 △217 66 20 45

15 ～ 19 歳 △ 791 △ 553 △238 △1,015 △663 △353 224 110 114

20 ～ 24 歳 149 184 △34 △870 △344 △526 1,019 527 491

25 ～ 29 歳 △ 2,007 △ 708 △1,299 △2,583 △1,087 △1,496 576 379 197

30 ～ 34 歳 △ 3,399 △ 1,346 △2,053 △3,839 △1,721 △2,118 440 375 65

35 ～ 39 歳 △ 4,226 △ 2,151 △2,075 △4,541 △2,384 △2,157 315 233 82

40 ～ 44 歳 △ 9,463 △ 5,039 △4,424 △9,604 △5,085 △4,519 141 46 95

45 ～ 49 歳 6,529 3,808 2,721 6,499 3,776 2,723 30 32 △2

50 ～ 54 歳 5,542 2,864 2,678 5,397 2,830 2,566 145 34 111

55 ～ 59 歳 △ 1,504 △ 533 △971 △1,600 △557 △1,043 95 24 72

60 ～ 64 歳 △ 3,958 △ 1,991 △1,967 △3,937 △1,977 △1,961 △21 △15 △6

65 ～ 69 歳 △ 13,512 △ 6,668 △6,843 △13,514 △6,684 △6,829 2 16 △14

70 ～ 74 歳 10,604 5,426 5,179 10,560 5,418 5,141 45 7 37

75 ～ 79 歳 7,479 3,226 4,254 7,428 3,209 4,220 51 17 34

80 ～ 84 歳 △ 1,122 20 △1,142 △1,131 6 △1,137 9 14 △5

85 歳 以 上 4,294 1,579 2,715 4,267 1,569 2,698 27 10 17

年齢階級

対前年同月差（H31.1.1とH30.1.1との差）

総数 日本人 外国人

第５表-２　年齢（５歳階級）別，男女別推計人口（対前年同月差）

第５表-１　年齢（５歳階級）別，男女別推計人口

年齢階級

平成31年１月１日現在推計人口

総数 日本人 外国人

広島県推計人口の抜粋
出展：広島県ＨＰ

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/21/jinkougepposaisin.html



年齢（各歳）、男女別人口 ■県総数
        平成３０年１０月１日現在

（単位：人）
年齢 総数 男 女 年齢 総数 男 女
総数 1,368,495 649,238 719,257

0-4 48,509 25,061 23,448 50-54 79,610 38,593 41,017
0 9,016 4,621 4,395 50 17,266 8,353 8,913
1 9,442 4,817 4,625 51 17,311 8,347 8,964
2 10,007 5,184 4,823 52 12,793 6,216 6,577
3 10,053 5,296 4,757 53 16,558 8,021 8,537
4 9,991 5,143 4,848 54 15,682 7,656 8,026

5-9 54,853 27,993 26,860 55-59 80,151 38,731 41,420
5 10,571 5,439 5,132 55 15,681 7,668 8,013
6 10,565 5,392 5,173 56 15,457 7,511 7,946
7 11,243 5,658 5,585 57 15,615 7,488 8,127
8 11,086 5,605 5,481 58 16,223 7,835 8,388
9 11,388 5,899 5,489 59 17,175 8,229 8,946

10-14 57,560 29,369 28,191 60-64 89,703 43,359 46,344
10 11,398 5,735 5,663 60 17,371 8,348 9,023
11 11,398 5,831 5,567 61 16,676 8,030 8,646
12 11,374 5,838 5,536 62 18,407 8,886 9,521
13 11,548 5,850 5,698 63 18,407 8,896 9,511
14 11,842 6,115 5,727 64 18,842 9,199 9,643

15-19 63,410 32,391 31,019 65-69 118,910 57,126 61,784
15 12,131 6,195 5,936 65 20,384 9,834 10,550
16 12,695 6,542 6,153 66 21,847 10,632 11,215
17 12,843 6,484 6,359 67 23,337 11,227 12,110
18 12,867 6,607 6,260 68 25,254 12,144 13,110
19 12,874 6,563 6,311 69 28,088 13,289 14,799

20-24 56,381 29,960 26,421 70-74 103,869 47,599 56,270
20 13,006 6,736 6,270 70 26,006 12,118 13,888
21 12,050 6,317 5,733 71 26,067 12,099 13,968
22 10,453 5,707 4,746 72 16,087 7,367 8,720
23 10,577 5,674 4,903 73 16,360 7,379 8,981
24 10,295 5,526 4,769 74 19,349 8,636 10,713

25-29 53,973 28,483 25,490 75-79 87,504 37,666 49,838
25 10,480 5,567 4,913 75 18,846 8,411 10,435
26 10,538 5,532 5,006 76 19,235 8,351 10,884
27 10,628 5,674 4,954 77 19,363 8,359 11,004
28 10,962 5,809 5,153 78 16,192 6,815 9,377
29 11,365 5,901 5,464 79 13,868 5,730 8,138

30-34 64,029 32,627 31,402 80-84 71,052 27,763 43,289
30 11,882 6,202 5,680 80 14,701 6,039 8,662
31 12,299 6,395 5,904 81 15,337 6,180 9,157
32 12,747 6,462 6,285 82 14,670 5,734 8,936
33 13,373 6,748 6,625 83 13,642 5,087 8,555
34 13,727 6,820 6,907 84 12,702 4,723 7,979

35-39 72,457 36,375 36,082 85-89 50,441 16,801 33,640
35 14,065 7,060 7,005 85 12,001 4,196 7,805
36 14,017 7,125 6,892 86 11,387 3,933 7,454
37 14,234 7,195 7,039 87 10,361 3,479 6,882
38 14,809 7,383 7,426 88 8,567 2,715 5,852
39 15,332 7,612 7,720 89 8,125 2,478 5,647

40-44 89,414 45,084 44,330 90-94 24,904 6,336 18,568
40 15,892 8,066 7,826 90 6,946 1,970 4,976
41 17,017 8,455 8,562 91 5,862 1,621 4,241
42 17,971 9,132 8,839 92 5,007 1,253 3,754
43 18,752 9,327 9,425 93 3,873 842 3,031
44 19,782 10,104 9,678 94 3,216 650 2,566

45-49 93,690 46,602 47,088 95-97 5,492 974 4,518
45 19,970 10,092 9,878 95 2,474 450 2,024
46 19,761 10,019 9,742 96 1,729 305 1,424
47 18,547 9,289 9,258 97 1,289 219 1,070
48 17,906 8,721 9,185 98～ 2,583 345 2,238
49 17,506 8,481 9,025

 （山口県「推計人口」）
注）30-34歳の総数及び女には、不詳（1人）が含まれているため、各歳の合計と一致しない。

山口県推計人口の抜粋
出展：山口県ＨＰ

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a12500/jinko/suikei.html



 第3表　年齢（各歳），男女別人口，年齢別割合，平均年齢及び年齢中位数（総数及び日本人）
　      － 都道府県

※
，市部

※
，郡部

※
，市町村

Table 3.  Population (Total and Japanese Population), by Age (Single Years) and Sex, Percentage by age,Average Age and Median Age

          　         - Prefecture※, All Shi※, All Gun※, Shi, Machi, and Mura

総   数 男 女 総   数 男 女 総   数 男 女

Both sexes Male Female Both sexes Male Female Both sexes Male Female

総　　　数 Total
38   愛　　  媛　　  県      市              部      郡              部

Ehime-ken All shi All gun
  All ages  1,493,092  704,289  788,803 1,076,423  507,598  568,825 416,669  196,691  219,978

0 ～ 4 歳   years old 66,658  33,935  32,723 51,019  25,965  25,054 15,639  7,970  7,669

　　　0    12,871  6,517  6,354 10,060  5,107  4,953 2,811  1,410  1,401

　　　1    12,994  6,583  6,411 9,995  5,047  4,948 2,999  1,536  1,463

　　　2    13,640  6,972  6,668 10,469  5,355  5,114 3,171  1,617  1,554

　　　3    13,657  6,919  6,738 10,335  5,241  5,094 3,322  1,678  1,644

　　　4    13,496  6,944  6,552 10,160  5,215  4,945 3,336  1,729  1,607

5 ～ 9 71,425  36,714  34,711 52,613  26,950  25,663 18,812  9,764  9,048

　　　5    14,063  7,291  6,772 10,492  5,400  5,092 3,571  1,891  1,680

　　　6    14,120  7,314  6,806 10,482  5,426  5,056 3,638  1,888  1,750

　　　7    14,113  7,238  6,875 10,344  5,285  5,059 3,769  1,953  1,816

　　　8    14,572  7,484  7,088 10,638  5,421  5,217 3,934  2,063  1,871

　　　9    14,557  7,387  7,170 10,657  5,418  5,239 3,900  1,969  1,931

10 ～ 14 81,257  41,557  39,700 58,541  29,964  28,577 22,716  11,593  11,123

　　　10    15,083  7,690  7,393 11,017  5,611  5,406 4,066  2,079  1,987

　　　11    15,672  8,069  7,603 11,216  5,745  5,471 4,456  2,324  2,132

　　　12    16,300  8,339  7,961 11,763  6,047  5,716 4,537  2,292  2,245

　　　13    16,828  8,607  8,221 12,026  6,217  5,809 4,802  2,390  2,412

　　　14    17,374  8,852  8,522 12,519  6,344  6,175 4,855  2,508  2,347

15 ～ 19 85,225  43,085  42,140 62,873  31,667  31,206 22,352  11,418  10,934

　　　15    18,096  9,224  8,872 13,006  6,661  6,345 5,090  2,563  2,527

　　　16    18,625  9,657  8,968 13,414  6,942  6,472 5,211  2,715  2,496

　　　17    18,940  9,661  9,279 13,618  6,942  6,676 5,322  2,719  2,603

　　　18    16,234  8,091  8,143 12,219  6,040  6,179 4,015  2,051  1,964

　　　19    13,330  6,452  6,878 10,616  5,082  5,534 2,714  1,370  1,344

20 ～ 24 80,144  38,648  41,496 63,084  30,311  32,773 17,060  8,337  8,723

　　　20    14,408  6,929  7,479 11,534  5,534  6,000 2,874  1,395  1,479

　　　21    14,572  6,921  7,651 11,561  5,504  6,057 3,011  1,417  1,594

　　　22    15,844  7,713  8,131 12,480  6,042  6,438 3,364  1,671  1,693

　　　23    17,224  8,211  9,013 13,474  6,401  7,073 3,750  1,810  1,940

　　　24    18,096  8,874  9,222 14,035  6,830  7,205 4,061  2,044  2,017

25 ～ 29 98,351  47,942  50,409 77,698  37,549  40,149 20,653  10,393  10,260

　　　25    19,340  9,451  9,889 15,127  7,284  7,843 4,213  2,167  2,046

　　　26    19,998  9,758  10,240 15,752  7,573  8,179 4,246  2,185  2,061

　　　27    20,402  9,989  10,413 16,196  7,866  8,330 4,206  2,123  2,083

　　　28    19,675  9,589  10,086 15,516  7,553  7,963 4,159  2,036  2,123

　　　29    18,936  9,155  9,781 15,107  7,273  7,834 3,829  1,882  1,947

30 ～ 34 85,848  41,408  44,440 67,191  32,350  34,841 18,657  9,058  9,599

　　　30    18,490  8,937  9,553 14,685  7,056  7,629 3,805  1,881  1,924

　　　31    17,942  8,637  9,305 14,110  6,773  7,337 3,832  1,864  1,968

　　　32    17,947  8,697  9,250 13,991  6,787  7,204 3,956  1,910  2,046

　　　33    17,877  8,602  9,275 13,922  6,718  7,204 3,955  1,884  2,071

　　　34    13,592  6,535  7,057 10,483  5,016  5,467 3,109  1,519  1,590

35 ～ 39 86,858  41,954  44,904 65,637  31,629  34,008 21,221  10,325  10,896

　　　35    18,528  8,885  9,643 14,248  6,829  7,419 4,280  2,056  2,224

　　　36    17,553  8,538  9,015 13,410  6,568  6,842 4,143  1,970  2,173

　　　37    17,009  8,175  8,834 12,742  6,075  6,667 4,267  2,100  2,167

　　　38    16,810  7,956  8,854 12,670  5,954  6,716 4,140  2,002  2,138

　　　39    16,958  8,400  8,558 12,567  6,203  6,364 4,391  2,197  2,194

40 ～ 44 92,324  45,008  47,316 67,313  32,649  34,664 25,011  12,359  12,652

　　　40    17,646  8,566  9,080 13,098  6,312  6,786 4,548  2,254  2,294

　　　41    18,741  9,062  9,679 13,747  6,616  7,131 4,994  2,446  2,548

　　　42    18,490  9,053  9,437 13,391  6,512  6,879 5,099  2,541  2,558

　　　43    18,236  8,910  9,326 13,266  6,508  6,758 4,970  2,402  2,568

　　　44    19,211  9,417  9,794 13,811  6,701  7,110 5,400  2,716  2,684

平成29年12月

年   齢  （各  歳）

Age (single years)

総 数

愛媛県推計人口の抜粋

出展：愛媛県ＨＰ

https://www.pref.ehime.jp/toukeibox/datapage/kokutyou/2000/kokutyou-p14.html



（単位：人）

平成30年度 平成29年度 平成28年度

広島県 23,896 24,510 24,260

山口県 11,291 11,321 11,286

愛媛県 11,103 11,480 11,581

合計 46,290 47,311 47,127

（単位：人）

平成30年度 平成29年度 平成28年度

広島県 14,207 14,567 14,201

山口県 4,976 4,920 4,821

愛媛県 5,961 6,047 6,049

合計 25,144 25,534 25,071

平成30年度 平成29年度 平成28年度

広島県 59.5% 59.4% 58.5%

山口県 44.1% 43.5% 42.7%

愛媛県 53.7% 52.7% 52.2%

合計 54.3% 54.0% 53.2%

　

高等学校卒業者数

進学率

※各県が公表している平成30年度学校基本調査のデータ（別添）に基づき本学が作成

平成30年度学校基本調査　高等学校の進路別卒業者の推移

大学進学者数

別紙資料６
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学校基本調査＿広島県＿高等学校の進路別卒業者の推移
出展：広島県ＨＰ

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/toukei/gakkoukihon30.html



表１０　高等学校の状況別卒業者数

平 成 30 年 3 月

卒　　業　　者　　数  11,321  11,291  5,652    5,639   

　高等学校等進学者 Ａ  4,920  4,976  2,209   2,767   

　専修学校(高等課程)進学者 Ｂ  1,859    1,869    632     1,237   

　専 修 学 校 等 入 学 者 Ｃ  746      790       501     289     

　公共職業能力開発施設等入学者 Ｄ  94        81        67       14       

　就　　　　職　　　　者 Ｅ   注  3,404    3,314    2,132   1,182   

3,373   3,293   2,126   1,167   

31       21       6        15       

Ｆ 38       24       6        18       

　上　記　以　外　の　者上　記　以　外　の　者 Ｇ  260      231      100     131     

　不　詳・死　亡　の　者不　詳・死　亡　の　者 Ｈ  -         6         5        1        

上記Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄの   

うち就職している者   

Ｉ（再掲）   

  

大　学　等　進　学　率 （％）  43.5     44.1     39.1     49.1    

就　　　　職　　　　率 （％）  30.4     29.6     37.8     21.4    

就   職   者   総   数 Ｅ＋Ｉ  3,439    3,342    2,134    1,208   

う ち 県 内 就 職 者 数 2,758   2,692   1,636   1,056   

　　　県 内 就 職 率 （％） 80.2    80.6    76.7    87.4    

う ち 県 外 就 職 者 数 681     　 650     498 152 

　　　　県 外 就 職 率 （％）  19.8     19.4     23.3     12.6    

（注1）「大学等進学者Ａ」～「不詳・死亡の者Ｈ」の説明については、１１ページを参照のこと。

表１１－１　高等学校卒業者の産業別就職者数

計 第１次産業 第２次産業 第３次産業 左記以外のもの

3,226   25       1,561   1,630   10       

3,421   17       1,794   1,580   30       

3,473   18       1,834   1,595   26       

3,439   16       1,832   1,563   28       

3,342   22       1,813   1,463   44       

2,134   18       1,480   605     31       

1,208   4        333     858     13       

100.0   0.8      48.4    50.5    0.3      

100.0   0.5      52.4    46.2    0.9      

100.0   0.5      52.8    45.9    0.7      

100.0   0.5      53.3    45.4    0.8      

100.0   0.7      54.2    43.8    1.3      

100.0   0.8      69.4    28.4    1.5      

100.0   0.3      27.6    71.0    1.1      

女
区　　　分

平   成

29年3月 計 男

30

大 学 等 進 学 者

専修学校(専門課程)進学者

専修学校(一般課程)等入学者

公共職業能力開発施設等入学者

就職者 (上記Ａ～Ｄを除く )

区　　分

正規の職員等

正規の職員等で
ない者

29

30

男

女

一時的な仕事に就いた者

男

女

構成比（％）

平成26年３月

27

28

実　　数

平成26年３月

27

28

29

　正規の職員等　

　正規の職員等でない者

23       2        21       

5        -        5        

28

7        

－13－

Administrator
タイプライターテキスト
学校基本調査＿山口県＿高等学校の進路別卒業者の推移

Administrator
タイプライターテキスト
出展：山口県ＨＰ　　　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a12500/gakkokihon/index.html

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示

Administrator
ハイライト表示
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・
別
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短
期

大
学

の
本

科
・
通

信
教

育
部

・
別

科
、

高
等

学
校

等
の

専
攻

科
へ

の
進

学
者

で
あ

る
。

ま
た

、
進

学
し

か
つ

就
職

し
た

者
を

含
む

。

2
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専
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学
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(一
般

課
程

)等
入

学
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学
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の
一

般
課

程
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び
高

等
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程
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各

種
学
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へ

入
学

し
た

者
で

あ
る

。

3
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時

的
な

仕
事

に
就
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た
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と
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入
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仕

事
に

就
い

た
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で
あ

る
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4
.「

左
記

以
外

の
者

」
と

は
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家
事

手
伝

い
を

し
て

い
る

者
、

外
国

の
大

学
等

に
入

学
し

た
者

、
進

路
が
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定

で
あ

る
こ

と
が

明
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か
な

者
の

合
計
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あ

る
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5
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就
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率
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と

は
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者
の

う
ち
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就

職
者

」
及

び
「
Ａ

,Ｂ
,Ｃ

,Ｄ
の

う
ち

就
職

し
て

い
る

者
」
の

占
め

る
割

合
で

あ
る

。
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分
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業
　

者
　

総
　

数

計
男

女

学校基本調査＿愛媛県＿高等学校の進路別卒業者の推移【平成30年度】

出展：愛媛県ＨＰ
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1
.「

大
学

等
進

学
者

」
と

は
、

大
学

の
学

部
・
通

信
教

育
部

・
別

科
、

短
期

大
学

の
本

科
・
通

信
教

育
部

・
別

科
、

高
等

学
校

等
の

専
攻

科
へ

の
進

学
者

で
あ

る
。

ま
た

、
進

学
し

か
つ

就
職

し
た

者
を

含
む

。

2
.「

専
修

学
校

(一
般

課
程

)等
入

学
者

」
と

は
、

専
修

学
校

の
一

般
課

程
及

び
高

等
課

程
又

は
各

種
学

校
へ

入
学

し
た

者
で

あ
る

。
ま

た
、

入
学

し
か

つ
就

職
し

た
者

を
含

む
。

3
.「

一
時

的
な

仕
事

に
就

い
た

者
」
と

は
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臨
時

的
な

収
入

を
得

る
仕

事
に

就
い

た
者

で
あ

る
。

4
.「

左
記

以
外

の
者

」
と

は
、

家
事

手
伝

い
を

し
て

い
る

者
、

外
国

の
大

学
等

に
入

学
し

た
者

、
進

路
が

未
定

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
な

者
の

合
計

で
あ

る
。

5
.「

就
職

率
」
と

は
、

卒
業

者
の

う
ち

「
就

職
者

」
及

び
「
Ａ
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区
分

卒
　

業
　

者
　

総
　

数

学校基本調査＿愛媛県＿高等学校の進路別卒業者の推移【平成29年度】

出展：愛媛県ＨＰ

https://www.pref.ehime.jp/toukeibox/datapage/gakutyou/2018/gakutyou-
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の
者

」
と

は
、

家
事

手
伝

い
を

し
て

い
る

者
、

外
国

の
大

学
等

に
入

学
し

た
者

、
進

路
が

未
定

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
な

者
の

合
計

で
あ

る
。

5
.「

就
職

率
」
と

は
、

卒
業

者
の

う
ち

「
就

職
者

」
及

び
「
Ａ

,Ｂ
,Ｃ

,Ｄ
の

う
ち

就
職

し
て

い
る

者
」
の

占
め

る
割

合
で

あ
る

。

区
分

卒
　

業
　

者
　

総
　

数

学校基本調査＿愛媛県＿高等学校の進路別卒業者の推移【平成28年度】

出展：愛媛県ＨＰ

https://www.pref.ehime.jp/toukeibox/datapage/gakutyou/2018/gakutyou-
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AB AC DEBFC GGFEHIG GFAEIJA HEACC DEBIG ACKHC HKFC LIKAF GFGKGD

AH DF DEHAB GGAEFHA GFLELIF HEBGF DEHJI ACKAC HKDL LLKDB GFFKCC

MN G GGH GEADG GEHHH LGG GGL O&FKJF FKAI O&FKHD O&FKGL

AB GB AEFJD CEHCH CEFIJ DELGD GEHLF LKHF DBKJC IDKCG HCKGC

AH GB AEFJD CEJIJ HECGG DELCL GEBJH LKJH DCKAG IFKJF HIKBF

MN F F O&ALA O&GLI HG O&BA O&FKGA GKIA O&DKDG O&DKLC

AB IB GGEIJL GGJELCH GGFELCF DFEFIG GGEHGJ GFKFB ABKAF DCKDA GFAKGH

AH IB GGEICI GFIEIBD CCEJFC DFEHLA GGELAF CKGG DFKCJ DBKFD CHKLC

MN F DG O&GFECAI O&GFEHHG BCG O&DCJ O&FKCJ DKBJ O&AKAC O&DKJC

AB GCA AHECCH GBFEJFA GJDECIF JGEICC DGEAFJ IKHH DBKIB IFKJJ GFBKJG

AH GCH DFEDDF GBAEFLF GJIEDLC JDEBJA DGEIHL IKJB DHKIJ LCKID GFLKGD

MN J GEDDA GELDH GEDCC AEGJD DBH O&FKAG FKCC O&GKGD O&DKLH

AB GLB ICECDD JJIEHDH JLGELHB AAAEFHH JIEGJL GGKGG DLKJA ACKDL GFHKBD

AH GLJ ICEGFH JJLEADH JDCEJII AAFEHGI JAEIDJ GGKAL DLKIA AHKDA GFIKHF

MN O&G O&HAI O&GEJFF O&GEHDA O&GEABD O&AEJAH FKGD O&FKGF O&GKFA O&AKCD

AB GH BEIGI HIEADI HGEAJG ALELIC HELCG GGKDL DFKGF DLKBA GGAKCC

AH GH BEIGI HDEILF BCEAHH ALEHFI HELGJ GGKGA DGKAH DDKCD GGGKCC

MN F F O&GEJCI O&GECBD DLJ O&BI O&FKAA GKGH O&FKBC O&GKFF

AB ADB JCEJFB IGDEADA LCIECAL GCCEHBA BDEGAG BKDB LFKDF DJKIH GFIKFI

AH ALF JCEJGC IAIEAGC IFBELBF GCJEGDB BDEFCA BKIL DHKJI DBKAB GFLKCC

MN D GA GGECHB GGEILJ O&DEBDI O&AC FKGB O&GKJI FKJC O&FKFJ

AB IFC GJIEALL GEGHAELFI GEGDLELFL LDJEIHI GBDEDBD BKGJ DHKLC DCKBG GFLKCA

AH IGF GJIEFGD GEAJLELBD GEAGJEILI LDLEFFJ GBLEAJA BKJJ DIKJH LFKGI GFIKJG

MN G O&ADG HAEFJH HAEGLG O&AEIBC HHC FKIF O&AKHG FKLL FKJC

AB BD GIECGG BHEGHA BIEHFH DAELAH GJEALI LKCG LAKBH IFKGF GFAKGF

AH BI GJEDHJ BHECIC BIECHF DAEICL GJEAIA LKHA LAKCF LCKHJ CCKGH

MN A LBI BBB GBA GJJ B O&FKFC FKGA O&FKAL O&AKCA

AB HJ GIEDBH GFLEIIG GFFECID DIEFBJ GJEDIL JKHF DLKBL LJKJA GFJKDI

AH HC GIEHCG GFIEDGF GFGEBJB DIEJHA GJEABJ JKJD DIKFJ LIKJG GFAKLA

MN D IGD BIC HGL JFJ O&BH O&FKGB FKDA O&GKFG O&DKCD

AB GF LEJLA GHELIG GHEFHI BEFAJ IELGB DKCB DHKHI BBKGF GGJKBF

AH GF LECFB GBEBJF GBELGJ BEFJL IELFG DKJA LFKIJ BJKLJ GGFKFB

MN F AJI O&JCG O&JJC DH O&GJ O&FKDI GKBG O&FKJL O&JKJD

AB IH GLEAFC LFEICL DCEBID AAEFBA GDEJCH AKHJ IIKIA JAKFJ CJKLF

AH IH GLEADD LFEFLB DCEAFB ADEDDF GDEHBC AKHG ICKIF ICKLC CBKIG

MN F AL O&ILB O&ILJ GEAIH GHG O&FKFI DKCH O&AKIB GKGG

AB AII JLECAL LGBEGJA LFAEJCB GIHEACL JJEIHH JKLD DCKDG LAKFB GFAKIJ

AH AJL JBEFDH LIFEDHF LDLEGIG GJLEJAA JCELIH JKBA DBKCA LAKGC GFDKJG

MN C AEGGL DDEAGH DGELIL JEDAH AEHBF FKAC O&GKDC FKGA GKFI

AB GEJHH LJDEJCB DEIGDELCC DEDBJELDF GEALGEAJA LHBEFJL BKIH DJKBJ DCKAL GFIKFL

AH GEBGA LJBEIAI DEJACEABB DELHCEBCH GEALIEHJD LHHEAFC BKBJ DIKBF DCKGC GFLKLA

MN AL DEHAH GGIEBBH GGDEDJH LEJFG GEGLI FKGH O&GKFJ O&FKFI O&FKJA
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【平成２８年度】
　

AB GCA AHECCH GBFEJFA GJDECIF JGEICC DGEAFJ IKHH DBKIB IFKJJ GFBKJGAB GCA AHECCH GBFEJFA GJDECIF JGEICC DGEAFJ IKHH DBKIB IFKJJ GFBKJG

AH GCH DFEDDF GBAEFLF GJIEDLC JDEBJA DGEIHL IKJB DHKIJ LCKID GFLKGDAH GCH DFEDDF GBAEFLF GJIEDLC JDEBJA DGEIHL IKJB DHKIJ LCKID GFLKGD

AB GCA AHECCH GBFEJFA GJDECIF JGEICC DGEAFJ IKHH DBKIB IFKJJ GFBKJG

AH GCH DFEDDF GBAEFLF GJIEDLC JDEBJA DGEIHL IKJB DHKIJ LCKID GFLKGD

AB ADB JCEJFB IGDEADA LCIECAL GCCEHBA BDEGAG BKDB LFKDF DJKIH GFIKFIAB ADB JCEJFB IGDEADA LCIECAL GCCEHBA BDEGAG BKDB LFKDF DJKIH GFIKFI

AH ALF JCEJGC IAIEAGC IFBELBF GCJEGDB BDEFCA BKIL DHKJI DBKAB GFLKCCAH ALF JCEJGC IAIEAGC IFBELBF GCJEGDB BDEFCA BKIL DHKJI DBKAB GFLKCC

AB ADB JCEJFB IGDEADA LCIECAL GCCEHBA BDEGAG BKDB LFKDF DJKIH GFIKFI

AH ALF JCEJGC IAIEAGC IFBELBF GCJEGDB BDEFCA BKIL DHKJI DBKAB GFLKCC

AB BD GIECGG BHEGHA BIEHFH DAELAH GJEALI LKCG LAKBH IFKGF GFAKGFAB BD GIECGG BHEGHA BIEHFH DAELAH GJEALI LKCG LAKBH IFKGF GFAKGF

AH BI GJEDHJ BHECIC BIECHF DAEICL GJEAIA LKHA LAKCF LCKHJ CCKGHAH BI GJEDHJ BHECIC BIECHF DAEICL GJEAIA LKHA LAKCF LCKHJ CCKGH

AB BD GIECGG BHEGHA BIEHFH DAELAH GJEALI LKCG LAKBH IFKGF GFAKGF

AH BI GJEDHJ BHECIC BIECHF DAEICL GJEAIA LKHA LAKCF LCKHJ CCKGH

AH AJL JBEFDH LIFEDHF LDLEGIG GJLEJAA JCELIH JKBA DBKCA LAKGC GFDKJGAH AJL JBEFDH LIFEDHF LDLEGIG GJLEJAA JCELIH JKBA DBKCA LAKGC GFDKJG

AB AII JLECAL LGBEGJA LFAEJCB GIHEACL JJEIHH JKLD DCKDG LAKFB GFAKIJAB AII JLECAL LGBEGJA LFAEJCB GIHEACL JJEIHH JKLD DCKDG LAKFB GFAKIJAB AII JLECAL LGBEGJA LFAEJCB GIHEACL JJEIHH JKLD DCKDG LAKFB GFAKIJ

AH AJL JBEFDH LIFEDHF LDLEGIG GJLEJAA JCELIH JKBA DBKCA LAKGC GFDKJG

AB AII JLECAL LGBEGJA LFAEJCB GIHEACL JJEIHH JKLD DCKDG LAKFB GFAKIJ

AH AJL JBEFDH LIFEDHF LDLEGIG GJLEJAA JCELIH JKBA DBKCA LAKGC GFDKJG

AB BD GIECGG BHEGHA BIEHFH DAELAH GJEALI LKCG LAKBH IFKGF GFAKGF

AB ADB JCEJFB IGDEADA LCIECAL GCCEHBA BDEGAG BKDB LFKDF DJKIH GFIKFI

AH BI GJEDHJ BHECIC BIECHF DAEICL GJEAIA LKHA LAKCF LCKHJ CCKGH

AH ALF JCEJGC IAIEAGC IFBELBF GCJEGDB BDEFCA BKIL DHKJI DBKAB GFLKCC

AB GCA AHECCH GBFEJFA GJDECIF JGEICC DGEAFJ IKHH DBKIB IFKJJ GFBKJG

AH GCH DFEDDF GBAEFLF GJIEDLC JDEBJA DGEIHL IKJB DHKIJ LCKID GFLKGD
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AB CD CEBBC DDFECGB DHGEIJG JEIJI FEHAG AJKIF JKAA FIKCF DHHKJH

CH CD FEDHH DDJEFIC DHBEJBJ JELBI FEDCF AJKJB JKHH FLKHH DHHKJC

MN H DHL FEDHF FEADC DDH DHB HKAG O&HKAA HKII HKHC

AB DL AEHIC BEALB JEFJI CEIDL DEIJL FKGH FAKIA FIKIF JDKLL

CH DL AEHIC BECCA JEGFC CEIAA DEILL FKGA FAKFH FIKCH JDKAB

MN H H GC GL G O&DH HKHA O&HKAA O&HKCF O&HKFJ

AB GL DDEGDL DHDEDHB BGEHLG CDEDBG DDEFJA JKLJ CAKJD CIKJD BBKLH

CH GL DDEFGD BIEHHJ JBEJFJ CHECJL DHEBFB JKCJ CCKJA CIKHC BGKIA

MN H O&II O&GEDHD O&GEAAL O&JHJ O&GCC O&HKFH DKHD O&HKLJ O&FKHJ

AB AHB CAEJGH DLBEBID DLCEALH ILEDHJ CCEGIH GKFJ CJKLC GHKHD DHAKDI

CH AAH CFECHL DJGECAA DLLEBIL IBEAIB CFEIIB GKFH CJKBA GHKHG DHDKHI

MN DD DEFGL GECID FEIBL AEDID DEDHB O&HKHJ HKDB HKHF O&DKDH

AB DFB IDEGLB IBFEDDJ IILEGDD ACAEDDF IFEIJG DDKAL CFKLL ALKJL DHGKHF

CH DGH IDEBDL LAJEHFA LHHEDGH ACHEDFF IAEJLI DDKLI CAKJL ALKCA DHDKGG

MN D CCJ CCEBAF CAEICB O&DEBLH O&DEJHB HKFB O&DKBH O&HKGG O&CKFB

AB DJ LELFD JGECGL JHEIJA AGEFFC JEDLF DDKHC CDKGC CAKDC DHGKGB

CH AD JECHB JCECBA LJEIGH AGEJAD JEAGI DHKHF CAKJC CDKBL BBKCI

MN C GIJ O&DEBIG O&AEHCA CLJ JA O&HKBB DKCH O&HKDI O&IKAC

AB AFH IBEBAD GGIELBD GCLEICD DJLEAHA LCEJHI LKBI CFKJA CBKFC DHGKGI

CH AFG IBELCJ IDIEGJA GBIEHJI DLJEHFI LAEGDJ JKJF ABKJL FHKLC DHCKBB

MN G O&DJC GBELBD GJEFGG O&BEDGI O&DEAJJ HKJJ O&FKBG DKCH O&DKGL

AB GDG DIJEHAG DEFADEFIG DECILEILB FAAELBJ DLBEIIF JKFI CHKBD FAKFB DHIKBC

CH GDC DIBEAHA DEGGLEJCA DEGHHEGDG CBJEABG DLIEJHD BKAD AIKGF FFKCB DHFKFB

MN O&A DEDLL DCIECIL DCAEJCI O&AFEGHC O&AEJIC HKLG O&FKCL DKBH O&AKFF

AB LL DIEBID LLEGII LFEIDL CCEHJH DIEIGG FKGL FFKCC GHKCG BJKAH

CH JD DLEAGF LLEHBB LFEHJA CFEGDI DIEJDI FKFL FIKGB FJKLA BLKFI

MN F ABC O&FIL O&GCG DEFCI DID O&HKDH AKAI O&DKIC O&HKLF

AB BD DGEJBC DHFEBLA DHDECLC CFELJD DIEABF IKIH CFKCD FIKJG DHAKGA

CH BF DIEILJ DHJECLH DHFEGJA CIEFLH DIELAA IKGH CFKJL FGKJG DHHKAI

MN C LJG CECBJ CEAHB DEIJB FAJ O&HKDH HKGI O&DKHH O&AKAI

AB DH FEBFA DIELAH DIEFCL IEBFL GECFJ CKCJ FAKAI LIKBJ DHJKAA

CH DD GEHFC DIEDLA DGELLD LEHBH GECIJ CKAD FFKBI LGKLD DHIKFF

MN D DHD O&GFJ O&III DFC AH O&HKDL AKLH O&DKAL O&DKLJ

AB GI DFEDJF FCECDA FAEAJL AAEJAG DFECJH CKHG GCKBJ ICKHH DHDKCJ

CH GI DFECDH FLECFA FGEJIJ AAEBBJ DFEIAD CKCD GHKDF ICKGJ DHAKDL

MN H DAI FEHCH CEGJD DLC AFD HKAI O&CKJF HKGJ HKLB

AB ALC ILEBBC FLLEGIC FIDEFBF DIAELIC IBEBDL LKHA CGKAL FAKBI DHAKJC

CH AJH LHEIDF GDFEGCB FBLEGLA DIIEHFG LAECII LKAB CCKCL FCKGJ DHAKFJ

MN L AEIAD CIEBLI CIEHLJ CEAJA AEFFB HKAL O&DKBH HKIA O&HKCG

AB DELFC FLLEIIA CEJJAEGLA CELCAEAAL DEACJEGGB FBBEILL JKDC CCKDB FHKCF DHFKID

CH DELLI FJFEBJI FEDGJEFBG CEBBBEGCA DEADDEFBB FBLELLC JKGL CHKAB FDKHB DHAKIF

MN CC LECAF ALGEBAC AILECHG O&ALEHIH O&DEBHF HKFF O&AKBH HKLG O&DKBL
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【平成30年度】

AB AHB CAEJGH DLBEBID DLCEALH ILEDHJ CCEGIH GKFJ CJKLC GHKHD DHAKDIAB AHB CAEJGH DLBEBID DLCEALH ILEDHJ CCEGIH GKFJ CJKLC GHKHD DHAKDI

CH AAH CFECHL DJGECAA DLLEBIL IBEAIB CFEIIB GKFH CJKBA GHKHG DHDKHICH AAH CFECHL DJGECAA DLLEBIL IBEAIB CFEIIB GKFH CJKBA GHKHG DHDKHI

AB AHB CAEJGH DLBEBID DLCEALH ILEDHJ CCEGIH GKFJ CJKLC GHKHD DHAKDI

CH AAH CFECHL DJGECAA DLLEBIL IBEAIB CFEIIB GKFH CJKBA GHKHG DHDKHI

AB AFH IBEBAD GGIELBD GCLEICD DJLEAHA LCEJHI LKBI CFKJA CBKFC DHGKGIAB AFH IBEBAD GGIELBD GCLEICD DJLEAHA LCEJHI LKBI CFKJA CBKFC DHGKGI

CH AFG IBELCJ IDIEGJA GBIEHJI DLJEHFI LAEGDJ JKJF ABKJL FHKLC DHCKBBCH AFG IBELCJ IDIEGJA GBIEHJI DLJEHFI LAEGDJ JKJF ABKJL FHKLC DHCKBB

AB AFH IBEBAD GGIELBD GCLEICD DJLEAHA LCEJHI LKBI CFKJA CBKFC DHGKGI

CH AFG IBELCJ IDIEGJA GBIEHJI DLJEHFI LAEGDJ JKJF ABKJL FHKLC DHCKBBCH AFG IBELCJ IDIEGJA GBIEHJI DLJEHFI LAEGDJ JKJF ABKJL FHKLC DHCKBB

AB LL DIEBID LLEGII LFEIDL CCEHJH DIEIGG FKGL FFKCC GHKCG BJKAHAB LL DIEBID LLEGII LFEIDL CCEHJH DIEIGG FKGL FFKCC GHKCG BJKAH

CH JD DLEAGF LLEHBB LFEHJA CFEGDI DIEJDI FKFL FIKGB FJKLA BLKFICH JD DLEAGF LLEHBB LFEHJA CFEGDI DIEJDI FKFL FIKGB FJKLA BLKFI

AB LL DIEBID LLEGII LFEIDL CCEHJH DIEIGG FKGL FFKCC GHKCG BJKAH

CH JD DLEAGF LLEHBB LFEHJA CFEGDI DIEJDI FKFL FIKGB FJKLA BLKFI

AB ALC ILEBBC FLLEGIC FIDEFBF DIAELIC IBEBDL LKHA CGKAL FAKBI DHAKJCAB ALC ILEBBC FLLEGIC FIDEFBF DIAELIC IBEBDL LKHA CGKAL FAKBI DHAKJC

CH AJH LHEIDF GDFEGCB FBLEGLA DIIEHFG LAECII LKAB CCKCL FCKGJ DHAKFJCH AJH LHEIDF GDFEGCB FBLEGLA DIIEHFG LAECII LKAB CCKCL FCKGJ DHAKFJ

AB ALC ILEBBC FLLEGIC FIDEFBF DIAELIC IBEBDL LKHA CGKAL FAKBI DHAKJCAB ALC ILEBBC FLLEGIC FIDEFBF DIAELIC IBEBDL LKHA CGKAL FAKBI DHAKJC

CH AJH LHEIDF GDFEGCB FBLEGLA DIIEHFG LAECII LKAB CCKCL FCKGJ DHAKFJCH AJH LHEIDF GDFEGCB FBLEGLA DIIEHFG LAECII LKAB CCKCL FCKGJ DHAKFJ

AB LL DIEBID LLEGII LFEIDL CCEHJH DIEIGG FKGL FFKCC GHKCG BJKAH

CH JD DLEAGF LLEHBB LFEHJA CFEGDI DIEJDI FKFL FIKGB FJKLA BLKFI

AB AFH IBEBAD GGIELBD GCLEICD DJLEAHA LCEJHI LKBI CFKJA CBKFC DHGKGI

CH AFG IBELCJ IDIEGJA GBIEHJI DLJEHFI LAEGDJ JKJF ABKJL FHKLC DHCKBB

AB AHB CAEJGH DLBEBID DLCEALH ILEDHJ CCEGIH GKFJ CJKLC GHKHD DHAKDI

CH AAH CFECHL DJGECAA DLLEBIL IBEAIB CFEIIB GKFH CJKBA GHKHG DHDKHI
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AB AC DEFFG CHEBAI CGEJBC HEKAH DEFCI AFLFB JLIH KCLHG IGGLJB

AF AC DEFFJ IIGEKAH IGAEDFB HEHCC DEHDF DGLII HLFA KHLCG IGILJB

MN G J IAECGF IIEBGF DHA KB DLKF O&GLBB O&ILJG ILGG

AB IH AEGFD FEKFF BEJFG DEAAC IEFCK DLID BBLIG BALKF JALII

AF IH AEGFD JEGAC HEDCK DEKAK IEHBB DLJC KFLDI BILAF JBLGH

MN G G IEBFD IEBDK ICB FI GLHF O&JLHC O&ILAG ALCF

AB BH IIEBAK IGKEABD CCEIIH ACEFDA IAEBBF CLGB ACLCG KALDH IGJLCF

AF BH IIEKJK IAIEJHH IIBECDF ACEKBB IAEAAB IGLFI ABLKI KILBG IGFLKB

MN G O&KG IHEFAK IFEJIC O&IHH O&DDI ILBF O&KLKC O&GLJH O&ALBI

AB IFI AKEHDK IBHEFAH IBAEKDH BGEGAG AHEDGH FLDH DALJI BKLBC IIGLKG

AF IHB AHEGDD IFKEFBC IBJEIBK BFEDDK ACEIBF FLGC DBLFA BILHF IGHLJB

MN IK AEACC HEGDA BEHIH FEDIK IEJKC O&GLAJ ALJI O&ALJD O&ALBB

AB IKH BCEAII FGHEIFF BJFEKHC AGKEGGG FKECDK IGLAB DKLHJ DILJD IGCLFH

AF IKF BCEAJI FBIEJIC FAHEFBD AIBEKBD FKEKDH IILGG DKLDD ACLCI IGJLHG

MN O&I HG KKEFBD KIEIHK IIEKBD O&KCH GLHB O&GLKB O&ILCA O&GLCH

AB IH FECFG HHEFFA HKEBCF AGEFKG HEJIK IILIF AHLFH DHLJF IIALAH

AF IH FECFG JAEIFH HJEFAG AIEJKA HEHJC IILJI AHLHJ DBLFF IIILCI

MN G G KEBGB KEGAK IEAGA O&AB GLFB GLII O&ALAG O&GLDF

AB ADJ HGEBFJ BIAEFKB KCFEDFD IJFEDGG HBEKGC HLAF DHLBD KGLKJ IGFLJF

AF ADJ HGEABH BIIEBFB KCKEKJH ICKEAFC HDEDFB HLAJ DCLAC DHLHF IGKLKA

MN G O&DII O&IEGJG O&IEJHF HECFC O&AEGKK GLGA ILHF O&ALHA O&ALKK

AB BGH IFHEDAK IEIBFEBKH IEIIGEJFB KGBEAFG IHIECCA FLCI DFLKJ KALKK IGALHC

AF BGB IFBEBIH IEIKFEBHB IEGCCEJFI KICECKD IFJEBAK FLCD DJLIJ KGLID IGILJA

MN O&A O&IEJGH O&CECHA O&IIEGGK IKEFJD O&DEKFJ GLGA ILHG O&ALDI O&GLCH

AB FC IBEGKJ JDEBAK JIEDDJ DGEGCI IFEAFK BLBB DHLGG BKLGB IGJLGJ

AF HA IBEKID JIEGCH HJEJDK DGECFA IBEHGH BLAF DCLAH BGLHD IGILCI

MN D DFB O&AEKAH O&AEBGK JHI O&BBH O&GLAC ALAH O&DLDA O&FLIH

AB HI IDEKBD IGDECFF IGGEKCF ACEHJI IKECIH HLHD ACLFD BGLGC IIGLJJ

AF JG IKEKGG IGKEHJG IGGECKG DAEGHF IBEKBD HLAJ DILHJ KJLIJ IGHLDI

MN C CKH JIK KKK AEACB BDF O&GLKB ALIB O&ILCI O&DLBH

AB IG KEBJA IHEFFC IHEDBB FEFJF BEKDJ DLJF DJLBA JILDD IIJLFJ

AF IG KEBJA IHEAKI IFEJAI FEFJG BEDAB DLHF DCLHI HCLHA IIFLAA

MN G G O&KAJ O&BDK O&F O&IID O&GLIG ILIC O&ILFI O&ALKF

AB FI IBEAID KAEDGB KIEKKB ADEGJK IKEJDF ALHJ BBLHG FKLAH CHLBA

AF FG IKECGC KGEFKD DCEJJG ADEADI IKEAKA ALHD BJLAB FILDI CBLBD

MN O&I O&DGK O&IEFFA O&IEBFB IKH O&BCK O&GLGB ALBB O&ALCF O&ILCC

AB ABI FKEIIF KAAEHIJ KGCEAIA IBIEGAJ FHEIGB FLBC DFLCI KKLKD IGKLFF

AF ABD FKEFJK KADEBBG KGJEJCC IBKEAHF FBECIH FLBB DHLHD KALHD IGILCI

MN A BFJ JDA O&DID DEAKJ O&IEIJJ O&GLGK GLJA O&ILHG O&ALHB

AB IEFDB KBJEKBF DEDCGEGFC DEAFFEKAA IEIKHEIHJ KJDECBH HLDC DBLIA KALIC IGBLBF

AF IEFBC KFGEABI DEKFKEKAC DEDACEJKK IEICBEHKK KHHEFDI HLBD DBLCI DCLCK IGDLHJ

MN AK IEHCB HKEDFG FDEKAA KJEBFF O&FEDAF GLIK GLHC O&ALAB O&ILHJ
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志 願 倍 率 （ 倍 ）

実 質 倍 率 （ 倍 ）

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

志 願 者

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者

合 格 者

入 学 者

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

競 争 倍 率 （ 倍 ）

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者

合 格 者

入 学 者

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

競 争 倍 率 （ 倍 ）

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者

合 格 者

入 学 者

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

競 争 倍 率 （ 倍 ）

愛
知

県

藤
田

医
科

大
学

※
1
）

　
医

療
科

学
部

　
　

医
療

経
営

情
報

学
科

5
.
2

1
.
4

1
.
0
8

2
0
8

4
0

2
1
9

2
1
9

1
4
2

4
3

1
.
0
7

1
.
5

4
0

2
0
2

2
0
2

1
3
9

4
6

1
.
1
5

1
.
5

4
0

2
0
2

2
0
2

1
5
3

4
1

1
.
0
2

1
.
3

福
岡

県
保

健
医

療
経

営
大

学
　

保
健

医
療

経
営

学
部

　
　

保
健

医
療

経
営

学
科

0
.
6

1
.
0

0
.
3
8

5
1

8
0

3
9

3
9

3
8

2
2

0
.
2
7

1
.
0

8
0

6
0

6
0

6
0

3
7

0
.
4
6

1
.
0

8
0

5
4

5
4

5
0

3
3

0
.
4
1

1
.
1

岡
山

県

川
崎

医
療

福
祉

大
学

※
2
）

医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

医
療
福
祉
経
営
学
科

1
.
3

1
.
1

―
7
8

6
0

6
7

6
6

6
5

―
―

1
.
0

6
0

8
0

7
5

6
6

―
―

1
.
1

6
0

8
7

8
5

8
2

―
―

1
.
0

※
1
）

2
0
1
8
年

1
0
月

藤
田

保
健

衛
生

大
学

か
ら

名
称

変
更

※
2
）

川
崎

医
療

福
祉

大
学

の
学

科
単

位
で

の
入

学
者

は
非

公
開

。
そ

れ
に

伴
い

定
員

充
足

率
も

未
記

入
。

想
定

さ
れ

る
競

合
大

学
の

志
願

者
動

向
と

定
員

充
足

状
況

＜
健

康
科

学
部

医
療

経
営

学
科

＞

※
旺

文
社

大
学

受
験

パ
ス

ナ
ビ

及
び

各
大

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
引

用
し

、
本

学
で

集
計

。

地
区

大
学

名
等

平
成
3
0
-
平
成
2
8
（
平
均
）

平
成

3
0
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
2
8
年

度

別紙資料１３



志 願 倍 率 （ 倍 ）

実 質 倍 率 （ 倍 ）

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

志 願 者

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者

合 格 者

入 学 者

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

競 争 倍 率 （ 倍 ）

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者

合 格 者

入 学 者

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

競 争 倍 率 （ 倍 ）

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者

合 格 者

入 学 者

定 員 充 足 率 （ 倍 ）
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志 願 倍 率 （ 倍 ）

実 質 倍 率 （ 倍 ）

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

志 願 者

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者

合 格 者

入 学 者

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

競 争 倍 率 （ 倍 ）

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者

合 格 者

入 学 者

定 員 充 足 率 （ 倍 ）

競 争 倍 率 （ 倍 ）

入 学 定 員

志 願 者

受 験 者
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【高校生対象】
調査結果 報告書

広島国際大学
学部/学科に関するアンケート

2019年2月22日
*高校エリア修正版

広島国際大学 御中

Administrator
長方形
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広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞2
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調査概要 【高校生】調査
▶調査目的

�広島国際大学で設置を計画している新学部・新学科について、高校2年生にその興味関心度や入学意向等を調
査し、受容性を確認する。

▶調査対象
�中国地方を中心とした高校の高校2年生。

▶調査方法
�調査対象校に調査票を送付し、実査協⼒を依頼。
�各高校のホームルームなどの時間に教室にて配布し、回答・回収。

▶回収数
�合計：20,340サンプル（有効回答数）
�回答高校数：145校

▶調査期間20,340
�2018年10月25日（木）発送開始 〜 2018年12月17日（月）到着分までを集計・分析対象としている。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞4

■高校所在地　（全体／高校所在地より分類）
近畿

調査数

大阪 広島 山口 香川 愛媛 高知 福岡 佐賀 ⻑崎 熊本 大分 宮崎 ⿅児島 沖縄

5.0％ 43.5％ 10.2％ 5.4％ 8.1％ 5.1％ 9.2％ 1.1％ 2.7％ 0.4％ 2.5％ 3.0％ 2.6％ 1.2％ 5.0％ 53.7％ 18.6％ 22.7％

1014人 8857人 2070人 1093人 1657人 1030人 1875人 227人 547人 81人 514人 602人 520人 253人 1014人 10927人 3780人 4619人

調査概要

中国 四国
九州・
沖縄近畿

20,340

四国中国  九州・沖縄



回答者プロフィール



１．高校設置者種別
▶｢公⽴｣が全体の59%(｢県⽴｣54%+｢市⽴｣5%)。｢私⽴｣が41%。

�高校所在エリア別にみると、｢公⽴」が過半数を占めるのは、中国、四国。｢私⽴｣が過半数を占めるのは近畿、九
州・沖縄。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞6

■高校設置者　（全体／高校名から分類） (%)

公⽴ 0

県⽴ 市⽴ 私⽴

●凡例

全体 (n=20340) 59.2

近畿 (n= 1014) ―

中国 (n=10927) 71.1

  広島 (n= 8857) 72.4

  山口 (n= 2070) 65.3

四国 (n= 3780) 59.0

九州・沖縄 (n= 4619) 44.3

進学希望・計 (n=17797) 57.6

　大学 (n=14922) 55.8

　短期大学 (n= 2323) 63.4

　専門学校 (n= 4944) 63.4

進学非意向・計 (n= 2495) 70.9

食物栄養学 希望 (n= 1660) 59.2

食物栄養学以外 (n=15828) 57.3

保健学 希望 (n= 1318) 61.4

保健学以外 (n=16170) 57.2

体育健康科学 希望 (n= 2670) 49.2

体育健康科学以外 (n=14818) 59.0

医療技術 希望 (n= 1454) 59.5

医療技術以外 (n=16034) 57.3

※小計：「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い
高校設置者

高校所在
エリア別

希望進路別
　複数回答

公⽴
・計

希望進路・
分野別

54.1

―

64.3

64.0

65.3

59.0

37.8

53.0

51.1

57.2

59.0

62.1

53.9

52.8

57.5

52.5

44.8

54.4

56.2

52.6

5.1

―

6.8

8.4

―

―

6.5

4.6

4.7

6.2

4.4

8.8

5.3

4.5

3.9

4.7

4.4

4.7

3.3

4.7

40.8

100.0

28.9

27.6

34.7

41.0

55.7

42.4

44.2

36.6

36.6

29.1

40.8

42.7

38.6

42.8

50.8

41.0

40.5

42.7



2．性別
▶全体の男⼥⽐は、｢男子｣52%、｢⼥子｣48%。

�高校所在エリア別にみると、近畿は他エリアに比べ｢男子｣比率が高く、68%。
�高校設置者種別にみると、公⽴では男⼥比はほぼ同率だが、私⽴は｢男子」比率が高く、56%。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞7

■性別　（全体／単一回答） (%)
Q1. あなたの性別をマークしてください。

0 0 0

男子 ⼥子 無回答

●凡例

全体 (n=20340)

近畿 (n= 1014)

中国 (n=10927)

  広島 (n= 8857)

  山口 (n= 2070)

四国 (n= 3780)

九州・沖縄 (n= 4619)

公⽴ (n=12043)

私⽴ (n= 8297)

進学希望・計 (n=17797)

　大学 (n=14922)

　短期大学 (n= 2323)

　専門学校 (n= 4944)

進学非意向・計 (n= 2495)

食物栄養学 希望 (n= 1660)

食物栄養学以外 (n=15828)

保健学 希望 (n= 1318)

保健学以外 (n=16170)

体育健康科学 希望 (n= 2670)

体育健康科学以外 (n=14818)

医療技術 希望 (n= 1454)

医療技術以外 (n=16034)

Q1

希望進路・
分野別

高校所在
エリア別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答
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49.9

50.5
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48.6
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48.4
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53.9
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45.8
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53.6

55.3

49.6

0.3

―
0.3

0.3

0.2

0.4

0.2

0.3

0.2

0.1

0.1

0.1

0.1

0.2

0.2

0.1

0.2

0.1

0.1

0.1

0.2

0.1



3．高校卒業後の希望進路 ①すべて
▶高校卒業後の希望進路は、｢大学(4年制･6年制)｣が突出(73%)。

以下、｢専門学校｣(24%)、｢就職｣(19%)、｢短期大学｣(11%)が続く。
�男⼥とも、｢大学(4年制・6年制)｣が最も多く、男子では77%、⼥子では70%に達する。

以下、男子は｢就職｣(22%)、⼥子は｢専門学校｣(30%)が続く。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアも｢大学(4年制・6年制)｣が最多。

中国は他エリアに比べ｢就職｣希望(26%)が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞8

■高校卒業後の希望進路：すべて　（全体／複数回答） (%)
Q2. あなたは高校を卒業後、どのような進路に進みたいと思っていますか。あてはまるものをすべてマークしてください。

進学希望 0 0
短期大学･専門学校 0 0

短期大学 専門学校 就職 その他

全体 (n=20340) 73.4 11.4 24.3 18.8 1.6 0.2 87.5 73.4 31.3 12.3
性別 男子 (n=10467) 76.8 5.4 18.8 22.2 1.7 0.1 85.0 76.8 21.7 15.0

⼥子 (n= 9817) 70.0 17.8 30.3 15.1 1.4 0.1 90.5 70.0 41.7 9.4
近畿 (n= 1014) 96.9 7.1 9.2 3.2 1.7 0.1 98.5 96.9 13.4 1.4
中国 (n=10927) 63.6 11.6 27.3 26.0 1.7 0.3 81.8 63.6 34.4 18.0
  広島 (n= 8857) 63.4 11.5 26.6 26.6 1.7 0.3 81.1 63.4 33.5 18.6
  山口 (n= 2070) 64.5 12.1 30.5 23.2 1.8 0.2 84.5 64.5 37.9 15.3
四国 (n= 3780) 79.0 14.4 25.8 12.7 1.3 0.3 92.9 79.0 34.9 6.8
九州・沖縄 (n= 4619) 86.6 9.5 19.2 10.1 1.5 0.2 94.2 86.6 25.0 5.6
公⽴ (n=12043) 69.1 12.2 26.0 21.6 1.6 0.2 85.1 69.1 33.5 14.7
私⽴ (n= 8297) 79.5 10.2 21.8 14.6 1.6 0.2 91.0 79.5 28.1 8.8
進学希望・計 (n=17797) 83.8 13.1 27.8 8.1 0.7 ― 100.0 83.8 35.8 ―
　大学 (n=14922) 100.0 10.5 16.6 5.6 0.6 ― 100.0 100.0 23.4 ―
　短期大学 (n= 2323) 67.4 100.0 38.7 9.1 0.9 ― 100.0 67.4 100.0 ―
　専門学校 (n= 4944) 50.0 18.2 100.0 15.7 1.0 ― 100.0 50.0 100.0 ―
進学非意向・計 (n= 2495) ― ― ― 95.0 7.5 ― ― ― ― 100.0
食物栄養学 希望 (n= 1660) 82.6 22.5 32.3 8.1 0.7 ― 100.0 82.6 45.7 ―
食物栄養学以外 (n=15828) 84.6 12.1 26.8 7.1 0.6 ― 100.0 84.6 34.3 ―
保健学 希望 (n= 1318) 88.8 14.0 34.8 5.8 0.5 ― 100.0 88.8 41.4 ―
保健学以外 (n=16170) 84.1 13.0 26.7 7.3 0.6 ― 100.0 84.1 34.9 ―
体育健康科学 希望 (n= 2670) 91.0 10.4 25.1 10.6 0.9 ― 100.0 91.0 30.8 ―
体育健康科学以外 (n=14818) 83.2 13.6 27.8 6.6 0.6 ― 100.0 83.2 36.2 ―
医療技術 希望 (n= 1454) 87.7 12.7 38.0 5.6 0.7 ― 100.0 87.7 43.6 ―
医療技術以外 (n=16034) 84.1 13.1 26.4 7.4 0.6 ― 100.0 84.1 34.6 ―

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q2
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3．高校卒業後の希望進路 ②第一希望
▶第一希望進路は、｢大学(4年制･6年制)｣が突出(67%)。

以下、｢就職｣(14%)、｢専門学校｣(12%)、 ｢短期大学｣(5%)が続く。
�男⼥とも、｢大学(4年制・6年制)｣が最も多く、男子では72%、⼥子では63%に達する。

以下、男子は｢就職｣(17%)、⼥子は｢専門学校｣(17%)が続く。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアも｢大学(4年制・6年制)｣が最多。

中国は他エリアに比べ｢就職｣希望(20%)が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞9

■高校卒業後の希望進路：第一希望　（全体／単一回答） (%)
Q2. また、問2で選んだ番号のうち、最も希望する進路の番号を下欄にひとつだけマークしてください。

進学希望 0 0
短期大学･専門学校 0 0

短期大学 専門学校 就職 その他

全体 (n=20340) 67.2 4.6 12.4 13.9 1.2 0.7 84.1 67.2 17.0 15.2
性別 男子 (n=10467) 71.5 1.8 8.2 16.7 1.3 0.6 81.4 71.5 9.9 18.0

⼥子 (n= 9817) 62.8 7.6 16.9 11.0 1.1 0.6 87.3 62.8 24.5 12.1
近畿 (n= 1014) 92.5 3.0 1.8 1.3 1.1 0.4 97.2 92.5 4.7 2.4
中国 (n=10927) 57.4 4.9 15.2 20.3 1.4 0.8 77.5 57.4 20.1 21.7
  広島 (n= 8857) 57.1 4.8 14.9 21.0 1.4 0.8 76.8 57.1 19.7 22.4
  山口 (n= 2070) 58.9 5.4 16.4 17.2 1.4 0.6 80.7 58.9 21.8 18.6
四国 (n= 3780) 71.9 5.8 12.7 7.9 1.0 0.7 90.4 71.9 18.5 8.9
九州・沖縄 (n= 4619) 80.7 3.1 7.9 6.6 1.0 0.6 91.8 80.7 11.0 7.6
公⽴ (n=12043) 63.1 4.8 13.6 16.6 1.3 0.7 81.5 63.1 18.4 17.8
私⽴ (n= 8297) 73.1 4.2 10.6 10.1 1.2 0.8 87.9 73.1 14.8 11.3
進学希望・計 (n=17797) 76.8 5.2 14.2 2.9 0.4 0.5 96.1 76.8 19.4 3.3
　大学 (n=14922) 91.5 2.7 3.6 1.4 0.3 0.5 97.9 91.5 6.3 1.7
　短期大学 (n= 2323) 44.6 40.0 10.9 2.5 0.5 1.4 95.6 44.6 51.0 3.0
　専門学校 (n= 4944) 35.6 4.4 51.0 6.9 0.6 1.5 91.0 35.6 55.3 7.6
進学非意向・計 (n= 2495) ― ― ― 92.9 7.1 ― ― ― ― 100.0
食物栄養学 希望 (n= 1660) 74.3 8.1 14.2 2.2 0.3 0.9 96.6 74.3 22.3 2.5
食物栄養学以外 (n=15828) 78.1 5.0 14.1 2.1 0.3 0.5 97.1 78.1 19.0 2.4
保健学 希望 (n= 1318) 80.6 3.9 13.1 1.5 0.2 0.8 97.5 80.6 16.9 1.7
保健学以外 (n=16170) 77.5 5.4 14.2 2.2 0.3 0.5 97.0 77.5 19.6 2.5
体育健康科学 希望 (n= 2670) 83.7 3.0 9.8 2.7 0.3 0.5 96.5 83.7 12.8 3.0
体育健康科学以外 (n=14818) 76.6 5.7 14.9 2.0 0.3 0.5 97.2 76.6 20.5 2.3
医療技術 希望 (n= 1454) 77.7 3.2 16.9 1.0 0.3 0.9 97.7 77.7 20.0 1.4
医療技術以外 (n=16034) 77.7 5.5 13.8 2.2 0.3 0.5 97.0 77.7 19.3 2.5

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q2SQ1
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4．進学先で学ぶ分野として興味がある分野 ①すべて
※本ページ以降は、進学希望者(【Q2.高校卒業後の希望進路 すべて】で「大学」「短期大学」「専門学校」いずれか

選択)による回答の結果である。

▶進学先で学ぶ分野として興味がある分野は、｢経済・経営・商学｣が最多(21%)。
以下、｢工学｣(16%)、｢体育・健康科学｣(15%)、｢教員養成・教育学｣(14%)、｢語学・国
際関係学｣｢看護学｣(いずれも12%)、「保育・児童学」(10%)までが1割以上。

�男⼥で希望分野の順位は異なる。
男子は｢経済・経営・商学｣(28%)が最多。次いで｢工学｣(27%)、｢体育・健康科学｣(21%)、｢教員養成・教
育学｣(14%)までが1割以上。
⼥子は、｢看護学｣(20%)が最多。次いで｢語学・国際関係学｣｢保育・児童学｣(いずれも17%)、｢教員養成・
教育学｣(15%)、｢経済・経営・商学｣｢食物・栄養学｣(いずれも13%)、｢芸術学｣(12%)、｢保健学｣｢文学｣
(いずれも10%) までは1割以上。男子に比べ希望分野の選択が幅広い。

�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアも｢経済・経営・商学｣が最多。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞10

■進学先で興味がある分野：すべて　（進学希望／複数回答） (%)
Q3. 進学先で学ぶ分野として、どの分野に興味を持っていますか。あてはまるものをすべてマークしてください。
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⻭
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回
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全体 (n=17797) 20.5 15.9 15.0 14.1 12.2 12.2 9.6 9.3 8.6 8.2 8.2 7.4 7.1 6.6 6.2 5.9 5.1 5.1 4.7 4.1 3.9 2.2 8.4 1.7
性別 男子 (n= 8893) 27.5 27.2 20.8 13.8 7.1 4.1 2.5 5.3 5.8 7.0 7.3 4.5 8.9 6.2 5.5 5.3 5.5 3.0 5.5 5.8 5.5 1.0 6.7 2.0

⼥子 (n= 8885) 13.4 4.6 9.2 14.5 17.3 20.3 16.7 13.4 11.5 9.5 9.0 10.3 5.2 7.0 7.0 6.4 4.7 7.3 3.8 2.5 2.2 3.5 10.1 1.4
近畿 (n= 999) 25.6 24.7 11.9 11.4 14.2 9.2 5.3 7.1 9.1 12.1 5.3 5.0 9.7 10.0 4.9 7.1 5.4 4.1 6.0 6.9 7.3 1.5 7.0 1.1
中国 (n= 8934) 18.3 15.2 14.2 13.1 10.7 11.7 10.6 9.6 9.2 6.7 7.2 6.5 5.3 5.6 5.4 5.0 4.8 4.6 4.3 3.6 3.4 2.3 10.2 2.4
  広島 (n= 7185) 17.3 15.9 14.5 13.0 10.3 11.4 10.5 10.0 9.3 6.7 7.1 6.5 4.9 5.4 5.3 5.0 4.8 4.2 4.5 3.8 3.6 2.3 10.7 2.6
  山口 (n= 1749) 22.6 12.4 13.1 13.4 12.5 13.1 10.6 7.9 8.9 7.0 7.6 6.2 6.8 6.3 5.5 4.8 4.6 6.5 3.3 2.7 2.6 2.1 8.4 1.8
四国 (n= 3513) 22.4 12.4 15.8 15.5 11.8 13.4 10.8 9.4 8.0 10.3 9.6 8.3 8.2 8.2 6.5 5.3 5.1 6.7 4.2 3.8 3.9 2.4 7.3 1.3
九州・沖縄 (n= 4351) 22.1 18.3 16.6 15.7 15.0 12.9 7.8 9.2 7.8 8.8 9.6 9.1 9.1 6.6 8.1 7.8 5.8 5.1 5.6 4.9 4.1 2.1 5.9 0.9
公⽴ (n=10247) 18.8 16.5 12.8 14.5 11.8 13.5 10.5 9.6 8.7 7.7 8.4 7.9 5.9 5.7 5.2 5.2 4.9 5.3 4.8 4.0 3.7 2.2 8.7 1.8
私⽴ (n= 7550) 22.8 15.2 18.0 13.6 12.7 10.5 8.5 9.0 8.5 9.0 7.8 6.7 8.6 7.8 7.5 6.7 5.4 4.9 4.5 4.4 4.1 2.2 8.0 1.6
進学希望・計 (n=17797) 20.5 15.9 15.0 14.1 12.2 12.2 9.6 9.3 8.6 8.2 8.2 7.4 7.1 6.6 6.2 5.9 5.1 5.1 4.7 4.1 3.9 2.2 8.4 1.7
　大学 (n=14922) 23.1 17.7 16.3 16.3 13.6 11.7 8.4 9.2 7.9 9.6 8.5 7.8 8.2 7.4 6.7 6.8 5.4 5.3 5.1 4.6 4.5 1.8 5.5 1.1
　短期大学 (n= 2323) 16.3 8.2 11.9 13.9 12.5 13.8 31.0 16.1 13.3 7.8 7.9 7.9 4.3 5.7 5.3 4.0 4.4 8.2 3.6 2.6 2.4 3.1 8.9 1.5
　専門学校 (n= 4944) 12.0 10.4 13.6 6.4 7.9 20.2 10.0 10.8 12.5 4.0 11.2 9.3 3.4 4.2 6.1 3.4 5.0 5.6 3.6 2.4 2.5 4.0 18.3 3.3
食物栄養学 希望 (n= 1660) 14.5 6.4 20.2 11.3 9.5 15.8 13.2 100.0 8.1 5.2 9.1 12.0 3.6 3.7 6.1 8.6 8.4 6.1 9.6 3.7 2.2 3.0 4.0 ―
食物栄養学以外 (n=15828) 21.5 17.2 14.7 14.7 12.7 12.0 9.5 ― 8.8 8.7 8.2 7.1 7.6 7.0 6.3 5.7 4.9 5.1 4.2 4.3 4.1 2.2 9.0 ―
保健学 希望 (n= 1318) 7.5 5.0 30.9 11.5 5.6 50.8 11.4 15.2 4.0 2.7 29.3 100.0 3.0 2.6 17.5 12.2 5.9 8.6 4.0 2.1 2.0 4.8 1.7 ―
保健学以外 (n=16170) 21.9 17.1 14.0 14.6 12.9 9.3 9.7 9.0 9.2 8.8 6.6 ― 7.5 7.1 5.4 5.4 5.2 4.9 4.8 4.4 4.1 2.1 9.1 ―
体育健康科学 希望 (n= 2670) 21.2 8.4 100.0 21.6 7.2 8.4 8.5 12.6 3.7 3.7 13.6 15.2 5.1 4.5 6.2 6.1 3.8 4.9 3.8 2.0 2.2 2.0 2.5 ―
体育健康科学以外 (n=14818) 20.8 17.6 ― 13.1 13.3 13.1 10.0 8.9 9.7 9.2 7.4 6.1 7.5 7.1 6.3 5.9 5.5 5.3 4.9 4.6 4.3 2.3 9.7 ―
医療技術 希望 (n= 1454) 6.7 11.2 25.0 6.9 3.9 29.1 5.2 10.4 4.0 2.3 100.0 26.5 3.1 2.0 30.3 19.3 9.4 6.5 4.9 5.6 4.1 5.5 1.7 ―
医療技術以外 (n=16034) 22.1 16.7 14.4 15.0 13.2 10.9 10.2 9.4 9.2 8.9 ― 5.8 7.5 7.2 4.2 4.7 4.8 5.1 4.7 4.1 3.9 2.0 9.2 ―

※「全体」降順ソート
※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q3
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4．進学先で学ぶ分野として興味がある分野 ②最も
▶最も興味がある分野は、｢工学｣が最多(12%)。僅差で｢経済・経営・商学｣(11%)が続く。

以下、｢体育・健康科学｣(7%)、｢語学・国際関係学｣｢看護学｣｢教員養成・教育学｣(いずれも
6%)、「食物・栄養学」までが5%以上。

�男⼥で希望分野の順位は異なる。
男子は、｢工学｣(20%)が突出。次いで｢経済・経営・商学｣(16%)、｢体育・健康科学｣(11%)、｢教員養成・
教育学｣(7%)までが5%以上。
⼥子は、｢看護学｣(11%)が最多。僅差で｢語学・国際関係学｣(10%)が続く。以下、｢保育・児童学｣(8%)、
｢食物・栄養学｣(7%)、｢経済・経営・商学｣(6%)、｢教員養成・教育学｣｢芸術学｣｢保健学｣(5%)までが5%
以上。

�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアも｢工学｣｢経済・経営・商学｣が上位。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞11

■進学先で興味がある分野：最も　（進学希望／単一回答） (%)
Q3. また、問3で選んだ番号のうち、最も興味がある分野の番号を下欄にひとつだけマークしてください。
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全体 (n=17797) 11.7 10.8 6.8 6.2 6.1 6.0 4.6 4.4 3.7 3.1 3.0 2.8 2.6 2.5 2.5 2.0 1.9 1.9 1.8 1.7 1.3 1.0 7.2 4.5
性別 男子 (n= 8893) 20.4 15.5 10.6 3.0 1.7 6.6 2.4 0.7 2.4 2.9 3.7 1.1 2.3 2.4 2.3 3.0 1.0 2.3 1.6 1.7 1.4 0.3 5.7 5.0

⼥子 (n= 8885) 3.1 6.2 3.0 9.5 10.5 5.3 6.7 8.1 5.0 3.2 2.3 4.5 3.0 2.5 2.7 1.0 2.9 1.5 2.0 1.6 1.1 1.6 8.8 4.0
近畿 (n= 999) 16.3 13.9 5.5 8.0 5.4 5.2 3.2 1.8 2.9 1.7 3.3 1.6 2.5 1.4 2.7 4.3 1.0 3.0 2.5 1.0 2.2 0.3 6.0 4.2
中国 (n= 8934) 11.5 10.0 6.7 5.6 6.1 5.6 5.0 5.6 4.6 2.8 2.4 2.6 2.4 2.1 2.1 1.7 1.8 1.8 1.5 1.7 1.2 1.1 9.0 5.1
  広島 (n= 7185) 12.0 9.1 7.1 5.4 6.0 5.3 5.2 5.6 4.5 2.7 2.3 2.5 2.3 2.0 2.0 1.8 1.7 2.0 1.6 1.7 1.3 1.2 9.4 5.4
  山口 (n= 1749) 9.4 13.4 5.4 6.1 6.7 6.9 4.3 5.5 5.1 3.3 3.0 3.3 2.5 2.3 2.2 1.1 2.5 1.1 1.3 1.4 1.0 1.0 7.5 3.9
四国 (n= 3513) 9.0 12.2 6.7 5.5 6.6 6.4 4.6 4.7 2.8 3.6 3.4 3.1 3.6 2.7 2.4 2.0 2.7 1.8 2.4 1.7 1.0 1.2 6.4 3.6
九州・沖縄 (n= 4351) 13.4 10.8 7.3 7.7 5.9 6.5 4.0 2.5 2.8 3.4 3.8 3.2 2.4 3.2 3.5 2.0 1.7 1.7 1.7 1.8 1.3 0.6 4.6 4.0
公⽴ (n=10247) 12.5 10.1 5.5 5.9 7.1 6.2 4.9 5.2 3.9 3.2 2.6 3.1 2.6 1.8 2.1 1.8 2.0 2.0 1.7 1.7 1.2 1.0 7.6 4.0
私⽴ (n= 7550) 10.7 11.8 8.6 6.6 4.8 5.6 4.0 3.4 3.5 2.8 3.6 2.4 2.6 3.3 3.0 2.2 1.8 1.7 1.9 1.6 1.3 0.9 6.8 5.1
進学希望・計 (n=17797) 11.7 10.8 6.8 6.2 6.1 6.0 4.6 4.4 3.7 3.1 3.0 2.8 2.6 2.5 2.5 2.0 1.9 1.9 1.8 1.7 1.3 1.0 7.2 4.5
　大学 (n=14922) 13.0 12.2 7.4 6.9 5.7 7.0 4.2 3.1 3.0 3.0 3.4 2.7 3.1 2.7 2.9 2.2 1.9 1.9 1.9 1.6 1.3 0.6 4.4 3.9
　短期大学 (n= 2323) 5.2 7.9 4.0 6.1 5.6 3.8 8.0 20.6 5.6 2.9 1.2 3.0 2.6 1.4 0.9 0.8 3.1 1.3 1.4 1.2 1.1 1.2 7.3 3.6
　専門学校 (n= 4944) 7.3 5.8 5.9 3.6 11.3 1.5 5.3 4.3 6.5 5.1 1.4 4.7 1.1 1.7 1.0 1.2 2.2 1.4 1.2 1.8 1.3 2.2 16.4 5.6
食物栄養学 希望 (n= 1660) 2.4 4.4 6.0 3.0 4.7 2.7 48.8 3.4 2.0 2.0 0.8 1.6 0.8 1.1 2.4 0.5 1.3 2.7 0.5 1.4 0.7 0.5 2.8 3.6
食物栄養学以外 (n=15828) 13.0 11.7 7.0 6.7 6.4 6.4 ― 4.6 4.0 3.2 3.3 3.0 2.9 2.7 2.6 2.2 2.0 1.8 2.0 1.7 1.3 1.0 7.9 2.7
保健学 希望 (n= 1318) 1.5 1.9 13.0 0.5 14.5 2.0 3.2 1.3 0.3 8.0 0.2 37.9 0.5 3.0 3.1 0.5 1.7 0.6 0.2 0.4 ― 1.0 0.5 4.2
保健学以外 (n=16170) 12.8 11.8 6.4 6.8 5.6 6.4 4.7 4.8 4.1 2.7 3.3 ― 2.9 2.5 2.5 2.1 2.0 2.0 1.9 1.8 1.4 1.0 7.9 2.7
体育健康科学 希望 (n= 2670) 4.2 7.4 45.4 2.4 2.6 6.8 3.8 1.8 0.6 3.9 1.3 2.3 0.6 1.0 3.4 0.7 1.5 1.0 0.8 0.7 0.4 0.6 1.8 4.9
体育健康科学以外 (n=14818) 13.3 11.7 ― 7.0 6.9 5.9 4.8 5.0 4.4 3.0 3.4 3.0 3.1 2.8 2.4 2.3 2.0 2.0 2.0 1.9 1.4 1.1 8.4 2.4
医療技術 希望 (n= 1454) 4.9 1.4 7.2 0.7 10.9 1.0 1.6 0.6 0.9 37.4 0.3 7.2 0.3 9.0 5.0 1.0 1.2 0.7 0.3 1.5 0.6 0.8 0.8 4.7
医療技術以外 (n=16034) 12.6 11.9 6.9 6.8 5.8 6.5 4.9 4.9 4.0 ― 3.3 2.5 2.9 1.9 2.3 2.1 2.0 2.0 2.0 1.7 1.3 1.0 8.0 2.6

※「全体」降順ソート
※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q3SQ1
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5．進学希望エリア
▶高校卒業後、進学先として希望するエリアは、｢広島県｣が最多(43%)。

以下｢福岡県｣(26%)、｢大阪府｣(21%)、｢東京などの首都圏｣(18%)、｢岡山県｣(13%)
が続く。

�男⼥とも進学希望エリアの上位は同傾向。
�高校所在エリア別にみると、エリアにより順位は異なる。

近畿は、近畿エリアが上位であり、｢大阪府｣が突出(88%)。以下、｢京都府｣(37%)、｢兵庫県｣(25%)、｢その
他近畿圏｣(18%)が続く。
中国は、｢広島県｣が突出(72%)。以下、｢山口県｣(20%)、｢福岡県｣(18%)、｢岡山県｣「大阪府」(いずれも
16%)、｢東京など首都圏｣(15%)が続く。
四国は、｢愛媛県｣が最多(33%)。以下、｢大阪府｣(27%)、｢香川県｣｢岡山県｣(いずれも23%)、｢広島県｣
(22%)、｢東京など首都圏｣(20%)が続く。
九州・沖縄は、｢福岡県｣が突出(63%)。以下、｢東京など首都圏｣(25%)、｢⻑崎県｣(17%)、｢熊本県｣
(15%)、｢大分県｣(13%)、｢大阪府｣｢⿅児島県｣｢佐賀県｣(いずれも11%)が続く。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞12

■進学希望エリア：すべて　（進学希望／複数回答） (%)
Q4. あなたは、高校卒業後どのエリアでの進学を希望しますか。あてはまるものをすべてマークしてください。

中国 四国 九州･沖縄 近畿
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全体 (n=17797) 42.7 13.1 12.2 2.9 2.4 9.0 5.6 4.7 2.9 25.8 4.7 4.2 4.0 3.1 3.0 2.5 1.8 20.9 10.4 9.3 4.4 18.0 4.5 2.5 1.7
性別 男子 (n= 8893) 40.6 11.8 12.0 3.4 2.8 10.0 5.4 4.4 2.9 25.5 5.0 4.3 3.7 3.1 3.5 2.7 2.2 20.3 9.5 7.8 5.2 19.4 5.0 3.3 2.1

⼥子 (n= 8885) 44.7 14.3 12.5 2.5 1.9 8.0 5.7 5.0 2.8 26.2 4.4 4.2 4.3 3.0 2.6 2.4 1.5 21.4 11.2 10.8 3.5 16.6 4.1 1.7 1.2
近畿 (n= 999) 3.4 1.2 0.6 0.2 0.6 0.4 0.3 0.2 0.2 1.3 0.4 0.7 0.6 0.2 0.4 0.2 0.2 87.8 37.3 24.6 17.9 10.3 2.0 2.6 1.4
中国 (n= 8934) 72.2 15.7 20.0 4.8 3.7 4.5 1.5 1.3 1.4 18.2 0.9 0.8 1.1 0.6 0.6 0.4 0.6 15.6 7.5 7.3 2.8 15.1 3.6 2.4 2.0
  広島 (n= 7185) 80.6 17.7 11.5 5.5 4.1 5.3 1.8 1.5 1.6 9.6 0.6 0.6 0.7 0.5 0.4 0.4 0.7 16.4 7.5 7.6 2.9 15.1 3.6 2.4 2.2
  山口 (n= 1749) 37.7 7.8 54.8 2.1 1.9 1.3 0.7 0.5 0.8 53.2 2.2 1.3 2.5 1.0 1.1 0.5 0.5 12.6 7.5 5.8 2.7 15.3 3.4 2.2 1.1
四国 (n= 3513) 21.5 23.4 3.7 1.8 1.6 32.8 23.4 19.2 9.7 6.8 0.9 0.9 1.6 0.6 0.5 0.5 0.9 27.2 14.7 17.2 6.3 19.5 6.1 2.0 1.5
九州・沖縄 (n= 4351) 8.1 1.9 5.9 0.6 0.7 0.9 0.6 1.0 0.9 62.6 16.5 14.8 12.8 10.8 10.8 9.1 5.4 11.3 6.6 3.6 2.8 24.5 5.7 3.1 1.1
公⽴ (n=10247) 52.1 17.2 15.4 4.1 3.1 11.3 6.9 5.0 3.6 24.9 5.2 4.5 4.0 2.2 3.5 1.8 2.4 15.6 7.7 8.2 3.2 14.2 4.2 2.2 1.7
私⽴ (n= 7550) 29.8 7.4 8.0 1.4 1.3 5.9 3.8 4.2 1.9 27.1 4.0 3.8 4.0 4.2 2.4 3.6 1.1 28.1 14.0 10.7 5.9 23.2 5.0 2.9 1.6
進学希望・計 (n=17797) 42.7 13.1 12.2 2.9 2.4 9.0 5.6 4.7 2.9 25.8 4.7 4.2 4.0 3.1 3.0 2.5 1.8 20.9 10.4 9.3 4.4 18.0 4.5 2.5 1.7
　大学 (n=14922) 41.2 14.0 12.7 3.3 2.6 9.4 5.5 5.1 3.2 27.5 5.4 4.9 4.4 3.1 3.5 2.8 2.0 22.0 11.7 10.3 4.9 19.5 5.0 2.6 1.3
　短期大学 (n= 2323) 49.4 15.8 14.2 3.7 3.1 10.8 8.7 8.1 4.1 23.7 3.7 3.8 5.0 3.9 3.0 3.1 2.4 18.7 8.0 8.6 3.9 13.3 4.0 1.9 1.2
　専門学校 (n= 4944) 49.7 12.1 11.6 2.9 2.2 8.7 6.6 3.6 2.5 22.9 3.0 2.6 3.1 3.5 2.0 2.2 2.2 19.2 6.5 6.1 2.8 14.8 3.7 2.3 2.7
食物栄養学 希望 (n= 1660) 49.9 16.0 12.2 3.6 3.0 7.9 6.7 5.6 3.6 26.4 5.9 5.0 4.5 4.0 3.2 3.1 2.5 23.1 11.3 10.6 3.9 16.4 4.6 2.3 1.3
食物栄養学以外 (n=15828) 42.2 12.9 12.4 2.9 2.3 9.2 5.5 4.7 2.8 26.1 4.6 4.2 4.0 3.0 3.1 2.5 1.8 20.9 10.4 9.3 4.5 18.4 4.6 2.5 0.6
保健学 希望 (n= 1318) 45.7 18.6 13.5 3.6 2.7 12.1 7.9 6.4 5.5 29.3 9.7 8.1 6.8 6.8 5.3 4.9 3.2 21.1 11.5 11.6 4.3 15.2 6.3 1.8 0.6
保健学以外 (n=16170) 42.7 12.8 12.3 2.9 2.4 8.9 5.4 4.6 2.7 25.9 4.3 4.0 3.8 2.8 2.9 2.4 1.8 21.2 10.4 9.2 4.4 18.4 4.4 2.6 0.7
体育健康科学 希望 (n= 2670) 42.5 13.4 10.4 3.5 2.9 10.3 5.3 4.5 3.4 28.8 4.2 4.2 4.6 4.3 2.7 2.8 2.7 25.6 11.5 9.8 6.8 23.0 6.3 3.5 0.9
体育健康科学以外 (n=14818) 43.0 13.2 12.7 2.9 2.3 8.9 5.7 4.8 2.8 25.6 4.8 4.3 3.9 2.9 3.2 2.5 1.7 20.3 10.3 9.4 4.0 17.3 4.3 2.3 0.6
医療技術 希望 (n= 1454) 46.7 20.9 14.9 4.1 3.4 12.4 8.0 5.9 6.3 30.3 6.4 8.5 6.1 6.0 3.6 4.6 3.0 19.7 9.8 10.1 5.2 16.3 6.2 2.1 1.0
医療技術以外 (n=16034) 42.6 12.5 12.1 2.9 2.3 8.8 5.4 4.7 2.6 25.7 4.6 3.9 3.9 2.8 3.0 2.4 1.8 21.3 10.6 9.4 4.3 18.4 4.4 2.6 0.7

※エリアごと「全体」降順ソート
※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q4

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

高校所在
エリア別

東
京
な
ど
首
都
圏

名
古
屋
な
ど
東
海
地
方

そ
の
他

無
回
答

希望進路・
分野別

0

10

20

30

40

50

全体 男子 ⼥子



新学科（専攻）の受容性
1.興味関心



1. 新学科（専攻）への興味関心

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞14

▶広島国際大学の新学科(専攻)に対し、進学希望者の5割が興味や関心があると回答。

▶新学科(専攻)に対する興味関心の割合は以下の通り。
① 健康スポーツ学部 健康スポーツ学科：18%
② 健康科学部 心理学科：15%
③ 総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科理学療法学専攻：10%
④ 保健医療学部 救急救命学科：7%
④ 総合リハビリテーション学部 医療技術学科 臨床検査学専攻：7%
⑥ 健康科学部 医療福祉学科：6%
⑥ 健康科学部 医療栄養学科：6%
⑧ 健康科学部 医療経営学科：2%

�｢興味関心あり･計｣は⼥子(54%)が男子(45%)に比べ高い。
学科(専攻)について、⼥子は｢心理学科｣への興味関心が最も高い(20%)。⼥子は8学科(専攻)中5学科(専
攻)のスコアが男子に比べ高い。
男子は｢健康スポーツ学科｣への興味関心が最も高く(25%)、⼥子のスコアを上回る。
｢医療経営学科｣｢リハビリテーション学科 理学療法専攻｣は男⼥ともほぼ同スコア。

�希望分野別にみると、学科(専攻)それぞれ、関連する食物栄養学／保健学／体育健康科学／医療技術各分
野希望者の｢興味関心あり･計｣のスコアが全体に比べ高い。

■新学科（専攻）への興味関心　（進学希望／複数回答） (%)
Q5. 広島国際大学の以下の学科（専攻）の中で、あなたが興味や関心のある学科（専攻）はありますか。あてはまるものをすべてマークしてください。※全て興味・関心がない方は、「9.この中に興味や関心のある学科はない」をお選びください。
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全体 (n=17797) 18.2 6.1 2.4 15.2 6.0 10.4 6.9 7.2 48.2 2.0 49.8
性別 男子 (n= 8893) 25.0 3.0 2.2 10.4 2.2 10.1 5.2 5.3 51.8 2.7 45.4

⼥子 (n= 8885) 11.4 9.2 2.5 20.0 9.8 10.6 8.7 9.2 44.5 1.3 54.2
近畿 (n= 999) 13.3 3.0 2.0 12.3 3.1 5.2 5.4 5.0 62.6 1.9 35.5
中国 (n= 8934) 17.6 6.7 2.4 15.0 5.9 10.5 5.6 6.1 48.8 2.4 48.8
  広島 (n= 7185) 17.8 6.4 2.4 14.6 5.9 10.5 5.7 5.7 49.0 2.7 48.3
  山口 (n= 1749) 17.2 7.8 2.3 16.5 5.7 10.3 5.2 7.8 47.9 1.0 51.1
四国 (n= 3513) 18.5 5.8 1.9 15.2 6.1 10.8 7.7 7.3 46.9 1.7 51.4
九州・沖縄 (n= 4351) 20.1 5.7 2.8 16.4 6.8 11.0 9.5 10.0 44.6 1.5 53.8
公⽴ (n=10247) 17.0 6.7 2.2 15.5 6.8 10.7 7.0 7.0 47.9 1.9 50.2
私⽴ (n= 7550) 19.7 5.2 2.6 14.9 4.9 9.9 6.8 7.5 48.6 2.1 49.3
進学希望・計 (n=17797) 18.2 6.1 2.4 15.2 6.0 10.4 6.9 7.2 48.2 2.0 49.8
　大学 (n=14922) 19.2 5.9 2.4 16.3 6.1 10.2 7.6 7.5 47.1 1.6 51.4
　短期大学 (n= 2323) 15.4 8.4 3.0 18.9 10.2 12.0 6.0 7.0 46.0 1.3 52.7
　専門学校 (n= 4944) 16.8 9.0 2.5 13.1 6.4 14.9 7.1 8.3 45.3 3.2 51.6
食物栄養学 希望 (n= 1660) 22.7 7.2 2.0 16.1 40.8 9.8 6.9 6.6 29.5 1.4 69.1
食物栄養学以外 (n=15828) 17.7 6.0 2.4 15.3 2.4 10.5 7.0 7.3 50.2 1.6 48.1
保健学 希望 (n= 1318) 26.9 20.0 3.9 16.3 12.6 28.5 22.5 19.3 14.8 1.1 84.1
保健学以外 (n=16170) 17.5 5.0 2.3 15.3 5.5 9.0 5.8 6.3 51.0 1.6 47.4
体育健康科学 希望 (n= 2670) 70.4 5.3 1.6 10.4 6.0 25.5 5.1 7.3 13.0 1.9 85.1
体育健康科学以外 (n=14818) 8.8 6.3 2.5 16.3 6.0 7.7 7.4 7.3 54.6 1.6 43.8
医療技術 希望 (n= 1454) 20.3 14.5 5.9 12.5 9.0 38.9 44.2 21.1 9.6 1.1 89.3
医療技術以外 (n=16034) 18.0 5.4 2.1 15.6 5.8 7.9 3.6 6.0 51.8 1.7 46.6

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q5
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回
答

興
味
関
心
あ
り
･
計

こ
の
中
に
興
味
や
関
心
の

あ
る
学
科
は
な
い

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

高校所在
エリア別
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2. 新学科（専攻）へ興味関心がある理由 ①

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞15

▶興味や関心がある新学科(専攻)について理由を尋ねたところ、いずれの学科(専攻)とも、｢『学科
の内容』が魅⼒的｣が最も高い。

▶次いで｢『想定される進路』が魅⼒的｣｢取得資格｣が続く。
�健康スポーツ学科、心理学科は、｢『想定される進路』が魅⼒的｣｢取得資格｣いずれもスコアが拮抗して続く。
�医療経営学科、救急救命学科は、 ｢『想定される進路』が魅⼒的｣が相対的に高く、2位。
�医療福祉学科、医療栄養学科、リハビリテーション学科理学療法学専攻、医療技術学科臨床検査学専攻は｢取

得資格｣が2位。

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・各学科（専攻）ごと「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る
進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る
人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が
魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

健康スポーツ学部 健康スポーツ学科 (n= 3234) 58.1 31.1 9.8 9.1 31.8 2.0

医療福祉学科 (n= 1083) 45.0 35.5 10.8 7.5 41.2 3.4

医療経営学科 (n= 419) 45.3 40.1 11.0 7.4 24.6 4.3

心理学科 (n= 2710) 70.7 19.9 13.0 5.2 20.8 2.2

医療栄養学科 (n= 1064) 54.4 29.7 8.0 6.9 47.7 2.4

総合リハビリテーション学部
リハビリテーション学科
理学療法学専攻 (n= 1843) 45.7 35.5 11.7 8.2 43.6 4.1

医療技術学科
臨床検査学専攻 (n= 1232) 48.7 36.0 8.4 6.0 43.3 3.7

救急救命学科 (n= 1290) 50.8 41.6 14.8 6.0 38.0 2.1

※学科（専攻）ごとスコア ■=1位／■=2位／■=3位 Q6_MX
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保健医療学部
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2. 新学科（専攻）へ興味関心がある理由 ②

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞16

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)

【健康スポーツ学部 健康スポーツ学科】
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る

進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る

人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が

魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

全体 (n= 3234) 58.1 31.1 9.8 9.1 31.8 2.0
性別 男子 (n= 2220) 56.1 31.6 9.7 10.1 32.0 2.3

⼥子 (n= 1010) 62.5 30.0 10.1 6.7 31.6 1.3
近畿 (n= 133) 56.4 24.8 3.8 7.5 27.1 1.5
中国 (n= 1576) 60.2 30.6 10.0 9.1 31.2 2.0
  広島 (n= 1276) 59.9 30.7 9.5 9.2 31.3 1.9
  山口 (n= 300) 61.7 30.3 12.0 9.0 30.7 2.3
四国 (n= 651) 54.8 33.6 9.7 7.8 34.7 2.0
九州・沖縄 (n= 874) 56.9 30.9 10.5 10.1 31.7 2.2
公⽴ (n= 1744) 60.7 33.5 11.2 8.6 30.4 1.7
私⽴ (n= 1490) 55.0 28.3 8.1 9.6 33.5 2.4
進学希望・計 (n= 3234) 58.1 31.1 9.8 9.1 31.8 2.0
　大学 (n= 2869) 58.3 31.5 9.9 9.2 31.3 2.1
　短期大学 (n= 357) 62.7 33.1 7.0 7.0 30.5 1.7
　専門学校 (n= 829) 57.8 29.9 9.5 10.1 36.2 2.2
食物栄養学 希望 (n= 377) 67.6 27.1 8.5 10.1 25.7 1.9
食物栄養学以外 (n= 2799) 56.7 31.7 10.0 8.8 32.5 2.0
保健学 希望 (n= 354) 53.7 38.7 12.4 7.9 41.2 1.1
保健学以外 (n= 2822) 58.5 30.2 9.5 9.1 30.5 2.1
体育健康科学 希望 (n= 1879) 55.1 36.6 10.0 8.7 38.2 1.8
体育健康科学以外 (n= 1297) 62.1 23.4 9.7 9.3 22.3 2.3
医療技術 希望 (n= 295) 59.7 28.8 11.2 12.2 32.2 2.0
医療技術以外 (n= 2881) 57.8 31.4 9.7 8.6 31.7 2.0

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q6_1

希望進路・
分野別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

高校所在
エリア別

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)

【健康科学部 医療福祉学科】
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る

進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る

人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が

魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

全体 (n= 1083) 45.0 35.5 10.8 7.5 41.2 3.4
性別 男子 (n= 263) 43.0 35.4 10.6 8.7 35.0 5.7

⼥子 (n= 817) 45.5 35.6 10.9 7.1 43.2 2.7
近畿 (n= 30) 46.7 26.7 6.7 10.0 36.7 3.3
中国 (n= 600) 44.2 33.8 11.0 8.2 42.7 3.3
  広島 (n= 463) 44.5 33.9 11.0 9.1 43.8 2.8
  山口 (n= 137) 43.1 33.6 10.9 5.1 38.7 5.1
四国 (n= 205) 42.9 38.0 11.2 4.9 44.9 4.9
九州・沖縄 (n= 248) 48.4 38.3 10.5 7.7 35.1 2.4
公⽴ (n= 689) 45.7 37.4 11.0 6.8 40.5 3.8
私⽴ (n= 394) 43.7 32.0 10.4 8.6 42.4 2.8
進学希望・計 (n= 1083) 45.0 35.5 10.8 7.5 41.2 3.4
　大学 (n= 877) 45.6 36.5 11.2 7.6 39.9 3.4
　短期大学 (n= 194) 42.8 35.6 11.3 4.1 50.5 3.1
　専門学校 (n= 443) 44.5 31.4 9.7 8.6 48.8 2.9
食物栄養学 希望 (n= 120) 46.7 43.3 14.2 10.0 39.2 3.3
食物栄養学以外 (n= 956) 44.7 34.3 10.4 7.1 41.2 3.3
保健学 希望 (n= 263) 43.0 34.6 11.4 7.6 42.2 2.7
保健学以外 (n= 813) 45.5 35.5 10.6 7.4 40.6 3.6
体育健康科学 希望 (n= 142) 42.3 38.0 8.5 7.0 31.7 2.1
体育健康科学以外 (n= 934) 45.3 34.9 11.1 7.5 42.4 3.5
医療技術 希望 (n= 211) 51.2 28.9 9.0 7.1 41.7 3.3
医療技術以外 (n= 865) 43.4 36.9 11.2 7.5 40.8 3.4

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q7_TOPBOX

希望進路・
分野別

高校所在
エリア別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答



2. 新学科（専攻）へ興味関心がある理由 ③

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞17

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)

【健康科学部 医療経営学科】
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る

進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る

人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が

魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

全体 (n= 419) 45.3 40.1 11.0 7.4 24.6 4.3
性別 男子 (n= 197) 48.7 36.5 12.7 8.1 15.2 5.6

⼥子 (n= 222) 42.3 43.2 9.5 6.8 32.9 3.2
近畿 (n= 20) 60.0 25.0 5.0 ― 20.0 ―
中国 (n= 214) 39.3 44.9 10.3 7.5 26.6 4.7
  広島 (n= 174) 39.1 46.6 10.3 8.0 27.0 4.6
  山口 (n= 40) 40.0 37.5 10.0 5.0 25.0 5.0
四国 (n= 65) 47.7 32.3 13.8 7.7 29.2 6.2
九州・沖縄 (n= 120) 52.5 38.3 11.7 8.3 19.2 3.3
公⽴ (n= 225) 40.4 44.0 12.0 6.7 25.3 5.8
私⽴ (n= 194) 51.0 35.6 9.8 8.2 23.7 2.6
進学希望・計 (n= 419) 45.3 40.1 11.0 7.4 24.6 4.3
　大学 (n= 356) 48.9 39.9 11.5 7.3 21.6 3.1
　短期大学 (n= 70) 38.6 42.9 10.0 2.9 37.1 5.7
　専門学校 (n= 126) 38.9 34.9 11.1 7.9 34.1 7.1
食物栄養学 希望 (n= 34) 44.1 41.2 17.6 8.8 32.4 2.9
食物栄養学以外 (n= 382) 45.3 40.1 10.2 7.1 23.8 4.5
保健学 希望 (n= 52) 53.8 38.5 21.2 13.5 21.2 3.8
保健学以外 (n= 364) 44.0 40.4 9.3 6.3 25.0 4.4
体育健康科学 希望 (n= 44) 38.6 45.5 9.1 6.8 22.7 6.8
体育健康科学以外 (n= 372) 46.0 39.5 11.0 7.3 24.7 4.0
医療技術 希望 (n= 86) 45.3 34.9 15.1 11.6 33.7 2.3
医療技術以外 (n= 330) 45.2 41.5 9.7 6.1 22.1 4.8

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q6_3

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

希望進路・
分野別

高校所在
エリア別

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)

【健康科学部 心理学科】
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る

進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る

人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が

魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

全体 (n= 2710) 70.7 19.9 13.0 5.2 20.8 2.2
性別 男子 (n= 928) 75.6 15.4 11.5 4.8 14.1 3.0

⼥子 (n= 1779) 68.2 22.2 13.7 5.3 24.3 1.7
近畿 (n= 123) 73.2 15.4 9.8 2.4 18.7 4.1
中国 (n= 1340) 69.9 21.1 12.3 5.2 19.4 2.5
  広島 (n= 1052) 69.6 20.4 12.5 5.6 19.4 2.7
  山口 (n= 288) 71.2 23.6 11.8 3.8 19.4 2.1
四国 (n= 533) 72.2 18.9 14.8 4.5 23.6 1.7
九州・沖縄 (n= 714) 70.7 18.9 13.3 6.0 21.8 1.5
公⽴ (n= 1585) 70.8 21.7 13.5 5.6 21.3 2.1
私⽴ (n= 1125) 70.7 17.2 12.2 4.6 20.3 2.3
進学希望・計 (n= 2710) 70.7 19.9 13.0 5.2 20.8 2.2
　大学 (n= 2433) 71.0 19.9 13.0 5.1 20.8 2.1
　短期大学 (n= 439) 67.2 22.1 13.9 6.4 26.9 2.5
　専門学校 (n= 648) 69.1 20.4 12.2 5.9 23.8 1.9
食物栄養学 希望 (n= 267) 68.5 21.0 14.6 6.4 24.0 2.6
食物栄養学以外 (n= 2421) 70.9 19.8 12.8 5.0 20.6 2.1
保健学 希望 (n= 215) 65.1 21.9 16.3 7.0 20.0 2.8
保健学以外 (n= 2473) 71.1 19.8 12.7 5.0 21.0 2.1
体育健康科学 希望 (n= 279) 65.6 24.0 9.7 7.5 23.3 4.7
体育健康科学以外 (n= 2409) 71.2 19.5 13.4 4.9 20.6 1.8
医療技術 希望 (n= 182) 70.3 19.2 12.6 6.0 22.0 1.6
医療技術以外 (n= 2506) 70.7 20.0 13.0 5.1 20.8 2.2

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q6_4

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

希望進路・
分野別

高校所在
エリア別



2. 新学科（専攻）へ興味関心がある理由 ④

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞18

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)

【健康科学部 医療栄養学科】
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る

進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る

人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が

魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

全体 (n= 1064) 54.4 29.7 8.0 6.9 47.7 2.4
性別 男子 (n= 193) 53.4 26.4 8.8 8.8 35.8 5.2

⼥子 (n= 869) 54.5 30.5 7.8 6.4 50.5 1.8
近畿 (n= 31) 38.7 29.0 6.5 6.5 58.1 3.2
中国 (n= 525) 53.9 29.1 8.2 6.5 49.9 2.9
  広島 (n= 426) 53.3 28.9 8.7 6.8 51.6 2.8
  山口 (n= 99) 56.6 30.3 6.1 5.1 42.4 3.0
四国 (n= 213) 50.2 30.5 7.5 7.5 48.8 2.3
九州・沖縄 (n= 295) 60.0 30.2 8.1 7.1 42.0 1.7
公⽴ (n= 693) 54.5 32.6 8.5 5.9 47.8 2.5
私⽴ (n= 371) 54.2 24.3 7.0 8.6 47.7 2.4
進学希望・計 (n= 1064) 54.4 29.7 8.0 6.9 47.7 2.4
　大学 (n= 912) 55.6 30.0 8.1 6.8 47.4 2.6
　短期大学 (n= 238) 52.1 32.4 6.3 7.1 51.3 3.8
　専門学校 (n= 315) 51.1 29.8 8.9 6.3 45.1 4.4
食物栄養学 希望 (n= 677) 52.6 32.2 8.1 6.4 58.2 2.2
食物栄養学以外 (n= 377) 57.8 25.2 7.4 8.0 29.2 2.7
保健学 希望 (n= 166) 54.8 29.5 11.4 3.0 43.4 3.6
保健学以外 (n= 888) 54.4 29.7 7.2 7.7 48.6 2.1
体育健康科学 希望 (n= 160) 61.3 28.8 7.5 5.0 45.0 3.1
体育健康科学以外 (n= 894) 53.2 29.9 7.9 7.3 48.3 2.2
医療技術 希望 (n= 131) 70.2 21.4 6.9 7.6 41.2 1.5
医療技術以外 (n= 923) 52.2 30.9 8.0 6.8 48.8 2.5

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q6_5

高校所在
エリア別

希望進路・
分野別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)

【総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科理学療法学専攻】
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る

進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る

人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が

魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

全体 (n= 1843) 45.7 35.5 11.7 8.2 43.6 4.1
性別 男子 (n= 900) 43.6 37.1 11.1 7.8 42.2 4.4

⼥子 (n= 941) 47.8 34.1 12.3 8.6 44.8 3.8
近畿 (n= 52) 38.5 25.0 7.7 1.9 38.5 3.8
中国 (n= 934) 48.4 34.9 12.8 10.0 43.8 4.3
  広島 (n= 753) 49.9 35.6 13.0 10.5 43.0 4.4
  山口 (n= 181) 42.0 32.0 12.2 7.7 47.0 3.9
四国 (n= 378) 40.7 39.4 11.4 6.1 46.6 4.5
九州・沖縄 (n= 479) 45.3 34.9 10.2 7.1 41.3 3.5
公⽴ (n= 1096) 47.4 37.0 11.8 7.8 42.8 3.6
私⽴ (n= 747) 43.4 33.3 11.6 8.8 44.7 4.8
進学希望・計 (n= 1843) 45.7 35.5 11.7 8.2 43.6 4.1
　大学 (n= 1528) 45.5 36.3 11.5 8.1 42.5 4.3
　短期大学 (n= 278) 43.2 39.2 10.8 6.5 41.4 6.8
　専門学校 (n= 739) 44.0 36.9 12.3 8.3 51.3 3.2
食物栄養学 希望 (n= 162) 56.8 33.3 11.1 7.4 40.7 3.7
食物栄養学以外 (n= 1663) 44.6 35.7 11.6 8.2 43.8 4.2
保健学 希望 (n= 376) 50.3 38.0 11.2 6.4 49.5 1.9
保健学以外 (n= 1449) 44.4 34.8 11.7 8.6 42.0 4.8
体育健康科学 希望 (n= 680) 46.9 39.3 11.0 8.5 46.3 5.1
体育健康科学以外 (n= 1145) 44.9 33.2 11.9 7.9 41.9 3.6
医療技術 希望 (n= 565) 48.3 35.4 11.2 9.7 51.3 2.8
医療技術以外 (n= 1260) 44.4 35.5 11.7 7.5 40.1 4.8

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q6_6

希望進路・
分野別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

高校所在
エリア別



2. 新学科（専攻）へ興味関心がある理由 ⑤

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞19

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)

【保健医療学部 医療技術学科臨床検査学専攻】
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る

進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る

人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が

魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

全体 (n= 1232) 48.7 36.0 8.4 6.0 43.3 3.7
性別 男子 (n= 458) 45.9 34.1 9.4 6.8 38.9 4.8

⼥子 (n= 771) 50.3 37.2 7.8 5.4 46.0 3.1
近畿 (n= 54) 40.7 25.9 1.9 3.7 37.0 11.1
中国 (n= 497) 51.3 33.4 8.5 6.4 42.7 4.2
  広島 (n= 406) 53.7 33.3 9.1 6.2 41.6 4.4
  山口 (n= 91) 40.7 34.1 5.5 7.7 47.3 3.3
四国 (n= 269) 42.8 38.7 7.1 5.6 48.0 2.6
九州・沖縄 (n= 412) 50.5 38.6 10.0 6.1 41.7 2.9
公⽴ (n= 720) 46.0 39.9 8.2 5.6 45.6 2.5
私⽴ (n= 512) 52.5 30.5 8.6 6.6 40.0 5.5
進学希望・計 (n= 1232) 48.7 36.0 8.4 6.0 43.3 3.7
　大学 (n= 1139) 49.0 36.3 8.4 5.8 43.5 3.2
　短期大学 (n= 140) 54.3 34.3 5.0 5.7 45.0 5.0
　専門学校 (n= 352) 48.6 34.9 8.0 6.8 45.5 7.1
食物栄養学 希望 (n= 115) 55.7 38.3 7.8 4.3 44.3 4.3
食物栄養学以外 (n= 1112) 48.0 35.7 8.4 6.2 43.1 3.7
保健学 希望 (n= 296) 44.6 41.6 10.1 5.7 49.0 4.1
保健学以外 (n= 931) 50.1 34.2 7.7 6.1 41.4 3.7
体育健康科学 希望 (n= 135) 48.1 44.4 8.9 5.9 40.7 5.2
体育健康科学以外 (n= 1092) 48.8 34.9 8.2 6.0 43.5 3.6
医療技術 希望 (n= 642) 48.1 39.7 9.0 6.9 51.4 2.6
医療技術以外 (n= 585) 49.4 31.8 7.5 5.1 34.2 5.0

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q6_7

高校所在
エリア別

希望進路・
分野別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

■興味関心がある学科（専攻）の理由　（進学希望・「興味関心がある」回答者／複数回答） (%)

【保健医療学部 救急救命学科】
Q6. 問5で選んだ学科（専攻）それぞれについて、「興味関心がある」理由としてあてはまるものすべてマークしてください。

「
学
科
の
内
容
」

が
魅
⼒
的

「
想
定
さ
れ
る

進
路
」

が
魅
⼒
的

「
養
成
さ
れ
る

人
材
像
」

が
魅
⼒
的

大
学
全
体
が

魅
⼒
的

取
得
資
格

無
回
答

全体 (n= 1290) 50.8 41.6 14.8 6.0 38.0 2.1
性別 男子 (n= 468) 40.4 45.1 17.7 8.1 40.8 2.4

⼥子 (n= 821) 56.6 39.6 13.2 4.8 36.4 1.9
近畿 (n= 50) 46.0 36.0 10.0 2.0 38.0 ―
中国 (n= 545) 50.5 43.9 13.4 6.2 38.5 2.2
  広島 (n= 408) 51.0 42.9 13.5 6.4 37.0 2.2
  山口 (n= 137) 48.9 46.7 13.1 5.8 43.1 2.2
四国 (n= 258) 52.7 43.4 19.0 7.4 43.8 1.9
九州・沖縄 (n= 437) 50.6 38.2 14.6 5.3 33.9 2.3
公⽴ (n= 722) 51.5 43.4 16.2 5.8 38.2 2.1
私⽴ (n= 568) 49.8 39.3 13.0 6.2 37.7 2.1
進学希望・計 (n= 1290) 50.8 41.6 14.8 6.0 38.0 2.1
　大学 (n= 1116) 51.8 41.3 15.1 6.0 37.1 2.1
　短期大学 (n= 163) 56.4 41.1 12.3 7.4 38.0 1.8
　専門学校 (n= 409) 49.9 42.5 16.6 6.6 41.1 1.5
食物栄養学 希望 (n= 110) 60.9 45.5 19.1 2.7 34.5 6.4
食物栄養学以外 (n= 1163) 49.8 41.2 14.4 6.4 37.8 1.7
保健学 希望 (n= 255) 51.8 45.1 16.9 7.5 41.2 2.4
保健学以外 (n= 1018) 50.5 40.7 14.2 5.7 36.6 2.1
体育健康科学 希望 (n= 195) 39.0 51.3 17.4 6.7 40.5 3.6
体育健康科学以外 (n= 1078) 52.9 39.8 14.3 5.9 37.0 1.9
医療技術 希望 (n= 307) 50.5 46.6 14.7 5.9 46.3 2.0
医療技術以外 (n= 966) 50.8 40.0 14.8 6.1 34.8 2.2

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q6_8

高校所在
エリア別

希望進路・
分野別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答



広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞20



新学科（専攻）の受容性
2.受験意向



3. 新学科（専攻）への受験意向
▶広島国際大学の新学科(専攻)への進学希望者の受験意向｢受験意向あり･計｣およびトップボッ

クス｢受験したい｣の割合は、以下の通り。

＜健康スポーツ学部＞
▶健康スポーツ学科：｢受験意向あり・計｣15%／｢受験したい｣2%

＜健康科学部＞
▶医療福祉学科：｢受験意向あり・計｣8%／｢受験したい｣1%
▶医療経営学科：｢受験意向あり・計｣6%／｢受験したい｣1%
▶心理学科：｢受験意向あり・計｣13%／｢受験したい｣2%
▶医療栄養学科：｢受験意向あり・計｣8%／｢受験したい｣1%

＜総合リハビリテーション学部＞
▶リハビリテーション学科 理学療法学専攻：｢受験意向あり・計｣11%／｢受験したい｣2%

＜保健医療学部＞
▶医療技術学科臨床検査学専攻：｢受験意向あり・計｣8%／｢受験したい｣1%
▶救急救命学科：｢受験意向あり・計｣8%／｢受験したい｣1%

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞22

■新学部学科（専攻）の受験意向　（進学希望者／各単一回答） (%)
Q7. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）を、あなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。※一般・センター利⽤をはじめＡＯ・推薦含む

受験意向あり 受験意向なし 0

受験したい
受験先の
一つとして
検討したい

あまり
受験したくない 受験したくない 無回答

●凡例

健康スポーツ学部 健康スポーツ学科 14.8 64.9 2638 349 2289

健康科学部 医療福祉学科 8.4 66.3 1502 200 1302

医療経営学科 5.7 67.8 1006 144 862

心理学科 12.7 63.8 2262 267 1995

医療栄養学科 8.4 65.9 1492 190 1302

総合リハビリテーション
学部

リハビリテーション学科
理学療法学専攻

11.2 64.9 2000 298 1702

保健医療学部 医療技術学科
臨床検査学専攻

7.9 66.6 1402 211 1191

救急救命学科 8.0 66.5 1430 200 1230

Q7_MX

実数

受験
したい

受験先の
一つ
として
検討
したい

受験
意向

あり・計

(n=17797)

受験
意向

あり・計

受験
意向

なし・計

2.0

1.1

0.8

1.5

1.1

1.7

1.2

1.1

12.9

7.3

4.8

11.2

7.3

9.6

6.7

6.9

17.1

17.0

17.1

19.2

17.7

16.5

16.6

16.7

47.9

49.3

50.7

44.6

48.3

48.4

50.0

49.8

20.2

25.3

26.5

23.5

25.7

23.9

25.5

25.5



健康スポーツ学部 健康スポーツ学科
①「受験意向あり･計」

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞23

以下、新学科(専攻)への進学希望者の受験意向｢受験意向あり･計｣スコアを属性別にみていく。

▶健康スポーツ学科に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希望者の15%。
�性別にみると、男子の受験意向(20%)が⼥子(10%)に比べ高い。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、九州･沖縄(16%)。僅差で四国、中国(いずれも

15%)。
�希望分野別にみると、｢体育健康科学｣希望層の受験意向が突出しており、53%。

■新学部学科（専攻）受験意向：「受験意向あり・計」　（進学希望／各単一回答）
Q7. 以下の広島国際大学の学科（専攻）をあなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとにマークしてください。※一般・センター利⽤をはじめAO・推薦含む

(%)
実数

全体 (n=17797) 2638

性別 男子 (n= 8893) 1786

⼥子 (n= 8885) 849

近畿 (n= 999) 96

中国 (n= 8934) 1315

  広島 (n= 7185) 1072

  山口 (n= 1749) 243

四国 (n= 3513) 528

九州・沖縄 (n= 4351) 699

公⽴ (n=10247) 1439

私⽴ (n= 7550) 1199

大学 (n=14922) 2350

短期大学 (n= 2323) 314

専門学校 (n= 4944) 720

食物栄養学 希望 (n= 1660) 334

食物栄養学以外 (n=15828) 2259

保健学 希望 (n= 1318) 319

保健学以外 (n=16170) 2274

体育健康科学 希望 (n= 2670) 1409

体育健康科学以外 (n=14818) 1184

医療技術 希望 (n= 1454) 307

医療技術以外 (n=16034) 2286

高校設置者
種別

健康スポーツ学部
健康スポーツ学科

高校所在
エリア別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

14.8

20.1

9.6

9.6

14.7

14.9

13.9

15.0

16.1

14.0

15.9

15.7

13.5

14.6

20.1

14.3

24.2

14.1

52.8

8.0

21.1

14.3

0 20 40 60 80



健康科学部 医療福祉学科/医療経営学科/心理学科/医療栄養学科
①「受験意向あり･計」

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞24

▶医療福祉学科に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希望者の8%。
�性別にみると、⼥子の受験意向(10%)が男子(7%)に比べやや高い。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、九州･沖縄、中国(いずれも9%)。
�希望分野別にみると、｢保健学｣希望層の受験意向が最も高く、21%。次いで｢医療技術｣希望層(18%)。

▶医療経営学科に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希望者の6%。
�男子(6%)、⼥子(5%)とも、受験意向はほぼ同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、九州･沖縄(7%)、中国(6%)。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の受験意向が最も高く、11%。

▶心理学科に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希望者の13%。
�性別にみると、⼥子の受験意向(15%)が男子(11%)に比べやや高い。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、中国、九州･沖縄(いずれも13%)。
�希望分野別にみると、｢保健学｣希望層の受験意向が最も高く、17%。僅差で｢食物栄養学｣希望層(16%)。

▶医療栄養学科に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希望者の8%。
�性別にみると、⼥子の受験意向(11%)が男子(6%)に比べ高い。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、九州･沖縄、中国(いずれも9%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の受験意向が突出しており、35%。

■新学部学科（専攻）受験意向：「受験意向あり・計」　（進学希望／各単一回答）
Q7. 以下の広島国際大学の学科（専攻）をあなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとにマークしてください。※一般・センター利⽤をはじめAO・推薦含む

(%) (%) (%) (%)
実数 実数 実数 実数

全体 (n=17797) 1502 1006 2262 1492

性別 男子 (n= 8893) 603 553 939 537

⼥子 (n= 8885) 898 452 1322 954

近畿 (n= 999) 55 53 97 53

中国 (n= 8934) 791 515 1182 785

  広島 (n= 7185) 629 430 950 632

  山口 (n= 1749) 162 85 232 153

四国 (n= 3513) 260 153 413 253

九州・沖縄 (n= 4351) 396 285 570 401

公⽴ (n=10247) 885 537 1315 903

私⽴ (n= 7550) 617 469 947 589

大学 (n=14922) 1287 879 2042 1301

短期大学 (n= 2323) 246 162 370 280

専門学校 (n= 4944) 521 277 574 429

食物栄養学 希望 (n= 1660) 181 113 269 585

食物栄養学以外 (n=15828) 1303 881 1972 893

保健学 希望 (n= 1318) 275 115 218 223

保健学以外 (n=16170) 1209 879 2023 1255

体育健康科学 希望 (n= 2670) 239 145 302 251

体育健康科学以外 (n=14818) 1245 849 1939 1227

医療技術 希望 (n= 1454) 255 152 198 204

医療技術以外 (n=16034) 1229 842 2043 1274

健康科学部
医療福祉学科

健康科学部
医療経営学科

健康科学部
心理学科

健康科学部
医療栄養学科

高校所在
エリア別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

8.4

6.8

10.1

5.5

8.9

8.8

9.3

7.4

9.1

8.6

8.2

8.6

10.6

10.5

10.9

8.2

20.9

7.5

9.0

8.4

17.5

7.7

0 20 40 60 80

5.7

6.2

5.1

5.3

5.8

6.0

4.9

4.4

6.6

5.2

6.2

5.9

7.0

5.6

6.8

5.6

8.7

5.4

5.4

5.7

10.5

5.3

0 20 40 60 80

12.7

10.6

14.9

9.7

13.2

13.2

13.3

11.8

13.1

12.8

12.5

13.7

15.9

11.6

16.2

12.5

16.5

12.5

11.3

13.1

13.6

12.7

0 20 40 60 80

8.4

6.0

10.7

5.3

8.8

8.8

8.7

7.2

9.2

8.8

7.8

8.7

12.1

8.7

35.2

5.6

16.9

7.8

9.4

8.3

14.0

7.9

0 20 40 60 80



総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科理学療法学専攻
①「受験意向あり･計」

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞25

▶総合リハビリテーション学科理学療法学専攻に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希
望者の11%。

�男子(12%)、⼥子(11%)とも、受験意向はほぼ同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、九州･沖縄(12%)。僅差で中国、四国が続く(いずれも

11%)。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の受験意向が最も高く、36%。次いで｢保健学｣希望層(28%)、｢体

育健康科学｣希望層(24%)。

■新学部学科（専攻）受験意向：「受験意向あり・計」　（進学希望／各単一回答）
Q7. 以下の広島国際大学の学科（専攻）をあなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとにマークしてください。※一般・センター利⽤をはじめAO・推薦含む

(%)
実数

全体 (n=17797) 2000

性別 男子 (n= 8893) 1057

⼥子 (n= 8885) 942

近畿 (n= 999) 74

中国 (n= 8934) 1022

  広島 (n= 7185) 828

  山口 (n= 1749) 194

四国 (n= 3513) 385

九州・沖縄 (n= 4351) 519

公⽴ (n=10247) 1150

私⽴ (n= 7550) 850

大学 (n=14922) 1731

短期大学 (n= 2323) 276

専門学校 (n= 4944) 727

食物栄養学 希望 (n= 1660) 223

食物栄養学以外 (n=15828) 1756

保健学 希望 (n= 1318) 362

保健学以外 (n=16170) 1617

体育健康科学 希望 (n= 2670) 649

体育健康科学以外 (n=14818) 1330

医療技術 希望 (n= 1454) 520

医療技術以外 (n=16034) 1459

高校設置者
種別

総合リハビリテーション学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻

高校所在
エリア別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

11.2

11.9

10.6

7.4

11.4

11.5

11.1

11.0

11.9

11.2

11.3

11.6

11.9

14.7

13.4

11.1

27.5

10.0

24.3

9.0

35.8

9.1
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保健医療学部 医療技術学科臨床検査学専攻/救急救命学科
①「受験意向あり･計」

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞26

▶医療技術学科臨床検査学専攻に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希望者の8%。
�男子(7%)、⼥子(9%)とも、受験意向はほぼ同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、九州･沖縄(10%)。次いで、四国、中国(いずれも

7%)。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の受験意向が最も高く、37%。次いで｢保健学｣希望層(22%)。

▶救急救命学科に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希望者の8%。
�男⼥とも、受験意向はほぼ同程度(8%)。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、九州･沖縄(10%)。次いで、四国(8%)、中国(7%)。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の受験意向が最も高く、22%。次いで｢保健学｣希望層(19%)。

■新学部学科（専攻）受験意向：「受験意向あり・計」　（進学希望／各単一回答）
Q7. 以下の広島国際大学の学科（専攻）をあなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとにマークしてください。※一般・センター利⽤をはじめAO・推薦含む

(%) (%)
実数 実数

全体 (n=17797) 1402 1430

性別 男子 (n= 8893) 639 704

⼥子 (n= 8885) 761 725

近畿 (n= 999) 55 62

中国 (n= 8934) 644 660

  広島 (n= 7185) 520 517

  山口 (n= 1749) 124 143

四国 (n= 3513) 260 264

九州・沖縄 (n= 4351) 443 444

公⽴ (n=10247) 807 775

私⽴ (n= 7550) 595 655

大学 (n=14922) 1288 1244

短期大学 (n= 2323) 184 187

専門学校 (n= 4944) 379 417

食物栄養学 希望 (n= 1660) 174 159

食物栄養学以外 (n=15828) 1216 1254

保健学 希望 (n= 1318) 293 256

保健学以外 (n=16170) 1097 1157

体育健康科学 希望 (n= 2670) 212 271

体育健康科学以外 (n=14818) 1178 1142

医療技術 希望 (n= 1454) 542 322

医療技術以外 (n=16034) 848 1091

希望進路別
　複数回答

希望分野別

高校設置者
種別

保健医療学部
医療技術学科

臨床検査学専攻

保健医療学部
救急救命学科

高校所在
エリア別

7.9

7.2

8.6

5.5

7.2

7.2

7.1

7.4

10.2

7.9

7.9

8.6

7.9

7.7

10.5

7.7

22.2

6.8

7.9

7.9

37.3

5.3
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8.0

7.9

8.2

6.2

7.4

7.2

8.2

7.5

10.2

7.6

8.7

8.3

8.0

8.4

9.6

7.9

19.4

7.2

10.1

7.7

22.1

6.8

0 20 40 60 80



健康スポーツ学部 健康スポーツ学科
② トップボックス「受験したい」

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞27

以下、新学科(専攻)への進学希望者の受験意向トップボックス｢受験したい｣スコアを属性別にみていく。

▶健康スポーツ学科に対する受験意向：｢受験したい｣は、進学希望者の2%。
�男子(3%)、⼥子(1%)とも、｢受験したい」はほぼ同程度。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアとも｢受験したい｣は1〜3%。
�希望分野別にみると、｢体育健康科学｣希望層の｢受験したい｣が最も高く、7%。

■新学部学科（専攻）受験意向：トップボックス「受験したい」　（進学希望／各単一回答）
Q7. 以下の広島国際大学の学科（専攻）をあなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとにマークしてください。※一般・センター利⽤をはじめAO・推薦含む

(%)
実数

全体 (n=17797) 349

性別 男子 (n= 8893) 284

⼥子 (n= 8885) 63

近畿 (n= 999) 15

中国 (n= 8934) 175

  広島 (n= 7185) 142

  山口 (n= 1749) 33

四国 (n= 3513) 48

九州・沖縄 (n= 4351) 111

公⽴ (n=10247) 175

私⽴ (n= 7550) 174

大学 (n=14922) 322

短期大学 (n= 2323) 34

専門学校 (n= 4944) 80

食物栄養学 希望 (n= 1660) 67

食物栄養学以外 (n=15828) 276

保健学 希望 (n= 1318) 41

保健学以外 (n=16170) 302

体育健康科学 希望 (n= 2670) 173

体育健康科学以外 (n=14818) 170

医療技術 希望 (n= 1454) 30

医療技術以外 (n=16034) 313

希望進路別
　複数回答

希望分野別

高校設置者
種別

健康スポーツ学部
健康スポーツ学科

高校所在
エリア別

2.0

3.2

0.7

1.5

2.0

2.0

1.9

1.4

2.6

1.7

2.3

2.2

1.5

1.6

4.0

1.7

3.1

1.9

6.5

1.1

2.1

2.0

0 20 40 60 80



健康科学部 医療福祉学科/医療経営学科/心理学科/医療栄養学科
② トップボックス「受験したい」

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞28

▶医療福祉学科に対する受験意向：｢受験したい｣は、進学希望者の1%。
�性別にみると、男⼥とも｢受験したい｣は1%。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアとも｢受験したい｣は1%。
�希望分野別にみると、いずれの分野希望者とも｢受験したい｣は1〜2%。

▶医療経営学科に対する受験意向：｢受験したい｣は、進学希望者の1%。
�性別にみると、男⼥とも｢受験したい｣は1%。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアとも｢受験したい｣は1%。
�希望分野別にみると、いずれの分野希望者とも｢受験したい｣は1〜2%。

▶心理学科に対する受験意向：｢受験したい｣は、進学希望者の2%。
�性別にみると、｢受験したい｣は男子(1.6%)、⼥子(1.4%)とも同程度。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアとも｢受験したい｣は1〜2%。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣｢保健学｣希望層の｢受験したい｣が相対的に高く、3%。

▶医療栄養学科に対する受験意向：｢受験したい｣は、進学希望者の1%。
�性別にみると、男⼥とも｢受験したい｣は1%。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアとも｢受験したい｣は1%。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の｢受験したい｣が最も高く、5%。

■新学部学科（専攻）受験意向：トップボックス「受験したい」　（進学希望／各単一回答）
Q7. 以下の広島国際大学の学科（専攻）をあなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとにマークしてください。※一般・センター利⽤をはじめAO・推薦含む

(%) (%) (%) (%)
実数 実数 実数 実数

全体 (n=17797) 200 144 267 190

性別 男子 (n= 8893) 108 103 145 105

⼥子 (n= 8885) 91 40 121 84

近畿 (n= 999) 14 8 8 10

中国 (n= 8934) 108 71 147 103

  広島 (n= 7185) 94 62 126 79

  山口 (n= 1749) 14 9 21 24

四国 (n= 3513) 25 22 39 29

九州・沖縄 (n= 4351) 53 43 73 48

公⽴ (n=10247) 101 71 146 103

私⽴ (n= 7550) 99 73 121 87

大学 (n=14922) 173 125 242 169

短期大学 (n= 2323) 26 16 38 24

専門学校 (n= 4944) 71 37 59 44

食物栄養学 希望 (n= 1660) 36 32 43 86

食物栄養学以外 (n=15828) 160 109 220 101

保健学 希望 (n= 1318) 29 15 33 25

保健学以外 (n=16170) 167 126 230 162

体育健康科学 希望 (n= 2670) 31 21 38 33

体育健康科学以外 (n=14818) 165 120 225 154

医療技術 希望 (n= 1454) 29 12 19 16

医療技術以外 (n=16034) 167 129 244 171

高校所在
エリア別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

健康科学部
医療福祉学科

健康科学部
医療経営学科

健康科学部
心理学科

健康科学部
医療栄養学科

1.1

1.2

1.0

1.4

1.2

1.3

0.8

0.7

1.2

1.0

1.3

1.2

1.1

1.4

2.2

1.0

2.2

1.0

1.2

1.1

2.0

1.0
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0.8

1.2

0.5

0.8

0.8

0.9

0.5

0.6

1.0

0.7

1.0

0.8

0.7

0.7

1.9

0.7

1.1

0.8

0.8

0.8

0.8

0.8

0 20 40 60 80

1.5

1.6

1.4

0.8

1.6

1.8

1.2

1.1

1.7

1.4

1.6

1.6

1.6

1.2

2.6

1.4

2.5

1.4

1.4

1.5

1.3

1.5
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1.1

1.2

0.9

1.0

1.2

1.1

1.4

0.8

1.1

1.0

1.2

1.1

1.0

0.9

5.2

0.6

1.9

1.0

1.2

1.0

1.1

1.1

0 20 40 60 80



総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科理学療法学専攻
② トップボックス「受験したい」

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞29

▶総合リハビリテーション学科理学療法学専攻に対する受験意向：｢受験したい｣は、進学希望者
の2%。

�男子(2%)、⼥子(1%)とも、｢受験したい」はほぼ同程度。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアとも｢受験したい｣は1〜2%。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の｢受験したい｣が最も高く、6%。

■新学部学科（専攻）受験意向：トップボックス「受験したい」　（進学希望／各単一回答）
Q7. 以下の広島国際大学の学科（専攻）をあなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとにマークしてください。※一般・センター利⽤をはじめAO・推薦含む

(%)
実数

全体 (n=17797) 298

性別 男子 (n= 8893) 201

⼥子 (n= 8885) 96

近畿 (n= 999) 16

中国 (n= 8934) 162

  広島 (n= 7185) 137

  山口 (n= 1749) 25

四国 (n= 3513) 45

九州・沖縄 (n= 4351) 75

公⽴ (n=10247) 164

私⽴ (n= 7550) 134

大学 (n=14922) 259

短期大学 (n= 2323) 32

専門学校 (n= 4944) 113

食物栄養学 希望 (n= 1660) 47

食物栄養学以外 (n=15828) 247

保健学 希望 (n= 1318) 51

保健学以外 (n=16170) 243

体育健康科学 希望 (n= 2670) 96

体育健康科学以外 (n=14818) 198

医療技術 希望 (n= 1454) 84

医療技術以外 (n=16034) 210

高校設置者
種別

総合リハビリテーション学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻

高校所在
エリア別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

1.7

2.3

1.1

1.6

1.8

1.9

1.4

1.3

1.7

1.6

1.8

1.7

1.4

2.3

2.8

1.6

3.9

1.5

3.6

1.3

5.8

1.3
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保健医療学部 医療技術学科臨床検査学専攻/救急救命学科
② トップボックス「受験したい」

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞30

▶医療技術学科臨床検査学専攻に対する受験意向：｢受験したい｣は、進学希望者の1%。
�性別にみると、男⼥とも｢受験したい｣は1%。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアとも｢受験したい｣は1%。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の｢受験したい｣が最も高く、5%。

▶救急救命学科に対する受験意向：｢受験意向あり･計｣は、進学希望者の1%。
�性別にみると、男⼥とも｢受験したい｣は1%。
�高校所在エリア別にみると、いずれのエリアとも｢受験したい｣は1%。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の｢受験したい｣が相対的に高く、3%。

■新学部学科（専攻）受験意向：トップボックス「受験したい」　（進学希望／各単一回答）
Q7. 以下の広島国際大学の学科（専攻）をあなたはどの程度受験したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとにマークしてください。※一般・センター利⽤をはじめAO・推薦含む

(%) (%)
実数 実数

全体 (n=17797) 211 200

性別 男子 (n= 8893) 123 128

⼥子 (n= 8885) 87 71

近畿 (n= 999) 14 13

中国 (n= 8934) 109 108

  広島 (n= 7185) 88 80

  山口 (n= 1749) 21 28

四国 (n= 3513) 26 25

九州・沖縄 (n= 4351) 62 54

公⽴ (n=10247) 114 102

私⽴ (n= 7550) 97 98

大学 (n=14922) 196 175

短期大学 (n= 2323) 20 22

専門学校 (n= 4944) 53 62

食物栄養学 希望 (n= 1660) 40 32

食物栄養学以外 (n=15828) 168 163

保健学 希望 (n= 1318) 40 32

保健学以外 (n=16170) 168 163

体育健康科学 希望 (n= 2670) 32 36

体育健康科学以外 (n=14818) 176 159

医療技術 希望 (n= 1454) 76 47

医療技術以外 (n=16034) 132 148

高校設置者
種別

保健医療学部
医療技術学科

臨床検査学専攻

保健医療学部
救急救命学科

高校所在
エリア別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

1.2

1.4

1.0

1.4

1.2

1.2

1.2

0.7

1.4

1.1

1.3

1.3

0.9

1.1

2.4

1.1

3.0

1.0

1.2

1.2

5.2

0.8

0 20 40 60 80

1.1

1.4

0.8

1.3

1.2

1.1

1.6

0.7

1.2

1.0

1.3

1.2

0.9

1.3

1.9

1.0

2.4

1.0

1.3

1.1

3.2

0.9
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新学科（専攻）の受容性
3. 入学意向



4. 新学科（専攻）への入学意向
①受験意向あり・計(受験したい〜受験先の一つとして検討したい)の入学意向
▶各学科(専攻)受験意向者に、合格した場合の入学意向を尋ねた。

受験意向者の2割以上が｢入学したい｣と回答。
�｢入学するか検討したい｣を含めた｢入学意向あり･計｣は約9割に達する。

＜健康スポーツ学部＞
▶健康スポーツ学科：27%。

＜健康科学部＞
▶医療福祉学科：26%。
▶医療経営学科：20%。
▶心理学科：22%
▶医療栄養学科：24%

＜総合リハビリテーション学部＞
▶リハビリテーション学科 理学療法学専攻：27%

＜保健医療学部＞
▶医療技術学科臨床検査学専攻：27%
▶救急救命学科：29%

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞32

■新学部学科（専攻）の入学意向　（進学希望者・各学科（専攻）「受験意向あり・計」回答者／各単一回答） (%)
Q8. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

入学意向あり 入学意向なし 0

入学したい
入学するか
検討したい

あまり
入学したくない 入学したくない 無回答

●凡例

健康スポーツ学部 健康スポーツ学科 (n=2638) 91.4 8.0 2410 711 1699 60

健康科学部 医療福祉学科 (n=1502) 87.8 10.5 1319 392 927 100

医療経営学科 (n=1006) 83.9 13.7 844 204 640 90

心理学科 (n=2262) 87.2 11.4 1973 489 1484 100

医療栄養学科 (n=1492) 87.4 10.8 1304 354 950 60

総合リハビリテーション
学部

リハビリテーション学科
理学療法学専攻 (n=2000) 88.8 10.0 1775 548 1227 80

保健医療学部 医療技術学科
臨床検査学専攻 (n=1402) 88.1 10.8 1235 380 855 50

救急救命学科 (n=1430) 88.7 10.3 1269 407 862 50

まとめ

定員
入学意向
あり・計

入学
意向

あり・計

入学意向
なし・計

実数

入学
したい

入学
するか
検討
したい

27.0

26.1

20.3

21.6

23.7

27.4

27.1

28.5

64.4

61.7

63.6

65.6

63.7

61.4

61.0

60.3

6.0

8.2

10.2

9.0

8.3

7.9

7.9

7.9

2.0

2.3

3.5

2.4

2.5

2.1

2.9

2.4

0.6

1.7

2.4

1.4

1.8

1.3

1.1

0.9



健康スポーツ学部 健康スポーツ学科
①受験意向あり・計(受験したい〜受験先の一つとして検討したい)の入学意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞33

以下、新学科(専攻)受験意向者の入学意向「入学したい｣スコアを属性別にみていく。

▶健康スポーツ学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、受験意向者の27%。
�性別にみると、男子の入学意向(28%)が⼥子(25%)に比べやや高い。。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、中国(28%)。次いで九州･沖縄、四国(いずれも

26%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く、34%。次いで｢保健学｣｢体育健康科学｣

希望層が約3割。

■新学部学科（専攻）入学意向：「入学したい」　（進学希望・各学科（専攻）「受験意向あり・計」／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

(%)
実数

全体 (n= 2638) 711

性別 男子 (n= 1786) 496

⼥子 (n= 849) 214

近畿 (n= 96) 23

中国 (n= 1315) 371

  広島 (n= 1072) 307

  山口 (n= 243) 64

四国 (n= 528) 135

九州・沖縄 (n= 699) 182

公⽴ (n= 1439) 418

私⽴ (n= 1199) 293

大学 (n= 2350) 621

短期大学 (n= 314) 82

専門学校 (n= 720) 236

食物栄養学 希望 (n= 334) 113

食物栄養学以外 (n= 2259) 585

保健学 希望 (n= 319) 94

保健学以外 (n= 2274) 604

体育健康科学 希望 (n= 1409) 427

体育健康科学以外 (n= 1184) 271

医療技術 希望 (n= 307) 83

医療技術以外 (n= 2286) 615

希望進路別
　複数回答

希望分野別

高校設置者
種別

健康スポーツ学部
健康スポーツ学科

高校所在
エリア別

27.0

27.8

25.2

24.0

28.2

28.6

26.3

25.6

26.0

29.0

24.4

26.4

26.1

32.8

33.8

25.9

29.5

26.6

30.3

22.9

27.0

26.9
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健康科学部 医療福祉学科/医療経営学科/心理学科/医療栄養学科
①受験意向あり・計(受験したい〜受験先の一つとして検討したい)の入学意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞34

▶医療福祉学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、受験意向者の26%。
�性別にみると、⼥子の入学意向(28%)が男子(23%)に比べ高い。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、中国(28%)。次いで近畿(27%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く37%。次いで｢保健学｣希望層(30%)。

▶医療経営学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、受験意向者の20%。
�性別にみると、入学意向は男⼥とも20%。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、中国(22%)。次いで四国(20%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く、35%。

▶心理学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、受験意向者の22%。
�性別にみると、入学意向は男⼥とも22%。
�高校所在エリア別にみると、入学意向は中国、九州･沖縄、四国(いずれも22%)が並ぶ。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く、31%。

▶医療栄養学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、受験意向者の24%。
�性別にみると、男子(23%)、⼥子(24%)とも入学意向は同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、中国(26%)。次いで四国(22%)、九州・沖縄(21%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く、31%。

■新学部学科（専攻）入学意向：「入学したい」　（進学希望・各学科（専攻）「受験意向あり・計」／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

(%) (%) (%) (%)
実数 実数 実数 実数

全体 (n= 1502) 392 (n= 1006) 204 (n= 2262) 489 (n= 1492) 354

性別 男子 (n= 603) 141 (n= 553) 113 (n= 939) 204 (n= 537) 122

⼥子 (n= 898) 250 (n= 452) 90 (n= 1322) 284 (n= 954) 231

近畿 (n= 55) 15 (n= 53) 8 (n= 97) 11 (n= 53) 9

中国 (n= 791) 225 (n= 515) 112 (n= 1182) 264 (n= 785) 206

  広島 (n= 629) 189 (n= 430) 100 (n= 950) 215 (n= 632) 167

  山口 (n= 162) 36 (n= 85) 12 (n= 232) 49 (n= 153) 39

四国 (n= 260) 64 (n= 153) 31 (n= 413) 89 (n= 253) 55

九州・沖縄 (n= 396) 88 (n= 285) 53 (n= 570) 125 (n= 401) 84

公⽴ (n= 885) 254 (n= 537) 118 (n= 1315) 312 (n= 903) 230

私⽴ (n= 617) 138 (n= 469) 86 (n= 947) 177 (n= 589) 124

大学 (n= 1287) 328 (n= 879) 182 (n= 2042) 445 (n= 1301) 305

短期大学 (n= 246) 65 (n= 162) 31 (n= 370) 92 (n= 280) 68

専門学校 (n= 521) 168 (n= 277) 64 (n= 574) 128 (n= 429) 113

食物栄養学 希望 (n= 181) 67 (n= 113) 40 (n= 269) 82 (n= 585) 181

食物栄養学以外 (n= 1303) 319 (n= 881) 162 (n= 1972) 401 (n= 893) 169

保健学 希望 (n= 275) 81 (n= 115) 24 (n= 218) 52 (n= 223) 49

保健学以外 (n= 1209) 305 (n= 879) 178 (n= 2023) 431 (n= 1255) 301

体育健康科学 希望 (n= 239) 57 (n= 145) 26 (n= 302) 71 (n= 251) 51

体育健康科学以外 (n= 1245) 329 (n= 849) 176 (n= 1939) 412 (n= 1227) 299

医療技術 希望 (n= 255) 66 (n= 152) 29 (n= 198) 41 (n= 204) 39

医療技術以外 (n= 1229) 320 (n= 842) 173 (n= 2043) 442 (n= 1274) 311

高校所在
エリア別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

健康科学部
医療福祉学科

健康科学部
医療経営学科

健康科学部
心理学科

健康科学部
医療栄養学科

26.1

23.4

27.8

27.3

28.4

30.0

22.2

24.6

22.2

28.7

22.4

25.5

26.4

32.2

37.0

24.5

29.5

25.2

23.8

26.4

25.9

26.0
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20.3

20.4

19.9

15.1

21.7

23.3

14.1

20.3

18.6

22.0

18.3

20.7

19.1

23.1

35.4

18.4

20.9

20.3

17.9

20.7

19.1

20.5

0 20 40 60 80

21.6

21.7

21.5

11.3

22.3

22.6

21.1

21.5

21.9

23.7

18.7

21.8

24.9

22.3

30.5

20.3

23.9

21.3

23.5

21.2

20.7

21.6
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23.7

22.7

24.2

17.0

26.2

26.4

25.5

21.7

20.9

25.5

21.1

23.4

24.3

26.3

30.9

18.9

22.0

24.0

20.3

24.4

19.1

24.4
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総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻
①受験意向あり・計(受験したい〜受験先の一つとして検討したい)の入学意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞35

▶総合リハビリテーション学科理学療法学専攻に対する入学意向：｢入学したい｣は、受験意向者
の27%。

�性別にみると、男子の入学意向(29%)が⼥子(26%)に比べやや高い。。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、四国(29%)。次いで僅差で中国(28%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣｢保健学｣｢体育健康科学｣｢医療技術｣希望層はいずれも3割以上が入学

意向あり。

■新学部学科（専攻）入学意向：「入学したい」　（進学希望・各学科（専攻）「受験意向あり・計」／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

(%)
実数

全体 (n= 2000) 548

性別 男子 (n= 1057) 306

⼥子 (n= 942) 241

近畿 (n= 74) 17

中国 (n= 1022) 285

  広島 (n= 828) 242

  山口 (n= 194) 43

四国 (n= 385) 112

九州・沖縄 (n= 519) 134

公⽴ (n= 1150) 343

私⽴ (n= 850) 205

大学 (n= 1731) 465

短期大学 (n= 276) 69

専門学校 (n= 727) 230

食物栄養学 希望 (n= 223) 69

食物栄養学以外 (n= 1756) 473

保健学 希望 (n= 362) 118

保健学以外 (n= 1617) 424

体育健康科学 希望 (n= 649) 199

体育健康科学以外 (n= 1330) 343

医療技術 希望 (n= 520) 170

医療技術以外 (n= 1459) 372

希望進路別
　複数回答

希望分野別

高校設置者
種別

総合リハビリテーション学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻

高校所在
エリア別

27.4

28.9

25.6

23.0

27.9

29.2

22.2

29.1

25.8

29.8

24.1

26.9

25.0

31.6

30.9

26.9

32.6

26.2

30.7

25.8

32.7

25.5
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保健医療学部 医療技術学科臨床検査学専攻/救急救命学科
①受験意向あり・計(受験したい〜受験先の一つとして検討したい)の入学意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞36

▶医療技術学科臨床検査学専攻に対する入学意向：｢入学したい｣は、受験意向者の27%。
�性別にみると、入学意向は男⼥とも27%。
�高校所在エリア別にみると、入学意向は、九州･沖縄(28%)、近畿、中国(いずれも27%)、四国(26%)いずも

ほぼ同率で並ぶ。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の入学意向が最も高く、34%。｢食物栄養学｣｢保健学｣｢体育健康科

学｣希望層も約3割が入学意向あり。

▶救急救命学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、受験意向者の29%。
�性別にみると、男子(28%)、⼥子(29%)とも入学意向は同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、中国(30%)。次いで、九州･沖縄(28%)、四国

(27%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く、37%。｢保健学｣｢医療技術｣「体育健康科

学」希望層も3割以上が入学意向あり。

■新学部学科（専攻）入学意向：「入学したい」　（進学希望・各学科（専攻）「受験意向あり・計」／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

(%) (%)
実数 実数

全体 (n= 1402) 380 (n= 1430) 407

性別 男子 (n= 639) 173 (n= 704) 195

⼥子 (n= 761) 206 (n= 725) 211

近畿 (n= 55) 15 (n= 62) 15

中国 (n= 644) 174 (n= 660) 195

  広島 (n= 520) 144 (n= 517) 156

  山口 (n= 124) 30 (n= 143) 39

四国 (n= 260) 68 (n= 264) 72

九州・沖縄 (n= 443) 123 (n= 444) 125

公⽴ (n= 807) 231 (n= 775) 240

私⽴ (n= 595) 149 (n= 655) 167

大学 (n= 1288) 352 (n= 1244) 349

短期大学 (n= 184) 56 (n= 187) 55

専門学校 (n= 379) 125 (n= 417) 140

食物栄養学 希望 (n= 174) 54 (n= 159) 59

食物栄養学以外 (n= 1216) 322 (n= 1254) 343

保健学 希望 (n= 293) 84 (n= 256) 89

保健学以外 (n= 1097) 292 (n= 1157) 313

体育健康科学 希望 (n= 212) 66 (n= 271) 82

体育健康科学以外 (n= 1178) 310 (n= 1142) 320

医療技術 希望 (n= 542) 182 (n= 322) 105

医療技術以外 (n= 848) 194 (n= 1091) 297

高校設置者
種別

保健医療学部
医療技術学科

臨床検査学専攻

保健医療学部
救急救命学科

高校所在
エリア別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

27.1

27.1

27.1

27.3

27.0

27.7

24.2

26.2

27.8

28.6

25.0

27.3

30.4

33.0

31.0

26.5

28.7

26.6

31.1

26.3

33.6

22.9
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28.5

27.7

29.1

24.2

29.5

30.2

27.3

27.3

28.2

31.0

25.5

28.1

29.4

33.6

37.1

27.4

34.8

27.1

30.3

28.0

32.6

27.2
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4. 新学科（専攻）への入学意向：
②トップボックス｢受験したい｣意向者の入学意向
▶各学科(専攻) 受験意向トップボックス｢受験したい｣意向者に、合格した場合の入学意向を尋ね

た。
｢受験したい｣意向者の約7割以上が｢入学したい｣と回答。

�｢入学するか検討したい｣を含めた｢入学意向あり･計｣は8〜9割に達する。

＜健康スポーツ学部＞
▶健康スポーツ学科：76%。

＜健康科学部＞
▶医療福祉学科：75%。
▶医療経営学科：69%。
▶心理学科：74%
▶医療栄養学科：72%

＜総合リハビリテーション学部＞
▶リハビリテーション学科 理学療法学専攻：80%

＜保健医療学部＞
▶医療技術学科臨床検査学専攻：75%
▶救急救命学科：82%

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞37

■新学部学科（専攻）の入学意向　（進学希望者・各学科（専攻）「受験したい」回答者／各単一回答） (%)
Q8. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

入学意向あり 入学意向なし 0

入学したい
入学するか
検討したい

あまり
入学したくない 入学したくない 無回答

●凡例

健康スポーツ学部 健康スポーツ学科 (n=349) 92.8 6.0 324 265 59 60

健康科学部 医療福祉学科 (n=200) 88.5 6.5 177 149 28 100

医療経営学科 (n=144) 84.7 8.3 122 100 22 90

心理学科 (n=267) 92.1 4.9 246 198 48 100

医療栄養学科 (n=190) 89.5 5.8 170 137 33 60

総合リハビリテーション
学部

リハビリテーション学科
理学療法学専攻

(n=298) 93.0 5.0 277 237 40 80

保健医療学部 医療技術学科
臨床検査学専攻

(n=211) 91.0 7.6 192 159 33 50

救急救命学科 (n=200) 94.0 4.0 188 164 24 50

まとめ

実数

入学
したい

入学
するか
検討
したい

定員
入学意向
あり・計

入学
意向

あり・計

入学意向
なし・計

75.9

74.5

69.4

74.2

72.1

79.5

75.4

82.0

16.9

14.0

15.3

18.0

17.4

13.4

15.6

12.0

2.3

2.5

3.5

1.5

2.6

2.7

2.8

1.5

3.7

4.0

4.9

3.4

3.2

2.3

4.7

2.5

1.1

5.0

6.9

3.0

4.7

2.0

1.4

2.0



健康スポーツ学部 健康スポーツ学科
②トップボックス｢受験したい｣意向者の入学意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞38

以下、新学科(専攻)受験意向トップボックス｢受験したい｣意向者の入学意向「入学したい｣スコアを属性別にみていく。

▶健康スポーツ学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、｢受験したい｣意向者の76%。
�性別にみると、男子の入学意向(79%)が⼥子(64%) に比べ高い。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、近畿(87%)。次いで四国(79%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣｢保健学｣希望層の入学意向が最も高く、いずれも85%。

■新学部学科（専攻）入学意向：「入学したい」　（進学希望・各学科（専攻）「受験したい」／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

(%)
実数

全体 (n= 349) 265

性別 男子 (n= 284) 224

⼥子 (n= 63) 40

近畿 (n= 15) 13

中国 (n= 175) 131

  広島 (n= 142) 108

  山口 (n= 33) 23

四国 (n= 48) 38

九州・沖縄 (n= 111) 83

公⽴ (n= 175) 129

私⽴ (n= 174) 136

大学 (n= 322) 247

短期大学 (n= 34) 26

専門学校 (n= 80) 63

食物栄養学 希望 (n= 67) 57

食物栄養学以外 (n= 276) 204

保健学 希望 (n= 41) 35

保健学以外 (n= 302) 226

体育健康科学 希望 (n= 173) 137

体育健康科学以外 (n= 170) 124

医療技術 希望 (n= 30) 25

医療技術以外 (n= 313) 236

希望進路別
　複数回答

希望分野別

高校設置者
種別

健康スポーツ学部
健康スポーツ学科

高校所在
エリア別

75.9

78.9

63.5

86.7

74.9

76.1

69.7

79.2

74.8

73.7

78.2

76.7

76.5

78.8

85.1

73.9

85.4

74.8

79.2

72.9

83.3

75.4
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健康科学部 医療福祉学科/医療経営学科/心理学科/医療栄養学科
②トップボックス｢受験したい｣意向者の入学意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞39

■新学部学科（専攻）入学意向：「入学したい」　（進学希望・各学科（専攻）「受験したい」／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

(%) (%) (%) (%)
実数 実数 実数 実数

全体 (n= 200) 149 (n= 144) 100 (n= 267) 198 (n= 190) 137

性別 男子 (n= 108) 79 (n= 103) 69 (n= 145) 109 (n= 105) 75

⼥子 (n= 91) 69 (n= 40) 30 (n= 121) 88 (n= 84) 61

近畿 (n= 14) 11 (n= 8) 7 (n= 8) 7 (n= 10) 8

中国 (n= 108) 82 (n= 71) 49 (n= 147) 102 (n= 103) 72

  広島 (n= 94) 75 (n= 62) 42 (n= 126) 88 (n= 79) 60

  山口 (n= 14) 7 (n= 9) 7 (n= 21) 14 (n= 24) 12

四国 (n= 25) 18 (n= 22) 15 (n= 39) 31 (n= 29) 21

九州・沖縄 (n= 53) 38 (n= 43) 29 (n= 73) 58 (n= 48) 36

公⽴ (n= 101) 75 (n= 71) 50 (n= 146) 107 (n= 103) 74

私⽴ (n= 99) 74 (n= 73) 50 (n= 121) 91 (n= 87) 63

大学 (n= 173) 131 (n= 125) 92 (n= 242) 182 (n= 169) 124

短期大学 (n= 26) 17 (n= 16) 10 (n= 38) 28 (n= 24) 18

専門学校 (n= 71) 58 (n= 37) 24 (n= 59) 46 (n= 44) 34

食物栄養学 希望 (n= 36) 34 (n= 32) 27 (n= 43) 38 (n= 86) 71

食物栄養学以外 (n= 160) 112 (n= 109) 71 (n= 220) 157 (n= 101) 64

保健学 希望 (n= 29) 22 (n= 15) 12 (n= 33) 25 (n= 25) 20

保健学以外 (n= 167) 124 (n= 126) 86 (n= 230) 170 (n= 162) 115

体育健康科学 希望 (n= 31) 20 (n= 21) 12 (n= 38) 29 (n= 33) 22

体育健康科学以外 (n= 165) 126 (n= 120) 86 (n= 225) 166 (n= 154) 113

医療技術 希望 (n= 29) 23 (n= 12) 10 (n= 19) 15 (n= 16) 12

医療技術以外 (n= 167) 123 (n= 129) 88 (n= 244) 180 (n= 171) 123

高校所在
エリア別

高校設置者
種別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

健康科学部
医療福祉学科

健康科学部
医療経営学科

健康科学部
心理学科

健康科学部
医療栄養学科

74.5

73.1

75.8

78.6

75.9

79.8

50.0

72.0

71.7

74.3

74.7

75.7

65.4

81.7

94.4

70.0

75.9

74.3

64.5

76.4

79.3

73.7

0 20 40 60 80 100

69.4

67.0

75.0

87.5

69.0

67.7

77.8

68.2

67.4

70.4

68.5

73.6

62.5

64.9

84.4

65.1

80.0

68.3

57.1

71.7

83.3

68.2

0 20 40 60 80 100

74.2

75.2

72.7

87.5

69.4

69.8

66.7

79.5

79.5

73.3

75.2

75.2

73.7

78.0

88.4

71.4

75.8

73.9

76.3

73.8

78.9

73.8

0 20 40 60 80 100

72.1

71.4

72.6

80.0

69.9

75.9

50.0

72.4

75.0

71.8

72.4

73.4

75.0

77.3

82.6

63.4

80.0

71.0

66.7

73.4

75.0

71.9

0 20 40 60 80 100

▶医療福祉学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、｢受験したい｣意向者の75%。
�性別にみると、男子(74%)、⼥子(76%)とも入学意向は同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、近畿(79%)。次いで中国(76%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学」希望層の入学意向が突出しており、94%。

▶医療経営学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、｢受験したい｣意向者の69%。
�性別にみると、⼥子の入学意向(75%)が 男子(67%) に比べ高い。
�高校所在エリア別にみると、入学意向は近畿(88%)が他エリアに比べ高い。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く84%。｢医療技術｣｢保健学｣希望層も8割。

▶心理学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、｢受験したい｣意向者の74%。
�性別にみると、男子(75%)、⼥子(73%)とも入学意向は同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、近畿(88%)。次いで 九州・沖縄、四国(いずれも

80%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く、88%。次いで「医療技術｣希望層(79%)。

▶医療栄養学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、｢受験したい｣意向者の72%。
�性別にみると、男子(71%)、⼥子(73%)とも入学意向は同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、近畿(80%)。次いで九州・沖縄(75%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く、83%。次いで｢保健学｣希望層(80%)。



総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻
②トップボックス｢受験したい｣意向者の入学意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞40

▶総合リハビリテーション学科理学療法学専攻に対する入学意向：｢入学したい｣は、「受験したい」
意向者の80%。

�性別にみると、男子の入学意向(81%)が⼥子(77%) に比べやや高い。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、 四国(87%)。次いで近畿(81%)、中国(79%)。
�希望分野別にみると、｢医療技術｣希望層の入学意向が最も高く、87%。次いで｢食物栄養学｣｢体育健康科

学｣希望層も8割以上。

■新学部学科（専攻）入学意向：「入学したい」　（進学希望・各学科（専攻）「受験したい」／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

(%)
実数

全体 (n= 298) 237

性別 男子 (n= 201) 162

⼥子 (n= 96) 74

近畿 (n= 16) 13

中国 (n= 162) 128

  広島 (n= 137) 110

  山口 (n= 25) 18

四国 (n= 45) 39

九州・沖縄 (n= 75) 57

公⽴ (n= 164) 132

私⽴ (n= 134) 105

大学 (n= 259) 209

短期大学 (n= 32) 24

専門学校 (n= 113) 93

食物栄養学 希望 (n= 47) 39

食物栄養学以外 (n= 247) 195

保健学 希望 (n= 51) 40

保健学以外 (n= 243) 194

体育健康科学 希望 (n= 96) 79

体育健康科学以外 (n= 198) 155

医療技術 希望 (n= 84) 73

医療技術以外 (n= 210) 161

希望進路別
　複数回答

希望分野別

高校設置者
種別

総合リハビリテーション学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻

高校所在
エリア別

79.5

80.6

77.1

81.3

79.0

80.3

72.0

86.7

76.0

80.5

78.4

80.7

75.0

82.3

83.0

78.9

78.4

79.8

82.3

78.3

86.9

76.7
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保健医療学部 医療技術学科臨床検査学専攻/救急救命学科
②トップボックス｢受験したい｣意向者の入学意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞41

▶医療技術学科臨床検査学専攻に対する入学意向：｢入学したい｣は、｢受験したい｣意向者の
75%。

�性別にみると、男子(76%)、⼥子(74%)とも入学意向は同程度。
�高校所在エリア別にみると、最も入学意向が高いエリアは、近畿(86%)。次いで 九州・沖縄(82%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の入学意向が最も高く、85%。次いで「医療技術｣希望層(79%)。

▶救急救命学科に対する入学意向：｢入学したい｣は、｢受験したい｣意向者の82%。
�性別にみると、入学意向は男⼥とも82%。
�高校所在エリア別にみると、最も受験意向が高いエリアは、近畿(92%)。次いで四国(84%)、中国(82%)。
�希望分野別にみると、｢食物栄養学｣希望層の受験意向が最も高く、91%。次いで｢医療技術｣希望層(89%)。

｢保健学｣｢体育健康科学｣希望層も8割以上。

■新学部学科（専攻）入学意向：「入学したい」　（進学希望・各学科（専攻）「受験したい」／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学科（専攻）を受験して合格した場合、あなたはどの程度入学したいと思いますか。それぞれの学科（専攻）ごとに、マークしてください。

(%) (%)
実数 実数

全体 (n= 211) 159 (n= 200) 164

性別 男子 (n= 123) 94 (n= 128) 105

⼥子 (n= 87) 64 (n= 71) 58

近畿 (n= 14) 12 (n= 13) 12

中国 (n= 109) 77 (n= 108) 89

  広島 (n= 88) 64 (n= 80) 66

  山口 (n= 21) 13 (n= 28) 23

四国 (n= 26) 19 (n= 25) 21

九州・沖縄 (n= 62) 51 (n= 54) 42

公⽴ (n= 114) 83 (n= 102) 84

私⽴ (n= 97) 76 (n= 98) 80

大学 (n= 196) 151 (n= 175) 146

短期大学 (n= 20) 15 (n= 22) 16

専門学校 (n= 53) 42 (n= 62) 53

食物栄養学 希望 (n= 40) 34 (n= 32) 29

食物栄養学以外 (n= 168) 123 (n= 163) 131

保健学 希望 (n= 40) 30 (n= 32) 26

保健学以外 (n= 168) 127 (n= 163) 134

体育健康科学 希望 (n= 32) 21 (n= 36) 29

体育健康科学以外 (n= 176) 136 (n= 159) 131

医療技術 希望 (n= 76) 60 (n= 47) 42

医療技術以外 (n= 132) 97 (n= 148) 118

高校設置者
種別

保健医療学部
医療技術学科

臨床検査学専攻

保健医療学部
救急救命学科

高校所在
エリア別

希望進路別
　複数回答

希望分野別

75.4

76.4

73.6

85.7

70.6

72.7

61.9

73.1

82.3

72.8

78.4
77.
0

75.0

79.2

85.0

73.2

75.0

75.6

65.6

77.3

78.9

73.5
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82.0

82.0

81.7

92.3

82.4

82.5

82.1

84.0

77.8

82.4

81.6

83.4

72.7

85.5

90.6

80.4

81.3

82.2

80.6

82.4

89.4

79.7
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広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞42



調査結果まとめ



新学科（専攻）への受験・入学意向者数 まとめ①
▶健康スポーツ学部 健康スポーツ学科

�健康スポーツ学部 健康スポーツ学科に｢受験したい｣または｢受験先の一つとして検討したい｣と回答した受験意向
者すべて(受験意向者・計)2,638人に対して入学意向を質問した結果、711人(27.0%)が｢入学したい｣と回答。
入学意向者数は、60名の入学定員(予定)の11.9倍となる。【条件1】

�また、受験意向者の条件を｢受験したい｣のみ349人に絞り込んだ場合の入学意向者の人数は、265人(75.9%)
となり、入学定員(予定)の4.4倍となる。【条件2】

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞44

健康スポーツ医学部 健康スポーツ学科　入学意向の結果

受験意向者・計
「受験意向あり・計(受験したい~受験先の一つとして検討したい)」

入学意向者
「入学したい」

受験意向者
「受験したい」

入学意向者
「入学したい」

60 人

条件1

条件2

入学定員（予定）

人

人

人

人

2,638
711

349
265

健康科学部 医療福祉学科　入学意向の結果

受験意向者・計
「受験意向あり・計(受験したい~受験先の一つとして検討したい)」

入学意向者
「入学したい」

受験意向者
「受験したい」

入学意向者
「入学したい」

100 人

条件1
1,502 人

392 人

条件2
200 人

149 人

入学定員（予定）

健康科学部 医療経営学科　入学意向の結果

受験意向者・計
「受験意向あり・計(受験したい~受験先の一つとして検討したい)」

入学意向者
「入学したい」

受験意向者
「受験したい」

入学意向者
「入学したい」

90 人入学定員（予定）

条件1
1,006 人

204 人

条件2
144 人

100 人

健康科学部 心理学科　入学意向の結果

受験意向者・計
「受験意向あり・計(受験したい~受験先の一つとして検討したい)」

入学意向者
「入学したい」

受験意向者
「受験したい」

入学意向者
「入学したい」

100 人

条件2
267 人

198 人

条件1
2,262 人

489 人

入学定員（予定）

▶健康科学部 医療福祉学科
�健康科学部 医療福祉学科に｢受験したい｣または｢受験先の一つとして検討したい｣と回答した受験意向者すべて

(受験意向者・計) 1,502人に対して入学意向を質問した結果、392人(26.1%)が｢入学したい｣と回答。入学
意向者数は、100名の入学定員(予定)の3.9倍となる。【条件1】

�また、受験意向者の条件を｢受験したい｣のみ200人に絞り込んだ場合の入学意向者の人数は、149人(74.5%)
となり、入学定員(予定)の1.5倍となる。【条件2】

▶健康科学部 医療経営学科
�健康科学部 医療経営学科に｢受験したい｣または｢受験先の一つとして検討したい｣と回答した受験意向者すべて

(受験意向者・計) 1,006人に対して入学意向を質問した結果、204人(20.3%)が｢入学したい｣と回答。入学
意向者数は、90名の入学定員(予定)の2.3倍となる。【条件1】

�また、受験意向者の条件を｢受験したい｣のみ144人に絞り込んだ場合の入学意向者の人数は、100人(69.4%)
となり、入学定員(予定)の1.1倍となる。【条件2】

▶健康科学部 心理学科
�健康科学部 心理学科に｢受験したい｣または｢受験先の一つとして検討したい｣と回答した受験意向者すべて(受

験意向者・計) 2,262人に対して入学意向を質問した結果、489人(21.6%)が｢入学したい｣と回答。入学意向
者数は、100名の入学定員(予定)の4.9倍となる。【条件1】

�また、受験意向者の条件を｢受験したい｣のみ267人に絞り込んだ場合の入学意向者の人数は、198人(74.2%)
となり、入学定員(予定)の2.0倍となる。【条件2】



新学科（専攻）への受験・入学意向者数 まとめ②
▶健康科学部 医療栄養学科

�健康科学部 医療栄養学科に｢受験したい｣または｢受験先の一つとして検討したい｣と回答した受験意向者すべて
(受験意向者・計) 1,402人に対して入学意向を質問した結果、354人(23.7%)が｢入学したい｣と回答。入学
意向者数は、60名の入学定員(予定)の5.9倍となる。【条件1】

�また、受験意向者の条件を｢受験したい｣のみ190人に絞り込んだ場合の入学意向者の人数は、137人(72.1%)
となり、入学定員(予定)の2.3倍となる。【条件2】
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健康科学部 医療栄養学科　入学意向の結果

受験意向者・計
「受験意向あり・計(受験したい~受験先の一つとして検討したい)」

入学意向者
「入学したい」

受験意向者
「受験したい」

入学意向者
「入学したい」

60 人入学定員（予定）

条件1
1,492 人

354 人

条件2
190 人

137 人

総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科理学療法学専攻　入学意向の結果

受験意向者・計
「受験意向あり・計(受験したい~受験先の一つとして検討したい)」

入学意向者
「入学したい」

受験意向者
「受験したい」

入学意向者
「入学したい」

80 人

条件2
298 人

237 人

条件1
2,000 人

548 人

入学定員（予定）

保健医療学部 医療技術学科臨床検査学専攻　入学意向の結果

受験意向者・計
「受験意向あり・計(受験したい~受験先の一つとして検討したい)」

入学意向者
「入学したい」

受験意向者
「受験したい」

入学意向者
「入学したい」

50 人入学定員（予定）

条件1
1,402 人

380 人

条件2
211 人

159 人

保健医療学部 救急救命学科　入学意向の結果

受験意向者・計
「受験意向あり・計(受験したい~受験先の一つとして検討したい)」

入学意向者
「入学したい」

受験意向者
「受験したい」

入学意向者
「入学したい」

50 人入学定員（予定）

条件1
1,430 人

407 人

条件2
200 人

164 人

▶総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻
�総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻に｢受験したい｣または｢受験先の一つとして検

討したい｣と回答した受験意向者すべて(受験意向者・計) 2,000人に対して入学意向を質問した結果、548人
(27.4%)が｢入学したい｣と回答。入学意向者数は、80名の入学定員(予定)の6.9倍となる。【条件1】

�また、受験意向者の条件を｢受験したい｣のみ298人に絞り込んだ場合の入学意向者の人数は、237人(79.5%)
となり、入学定員(予定)の3.0倍となる。【条件2】

▶保健医療学部 医療技術学科 臨床検査学専攻
�保健医療学部 医療技術学科 臨床検査学専攻に｢受験したい｣または｢受験先の一つとして検討したい｣と回答し

た受験意向者すべて(受験意向者・計) 1,402人に対して入学意向を質問した結果、380人(27.1%)が｢入学
したい｣と回答。入学意向者数は、50名の入学定員(予定)の7.6倍となる。【条件1】

�また、受験意向者の条件を｢受験したい｣のみ211人に絞り込んだ場合の入学意向者の人数は、159人(75.4%)
となり、入学定員(予定)の3.2倍となる。【条件2】

▶保健医療学部 救急救命学科
�保健医療学部 救急救命学科に｢受験したい｣または｢受験先の一つとして検討したい｣と回答した受験意向者すべ

て(受験意向者・計) 1,430人に対して入学意向を質問した結果、407人(28.5%)が｢入学したい｣と回答。入
学意向者数は、50名の入学定員(予定)の8.1倍となる。【条件1】

�また、受験意向者の条件を｢受験したい｣のみ200人に絞り込んだ場合の入学意向者の人数は、164人(82.0%)
となり、入学定員(予定)の3.3倍となる。【条件2】
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調査対象校･有効回答数



調査対象校
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都道府県 高校名 調査数 都道府県 高校名 調査数 都道府県 高校名 調査数

大阪 常翔学園高等学校 611 山口 山口県⽴高森高等学校 110 宮崎 宮崎県⽴高鍋高等学校 61 
大阪 常翔啓光学園高等学校 403 山口 山口県⽴熊⽑南高等学校 94 宮崎 宮崎学園高等学校 25 
広島 ノートルダム清心高等学校 184 山口 山口県⽴光高等学校 134 宮崎 宮崎日本大学高等学校 113 

広島県⽴宮島工業高等学校 262 山口 山口県⽴新南陽高等学校 153 宮崎 日向学院高等学校 90 
広島 広島県⽴瀬⼾⽥高等学校 14 山口 山口県⽴光丘高等学校 113 宮崎 宮崎第一高等学校 135 
広島 広島県⽴⻄城紫水高等学校 32 山口 山口県⽴大津緑洋高等学校 80 宮崎 延岡学園高等学校 178 
広島 広島県⽴庄原格致高校 106 山口 山口県⽴防府商工高等学校 234 ⿅児島 ⿅児島県⽴国分高等学校 67 
広島 広島県⽴上下高等学校 20 山口 慶進高等学校 70 ⿅児島 ⿅児島実業高等学校 453 
広島 広島県⽴尾道北高等学校 194 宇部フロンティア大学付属香川高等学校 100 沖縄 沖縄県⽴名護高等学校 253 
広島 広島県⽴安古市高等学校 79 山口 梅光学院高等学校 67 
広島 AICJ高等学校 91 山口 早鞆高等学校 97 
広島 広島県⽴三次高等学校 191 山口 山口県⽴⻄京高等学校 147 
広島 広島県⽴広高等学校 185 山口 山口県⽴豊浦高等学校 186 
広島 崇徳高等学校 90 山口 山口県⽴下関中等教育学校 100 
広島 銀河学院中・高等学校 83 山口 山口県桜ケ丘高等学校 71 
広島 広島県⽴賀茂高等学校 217 山口 誠英高等学校 231 
広島 広島県⽴呉宮原高等学校 193 山口 高川学園高等学校 83 
広島 広島県⽴神辺旭高等学校 40 香川 香川県⽴高松東高等学校 239 
広島 広島新庄高等学校 105 香川 香川県⽴善通寺第一高等学校 145 
広島 武⽥高等学校 146 香川 高松中央高等学校 260 
広島 盈進高等学校 91 香川 香川県大手前高松高等学校 56 
広島 広島県⽴福山葦陽高等学校 72 香川 香川県⽴三本松高等学校 143 
広島 広島県⽴福山明王台高等学校 306 香川 大手前丸⻲高等学校 126 
広島 広島県県⽴庄原実業高等学校 95 香川 香川県⽴高松北高等学校 124 
広島 呉港高等学校 116 愛媛 愛媛県⽴川之江高等学校 135 
広島 清水ヶ丘高等学校 104 愛媛 愛媛県⽴新居浜東高等学校 37 
広島 広島県⽴安芸府中高等学校 186 愛媛 愛媛県⽴⻄条高等学校 99 
広島 山陽⼥学園高等部 123 愛媛 愛媛県⽴丹原高等学校 66 
広島 広島県⽴世羅高等学校 126 愛媛 愛媛県⽴今治北高等学校 70 
広島 広島県⽴千代⽥高等学校 55 愛媛 愛媛県⽴大洲高等学校 194 
広島 広島県県⽴油木高等学校 65 愛媛 愛媛県⽴⼋幡浜高等学校 151 
広島 広島県⽴熊野高等学校 153 愛媛 愛媛県⽴野村高等学校 46 
広島 広島県⽴加計高等学校 28 愛媛 愛媛県⽴伊予高等学校 136 
広島 広島県⽴安芸高等学校 112 愛媛 愛媛県⽴今治東中等教育学校 68 
広島 広島県⽴三原東高等学校 119 愛媛 愛媛県⽴宇和島南中等教育学校 155 
広島 呉⻘山高等学校 33 愛媛 新⽥高等学校 344 
広島 広島県⽴⾳⼾高等学校 39 愛媛 済美高等学校 36 
広島 広島県⽴呉商業高等学校 154 愛媛 今治精華高等学校 54 
広島 広島市⽴広島商業高等学校 40 愛媛 松山聖陵高等学校 66 
広島 広島翔洋高等学校 208 高知 高知県⽴高知⻄高等学校 277 
広島 並木学院高等学校 13 高知 ⼟佐⼥子高等学校 224 
広島 広島県⽴向原高等学校 39 高知 高知高等学校 189 
広島 広島県⽴広島工業高等学校 276 高知 ⼟佐塾高等学校 196 
広島 広島県⽴広島商業高等学校 300 高知 高知県⽴高知丸の内高等学校 144 
広島 広島県⽴大⽵高等学校 24 福岡 福岡県⽴伝習館高等学校 183 
広島 広島県⽴福山商業高等学校 167 福岡 福岡県⽴鞍手高等学校 80 
広島 広島県⽴三次⻘陵高等学校 74 福岡 福岡県⽴北筑高等学校 76 
広島 広島県⽴湯来南高等学校 28 福岡 東筑紫学園高等学校 40 
広島 広島県⽴呉三津⽥高等学校 186 福岡 九州国際大学付属高等学校 200 
広島 広島県⽴広島皆実高等学校 40 福岡 福岡大学附属大濠高等学校 79 
広島 広島県⽴廿日市高等学校 272 福岡 筑紫台高等学校 120 
広島 広島県⽴高陽高等学校 78 福岡 筑紫⼥学園高等学校 120 
広島 広島県⽴⻄条農業高等学校 266 福岡 東福岡高等学校 389 
広島 広島県⽴忠海高等学校 79 福岡 福岡雙葉高等学校 171 
広島 広島県⽴安⻄高等学校 188 福岡 福岡県⽴嘉穂高等学校 118 
広島 広島県⽴呉昭和高等学校 77 福岡 福岡市⽴福岡⻄陵高等学校 299 
広島 広島県⽴⽵原高等学校 88 佐賀 佐賀県⽴伊万⾥高等学校 40 
広島 広島県⽴大柿高等学校 25 佐賀 佐賀県⽴⿅島高等学校 187 
広島 広島県⽴⿊瀬高等学校 83 ⻑崎 ⻑崎県⽴諫早高等学校 40 
広島 広島県⽴因島高等学校 29 ⻑崎 海星高等学校 98 
広島 広島県⽴佐伯高等学校 21 ⻑崎 ⻑崎南山高等学校 150 
広島 広島市⽴広島工業高等学校 240 ⻑崎 ⻑崎県⽴⻑崎南高等学校 259 
広島 広島市⽴沼⽥高等学校 307 熊本 熊本県⽴⼋代高等学校 81 
広島 広島県⽴広島国泰寺高等学校 75 大分 岩⽥高等学校 89 
広島 広島国際学院高等学校 361 大分 大分県⽴別府鶴⾒丘高等学校 75 
広島 広島県⽴総合技術高等学校 213 大分 大分高等学校 122 
広島 呉市⽴呉高等学校 158 大分 大分県⽴大分⻄高等学校 228 
広島 広陵高等学校 303 
広島 広島県瀬⼾内高等学校 390 
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調査票 ③
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調査票 ④

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜高校生対象＞53



呈⽰資料
�※新学部・新学科の概要は、紹介リーフレット（三つ折）を⽤いて伝えた。
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①（表表紙） ②（裏表紙） ③

④

①
（表表紙）

③

②（裏表紙）

④
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就
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調査概要【企業】
▶調査目的

�広島国際大学で設置を計画している新学部・新学科について、企業に採用意向等を調査し、
受容性を確認する。

▶調査対象
�全国の広島国際大学への求人実績のある企業・団体（1,047事業所に配布）

▶調査方法
�郵送配布・回収によるアンケート調査

▶回収数
�回収数： 296社（回収率28.3%）

▶調査期間
�2018年10月24日（水）発送開始 〜 2019年1月11日（⾦）到着分までを集計・分析対象としている。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞4

■事業所エリア　（全体／企業・事業所の所在地より分類）
北陸

調査数

茨
城
県

群
馬
県

東
京
都

神
奈
川
県

富
山
県

愛
知
県

三
重
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

⻑
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

沖
縄
県

0.3％ 0.3％ 5.1％ 0.7％ 0.3％ 0.7％ 0.3％ 1.0％ 4.7％ 1.7％ 0.7％ 0.3％ 0.3％ 2.7％ 2.7％ 63.9％ 4.1％ 2.0％ 3.4％ 0.3％ 1.7％ 0.7％ 0.7％ 0.3％ 0.3％ 0.3％ 0.3％

1社 1社 15社 2社 1社 2社 1社 3社 14社 5社 2社 1社 1社 8社 8社 189社 12社 6社 10社 1社 5社 2社 2社 1社 1社 1社 1社

6.4％ 0.3％ 1.0％ 8.4％ 73.6％ 5.7％ 4.4％

19社 1社 3社 25社 218社 17社 13社

調査概要

九州・沖縄

296

関東 東海 近畿 中国 四国

関
東

北
陸

東
海

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄



回答企業･団体プロフィール



1. 主業種／正社員数
＜主業種＞
▶「医療機関」(26%)が最も多く、｢社会保険・社会福祉・介護事業｣(24%)、｢卸売・小売業｣

(17%)が続く。これら3業種が全体の約7割を占める。
�事業所エリア別にみると、東日本は｢卸売・小売業」、中国地方は｢社会保険・社会福祉・介護事業｣、近畿、四

国、九州・沖縄は｢医療機関｣がそれぞれ3〜4割以上で最多。
＜正社員数＞
▶｢100〜500人未満｣(37%)の割合が最も高く、｢100人未満｣(26%)が続く。

�事業所エリア別にみると、500人以上の企業は東日本(83%)、近畿(72%)で割合が高く、過半数。
�業種別にみると、医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生では｢100〜500人未満｣(46%)の割

合が最も高く、500人未満の企業が8割を占める。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞6

■主業種　（全体／単一回答） (%)
Q1. 貴団体の主業種をお選びください。

調査数

医
療
機
関

（病
院
・
診
療
所
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・

介
護
事
業

（⽼
人
、
児
童
、
障
害
等
）

卸
売
・
小
売
業

上
記
に
含
ま
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
業

製
造
業

官
公
庁
・
自
治
体
・
公
共
団
体

建
設
業

運
輸
業

飲
食
店
・
宿
泊
業

⾦
融
・
保
険
業

不
動
産
業

保
健
・
衛
生

幼
稚
園
・
保
育
園

農
業
・
林
業
・
漁
業
・
鉱
業

情
報
通
信
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

学
校（小

・
中
・
高
・
大
・
専
門
等
）

そ
の
他
教
育
・
学
習
支
援
事
業

そ
の
他

無
回
答

全体 296 26.4 24.3 16.6 8.1 6.1 5.4 1.7 1.4 1.4 1.0 1.0 1.0 0.7 0.3 0.3 ― ― 0.7 2.7 1.0
東日本・計 23 4.3 4.3 30.4 13.0 21.7 4.3 4.3 ― ― 8.7 ― ― ― ― ― ― ― 4.3 4.3 ―
近畿 25 32.0 4.0 20.0 ― 16.0 8.0 4.0 4.0 8.0 ― ― ― ― ― 4.0 ― ― ― ― ―
中国 218 26.1 30.7 15.1 8.3 4.1 3.2 0.9 1.4 0.9 0.5 0.9 1.4 0.9 0.5 ― ― ― 0.5 3.2 1.4
　広島 189 25.9 30.7 15.3 8.5 4.8 1.6 0.5 1.6 1.1 0.5 1.1 1.6 1.1 0.5 ― ― ― 0.5 3.2 1.6
　その他 29 27.6 31.0 13.8 6.9 ― 13.8 3.4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 3.4 ―
四国 17 35.3 11.8 17.6 5.9 ― 17.6 5.9 ― ― ― 5.9 ― ― ― ― ― ― ― ― ―
九州・沖縄 13 46.2 7.7 7.7 15.4 ― 23.1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
100人未満 77 22.1 41.6 9.1 9.1 2.6 1.3 1.3 1.3 1.3 ― ― 1.3 ― 1.3 ― ― ― 1.3 3.9 2.6
100〜500人未満 109 38.5 24.8 13.8 8.3 5.5 2.8 0.9 ― 0.9 ― 1.8 1.8 ― ― ― ― ― ― 0.9 ―
500人以上 108 17.6 11.1 25.0 7.4 9.3 11.1 2.8 2.8 1.9 2.8 0.9 ― 1.9 ― 0.9 ― ― 0.9 3.7 ―

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い ※「全体」の降順ソート Q1

正社員数
別

事業所
エリア別

0

10

20

30

全体

■正社員数　（全体／単一回答） (%)
Q2. 貴団体の正社員数をお選びください。

0 0 500人以上･計 0

100人
未満

100〜
500人
未満

500〜
1000人

未満

1000〜
3000人

未満

3000人
以上 無回答

●凡例

全体 (n=296) 36.5

東日本・計 (n= 23) 82.6

近畿 (n= 25) 72.0

中国 (n=218) 26.6

　広島 (n=189) 24.3

　その他 (n= 29) 41.4

四国 (n= 17) 41.2

九州・沖縄 (n= 13) 46.2

医療/福祉介護/保健衛生 (n=153) 20.3

その他業種 (n=140) 55.0

※小計：「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q2
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業種別

事業所
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―

14.3

0.7

―

―
0.9

1.1

―

―

―

0.7

―



2. 新卒採用者の最終学歴
▶調査回答企業ほぼすべて(98%)が過去3年以内に新卒採⽤を実施。
▶｢大学卒｣を採⽤している企業は全体の93%。

�事業所エリア別にみると、｢大学卒｣採用の割合は九州・沖縄を除く全エリアで9割超。
九州・沖縄の｢大学卒｣の割合は8割超。

�業種別にみると、いずれも「大学卒」採用の割合は9割超。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど｢大学卒｣採用の割合が高い。

100人以上の企業で｢大学卒｣の割合は9割超に達する。
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■過去3年以内の新卒採⽤者の最終学歴　（全体／複数回答） (%)
Q3. 貴団体で過去3年以内に採用した新卒者の「最終学歴」をお選びください。

大学／大学院卒･計

調査数

高
校
卒

短
大
卒

大
学
卒

大
学
院
卒

専
門
学
校
卒

そ
の
他

新
卒
の
採
用
は

な
か
っ
た

無
回
答

3
年
以
内

新
卒
採
用
あ
り
・
計

大
学
／
大
学
院
卒

採
用
あ
り
・
計

全体 296 45.9 49.0 91.9 30.1 66.9 1.7 2.0 0.3 97.6 92.9
東日本・計 23 60.9 69.6 100.0 73.9 73.9 4.3 ― ― 100.0 100.0
近畿 25 44.0 60.0 100.0 48.0 76.0 4.0 ― ― 100.0 100.0
中国 218 42.2 45.0 90.4 22.9 63.8 1.4 2.8 0.5 96.8 91.7
　広島 189 40.2 41.3 89.4 21.7 64.0 1.6 3.2 0.5 96.3 91.0
　その他 29 55.2 69.0 96.6 31.0 62.1 ― ― ― 100.0 96.6
四国 17 64.7 52.9 94.1 29.4 82.4 ― ― ― 100.0 94.1
九州・沖縄 13 61.5 53.8 84.6 38.5 69.2 ― ― ― 100.0 84.6
医療/福祉介護/保健衛生 153 32.7 41.8 90.2 18.3 68.0 0.7 1.3 ― 98.7 91.5
その他業種 140 61.4 57.1 94.3 43.6 66.4 2.9 2.9 ― 97.1 95.0
100人未満 77 22.1 24.7 76.6 7.8 44.2 1.3 6.5 ― 93.5 79.2
100〜500人未満 109 46.8 44.0 96.3 15.6 72.5 0.9 0.9 ― 99.1 96.3
500人以上 108 63.0 72.2 99.1 61.1 78.7 2.8 ― ― 100.0 100.0

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q3

正社員数
別

業種別

事業所
エリア別

0
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3. 2018年4月の大学新卒者の採用人数：新卒採用企業
▶過去3年以内に新卒採⽤を実施した企業において、89%が2018年4月に大学新卒者を採⽤し

ている。
▶採⽤人数は｢1〜9人｣(43%)が最も多く、次いで｢10〜49人｣(34%)が続く。

�事業所エリア別にみると、東日本は｢10〜49人｣(30%)が最多。他エリアに比べ100人以上採用企業の割合が
高い。
九州・沖縄は｢新卒採用あり・計｣の割合は過半数を占めるが、77%と他エリアに比べ相対的に低い。

�業種別にみると、いずれも新卒採用の割合は8割超。
医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生では｢1〜9人｣(56%)が最多。

�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど｢新卒採用あり・計」の割合が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞8

■2018年4月：大学新卒者の採⽤人数　（過去3年以内新卒採⽤あり企業／単一回答） (%)
Q4. 貴団体の2018年4月⼊社（⼊所）の新卒採用状況についてお聞きします。大学卒の方の採用数としてあてはまるものをお選びください。

新卒採用あり 0 0

1〜9人 10〜49人 50〜99人 100〜499人 500人以上 新卒の採用は
なかった 無回答

●凡例

全体 (n=289) 89.3

東日本・計 (n= 23) 87.0

近畿 (n= 25) 100.0

中国 (n=211) 89.6

　広島 (n=182) 89.6

　その他 (n= 29) 89.7

四国 (n= 17) 82.4

九州・沖縄 (n= 13) 76.9

医療/福祉介護/保健衛生 (n=151) 84.8

その他業種 (n=136) 94.1

100人未満 (n= 72) 69.4

100〜500人未満 (n=108) 93.5

500人以上 (n=108) 99.1

※小計：「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q4
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4. 2019年4月の新卒採用数の増減
▶2019年4月入社(入所)の新卒採⽤数について、全体の24%が2018年よりも｢増える｣、

46%が｢同程度｣、17%が｢減る｣と回答。
�全体の87%が2019年4月に新卒採用を予定している（｢増える｣｢同程度｣｢減る｣いずれか回答）。
�事業所エリア別・業種別いずれも｢2018年と同程度｣が最多。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど｢2018年と同程度」の割合が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞9

■2019年4月新卒採⽤数の増減　（全体／単一回答） (%)
Q5. 2019年4月⼊社（⼊所）の新卒採用数について、現時点でどのような状況になりますか。貴団体の方針に近いものをお選び下さい。

2019年新卒採用予定 0 0 0

2018年よりも増
えると思う

2018年と同程度
だと思う

2018年よりも減
ると思う

新卒の採用は⾏
わない予定

未定（わからな
い） 無回答

●凡例

全体 (n=296) 86.8

東日本・計 (n= 23) 91.3

近畿 (n= 25) 96.0

中国 (n=218) 86.2

　広島 (n=189) 86.2

　その他 (n= 29) 86.2

四国 (n= 17) 88.2

九州・沖縄 (n= 13) 69.2

医療/福祉介護/保健衛生 (n=153) 87.6

その他業種 (n=140) 86.4

100人未満 (n= 77) 67.5

100〜500人未満 (n=109) 92.7

500人以上 (n=108) 95.4

※小計：「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q5
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5. 今後の新卒採用対象となる最終学歴
▶今後の新卒者の採⽤にあたり、ほぼすべて(97%)が｢大学卒｣の採⽤を考えている。
▶さらに、「大学院卒」の採⽤を考えている企業はほぼ半数を占める(48%)。

�事業所エリア別・業種別・正社員数別いずれでみても、｢大学卒｣を採用対象と考えている企業は9割超。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞10

■今後の新卒採⽤対象となる最終学歴　（全体／複数回答） (%)
Q6. 今後の新卒者の採用にあたり、どのような「最終学歴」の方の採用をお考えですか。貴団体にとって採用対象となると思われるものをすべてお選びください。

新卒採用予定あり 0 0 0 0 0

調査数

高
校
卒

短
大
卒

大
学
卒

大
学
院
卒

専
門
学
校
卒

そ
の
他

新
卒
の
採
用
は

⾏
わ
な
い
予
定

無
回
答

新
卒
採
用
予
定

あ
り
・
計

大
学
／
大
学
院
卒

採
用
予
定
あ
り
・
計

大
学
／
大
学
院
卒

採
用
予
定
な
し
・
計

全体 296 52.7 69.9 96.6 48.0 78.7 3.4 0.3 0.7 99.0 96.6 2.4
東日本・計 23 52.2 73.9 95.7 82.6 73.9 4.3 ― ― 100.0 95.7 4.3
近畿 25 56.0 76.0 100.0 64.0 84.0 4.0 ― ― 100.0 100.0 ―
中国 218 51.8 69.7 96.8 42.7 78.0 2.8 ― 0.9 99.1 96.8 2.3
　広島 189 49.7 68.3 96.8 41.8 77.8 2.6 ― 0.5 99.5 96.8 2.6
　その他 29 65.5 79.3 96.6 48.3 79.3 3.4 ― 3.4 96.6 96.6 ―
四国 17 64.7 58.8 94.1 52.9 76.5 11.8 ― ― 100.0 94.1 5.9
九州・沖縄 13 46.2 69.2 92.3 38.5 92.3 ― 7.7 ― 92.3 92.3 ―
広島 189 49.7 68.3 96.8 41.8 77.8 2.6 ― 0.5 99.5 96.8 2.6
広島県外 107 57.9 72.9 96.3 58.9 80.4 4.7 0.9 0.9 98.1 96.3 1.9
医療/福祉介護/保健衛生 153 41.2 63.4 96.1 32.0 82.4 2.6 0.7 ― 99.3 96.1 3.3
その他業種 140 66.4 78.6 97.9 65.7 75.0 4.3 ― 0.7 99.3 97.9 1.4
100人未満 77 41.6 55.8 93.5 31.2 70.1 3.9 1.3 ― 98.7 93.5 5.2
100〜500人未満 109 51.4 68.8 97.2 33.9 83.5 1.8 ― 0.9 99.1 97.2 1.8
500人以上 108 63.0 81.5 99.1 75.0 80.6 4.6 ― ― 100.0 99.1 0.9

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い
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6. 今後の新卒採用で重視する能⼒
▶今後の新卒者の採⽤活動に際し重視する能⼒は、｢コミュニケーション能⼒｣(92%)が突出。

次いで、｢協調性｣｢責任感｣が7割以上、｢誠実性｣が6割以上、｢チャレンジ精神｣は5割以上。
�事業所エリア別にみると、いずれも｢コミュニケーション能⼒｣が最多。

東日本は｢チャレンジ精神｣｢主体性｣｢柔軟性｣、近畿は｢主体性｣、四国は｢⼀般常識」、九州・沖縄は｢誠実性｣
｢⼀般常識｣｢柔軟性｣｢信頼性｣｢職業観｣がそれぞれ全体に比べ特徴的に高い。中国の傾向は全体傾向と同様。

�業種別にみると、医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生では｢専門性｣が全体に比べ特徴的に
高い。

�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど｢コミュニケーション能⼒｣｢チャレンジ精神｣｢主体性｣｢柔軟性｣などを
重視している。⼀方、100人未満の企業では｢誠実性｣の重視度が相対的に高い。
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■今後の新卒採⽤活動に際し重視する能⼒　（全体／複数回答） (%)
Q7. 今後の新卒者を含めた採用活動に際し、貴団体ではどのような能⼒を重視するお考えですか。あてはまる能⼒を以下からすべてお選びください。
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そ
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無
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全体 296 91.9 75.7 69.9 63.5 56.4 47.6 40.5 39.2 31.8 26.4 25.7 21.3 18.2 15.2 12.2 10.1 7.8 7.4 2.7 1.0 1.0
東日本・計 23 95.7 69.6 65.2 69.6 73.9 60.9 39.1 52.2 39.1 26.1 26.1 30.4 13.0 8.7 8.7 8.7 4.3 8.7 ― 4.3 ―
近畿 25 92.0 84.0 68.0 52.0 64.0 60.0 36.0 36.0 24.0 28.0 28.0 24.0 24.0 12.0 12.0 12.0 8.0 ― 8.0 ― ―
中国 218 90.8 74.8 70.2 63.3 53.2 45.0 39.4 37.2 31.2 27.1 26.6 19.7 19.7 15.1 12.8 10.6 9.2 8.3 2.8 0.9 0.9
　広島 189 90.5 77.2 71.4 64.6 53.4 45.0 39.2 37.6 31.7 28.6 29.6 19.6 19.0 14.3 13.8 11.1 9.5 7.4 2.6 1.1 0.5
　その他 29 93.1 58.6 62.1 55.2 51.7 44.8 41.4 34.5 27.6 17.2 6.9 20.7 24.1 20.7 6.9 6.9 6.9 13.8 3.4 ― 3.4
四国 17 94.1 82.4 70.6 64.7 64.7 47.1 52.9 35.3 17.6 23.5 11.8 29.4 5.9 11.8 5.9 ― ― 5.9 ― ― 5.9
九州・沖縄 13 100.0 76.9 76.9 76.9 53.8 46.2 53.8 61.5 61.5 15.4 23.1 15.4 7.7 38.5 15.4 15.4 ― 7.7 ― ― ―
医療/福祉介護/保健衛生 153 90.8 83.0 69.9 65.4 45.1 43.1 37.9 38.6 30.1 37.9 26.1 13.7 18.3 20.3 12.4 10.5 3.9 4.6 0.7 1.3 0.7
その他業種 140 93.6 67.9 70.0 61.4 69.3 53.6 44.3 40.7 34.3 14.3 25.0 29.3 18.6 10.0 12.1 10.0 12.1 10.7 5.0 0.7 0.7
100人未満 77 89.6 76.6 74.0 67.5 49.4 37.7 40.3 33.8 31.2 26.0 23.4 16.9 22.1 15.6 9.1 7.8 6.5 5.2 1.3 1.3 ―
100〜500人未満 109 92.7 77.1 73.4 62.4 54.1 41.3 40.4 35.8 23.9 30.3 26.6 15.6 13.8 16.5 10.1 9.2 9.2 8.3 2.8 1.8 0.9
500人以上 108 93.5 74.1 64.8 63.0 64.8 62.0 41.7 46.3 40.7 23.1 26.9 30.6 20.4 13.9 15.7 13.0 7.4 8.3 3.7 ― 0.9

※「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い
※「全体」の降順ソート Q7
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広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞12



新学科（専攻）の受容性



1. 新学科（専攻）への期待度
▶広島国際大学の新学科(専攻)における教育や人材育成に対し、いずれの学科(専攻)も

｢とても期待できる｣が3割強〜約6割。
｢ある程度期待できる｣を含めた｢期待できる･計｣は過半数を占める。

▶一方、｢あまり期待できない｣｢まったく期待できない｣は、いずれの学科(専攻)も5%以下。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞14

■新学部学科（専攻）における教育・人材育成に対する期待度　（全体／各単一回答） (%)
Q8. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）における教育や人材育成に対し、どの程度ご期待いただけますか。あてはまるものを⼀つ選び○をつけてください。

期待できる 0 期待できない 0

とても
期待できる

ある程度
期待できる

どちらとも
いえない

あまり
期待できない

まったく
期待できない 無回答

●凡例

健康スポーツ学部 健康スポーツ学科 56.1 4.1 166 128 38

健康科学部 医療福祉学科 72.3 1.4 214 167 47

医療経営学科 58.1 3.7 172 119 53

⼼理学科 56.1 3.4 166 120 46

医療栄養学科 61.8 1.7 183 129 54

総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科
理学療法学専攻 71.6 2.4 212 169 43

保健医療学部 医療技術学科
臨床検査学専攻 53.7 4.1 159 117 42

救急救命学科 50.7 5.1 150 108 42

※小計：「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q8_MX
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健康スポーツ学部 健康スポーツ学科
期待度「とても期待できる」
以下、新学科(専攻)における教育や人材育成に対する期待度｢とても期待できる｣スコアを属性別にみていく。

▶健康スポーツ学科に対する期待度：｢とても期待できる｣は、全体の43%。
�事業所エリア別にみると、最も期待度が高いエリアは、東日本、次いで近畿。
�業種別にみると、その他業種の期待度が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど期待度が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞15

■新学部学科（専攻）における教育・人材育成に対する期待度：「とても期待できる」一覧　（全体／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）における教育や人材育成に対し、どの程度ご期待いただけますか。あてはまるものを⼀つ選び○をつけてください。

(%)
実数

全体 (n=296) 128

東日本・計 (n= 23) 14

近畿 (n= 25) 14

中国 (n=218) 91

　広島 (n=189) 82

　その他 (n= 29) 9

四国 (n= 17) 7

九州・沖縄 (n= 13) 2

医療/福祉介護/保健衛生 (n=153) 56

その他業種 (n=140) 72

100人未満 (n= 77) 27

100〜500人未満 (n=109) 44

500人以上 (n=108) 57

採用意向あり･計 (n=293) 127

　大学･院卒採用意向あり (n=286) 125

　大学・院卒採用意向なし (n= 7) 2

採用意向なし (n= 1) ―

2018年度よりも増える (n= 71) 41

2018年度と同程度 (n=137) 55

2018年度よりも減る (n= 49) 20

新卒採用予定なし・未定 (n= 36) 11

Q8_TB

業種別

健康スポーツ学部
健康スポーツ学科

事業所
エリア別

正社員数
別

新卒採用
意向別

2019年
度
新卒採用
方針別

43.2

60.9

56.0

41.7

43.4

31.0

41.2

15.4

36.6

51.4

35.1

40.4

52.8

43.3

43.7

28.6

―

57.7

40.1

40.8

30.6

0 20 40 60 80 100



健康科学部 医療福祉学科/医療経営学科/⼼理学科/医療栄養学科
期待度「とても期待できる」
▶医療福祉学科に対する期待度：｢とても期待できる｣は、全体の56%。

�事業所エリア別にみると、最も期待度が高いエリアは、近畿、中国が僅差で並ぶ。
�業種別にみると、医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生の期待度が高い。
�正社員数別にみると、100人以上規模の企業からの期待度が高い。

▶医療経営学科に対する期待度：｢とても期待できる｣は、全体の40%。
�事業所エリア別にみると、最も期待度が高いエリアは、東日本。次いで近畿。
�業種別にみると、その他業種の期待度が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べやや高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど期待度が高い。

▶⼼理学科に対する期待度：｢とても期待できる｣は、全体の41%。
�事業所エリア別にみると、最も期待度が高いエリアは、東日本。次いで近畿。
�業種別にみると、その他業種の期待度が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど期待度が高い。

▶医療栄養学科に対する期待度：｢とても期待できる｣は、全体の44%。
�事業所エリア別にみると、最も期待度が高いエリアは、四国。次いで東日本。
�業種別にみると、その他業種の期待度が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど期待度が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞16

■新学部学科（専攻）における教育・人材育成に対する期待度：「とても期待できる」一覧　（全体／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）における教育や人材育成に対し、どの程度ご期待いただけますか。あてはまるものを⼀つ選び○をつけてください。

(%) (%) (%) (%)
実数 実数 実数 実数

全体 (n=296) 167 119 120 129

東日本・計 (n= 23) 12 13 12 13

近畿 (n= 25) 15 13 12 12

中国 (n=218) 128 84 87 91

　広島 (n=189) 112 76 77 79

　その他 (n= 29) 16 8 10 12

四国 (n= 17) 7 7 7 10

九州・沖縄 (n= 13) 5 2 2 3

医療/福祉介護/保健衛生 (n=153) 103 60 56 64

その他業種 (n=140) 64 59 64 65

100人未満 (n= 77) 37 20 21 20

100〜500人未満 (n=109) 65 44 45 46

500人以上 (n=108) 64 55 54 63

採用意向あり･計 (n=293) 166 118 119 128

　大学･院卒採用意向あり (n=286) 164 117 117 126

　大学・院卒採用意向なし (n= 7) 2 1 2 2

採用意向なし (n= 1) ― ― ― ―

2018年度よりも増える (n= 71) 53 36 40 38

2018年度と同程度 (n=137) 70 54 48 57

2018年度よりも減る (n= 49) 27 21 25 23

新卒採用予定なし・未定 (n= 36) 15 7 6 10

Q8_TB

業種別

正社員数
別

2019年
度
新卒採用
方針別

健康科学部
⼼理学科

健康科学部
医療栄養学科

新卒採用
意向別

健康科学部
医療福祉学科

健康科学部
医療経営学科

事業所
エリア別

56.4

52.2

60.0

58.7

59.3

55.2

41.2

38.5

67.3

45.7

48.1

59.6

59.3

56.7

57.3

28.6

―

74.6

51.1

55.1

41.7
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50.0

40.6
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―
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35.0

51.0
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41.7

41.8

41.4

58.8

23.1

41.8

46.4

26.0

42.2

58.3

43.7

44.1

28.6

―

53.5

41.6

46.9

27.8
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総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻
期待度「とても期待できる」
▶リハビリテーション学科 理学療法学専攻に対する期待度：｢とても期待できる｣は、全体の57%。

�事業所エリア別にみると、最も期待度が高いエリアは、四国。次いで中国、東日本。
�業種別にみると、医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生の期待度が高い。
�正社員数別にみると、100人以上規模の企業からの期待度が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞17

■新学部学科（専攻）における教育・人材育成に対する期待度：「とても期待できる」一覧　（全体／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）における教育や人材育成に対し、どの程度ご期待いただけますか。あてはまるものを⼀つ選び○をつけてください。

(%)
実数

全体 (n=296) 169

東日本・計 (n= 23) 13

近畿 (n= 25) 13

中国 (n=218) 125

　広島 (n=189) 111

　その他 (n= 29) 14

四国 (n= 17) 11

九州・沖縄 (n= 13) 7

医療/福祉介護/保健衛生 (n=153) 103

その他業種 (n=140) 66

100人未満 (n= 77) 37

100〜500人未満 (n=109) 67

500人以上 (n=108) 65

採用意向あり･計 (n=293) 168

　大学･院卒採用意向あり (n=286) 164

　大学・院卒採用意向なし (n= 7) 4

採用意向なし (n= 1) ―

2018年度よりも増える (n= 71) 51

2018年度と同程度 (n=137) 77

2018年度よりも減る (n= 49) 25

新卒採用予定なし・未定 (n= 36) 15

Q8_TB

業種別

総合リハビリテーション学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻

事業所
エリア別

正社員数
別

新卒採用
意向別

2019年
度
新卒採用
方針別

57.1

56.5

52.0

57.3

58.7

48.3

64.7

53.8

67.3

47.1

48.1

61.5

60.2

57.3

57.3

57.1

―

71.8

56.2

51.0

41.7

0 20 40 60 80 100



保健医療学部 医療技術学科臨床検査学専攻/救急救命学科
期待度「とても期待できる」
▶医療技術学科 臨床検査学専攻に対する期待度：｢とても期待できる｣は、全体の40%。

�事業所エリア別にみると、最も期待度が高いエリアは、東日本、四国が僅差で並ぶ。
�業種別にみると、その他業種の期待度が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど期待度が高い。

▶救急救命学科に対する期待度：｢とても期待できる｣は、全体の37%。
�事業所エリア別にみると、最も期待度が高いエリアは、近畿、東日本が並ぶ。
�業種別にみると、その他業種の期待度が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど期待度が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞18

■新学部学科（専攻）における教育・人材育成に対する期待度：「とても期待できる」一覧　（全体／各単一回答）
Q8. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）における教育や人材育成に対し、どの程度ご期待いただけますか。あてはまるものを⼀つ選び○をつけてください。

(%) (%)
実数 実数

全体 (n=296) 117 108

東日本・計 (n= 23) 11 11

近畿 (n= 25) 11 12

中国 (n=218) 85 76

　広島 (n=189) 74 67

　その他 (n= 29) 11 9

四国 (n= 17) 8 7

九州・沖縄 (n= 13) 2 2

医療/福祉介護/保健衛生 (n=153) 57 45

その他業種 (n=140) 60 63

100人未満 (n= 77) 24 23

100〜500人未満 (n=109) 43 38

500人以上 (n=108) 50 47

採用意向あり･計 (n=293) 116 107

　大学･院卒採用意向あり (n=286) 114 106

　大学・院卒採用意向なし (n= 7) 2 1

採用意向なし (n= 1) ― ―

2018年度よりも増える (n= 71) 36 36

2018年度と同程度 (n=137) 52 42

2018年度よりも減る (n= 49) 19 19

新卒採用予定なし・未定 (n= 36) 9 10

Q8_TB

正社員数
別

新卒採用
意向別

2019年
度
新卒採用
方針別

業種別

保健医療学部
医療技術学科

臨床検査学専攻

保健医療学部
救急救命学科

事業所
エリア別

39.5

47.8

44.0

39.0

39.2

37.9

47.1

15.4

37.3

42.9

31.2

39.4

46.3

39.6

39.9

28.6

―
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2. 新学科（専攻）卒業生の採用意向

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞19

▶今後新卒採⽤を実施予定の企業における、広島国際大学の新学科(専攻)で学んだ学生の新卒
採⽤意向｢採⽤対象･計｣は、以下の通り。

※今後新卒採用を実施予定の企業は、全体の99%（結果は10ページに掲載）

＜健康スポーツ学部＞
▶健康スポーツ学科：57%。

＜健康科学部＞
▶医療福祉学科：70%。
▶医療経営学科：56%。
▶⼼理学科：59%
▶医療栄養学科：60%

�医療福祉学科は、トップボックス｢採用対象になる｣(56%)が5割強を占める。

＜総合リハビリテーション学部＞
▶リハビリテーション学科 理学療法学専攻：66%

�リハビリテーション学科理学療法学専攻は、トップボックス｢採用対象になる｣(52%)が5割を超える。

＜保健医療学部＞
▶医療技術学科 臨床検査学専攻：45%
▶救急救命学科：35%

�保健医療学部両学科の採用意向は他学科(専攻)に比べ相対的に低く、5割未満。
�救急救命学科は、｢採用対象にならない・計(あまり採用対象にならない＋採用対象にならない)｣の割合が採用意

向と拮抗(39%)。

■新学部学科（専攻）新卒採⽤意向　（新卒採⽤実施予定企業／各単一回答） (%)
Q9. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）で学んだ学生の新卒採用について、どのようにお考えいただけますか。貴団体の考え方に最も近いものを⼀つ選び、○をつけてください。

採用対象 0 採用対象にならない 0

採用対象
になる

おそらく
採用対象

になる

採用対象
として

検討してもよ
い

あまり
採用対象に

ならない

採用対象に
ならない 無回答

●凡例

健康スポーツ学部 健康スポーツ学科 56.7 22.5 166 124 42

健康科学部 医療福祉学科 70.0 11.6 205 165 40

医療経営学科 55.6 17.7 163 115 48

⼼理学科 58.7 20.8 172 119 53

医療栄養学科 60.4 16.4 177 129 48

総合リハビリテーション
学部

リハビリテーション学科
理学療法学専攻

66.2 11.9 194 153 41

保健医療学部 医療技術学科
臨床検査学専攻

45.1 29.7 132 88 44

救急救命学科 34.5 38.9 101 69 32

※小計：「全体」と比較して ■=10pt地上高い／■=5pt以上／■=5pt以上低い Q9_MX

実数（件）

採用対象
にならない

・計

(n=293)

採用
対象
になる

採用対象
･計

おそらく
採用
対象
になる

採用対象
･計

42.3

56.3

39.2

40.6

44.0

52.2

30.0

23.5

14.3

13.7

16.4

18.1

16.4

14.0

15.0

10.9

16.0

14.7

20.8

15.7

17.7

17.7

19.8

20.8

10.9

7.5

9.9

11.6

8.5

5.8

14.7

16.4

11.6

4.1

7.8

9.2

7.8

6.1

15.0

22.5

4.8

3.8

5.8

4.8

5.5

4.1

5.5

5.8



健康スポーツ学部 健康スポーツ学科
採用意向「採用対象･計」
以下、新学科(専攻)で学んだ学生の新卒採用意向「採用対象・計」スコアを属性別にみていく。

▶健康スポーツ学科に対する採⽤意向：｢採⽤対象｣は、新卒採⽤実施予定企業の57%。
�事業所エリア別にみると、最も採用意向が高いエリアは、東日本(83%)。次いで近畿(68%)。
�業種別にみると、その他業種の採用意向が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど採用意向が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞20

■新学部学科（専攻）新卒採⽤意向：「採⽤対象･計」一覧　（新卒採⽤実施予定企業／各単一回答）
Q9. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）で学んだ学生の新卒採用について、どのようにお考えいただけますか。貴団体の考え方に最も近いものを⼀つ選び、○をつけてください。

(%)
実数

全体 (n=293) 166

東日本・計 (n= 23) 19

近畿 (n= 25) 17

中国 (n=216) 118

　広島 (n=188) 108

　その他 (n= 28) 10

四国 (n= 17) 8

九州・沖縄 (n= 12) 4

医療/福祉介護/保健衛生 (n=152) 61

その他業種 (n=139) 104

100人未満 (n= 76) 33

100〜500人未満 (n=108) 58

500人以上 (n=108) 75

採用意向あり･計 (n=293) 166

　大学･院卒採用意向あり (n=286) 164

　大学・院卒採用意向なし (n= 7) 2

採用意向なし (n= 0) ―

2018年度よりも増える (n= 71) 48

2018年度と同程度 (n=137) 72

2018年度よりも減る (n= 48) 30

新卒採用予定なし・未定 (n= 35) 14

Q9_2B

業種別

健康スポーツ学部
健康スポーツ学科

事業所
エリア別

正社員数
別

新卒採用
意向別

2019年
度
新卒採用
方針別

56.7

82.6

68.0
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57.4

35.7

47.1
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43.4

53.7
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28.6

―
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健康科学部 医療福祉学科/医療経営学科/⼼理学科/医療栄養学科
採用意向「採用対象･計」
▶医療福祉学科に対する採⽤意向：｢採⽤対象｣は、新卒採⽤実施予定企業の70%。

�事業所エリア別にみると、最も採用意向が高いエリアは、東日本(87%)。次いで近畿(72%)。
�業種別にみると、医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生の採用意向が高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど採用意向が高い。

▶医療経営学科に対する採⽤意向：｢採⽤対象｣は、新卒採⽤実施予定企業の56%。
�事業所エリア別にみると、最も採用意向が高いエリアは、東日本（78％）。次いで近畿（76％）。
�業種別にみると、その他業種の採用意向が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど採用意向が高い。

▶⼼理学科に対する採⽤意向：｢採⽤対象｣は、新卒採⽤実施予定企業の59%。
�事業所エリア別にみると、最も採用意向が高いエリアは、東日本(87%)。次いで近畿(64%)。
�業種別にみると、その他業種の採用意向が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど採用意向が高い。

▶医療栄養学科に対する採⽤意向：｢採⽤対象｣は、新卒採⽤実施予定企業の60%。
�事業所エリア別にみると、最も採用意向が高いエリアは、東日本(83%)。次いで四国(65%)、近畿(64%)が僅

差で続く。
�業種別にみると、その他業種の採用意向が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど採用意向が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞21

■新学部学科（専攻）新卒採⽤意向：「採⽤対象･計」一覧　（新卒採⽤実施予定企業／各単一回答）
Q9. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）で学んだ学生の新卒採用について、どのようにお考えいただけますか。貴団体の考え方に最も近いものを⼀つ選び、○をつけてください。

(%) (%) (%) (%)
実数 実数 実数 実数

全体 (n=293) 205 163 172 177

東日本・計 (n= 23) 20 18 20 19

近畿 (n= 25) 18 19 16 16

中国 (n=216) 149 112 123 125

　広島 (n=188) 129 100 105 107

　その他 (n= 28) 20 12 18 18

四国 (n= 17) 11 10 8 11

九州・沖縄 (n= 12) 7 4 5 6

医療/福祉介護/保健衛生 (n=152) 114 78 70 84

その他業種 (n=139) 91 85 102 93

100人未満 (n= 76) 40 24 32 28

100〜500人未満 (n=108) 79 62 60 63

500人以上 (n=108) 85 76 79 86

採用意向あり･計 (n=293) 205 163 172 177

　大学･院卒採用意向あり (n=286) 202 162 170 174

　大学・院卒採用意向なし (n= 7) 3 1 2 3

採用意向なし (n= 0) ― ― ― ―

2018年度よりも増える (n= 71) 60 43 50 47

2018年度と同程度 (n=137) 90 77 70 80

2018年度よりも減る (n= 48) 34 28 34 32

新卒採用予定なし・未定 (n= 35) 19 13 16 16

Q9_2B

業種別

正社員数
別

2019年
度
新卒採用
方針別

健康科学部
⼼理学科

健康科学部
医療栄養学科

新卒採用
意向別

健康科学部
医療福祉学科

健康科学部
医療経営学科

事業所
エリア別

70.0

87.0

72.0

69.0

68.6

71.4

64.7

58.3

75.0

65.5

52.6

73.1

78.7

70.0

70.6

42.9

―

84.5

65.7

70.8

54.3
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51.9
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42.9

58.8

33.3

51.3

61.2

31.6

57.4

70.4

55.6

56.6

14.3

―
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37.1
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64.0

56.9

55.9

64.3

47.1

41.7

46.1

73.4

42.1

55.6

73.1

58.7

59.4

28.6

―

70.4

51.1

70.8

45.7
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60.4

82.6

64.0

57.9

56.9

64.3

64.7

50.0

55.3

66.9

36.8

58.3

79.6

60.4

60.8

42.9

―

66.2

58.4

66.7

45.7
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総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学専攻
採用意向「採用対象･計」
▶リハビリテーション学科 理学療法学専攻に対する採⽤意向：｢採⽤対象｣は、新卒採⽤実施予

定企業の66%。
�事業所エリア別にみると、最も採用意向が高いエリアは、九州・沖縄(75%)。次いで四国(71%)。
�業種別にみると、医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生の採用意向が高い。
�正社員数別にみると、 100人以上規模の企業の採用意向が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞22

■新学部学科（専攻）新卒採⽤意向：「採⽤対象･計」一覧　（新卒採⽤実施予定企業／各単一回答）
Q9. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）で学んだ学生の新卒採用について、どのようにお考えいただけますか。貴団体の考え方に最も近いものを⼀つ選び、○をつけてください。

(%)
実数

全体 (n=293) 194

東日本・計 (n= 23) 15

近畿 (n= 25) 16

中国 (n=216) 142

　広島 (n=188) 120

　その他 (n= 28) 22

四国 (n= 17) 12

九州・沖縄 (n= 12) 9

医療/福祉介護/保健衛生 (n=152) 116

その他業種 (n=139) 78

100人未満 (n= 76) 40

100〜500人未満 (n=108) 80

500人以上 (n=108) 74

採用意向あり･計 (n=293) 194

　大学･院卒採用意向あり (n=286) 191

　大学・院卒採用意向なし (n= 7) 3

採用意向なし (n= 0) ―

2018年度よりも増える (n= 71) 50

2018年度と同程度 (n=137) 90

2018年度よりも減る (n= 48) 32

新卒採用予定なし・未定 (n= 35) 20

Q9_2B

業種別

総合リハビリテーション学部
リハビリテーション学科

理学療法学専攻

事業所
エリア別

正社員数
別

新卒採用
意向別

2019年
度
新卒採用
方針別

66.2

65.2

64.0

65.7

63.8

78.6

70.6

75.0

76.3

56.1

52.6

74.1

68.5

66.2

66.8

42.9

―

70.4

65.7

66.7

57.1
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保健医療学部 医療技術学科臨床検査学専攻/救急救命学科
採用意向「採用対象･計」
▶医療技術学科 臨床検査学専攻に対する採⽤意向：｢採⽤対象｣は、新卒採⽤実施予定企業

の45%。
�事業所エリア別にみると、最も採用意向が高いエリアは、四国(65%)。次いで東日本(61%)。
�業種別にみると、その他業種の採用意向が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど採用意向が高い。

▶救急救命学科に対する採⽤意向：｢採⽤対象｣は、新卒採⽤実施予定企業の35%。
�事業所エリア別にみると、最も採用意向が高いエリアは、東日本(52%)。次いで近畿(44%)。
�業種別にみると、その他業種の採用意向が医療機関/社会保険・社会福祉・介護事業/保健・衛生に比べ高い。
�正社員数別にみると、社員数が多い企業ほど採用意向が高い。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞23

■新学部学科（専攻）新卒採⽤意向：「採⽤対象･計」一覧　（新卒採⽤実施予定企業／各単一回答）
Q9. 以下の広島国際大学の学部学科（専攻）で学んだ学生の新卒採用について、どのようにお考えいただけますか。貴団体の考え方に最も近いものを⼀つ選び、○をつけてください。

(%) (%)
実数 実数

全体 (n=293) 132 101

東日本・計 (n= 23) 14 12

近畿 (n= 25) 14 11

中国 (n=216) 89 67

　広島 (n=188) 75 57

　その他 (n= 28) 14 10

四国 (n= 17) 11 7

九州・沖縄 (n= 12) 4 4

医療/福祉介護/保健衛生 (n=152) 58 30

その他業種 (n=139) 74 71

100人未満 (n= 76) 20 16

100〜500人未満 (n=108) 49 33

500人以上 (n=108) 63 52

採用意向あり･計 (n=293) 132 101

　大学･院卒採用意向あり (n=286) 130 100

　大学・院卒採用意向なし (n= 7) 2 1

採用意向なし (n= 0) ― ―

2018年度よりも増える (n= 71) 34 27

2018年度と同程度 (n=137) 60 41

2018年度よりも減る (n= 48) 24 19

新卒採用予定なし・未定 (n= 35) 12 12

Q9_2B

正社員数
別

新卒採用
意向別

2019年
度
新卒採用
方針別

業種別

保健医療学部
医療技術学科

臨床検査学専攻

保健医療学部
救急救命学科

事業所
エリア別

45.1

60.9

56.0

41.2

39.9

50.0

64.7

33.3

38.2

53.2

26.3

45.4

58.3

45.1

45.5

28.6

―

47.9

43.8

50.0

34.3
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30.3
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41.2

33.3

19.7

51.1

21.1

30.6

48.1

34.5

35.0

14.3

―

38.0

29.9

39.6

34.3
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資料：調査票・呈⽰資料



調査票 ①

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞26



調査票 ②

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞27



調査票 ③

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞28



呈⽰資料
�※新学部・新学科の概要は、紹介リーフレット（三つ折）を用いて伝えた。

広島国際大学 学部/学科に関するアンケート調査＜企業対象＞29

①（表表紙） ②（裏表紙） ③

④

①
（表表紙）

③

②（裏表紙）

④
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